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序

埼玉県では、豊かな自然を生かしながら、自然環境

と調利のとれた産業の振興を図っております。

テクノグリーン構想も、この一環として自然環境を

十分に生かしながら調和のとれた産業の振興をめざし

て、都心から50km以遠の埼玉県北部地域を対象とし、

先端技術の導入を核とした創造的で活力にあふれた地

域杜会の振興を目的としたものであります。

行田市の南部地域に計画された行田南部工業団地

は、このテクノグリーン構想のもとで、地域の産業振

興と雇用機会の著しい拡大を目指している事業であり

ます。

事業の進められている行田地域は、自然環境に恵ま

れた豊かな田園都市であると共に、国宝金錯銘鉄剣の

出土で有名な埼玉古墳群などがあり、歴史と伝統に培

われた町であります。

工業団地造成事業地内には、築道下遺跡、八ツ島遺

跡の所在か確認されておりました。この埋蔵文化財の

取り扱いについては、関係機関が慎重に協議を重ねて

まいりましたが、やむを得ず記録保存の措置を講じる

ことになりました。発掘調査は、埼玉県教育局生涯学

習部文化財保護課の調整により、当事業団が埼玉県企

業局の委託を受けて実施いたしました。

今回報告いたします築道下遺跡は、古墳時代から中

世に至るまでの多くの遺構・遺物が発見されておりま

す。三年間にわたって行われた調査の結果、元荒川に

沿った自然堤防上に連綿と営まれた集落が、数百軒の

規模で明らかになりました。それらの中で、本年度報

告する中憔墳墓や、米年度報告予定の土師質土器焼成

遺構などは、県内でも極めて少なく貴重な発見であり

ます。

本年度は、昨年度に引き続き、築道下遺跡に関する

第二冊目の報告書を刊行することとなりました。

本書が埋蔵文化財の保護、学術研究の基礎資料とし

て、また埋蔵文化財の普及・啓発及び教育機関の参考

資料として広く活用いただければ幸いです。

刊行にあたり、発掘調査に関する諸調整に御尽力を

いただきました埼玉県教育局生涯学習部文化財保護課

をはじめ、発掘調査から報告書刊行に至るまで御協力

をいただきました埼玉県企業局、行田市教育委員会並

びに地元関係者各位に深く感謝申し上げます。

平成10年3月

財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業団

理事長荒井 桂



例

ー 本書は下記の遺跡の発掘調査報告書である。

遺跡名：策道下遺跡（注記略号68-144)

所在地：埼玉県行田市大字野字築道下186

教育長通知

平成7年4月28H付け

平成8年4月15日付け

教文第2の23号

教文第 2の12号

2
 

3
 

4
 

遺跡コード番号： 6&-144

発掘調査は行田南部工業団地造成事業に伴う事前

調査であり、埼玉県教育局生涯学習部文化財保護

課が調整し、埼玉県企業局の委託により、埼玉県

埋蔵文化財調査事業団が実施した。

発掘調査は当事業団の今井宏、絨持和夫、赤熊浩

ー、岩瀬譲、山本靖、大屋道則、栗岡潤、松澤浩

ーが担当して、平成7年 4月1日から平成10年3

月31日まで実施した。整理報告書作成作業は大屋

道則、栗岡潤が担当し、平成7年4月1日から乎

成8年3月31日まで行った。ただし、本年度整理

｛乍業に関わるものは、 SD-56以南、 SD-105以北の

範囲である。

遺跡の基準点測量と航空写真は株式会杜アイシー

に、木製品・炭化種子・人骨の分析はパリノサー

言
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ヴェイ株式会社にそれぞれ委託した。

写真は発掘調査時の撮影を各発掘担当者が行い、

遺物の撮影は巻頭カラー図版を栗岡が、他を大屋、

栗岡が行った。

出土遺物の実測は、栗岡、大屋、桜井元子が行い、

埴輪を大谷徹が、金属器の一部を瀧瀬芳之が、中

祉遺物を飯持和夫が行った。

本書の執筆は、

（散称略

I-1を埼玉県生涯学習部文化財

7
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，
 

保護課が、縄文時代の土器を新屋雅明が、埴輪を

大谷徹が、住居跡を大屋が、中世の墓域を飯持が、

他の全てを栗岡が行った。

本書の編集は、資料部資料整理第2課の栗岡、大

屋が行った。

本書にかかる資料は平成9年度以降県立埋蔵文化

財センターが保管する。

本書の作成にあたり下記の方々から御教示、御協

力を賜った（敬称略）。

堀口萬吉、栗原文蔵、斉藤国夫、塚田良道、中島

洋一、門脇伸一、山中敏史、行田市教育委員会

五十音順）



凡例

1 X・Y座標による表示は、国家標準直角座標第IX

系に基づく座標値を示し、方位は全て座標北を表す。

2 縮尺は原則として以下のとおりである。

全測図 1 : 500 

住 居 跡 1 : 60 

掘立柱建物跡 1 : 60、1: 100 

土 塙 1 : 60 

井 戸 跡 1 : 60 

性格不明遺構 1 : 60 

ピ ツ 卜 1 : 60 

溝 跡 1 : 100 

周溝状遺構 1 : 60 

中世墓跡 1 : 40、1: 200 

縄文土器拓影図 1 : 3 

その他の遺物実測図 1 : 2、1 : 4、1 : 8 

製鉄関連遺物実測図 1 : 2、1 : 3 

3 全測図等に示す遺構の略号は以下のとおりであ

る。

住居跡 SJ

掘立柱建物跡 SB 

土壊 SK

井戸跡 SE

性格不明遺構 SX 

ピット P

溝跡 SD

周溝状遺構 sz
4 遺構図中の遺物に付した番号は、遺物の出土位置

および接合関係を示し、遺物実測図のそれと一致さ

せた。

5. 土師器実測図の網かけは、赤彩土器・黒色土器の

範囲を示した。

6.遺物観察表の凡例は、以下の通りである。

計測値が（）で囲まれたものは、推定値を示す。

胎土は、土器に含まれる含有鉱物を以下の記号で

示した。

A ：石英、 B:白色粒子、 c:長石、 D:角閃石、

E ：赤色粒子、 F：黒色粒子、 G：雲母、 H:片岩、

I :白色針状物質、J：砂粒、 K:チャート、

L : /J』業。

焼成を、風化具合から次のように判断した。

l ：硬質・堅致、 2 :良好、 3：普通、

4 :劣・不良、 5：軟質・脆弱。
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I.調査の概要

1。発掘調査に至る経過

埼玉県では自然環境の保全、生活環境の整備に配慮

しつつ、県土の調和と均衡のある発展を目指して基盤

整備を進めるため、各種の施策を実施している。その

一環として県企業局では、工場誘致と適切な工場配置

を行うために、行田市大字野地内に行田工業団地の造

成を計画した。県教育局文化財保護課では、このよう

な開発事業に対応するため、開発関係部局と事前協議

を行い、文化財の保護について遺漏のないように調整

を追めてきた。

行田工業団地の造成計画にあたり、平成6年2月1

H付けの企局土二第280号で、県企業局土地造成課長

から教育局文化財保護課長あて、行田工業団地造成予

定地内における「埋蔵文化財の有無及び取扱いについ

て」の照会があった。

工業団地予定地内には、既に周知の埋蔵文化財包蔵

地として、古墳～平安時代にわたる集落跡である築道

下遺跡及び八ツ島遺跡の二遺跡が登録されていたが、

それぞれの遺跡範囲については不明であった。遺跡の

範囲を明らかとすることは、開発事業との円滑な調整

を図る意味でも重要なことでもあるため、照会を受け

た県文化財保護課では平成 7年3月6H~9 H、4日

間にわたって工業団地造成予定地内の遺跡範囲確認調

査を実施した。

範囲確認調査の結果、築道下遺跡の立地する元荒川

の左岸の自然堤防上には、ほぼ例外なく古墳時代から

平安時代にわたる住居跡が存在することが判明し、周

知の包蔵地の範囲が西及び南東側に大きく広がること

が明らかとなった。

この結果を踏まえて平成 7年 3月15日付け教文第

125-1号をもって、文化財保護課長から埼玉県企業局

土地開発第二課長あて、次のように通知した。

1 埋蔵文化財の所在

工業地内には、築道下遺跡 (68-144)、八ツ島遺跡

(68-146)が所在する。

2 取扱い

上記の埋蔵文化財包蔵地は現状保存することが望ま

しいが、事業計画上、やむを得ず現状を変更する地区

については、事前に記録保存のための発掘調査を実施

すること。

なお、発掘調査の実施については当課と協議するこ

と。

その後、発掘調査の実施について協議した結果、緑

地や公園として現状保存の図られる場所を除き、記録

保存のための発掘調査もやむを得ないとの結論に至

り、平成 7年4月1日より（財）埼玉県埋蔵文化財調資

事業団による調査が行われることとなった。発掘調査

に係わる通知が平成 7年 4月28H付け教文第 2-23

号をもってなされている。

（文化財保護課）
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2.発掘調査・報告書作成の経過
発掘調査

築道下遺跡の調査は、平成 8年4月1日から平成9

年 3月31日にわたって実施した。調査対象に関わる面

積は、 2800面であった。発掘調査は、平成 9年度も継

続している。

4月上旬、前年度からの継続作業で、 B・C区の調査

を開始した。

重機による表土の堀削は、前年度剥ぎ残したC区の

南東側で開始した。

表土の除去と平行して遺構の確認作業と、消石灰に

よる線引きを行った。

現場での発掘調査と平行して、現場事務所内で図面

の整合作業を行い、調査の迅速化につとめた。

6月、やや出水があり、重機により調査区外周の排

水溝の保全を行った。上旬に遺跡見学会を開催した。

7月、 SD-77以北の調査力瑶冬わり、航空写真撮影を

行った。

8月、 SD-77以南の調査を開始した。

2月、 SD-85以北の調査力瑶冬わり、航空写真撮影を

行った。

3月、 SD-85以北の図面作成及び、写真撮影を完了

して、発掘作業を終了した。下旬には、プレハブを残

し、機材を撤収して平成 8年度の調査を終了した。

整理作業

平成 9年 4月 1日から平成10年 3月31日にわたっ

て実施した。

4月当初から図面整理・遺物接合・復元を行い、順

次遺物実測を行った。

8月に図面整理

9月より遺構・遺物のトレースに入った。

11月より版組・割り付けを行い、遺物写真撮影及び、

原稿の執筆を開始した。

12月より編集作業を開始した。

1月末に入札を行い、 2月の校正作業を経て、平成

10年3月31日に報告書を刊行した。
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3.発掘調査・整理・報告書作成の組織

主体者財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業団

(2) 発掘調査（平成 8年度） (3) 整理事業（平成 9年度）

理 事 長 荒井 桂 理 事 長 荒井 桂

副 理 事 長 富田真也 副 理 事 長 富田真也

専 務 理 事 古川國男 専 務 理！ 事 吉川國男

常務理事兼管理部長 稲葉文夫 常務理事兼管理部長 稲葉文夫

理事兼調査部長 小川良祐 理事兼調査部長 梅沢太久夫

管理部 管理部

庶 務 課 長 依田 透 庶 Tマ欠ヵ 課 長 依田 透

主 査 西沢信幸 主 ジ亘 西沢信行

主 任 長滝芙智子 主 任 長滝美智子

主 事 菊池 久 主 任 腰塚雄―

専門調査員兼経理課長 関野栄 専門調査員兼経理課長 関野栄

主 任 江田和芙 主 任 江田和美

主 任 幅田昭美 主 任 福田昭美

主 任 腰塚雄― 主 任 菊池 久

調査部 資料部

調査部副部長 高橋 夫 資 料 部 長 谷井 彪

調査第四課長 酒井清治 専門調査員廉資料部副蔀長 小久保 徹

主 木旦 今井 r 本 資料整理第二課長 村田健―

主任調査員 絨持和夫 主任調査員 大屋道則

主任調査員 赤熊浩 主任調査員 栗岡 潤

主任調査員 岩瀬 譲

主任調査員 山本 靖

主任調査員 大屋道則

調 木旦 員 栗岡 潤
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＂ 
遺跡の立地とJ景境

築道下遺跡は、埼玉県行田市大字野字築道下に所在

し、JR高崎線北鴻巣駅の北東約1.2kmに位置し、国道

17号熊谷バイパスに接している。

遺跡付近は、現在の行政区域では、行田市の南端に

あり、北西は北足立郡吹上町に、南西は元荒川を境に

鴻巣市に接している。

遺跡は、元荒川左岸の自然堤防上に位置し、元荒川

と、行田市街地方面から南流する忍川の合流点付近に

立地する。本遺跡が立地する自然堤防は、忍川に沿っ

て形成された自然堤防へ続き、埼玉古墳群が所在する

低台地へと続いている。

遺跡付近の標高は15m前後で、水田部との比高差は、

約 lmであった。

元荒川は、現在の区分は中川水系となっているが、

寛永6年(1629)年のi頼替え以前は、荒川の本流であっ

たと考えられ、現在の景観と、江戸時代以前の景観と

では、大きく異なっていたと考えられる。

埼玉県行田市周辺は、県の北東部にあり、利根川、

荒川の大河川に挟まれ、分流の中小の河川を含めて激

しく乱流した地域である。さらに、加須低地の形成の

要因にもなった、関東造盆地運動という地盤の沈降現

象によって、大宮台地北部が徐々に沈降している。こ

のため、付近の地形は、大宮台地から連なる埋没した

ローム台地と、複数の河川によって形成された低地と

自然堤防が、複雑に入り組んだ地形となっている。

第 2図は、現在の地形図、明治時代の迅速測図、周

辺の遺跡の発掘調査報告書等をもとに、自然堤防、埋

没台地と遺跡の分布を表現したものである。

見ると、遺跡周辺の遺跡の分布は、埋没台地と、河川

の形成した自然堤防上に立地していることがわかる。

しかし、

また、

この図を

この付近の遺跡は、前述の関東造盆地運動

と河川の氾濫による土砂の流人という相乗効果によっ

て、遺跡が埋没し、現地表面から数m下で発見され、

工事の際等に偶然確認された遺跡が多い。 このため、

蝉は、水田として利用されている低地にも、自然堤

防や、台地が埋没し、未確認の遺跡が包蔵されている

可能性は十分にある。

この地域は、近世以降の人工的な河川の瀬替

えや、用水路の開削等によって、近世以前の旧地形の

復原は、困難なものになっている。

本遺跡を含む行田市周辺は、金錯銘の鉄剣を出土し

た稲荷山古墳を含む埼玉古墳群を始めとして、多くの

第 1図 埼玉県の地形図
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古墳が築造された地域で、武蔵国造の本拠地であった

と考えられる地域である。

埼玉古墳群は、 5世紀後半とされる稲荷山古墳を最

初に、 6世紀末と考えられる将軍山占墳まで、約100年

余りの間に築造されたと考えられている。

埼玉古墳群の間囲には、西に佐間古墳群、東に若王

子古墳群が隣接している。若王十古墳群は、現在は殆

ど消滅してしまったが、 6世紀末～ 7祉紀初頭とされ

る全長95mの若王子古墳を始め、愛宕通遺跡で3基の

円墳が調賓されている。

埼玉古墳群の北方の台地には、八幡山、地蔵塚古墳

に代表される若小玉古墳群と、銅婉が出土した小見真

観寺古墳を含む小見古墳群がある。八幡山古墳は、関

東の石舞台ともよばれ、全長16.7mの胴張り複室構造

の石室から、漆塗りの木棺片・銅婉が出土した。築造

時期は、 7世紀中葉とされる。石室や出土遺物の特異

性から、同時期に活躍した、武蔵国造物部直兄麻呂の

墓であった可能性が指摘されている。

地蔵塚古墳は、胴張り切石積の横穴式石室を有し、

壁面に、人物、馬、家、水鳥、船の線刻画ヵ吋苗かれて

いる。築造時期は、 7祉紀後半とされている。

また、築道下遺跡と同じ元荒川・忍川沿いには、石

田堤遺跡、鴻巣市安養寺古墳群、川里村舟塚古墳、新

屋敷遺跡、生出塚遣跡、吹上町愛宕神社古墳、宝養寺

古墳などがある。

一方、古墳時代後期の集落遺跡は、築道下遺跡を含

め、行田市小針遺跡、渡柳陣場遺跡、高畑遺跡、吹上

町袋・台遺跡力哺乱査されている。

古墳時代の終末から奈良•平安時代；にかけては、本

遺跡の所在する行田市は、埼玉郡（評）に属していた

と考えられる。

『和名抄』によれば、埼玉郡には、太田・笠原・草

原・埼玉・余戸の 5郷があったとされる。当時の郡域

は不明であるが、本遺跡付近は、埼玉郡埼玉郷に属し

ていたと考えられる。元荒川対岸の鴻巣市は、足立郡

であったと考えられることから、本遺跡は、郡境に立

地していた可能性がある。

古代の遺跡は、熊谷市池上遺跡、行田市小敷田遺跡、

小針遺跡、原遺跡、愛宕通遺跡、下埼玉通遺跡、馬場

裏遺跡、白鳥田遺跡、野合遺跡、内郷遺跡、八ツ島遺

跡、旧盛徳寺跡などがある。

遺跡の時期は、概ね 8憔紀以降で、特に 9・10憔紀が

中心となる。

このうち、 7世紀末から 8槻紀初頭の遺構・遺物を検

出した遺跡は、本遺跡を含め小敷田遺跡・小針遺跡な

ど、数遺跡に限られている。しかし、小敷田遺跡から

は、当時期の遺物と共に、木簡が出土しており、この

地域には、既に郡（評）術力嗅各備されていたと考えら

れ、同時期の遺跡は、今後の調査等によって増加する

ものと考えられる。

この他、寺院跡として旧盛徳寺跡がある。大同年間

(806~809年）の創建とされ、 8匪紀代の瓦も出土し

ている。境内には、円形の柱座造り出しを有する礎石

が現存している。

旧盛徳寺跡の北方では、大和古印が出土しており、

行田市埼玉地区は、古代の埼玉郡面の推定地として注

目されている。

また、万葉集にも詠まれた小埼沼は、旧盛徳寺跡の

東方の低地にあり、小針遺跡北側には、かつては小針

沼（埼玉沼）があった。江戸時代の「新編武蔵国風土

記稿」では、この地に古代の埼玉津があったとしてい

るが、埼玉郡面・埼玉津の所在地については、諸説有り、

明らかにはなっていない。

中世は、本遺跡からは、 13椎紀～14世紀代の墓跡・

建物跡等を検出した。本遺跡周辺では、中世の遺跡の

調森例は少ないが、内郷遺跡、池上遺跡等で、中匪の

遺構・遺物を検出している。

中憔には、行田付近を本拠に、忍氏、渡柳氏、行田

氏、麻績（小見）氏、鎌田氏、角戸（津戸）氏などの

武士が活躍したとされ、現在でも、その本拠地と考え

られる地名が残っているところがあり、館跡と推定さ

れる遺跡もある。しかし、発掘調査によって明らかに

なった遺跡は少なく、内郷追跡で館跡に伴うと考えら

れる溝跡を検出している。
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第 2図周辺遺跡の分布図
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m 遺蹄の概要

築道下遺跡は、埼玉県行田市大字野字築道下に所在

する。遺跡は、現在の行政区域では、行田市の南端に

あり、遺跡の北西端は、北足立郡吹上町に、南側は元

荒川を挟んで鴻巣市に接している。

遺跡の中央付近は、JR上越新幹線および千間堀悪

水路によって分断されていた。

遺跡は、元荒川左岸の、北東から南東方向に広がる

細長い自然堤防上に位置する。遺跡の約300m北西に

は、行田市街地方面から南下する忍川と、元荒川の合

流点がある。

遺跡の立地する自然堤防は、遺跡の北西方向は、ニ

つの河川の合流点から忍川沿いに北へ延び、堤根・樋

上の集落へと続き、行田市街地へと展開する。遺跡の

南東方向では、現在国道17号バイパス付近で窪地と

なっており、自然堤防は、窪地の北側に沿うものと、

元荒川に沿うものとの二つに分れている。このうち、

窪地の北側に沿う自然堤防は、隣の八ツ島遺跡へと続

いている。窪地との比高差は、約 2mであった。

遺跡の範囲は、長さ約800m、幅は広いところで約

250m、最も狭いところでは約80m前後であり、細長い

遺跡の範囲となっている。これは、元荒川の氾濫によっ

て形成された自然堤防が、川に沿って細長く延びてい

るためで、遺跡の広がりは、この自然堤防に制約され

ている。

遺跡の現地表面での標高は、 16m~17mで、遺跡の

中央付近を境に、北西と南東へ徐々に低くなっていた。

遺跡の北側には、野の集落との間に水田が広がってい

るが、水田との比高差は、約lmであった。

発掘調査は、平成 7年度～平成9年度の 3ヶ年に及

び、調査の便宜上、 A~Hの8区に区分して調査を実

施した。（第3図）

このうち、 A区、 B区の北側部分とD区については、

平成 7年度に発掘調査が実施され、平成 8年度に「築

道下遺跡 I」として、既に発掘調査報告書が刊行され

ている。

A区•B区北側 •D区の調査では、古墳時代後期～奈

良時代の竪穴住居跡9蝉f、同期に属すると考えられる

掘立柱建物跡4吋東、古墳時代後期～中世の土壊225基、

井戸跡6闊k溝跡85条、柵列11列、堀跡 1条、中匪火

葬（荼毘）跡 2基、時期不明のピット多数を検出した。

今回報告する範囲は、前述の「築道下 I」で報告し

たB区の南側に連続する部分と、 C区の北側部分であ

る。発掘調査は、平成 8年度に実施した。

また、 C区南側部分と、 E区～H区については、平

成8~9年度に発掘調査が実施され、平成11年度に「築

道下遺跡III」として調査報告書が刊行される予定であ

る。

なお、 C区北壁、上越新幹線、千間堀悪水路が交差

する三角形の区画があるが、この部分については、平

成9年度に調査が実施された。調査上の区分はC区と

して調査を実施したが、調査期間の都合で、今回報告

することができなかった。この区画については、「築道

下遺跡III」で報告する。

今回の調査で検出した遺構は、古墳時代後期から奈

良時代の竪穴住居跡246ff、古墳時代後期～中憔の掘

立柱建物跡6冴東、同時期と考えられる土壊18叫店、井戸

跡122基、奈良時代～中世の溝跡56条、古墳時代末～奈

良時代の性格不明遺構6基、古墳時代後期～中世の

ピット 186基、中肌墓跡群・荼毘跡である。

また今回の調査では、中世に属すると考えられる、

上師質土器焼成遺構1基検出したが、保存処理作業の

関係で、「築道下遺跡III」で報告する。

なお、遺構の概要については、第N章 1節「遺跡の

概穀」で後述する。
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第 3図遺跡周辺の地形図
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第 4図調査区全測図 (I)
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第 5図
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lV B RC区の

1 遺跡の概観 た建物跡もあることから、建物跡は、中世墓跡群に先

今回報告範圃のB・C区は、平成8年度刊行の「染

道下遺跡I」で報岩した、 B区第56号溝跡を境に、元

荒川に沿って南東へ連続する地点である。

調査区は、細長く延びていたため、今阿の報告範圃

は第101• 105号溝跡までとした。

今回の調査で検出した遺構は、竪穴1打因跡24碑「、掘

立柱建物跡6訃東、土壊18彗ぶ井戸跡122基溝跡56条、

性格不明遺構6甚、周溝状遺構4基、ピット 186基、中

匪墓跡群、荼昆跡4基であった。

竪穴住居跡は、古墳時代後期から奈良時代に属する

と考えられる。遺構の大半は、古墳時代後期鬼高式期

に属するものである。

遺構の分布は、 B区北側から連続して検出した。遺

構は、途切れることなく密集して検出した。重複も著

しく、十数軒が重複している例もあった。また、床面

を数枚検出した竪穴住居跡や、同一場所で同心円状に

重複する竪穴住居跡も多く検出し、数回の建替えある

いは拡張が想定される竪穴住居跡もあった。

掘立柱建物跡は、古代から中憔に属すると考えられ

る。 B区北側部分から連続して検出したが、遺構の分

布は、大きく 4個所に集中する傾向にあり、それぞれ

重複、建替えが確認でき、数時期にわたって営まれて

いたと考えられる。

古代の建物跡は、 57棟検出した。桁行が2間～ 3間

の側柱・総柱の建物跡が3#東と約半数を占めるが、桁

行が5間を超える、規模の大きい建物跡を 7棟検出し

た。特に第63号建物跡は、桁行が10間以上という長大

な建物跡で、官面の施設を連想させる建物である。他

に6間以上の建物跡を 2棟検出しており、一般の集落

遺跡では見られないものとして注目される。

中世の掘立柱建物跡は、 5棟検出した。遺構の明確

な時期の特定はできなかったが、周辺の井戸跡・溝跡

の出土遺物から、概ね13~14椛紀代と考えられる。ま

た、中軋墓跡と同時期と考えられる、荼毘跡に壊され

行していた口［能性もある。

土壊は、 189基検出した。時期は、出土遺物から、古

墳時代後期から中匪に属すると考えられる。

井戸跡は、古墳時代から中胤に属すると考えられる。

円形を中心とし、すべて索掘りであった。

性格不明遺構は、 6基検出したが、遺構の形状は土

壊状であった。覆上中に焼土、炭化物を多量に合み、

また土器片を多量に出土した遣構もあった。

ピットは、 18闘浪出した。ピットの多くは、竪穴住

居跡または掘立柱建物跡等の柱穴の一部と考えられ、

杜罪国力所宿認できたものも多かった。

溝跡は、 56条検出した。古代から中世に属すると考

えられるが、時期の特定できた溝跡は少なかった。

古代の溝跡は、掘立柱建物跡と主軸方向が揃うもの

もあったが、建物群を区画していたとは考えにくい。

また、第38号溝跡からは、 9世紀代の土師器・須恵

器が多量に出土した。

中世の溝跡は、方形． L字形またはコの字形など規

格性を有し、その内側には掘立柱建物跡。井戸跡・墓

跡などが配され、区画溝あるいは堀として機能してい

た可能性がある。このうち、 85号溝跡からは、土橋状

に掘り残された部分を検出した。しかし、門跡等の付

属施設は検出できなかった。

揺憚伏遺構は、 4基検出した。遺構の形状は、溝が

円形または方形に巡るものである。床面の失われた竪

穴仕届跡の可能性もあるが、柱｝こ・貯蔵穴等の付属施

設は検出できなかった。近年、こうした遺構が、円形

または方形周溝状遺構として報告されていることか

ら、周溝状遺構として一括して報告することとした。

中世墓跡は、区画溝を有し、その内側から埋葬施設

群 3区、荼昆跡 4基を検出した。埋葬施設群からは、

板石塔婆22基、蔵骨器 6個、埋納焼骨23基等を検出し

た。年代は、板石塔婆の紀年銘および蔵骨器の年代か

ら、 13~14憔紀代に属していたと考えられる。
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第 6図調査区全体図
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2 遺構と遺物

(1) 住居跡

第66号住居跡（第7• 8図）

第66号住居跡は、 T-7•8 、 U-8 グリッドから検出

した。

1主居跡の西壁は、 SD-59• 61による攪乱のために検

出できなかった。形態は方形で、主軸方位はN-27°-E

であった。規模は主軸長5.7m、副軸長5.7m、深さ15

cm程度であった。

壁は明瞭であり、北側からカマドカ湘甜＼できた。カ

マド内からは支脚が検出できた。貯蔵穴はカマドの右

側から検出した。床面も明瞭で、壁溝は南東、南西の

コーナーで一部途切れるものの、ほぼ全周していたと

考えられた。柱穴も 4本が明瞭に検出できた。

検出した柱穴は、全体にやや東側に偏っていた。柱

穴の中で、 P2 • P 4はやや浅かったが、 P2からは

柱痕か検出できた。

住居跡は、 SJ-67、SD-57• 58 • 59 • 61と重複して

いた。重複関係は、 SD-57• 59 • 61に切られ、 SJ-67

を切り、 SD-58とは不明であった。

第7図 第66号住居跡出土遺物

口 E三ー、 2

(=--=---- - -----

実測可能な遺物として、土師器杯、甕、高杯、須恵

器杯、土玉、石製模造品、鉄鏃などを検出した。この

中で第7図3• 5は床面直上で、他は覆土で取り上げ

た。 4の甕には胴上部に円形の穿孔力喝忍められた。

第67号住居跡（第8図）

第67号住居跡は、 T-7•8 グリッドから検出した。

住居跡の南側の大半は旧河道のため、北側は SJ-66

による攪乱のために検出できなかった。床面上から、

柱穴と考えられるピットが1本検出でき、 SJ-66の床

面の範囲からは、 SJ-67に帰属すると考えられる柱穴

が検出できなかったことから、住居跡は南側にのびて

いたと考えられた。形態は方形と想定でき、主軸方位

はN-26°-Eと考えられた。規模は主軸長不明、副軸長

4.9m、深さ10c頑肘変であった。

壁は明瞭であったが、カマドは検出できなかった。貯

蔵穴も検出できなかった。床面は明瞭で、壁溝は住居跡

の検出範囲で確認できた。柱穴は 1本のみ検出できた。

住居跡は、 SJ-66と重複していた。重複関係は、 SJ

-66に切られていた。

実測可能な遺物は、検出できなかった。

［口［ ／口
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↓□□/) 
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( ['"-I I O 10 cm 

第66号住居跡出土遺物観察表

No. 益ロロ 種 日径／cm 器晶／cm 底径／cm 胎 土 焼成 色調 残存率／％ 備 考

1 昇： (12. 0) 4.6 CDE 3 橙褐色 40 

2 須恵器杯 (11. 6) CF 1 青灰白色 10 

3 高 杯 10.2 ACDE 3 橙褐色 40 

4 甕 ACDEK 3 暗赤褐色 80 胴部穿孔

5 珈ュ (20. 0) ACEK 3 淡橙褐色 10 

6 珈式 16.7 ACDEHK 3 暗赤褐色 90 
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第 8図第66• 67号住居跡
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第66号住居跡覆土

D' ]暗褐色（IOYR3/4) R微含

2 暗褐色（IOYR:l/3) R微含 B含

3 暗褐色 (lOYR:l/4) B不含

4 褐色 (IOYR4/6) C少含 R含

5 褐色 （10YR4/1) B多含

6 褐色 (10YR5/6) B丁／本

7 暗褐色(IOYR3/3) RC微含

第67号住居跡柱穴覆士

1 暗褐色 (2.5Y3/3) B微含柱痕

2 褐色 (2. 5Y4/6) 暗褐色士少含柱痕

3 黄褐色 (2.!iY5/6) B主体暗褐色土多含埋め土

第66号住居跡貯蔵穴擾七

1 暗褐色 (lOYR:l/4) B多含 C少含

2 黄褐色(lOYR5/6) B多含

3 黄褐色（2.5YR5/6) B主体

第66号住居跡カマド覆上

a 暗赤褐色 (5YR3/2) R多含 B少含

b 黒褐色 (10YR3/2) R C少含

c 暗赤褐色（2.5YR:l/6) R層犬井崩落層

d 黒色 (7.5YR2/1) CM多含かき出し層

e 黒褐色 (7. 5YR2/2) R多含煙道逆流入土

［明黄褐色(lOYR6/6) B主体 R多含

g赤褐色 (5YR4/8) R少含 B多含

h 黄褐色 （10YR5/8) B主体 R C少含

第66号住居跡柱穴覆土

1 暗褐色(JOYR:l/4) B少含

2 黒褐色(lOYR2/2) B多含 RC微含柱痕

3 黄褐色(lOYR5/6) B多含

4 褐色 (2. 5YR4/6) B暗褐色士多含 R少含
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第 9図第71号住居跡
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第71号住居跡覆土

1 黒褐色 (2.5Y3/l) R大粒多含

c多含 B少含

2 暗褐色 (2.5Y3/3) R小粒多含

c小含 B多含

3 赤褐色 (2.5YR4/8) R主体

c赤褐色混

4 黄褐色 (2.5Y5/6) B主体

CR多含

5 暗褐色（10YR3/4) B多含

c少含

6 明褐色 (2.5Y4/4) B多含

R少含

第71号住居跡カマド覆土

a 黄色 (2. 5Y6/4) 袖流出上層

b 赤褐色 (2.5YR4/8) 天井崩落土層

c 黒色 (2. 5Y2/l) M 

d 褐色 (2. 5Y4/3) R少含

e 暗褐色（2.5Y3/3) R少含
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第10図第71号住居跡カマド
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第71号住居跡（第9~11図）

第71号住居跡はS-8• 9 、 T-8•9 グリッドから検出した。

住居跡の北側のコーナ一部は、 SD-57による攪乱の

ために、西側のコーナ一部は、 SD-59• 61による攪乱

のために、東側のコーナ一部は、 SB-49・50、SK-160

による攪乱のために検出できなかった。形態は方形で、

主軸方位はN-45°-Eであった。規模は主軸長5.9m、

副軸長5.6m、深さ20cm程度であった。

壁は明瞭であり、北側からカマドカ浙t出できた。カ

マド内からは支脚や甕が検出できた。貯蔵穴はカマド

の右側から検出し、覆土内から甕の破片力浙団iできた

が、大部分は重複した掘立柱建物跡によって攪乱され

ていた。床面は明瞭で、壁溝は全周していたと考えら

第71号住居跡出土遺物観察表

、
O

E

o

g
・
g
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／：土

H 15.30 m H. 

0 1 m 
I I I 

れた。柱穴も 4本が明瞭に検出できた。

検出した柱穴の中で、 P3は他の柱穴と比べると浅

く、形態もやや大きかったか、配置から考えて、柱穴

と判断した。

住居跡は、 SB-30• 49 • 50、SD-50• 57 • 58 • 59 • 

61と重複していた。重複関係は、 SB-30・ 49。50、SD

-50 • 57 • 58 • 59 • 61に切られていた。

実測可能な遺物として、土師器杯、甕、甑、高杯、

手捏ね土器、紡錘車、石製模造品などを検出した。こ

の中で、第11図6の高杯は床面から、 5の杯、 10・ ll 

の甕はカマド内から、 9の甕はカマド内と貯蔵穴から、

7 • 8の甑 12の甕はカマド右袖の右側から、他は覆

土から検出した。

No. 器 種 ロ径／cm 器高／cm 底径／cm 胎 土 焼成 色調 残存率／％ 備 考
1 昇： (13. 7) ACE 3 淡橙褐色 20 
2 均： (13 1) E 3 橙褐色 20 
3 杯 (15. 0) 4.9 ACE 3 淡橙褐色 40 
4 均； (16. 2) ACE 3 明赤褐色 40 
5 昇： (17.1) 4.5 ACDE 3 淡橙褐色 60 
6 高 杯 (12.0) ACE 3 明赤褐色 20 
7 甑 22.2 13.7 4.8 ACEK 2 赤褐色 100 
8 甑 (23.8) 29 2 (9.0) ACE 3 暗赤褐色 60 ， 甕 (16. 3) 25.1 (8.6) ACEK 3 赤褐色 60 
10 甕 17 0 29.7 7.3 ACEK 3 淡橙褐色 70 
1 1 珈ュ 17.9 29.7 6.5 ACEK 3 暗赤褐色 90 
12 珈式 17.0 28.0 6.2 ACEHK 3 暗赤褐色 80 

―-16 -



第11図 第71号住居跡出土遺物
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第72号住居跡（第12~15図）

第72号住居跡は、 T-7グリッドから検出した。

住居跡の南側は旧河道による攪乱のために、東側の

一部は、 SD-59による攪乱のために検出できなかっ

た。形態は方形で、主軸方位はN-0°-Eであった。規模

は主軸長4.9m、副軸長不明、深さ30c両尉変であった。

壁は明瞭であり、北側からカマドが検出できた。貯

蔵穴はカマドの右側から検出できた。床面も明瞭で、

壁溝は全周していたと考えられた。柱穴も 2本が明瞭

に検出できた。

床面には炭化材が散乱しており、いわゆる火災住届

と考えられた。

住居跡は、 SJ-78、SD-59と重複していた。重複関係

は、 SD-59に切られ、 SJ-78を切っていた。

実測可能な遺物として、土師器杯、甕、甑、高j:ネな

どを検出した。

この中で、第14• 15図に示した遺物は、全て床面か

ら検出した。

第12図第72号住居跡
:.:1 、V
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第72号住居跡疫上

l 黒褐色（10YR2/2) B多含 R微含

2 暗褐色 (10YR3/4) R少含 C多含
3 暗褐色 (10YRV4) R多含 R微含

4 褐色 (lOYR4/6) B多含 RC含

5 暗褐色(lOYR3/4) RC多含 B含

6 褐色 （7. 5YR4/4) R多含 c多含

7 黒褐色（10YR2/3) B多含 c微含

第72号住居跡柱穴覆土

1 褐色 （IOYR4/4) 柱痕 B多含

2 明黄褐色(lOYR6/8) B主体

3 黄褐色 （!OYR4/6) B少含

C' 4 黄褐色 （IOYR5/8) B少含

第72号住居跡貯蔵穴覆士

1 褐色 （IOYR>l/6) B粒密 RC含

2 暗褐色（!OYR3/:l) B多含炭化材

3 褐色 (2. 5YR4/ 4) B多含締り弱

第72号住居跡カマド獨t・

G' a 褐色 （IOYR4/6) B多含 CR少含

b 暗褐色 (2.5Y:l/:l) RB多含 C混入

c 黄色 (5Y7 /6) B宅体 B微含

d 暗褐色 (2.5Y3/3) R多含 B多含

天井壁崩落

e 暗褐色 (5Y4/4) B多含 R少含
f褐色 (5Y:l/2) BR少含灰層
g黄色 (5Y7 /6) B多含 B少含

h 黄色 (5Y7 /6) R主体
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第13図 第72号住居跡カマド

¥ 引
勺

-o>¥ 
.o¥ 

。
`Cも 11

峨゚
ぐ

SJ72 心
◇

0兌

〇
/
•
も

喝

u--1 

”芯
ー

ふ
口
｀
厨
攣
が

』

:/09̀
6

◎

¥
5
 

＇ 

賢
<i:,ペ`鬱
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第15図 第72号住居跡出土遺物(2)
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第72号住居跡出土遺物観察表

No. 器 種 ロ径／cm 器高／cm 底径／cm 胎 土 焼成 色調 残存率／％ 備 考
1 堺 (11. 7) ACE 3 橙褐色 20 
2 杯 (12.5) ACDE 3 淡褐色 40 
3 杯 (12.6) ACDE 3 淡橙褐色 40 
4 杯 12.4 5.0 ACE 2 明赤褐色 60 
5 高 杯 14.7 10.4 9.1 ACDEK 3 赤褐色 100 赤彩
6 高 杯 15.4 ACDEK 3 赤褐色 80 赤彩
7 甑 18.5 12.7 5.4 ACDEK 3 暗赤褐色 90 
8 甕 12.3 14.8 5.4 ACDEK 4 淡橙褐色 100 ， 甑 (21. 0) 31.0 (11.0) ACDE 3 淡灰褐色 20 
10 甕 18.8 31.5 5.5 ACDEK 3 橙褐色 70 
11 珈式 17.6 30.0 5.5 ACDEK 3 淡橙褐色 100 布圧痕

第74号住居跡（第16• 17図）

第74号住居跡は、 T-8 、 U-8•9 グリッドから検出した。

住居跡の南側は調査区外のため、検出できなかった。

住居跡は、確認面では壁溝の痕跡程度しか残存してい

なかった。形態は方形で、主軸方位はN-40°-Wであっ

た。規模は主軸長4.8m、副軸長不明であった。

壁は不明瞭であり、北側からカマドの痕跡力湘t出で

きた。貯蔵穴はカマドの右側から検出した。床面も不

明瞭で、壁溝は全周していたと考えられた。柱ゲこは 2

本が明瞭に検出できた。住居跡は、 SB-31と重複して

いた。重複関係は、 SB-31に切られていた。

実測可能な遺物として、第16図lの土師器甑を検出

した。 この甑は、甕の底部を打ち欠いて穿孔し、転用

第16図 第74号住居跡出土遺物

口
゜

10cm 

した物であると考えられた。
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第17図第74号住居跡
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第74号住居跡覆土

1 褐色 (IOYR4/4) B多含

2 暗褐色（IOYR3/4) B多含壁溝覆士

3 黄褐色（IOYR5/8) B暗褐色土混合

4 黒褐色（IOYR2/3) B多含

5 褐色 （IOYR4/4) B少含

6 褐色 （IOYR1/4) B細粒多含 C微含

第74号住居跡貯蔵穴覆上

1 暗褐色 (IOYR:l/4) RC  B少含

2 褐色 （IOYR4/4) B多含 R少含

第74号住居跡カマド覆七

a 暗褐色 (IOYR:l/4) R少含 B不含

b 黄褐色 (2.5Y4/6) 暗褐色上少含

第74号住居跡出土遺物観察表

池一

1

器種

甕

ロ径／cm I 器高／cm I 底径／cm I 胎 土 1焼成 1 色調 1 残存率／％ 1 備 考

ACDEHK I 3 淡橙褐色 30 転用甑？

第78号住居跡（第18• 19図）

第78号住居跡は、 T-7グリッドから検出した。

住居跡の南側は調査区外のため、東側は SJ-72によ

る攪乱のため、西側は SJ-62による攪乱のために検出

できなかった。したがって覆土の大半は、重複した住居

の攪乱によって失われており、わずかに SJ-62とSJ

-72の間の部分だけが、 50c頑財隻残存していた。形態は

方形と想定でき、主軸方位はS-50°-Eと考えられた。

規模は主軸長不明副軸長不明、深さ50c而固斐であった。

壁は明瞭であり、南側からカマドの痕跡が検出でき

た。カマド内からは、甕の破片が検出できた。貯蔵穴

は検出できなかった。床面は明瞭であったが、壁溝は

検出できなかった。柱穴は 1本のみが検出できた。

P 1 • P 2は調査区外のために検出できなかった。

P3は、 SD-56、SJ-62による攪乱のために検出できな

かった。唯一検出できたP4についても、位置が南東

側の壁に寄りすぎており、当該遺構の柱穴であるか明

瞭にはできなかった。

住居跡は、 SJ-62• 72、SD-56と重複していた。重

複関係は、 SJ-62• 72、SD-56に切られていた。
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第18図第78号住居跡
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第78号住居跡覆土

1 黄橙色 (IOYR6/4) R含

2 黄褐色（IOYR1/3) R含シルト粒多含

3 黒褐色（IOYR3/2) R含シルト粒含

4 黄褐色(IOYR5/6) R少含ややシルト質

第78号住居跡カマド覆士

a 明赤褐色 (2.5YR5/8) R含 M少含

b 灰色 (5Y1/l) R少含 M多含

B 15.50 m B' 

0 2m 

遺構の確認段階で、 SJ-78はSJ-62・72との重複力鳴忍 甕などを検出した。この中で、第19図1• 2は床面か

められ、かつ、これらより古いことが明瞭であったの らやや浮いて、他は覆土から検出した。

で、 SJ-62・72を先行して調査し、完掘 第19図第78号住居跡出土遺物

した後に当該住居跡の調査を行った。

このような経緯から調査時に SJ

-78出土として取り上げ、図版に掲載し

た遺物の中にも、 SJ-62・72に帰属する

ものが混入している可能性が高いと考

えられた。

実測可能な遺物として、土師器杯、

第78号住居跡出土遺物観察表

口 □＼―＼□ 
＼ニ
゜

10cm 

No. 器 種 日径／cm 器高／cm 底径／cm 胎 土 焼成 色調 残存率／％ 備 考
1 杯 12.7 5.8 ACDE 3 橙褐色 50 
2 甕 17.9 ACDEHK 3 暗赤褐色 10 
3 甕 (6.2) ACDEK 4 黒褐色 10 
4 甕 7.4 ACDEHK 4 暗赤褐色 10 

第85号住居跡（第20図）

第85号住居跡は、 R-9グリッドから検出した。

住居跡の東側は SK-181による攪乱のために、西側

はSD-56による攪乱のために、南側の一部は SK-180

による攪乱のために検出できなかった。住居跡は、確

認面では痕跡程度しか残存していなかった。

形態は方形と想定でき、主軸方位はN-44°-Eと考え

られた。規模は主軸長2.0m、副軸長2.2m、深さ 10cm

- 22 -



第20図第85号住居跡
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程渡であった。

壁はやや不明瞭であったが、北側からカマドが検出

できた。貯蔵穴は検出できなかった。床面はやや不明

瞭で、壁溝は検出できなかった。柱穴は 1本のみ検出

第21図 第90号住居跡出土遺物(I)
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できた。ただし、当該遺構のような小形の1打習跡では、

一般的に柱穴力浙謳できないことが多いので、 Plと

したものは柱穴ではなく、重複していたピットの可能

性も考えられた。 P2 • P 3は攪乱のために検出でき

なかった可能性も考えられるが、床面の精査にも関わ

らず、 P4が検出できなかったことからも、柱穴が存

在しないか、あるいは、遺存しない形態も想定できた。

当該遺構は、他の住居跡に比べて非常に小形である

が、カマドが明瞭に検出できたことから、住居跡と判

断した。

住居跡は、 SD-56、SK-180・ 181と重複していた。

重複関係は、 SD-56、SK-180・ 181に切られていた。

実測可能な遺物は、検出できなかった。

第90号住居跡（第21~23図）

第90号住居跡は、U-9・10、V-9グリッドから検出した。

形態は方形で主軸方位はN-3T-Eであった。規模は

主軸長4.5m、副軸長4.3m、深さ20c頑閲変であった。

壁は明瞭であり、北側からカマドカ浙拙Iできた。カ

マド内からは甕が検出できた。貯蔵穴はカマドの右側

から検出した。床面も明瞭で、壁溝は全周していた。

柱穴は 3本が明瞭に検出できた。住居跡は、 SJ-91と重

複していた。重複関係は、 SJ-91

を切っていた。

実測可能な遺物として、土師

器杯、甕、甑砥石、紡錘車な

どを検出した。

この中で、第21・23図lの杯、

5の甕はカマド内から、 2 • 3 

の甑 4の甕はカマド右側から、

6の甕はカマド左側の床面か

ら、それぞれ検出した。

第90号住居跡出土遺物観察表

No. 器 種 ロ径／cm 器高／cm 底径／cm 胎 土 焼成 色調 残存率／％ 備 考

1 況； (11. 5) ACEF 3 淡橙褐色 20 

2 甑 17.4 13.8 5.4 ACDEHK 2 淡灰褐色 100 

3 甑 (23. 7) 22.7 (9.2) ACDEHK 3 淡灰褐色 50 

4 甕 16.7 30.2 6.0 ACDEK 3 赤褐色 90 

5 甕 18.5 28.5 4.5 ACDEHK 3 暗赤褐色 90 

6 甕 18.0 ACDEFK 3 暗赤褐色 50 
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第22図 第90号住居跡

<| 6 ＼ 

閏`□ F' 

fl(( 

F Ill I c・ 

◎ P, 
10 

◎PA 
C 1111 

12 

SJ90 

1111 B' ／～  ～ 

I 
B /Ill 

／ 

／ 

（～ーicP, ¥II/ 

I 
I 

D' 

E 

E._ I Ill 
゜巳 II

患

／ 

ーニ II 

ぐ

／ 

I 

.. 1 

SJ91 

B 15.60 m B' 

C 15.60 m c・ 

D 15.60 m D' 

第90号住居跡カマド覆土

a 明赤褐色 (5Y3/2) R多含

b 灰色 (lOYR5/6) BR多含天井崩落土層

c 明赤褐色 (5YR3/6) CR多含やや砂質 M多含

d 灰色 (l OYR5/8) 天井崩落土層

第90号住居跡柱穴覆士

1 褐色 （2. 5Y4/6) 黒褐色少含

2 黄褐色 (2.5Y5/4) 黒褐色少含

3 黄褐色 (lOYR:l/4) RC少含 B多含

4 黄褐色 (lOYR:l/3) B少含

• 
貯歳穴

F' 

第90号住居跡覆土

1 暗褐色(IOYR3/3) R少含 B少含

2 暗褐色（IOYR3/4) B多含 RC少含

3 暗褐色 (IOYR3/3) RC含 B不含

4 褐色 (IOYR4/4) RB多含

5 暗褐色（IOYR3/4) R多含 B少含

6 暗褐色（IOYR3/3) R多含 B多含

第90号住居跡貯蔵穴癌上

l 褐色 (lOYR4/6) R多含 C少含 B多含

2 黄褐色 (10YR5/4) R微含 C不含

3 黄褐色(lOYR5/6) R不含暗褐色土粒含

゜
2m 
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第23図 第90号住居跡出土遺物(2)
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第24図第91号住居跡
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第91号住居跡覆土

1 褐色（JOYRZ/3)

RC含締る

2 褐色（JOYRZ/2)

CR含締り弱粘性

第91号住居跡柱穴覆土

1 褐色 (JOYR4/l) 

灰褐色土主体

B多少含

R少含

c多少含

2 黄褐色（JOYR4/l)

1より B多含

R少含

3 黄褐色 (IOYR4/J)

2よりややB新鮮

4 黄褐色（JOYR4/J)

3より B多含

゜
2m 
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第91号住居跡（第24• 25図）

第91号1打国跡は、 U-9• 10、V-9• 10グリッドか

ら検出した。

住居跡の西側の壁は調査区外のため、北側のコー

ナーは SJ-90による攪乱のために検出できなかった。

形態は方形で、主軸方位はN-18"-Wであった。

規模は主軸長6.2m、副軸長不明、深さ20c頑里隻と考

えられた。

壁は明瞭であったが、カマドは検出できなかった。貯

蔵穴も検出できなかった。床面は明瞭であったが、壁溝

は検出できなかった。柱穴は 2本が明瞭に検出できた。

P 3 • P 4は、調査区外のために確認できなかった。

第25図 第91号住居跡出土遺物

三□9□□□=/3  

三＝2 ゜
10cm 

住居跡は、 SJ-90・123と重複していた。重複関係は、

SJ-90に切られ、 SJ-123を切っていた。

実測可能な遺物として、土師器杯、甕、鉄製の棒状

不明品、土錘などを検出した。

この中で、第25図に掲載した遺物は、全て覆土で取

り上げた。

第91号住居跡出土遺物観察表

No. 器 種 日径／cm 器高／cm 底径／cm 胎 土 焼成 色調 残存率／％ I 備 考
1 埒： 11.6 4.3 ACDEK 2 黒褐色 80 I赤彩
2 甕 (6. 9) ACDEHK 3 赤褐色 10 
3 珈ュ (18.0) ACDEHK 2 黒褐色 10 

第100号住居跡（第26• 28図）

第100号住居跡は、 S-12・13、T-12・13グリッドか

ら検出した。

形態は方形で、主軸方位はN-34°-Wであった。規模

は、主軸長4.7m、副軸長4.5m、深さ10c頑尉変であっ

た。

壁はやや不明瞭であり、カマドは検出できなかった。

貯蔵穴も検出できなかった。床面はやや明瞭で、壁溝

は北側と西側で不明瞭なものの、ほぼ全周していたと

考えられた。柱グは 4本が明瞭に検出できた。

Pl~P4は他の住居跡の柱穴と比べると、いずれ

も浅かった。

住居跡は、 SJ-101と入れ子状に重複していた。重複

関係は、 SJ-101に切られていた。

出土遺物は、土師器杯、甕、須恵器杯などを検出し

たが、 SJ-101と明瞭な分離ができなかったので、第28

図に SJ-100• 101出土遺物として掲載した。ただし、

その出土位置から考えて、 SJ-100に帰属する可能性が

高いと考えられた。これら以外にも、砥石と臼玉を覆

土から取り上げたが、 SJ-100に帰属する可能性が高い

と考えられた。

第101号住居跡（第27• 28図）

第101号住居跡は、 S-12・13、T-12・13グリッドか

ら検出した。

1主居跡の北側のコーナ一部は、調査区外のために検

出できなかった。形態は方形で、主軸方位はN-35°-W

であった。規模は主軸長5.6m、副軸長5.5m、深さ20

c叫涅度であった。

壁は明瞭であったが、カマドは検出できなかった。

貯蔵穴も検出できなかった。床面は明瞭で、壁溝は全

周していた。柱穴は 3本検出できた。

P3については周辺の床面を精査したが、検出する

ことができなかった。掘り方からも、柱穴の痕跡は検

出できなかった。

住居跡は、 SJ-100と入れ子状に重複していた。重複

関係は、 SJ-101を切っていた。

出土遺物は、 SJ-100と明瞭な分離ができなかったの

で、第28図に SJ-100・101出土遺物として掲載した。

ただし、その出土位置から考えて、 SJ-100に帰属する

可能性が高いと考えられた。これら以外にも、砥石と

臼玉を覆土から取り上げたが、 SJ-100に帰属する可能

性が高いと考えられた。
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第26図第100号住居跡
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第100号住居跡梃土

1褐色 (10YR6/8) Bブロック締り強貼床

2 掲色（10YR3/3) 粘質腐植土• B主体埋め戻し土

3 褐色（IOYRL7/1) MC主体床面中央部薄自然堆積

4 褐色（IOYR4/3) SJ-101: 4層に同

第100号住居跡柱穴覆土

1 褐色（10YR3/2) BC少含

2 褐色(lOYR3/2)締る B多含 C少含

3 褐色 (lOYR:l/2)締る BR少含 c多含

4 褐色（10YR3/:l)締る BC少含

5 褐色（10YR4/:l)締る B多含 Fe少含

6 褐色（10YR2/3)締る BRC微含

7 褐色（10YR3/2) 締る B主体 C微含

8 褐色（10YR4/4)締る B主体 RC微含

9 褐色（IOYR:l/:l) 締る B主体根痕

第102号住居跡（第29• 30図）

第102号住居跡は、 T-12グリッドから検出した。

1主居跡の西側の壁は SD-139、SK-209のため、東側

のコーナーは SJ-103による攪乱のために、北側の床

面は、北東から南西方向にのびる溝状の攪乱によって

検出できなかった。形態は方形で、主軸方位はN-62°

-Eであった。規模は主軸長3.lm、副軸長3.lm、深さ

20c叫甜変であった。

壁は明瞭であり、東側からカマドが検出できた。貯

蔵穴はカマドの右側から検出した。床面も明瞭で、壁
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第27図第101号住居跡
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第101号住居跡柱穴覆土

1 褐色(lOYR4/3) B少含 R少含 c少含
2 褐色（10YR4/2) B帯状多含 RC微含

3 褐色（lOYR:l/2) B多含 FeC微含
4 褐色（!OYR:l/2) B少含 Fe微含

5 褐色(IOYR:l/1) B少含 Fe微含

6 褐色（!OYR2/:l) B少含 RC微含

7 褐色(10YR1/4) B多含 RC微含
8 褐色（IOYR4/:l) B少含 Fe多含
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第101号住居跡覆土

1 褐色(lOYR3/4) B多含

粘性強

RC少含

自然堆積

2 褐色 (10YR3/2) 1に同

RC不含

B多含

自然堆積

3 褐色（10YR3/3) 1に同

RC多含

自然堆積

4 褐色(lOYR3/4) 2に同

壁溶融ブロック多含

自然堆積

5 褐色(lOYR7/8) B主体

壁崩落土層
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第28図 第I00 • IO I号住居跡出土遺物

こ
□：十二」 ―----― -―-- ----―-

□ /  
：言□ロニロ：＼

＼

＼
 

＼
 ＼

 

゜
10cm 

第100• 101号住居跡出土遺物観察表

No. 益Pロ 種 日径／cm 器高／cm 底径／cm 胎 土 焼成 色調 残存率／％ 備 考

1 杯 (10. 5) ACDE 3 灰褐色 30 

2 杯 (10.1) ACD 3 橙褐色 10 

3 杯 (11.0) 3.3 ACD 3 赤褐色 20 

4 杯 (13.0) ACDE 3 淡灰褐色 10 

5 埒； (13. 2) 4.6 ACK 4 淡橙褐色 50 

6 況： (13.6) ACD 4 明赤褐色 40 

7 須恵器杯 (12.0) ACK 1 黒 色 20 

8 珈式 4.0 ACDK 4 橙褐色 20 

， 乖コ 6.4 ACDEK 3 暗赤褐色 50 

第29図第102号住居跡
第102号住居跡覆土

1 褐色(lOYR4/2)

勺鬱麟只責虞
締る B多含

RC若干含

2 褐色 (!OYR4/3)

6' ，且爪二三 締る

――― 

B 1より多含

3 褐色（10YR4/4)

締る B多含

SJ102 -「 I/'i SJ103 8 
第102号住居跡カマド覆土

豆
a 暗褐色（!OYR3/4)

゜
!¥II¥ 

R多含 c少含

b 暗褐色（10YR3/3)

R多含 c少含

M多含

c 黒褐色(lOYR2/3)

B少含 c若干含

J1-~  E d 暗褐色(lOYR3/3)

ノ
g R少含 c若干含

SD139 ≪I 
Fe多含

第102号住居跡貯蔵穴覆土

1 暗褐色(lOYR3/3)

ロ 冑
締る R少含

c若千含

SK209 ＼ 
S0138 2 暗褐色（IOYR3/3)

B多含

RC若干含

3 褐色 (IOYR3/4) 

粘性強 B多含

゜
2m 
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溝は西のコーナーで一部途切れるものの、ほぼ全周し

ていたと考えられた。

柱穴は、床面を精査したが検出できなかった。柱穴

に該当する位置からピットが検出できたが、覆土の状

況から、柱穴ではないと判断した。

覆土には埋め戻しの痕跡はなく、自然堆積の状況を

示していた。

住居跡は、SJ-103、SD-139、SK-209と重複していた。

第30図 第102号住居跡出土遺物

重複関係は、SJ-103、SD-139、SK-209に切られていた。

実測可能な遺物として、土師器杯、甕、甑、石製模

造品などを検出した。この中で、第30図5• 8は貯蔵

穴から、 4はカマドから、他は覆土中から検出した。

当該遺構は、本遺跡から検出した他の住居跡と比べ

ると、規模が比較的小さく、柱穴も検出できなかった

が、カマド、貯蔵穴が明瞭に検出でき、更に壁溝も全

周していたので住居跡と判断した。

二こ /Il l\\\]一三— II i11¥¥¥  ¥ ~-

口
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5 ゜
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第102号住居跡出土遺物観察表

No. 器 種 ロ径／cm 器高／cm 底径／cm 胎 土 焼成 色調 残存率／％ 備 考
1 杯 15.4 5.0 ACDEF 3 明赤褐色 90 
2 杯 14.2 5.9 ACE 2 淡褐色 50 
3 杯 15.9 5.0 ACDEF 3 明赤褐色 80 
4 杯 15.8 5.6 ACE 3 橙褐色 80 
5 鉢 (21. 5) 10.3 (8. 6) DEF 2 淡褐色 50 
6 甕 (14. 8) 26.1 (5.6) ACDEHK 3 暗赤褐色 50 
7 甑 (7.8) ACDEFK 2 暗赤褐色 20 
8 乖瓦 (17. 7) 35.5 5.0 ACDEFK 3 黒褐色 70 

第103号住居跡（第31• 32図）

第103号住居跡は、 T•U-12グリッドから検出した。

形態は方形で、主軸方位はN-47°-Wであった。規模

は主軸長3.lm、副軸長3.lm、深さ15c頑里変であった。

壁は明瞭であり、北側からカマドか検出できた。カ

マドの袖は、両側とも検出できなかった。貯蔵穴も検

出できなかった。床面は明瞭で、壁溝は全周しており、

東コーナーで一部螺旋状に重複していた。この東側
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コーナ一部分での壁溝の螺旋状の重複については、壁

溝の機能から考えて、螺旋状に重複した構造であると

は考えがたいので、発掘時に掘り方を壁溝と誤認した

可能性も考えられた。

床面を精査したが、柱穴を検出することができな

かった。

覆土には埋め戻しの痕跡はなく、自然堆積の状況を

示していた。

1諏跡は、 SJ-102• 104、SB-54と重複していた。

重複関係は、 SJ-102• 104を切っていた。

実測可能な遺物として土師器杯、甕などを検出した。

この中で、第31図に示した遺物は、全て覆土から検

出した。

本1打居跡も、前述の SJ-102同様に、他の住居跡と比

第32図第103号住居跡

S0139 

B' 

SJ104 

第31図 第103号住居跡出土遺物
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□ 
U二g3
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べると比較的小規模で、柱穴が検出できなかった。貯

蔵穴も検出できなかったが、 SJ-102同様にカマドや壁

溝の存在から住居跡であると判断した。ただし、上星

構造その他の点で、他の一般的な住居跡とは異なった

構造を持つと考えられた。
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第103号住居跡覆土

1褐色（IOYR2/3) 締る B多少含

R若干含

2 褐色 (IOYR3/2) 締る B多含

3 褐色(IOYR3/3) 締る B多含

RC含

4 褐色 (IOYR3/4) 締る B多含

R多含

5 褐色(IOYR3/3) 締る R含

BC多含

6 褐色(IOYR4/2) 締る BC多含

M多含

7 褐色(IOYR5/4) 締る B多含

R若干含

8 褐色（IOYR4/4) 締る B多含

RC多含

9 褐色(IOYR4/4) 締る R多含

10褐色(IOYR4/3) 締る R含

CM若干含

S854 

B 15.70 m B' 

□/／/////// □二言言言 ゜
2m 

第103号住居跡出土遺物観察表

No. 器 種 ロ径／cm 器高／cm 底径／cm 胎 土 焼成 色調 残存率／％ 備 考

1 杯 (10. 0) 3.1 ACDEF 2 赤褐色 20 赤彩

2 j:不 (10.9) ACEF 4 橙褐色 10 

3 甕 (6.1) ACDEK 2 淡橙褐色 10 

4 甕 (17.9) ACD 3 暗赤褐色 10 
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第104号住居跡（第33• 34図）

第104号住居跡は、 T-12、U-12・13グリッドから検

出した。

住居跡の北側は、 SJ-103による攪乱のために検出で

きなかった。形態は方形で、主軸方位はN-32°-Wで

あった。規模は主軸長3.2m、副軸長3.7m、深さ15cm

租渡であった。

壁は明瞭であったが、カマドは検出できなかった。

貯蔵穴も検出できなかった。ともに、 SJ-103の攪乱に

よって検出できなかったと考えられた。床面は明瞭で、

壁溝は北側のコーナー付近から東側の壁にかけてと、南

側のコーナー付近から東西の壁にかけて検出できた。

柱穴は、床面を精査したが、検出できなかった。

1打苦跡は、SJ-103・105、SB-54と重複していた。重複

関係は、SJ-101SB-54に切られ、SJ-105を切っていた。

実測可能な遺物として、土師器杯、甕、石製模造品

などを覆土中から検出した。

第33図 第104号住居跡出土遺物
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第34図第104号住居跡

I ¥ SJ103 
三4¥

¥

1

 

:.:1 

ーー

S
O
l
r
S
 

B
 

ー
1
—

□
□Oi|1|

呵

｛

》

s
 

S854 

／
 ／

 

t
o
r
 r
s
 

B' 

SJ105 

E
0
8
.
g
 

＜： 

g
o
l
r
s
 

.,_¥ 

B 15.BOm 

。
2m 

第104号住居跡覆上

1 褐色 (!OYR4/3) 締り無 R含

c若干含

B若干含

2 褐色（!OYR4/4) 締り無 B多少含

R若干含

3 褐色 (!OYR3/3) 締る粘性

B多少 R若干含

4 褐色(1OYR3/ 4) 締る B多含

RC多含

5 褐色 (10YR4/3) 締る B多少含

RC多含

第104号住居跡出土遺物観察表

No. 器種 口径／cm

1 杯 (10.9)

2 甕

器高／cm 底径／cm 胎

ACD 
(5.4) I ACD F 

土 成焼
一
ど

3

色調

黒褐色

黒褐色

残存率／％

20 
10 

備 考
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第105号住居跡（第35図）

第105号住居跡は、

ら検出した。

T-12・ 13、U-12・13グリッドか

住居跡の西側は SJ-103• 104による攪乱のために検

出できなかった。住居跡は、確認面では痕跡程度しか

残存していなかった。形態は方形で主軸方位はN-40°

-Eであった。規模は主軸長不明、副軸長不明、深さ 5

cm科渡であった。

壁はやや明瞭であり、北側からカマドの痕跡か検出

できた。貯蔵穴は検出できなかった。床面はやや不明

瞭で、壁溝や柱穴は検出できなかった。

住居跡は、 SJ-103・104、SB-54と重複していた。重複

関係はSJ-104、SB-54に切られ、SJ-103を切っていた。

実測可能な遺物は検出できなかった。

第35図 第105号住居跡
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第105号住居跡覆J:

］褐色 (IOYR4/3)

締る R若干含

B多含 Fe含

貼床

゜
2m 

第106号住居跡（第36• 37図）

第106号住居跡は、 T-11グリッドから検出した。

住居跡の南西側のコーナーは SJ-107、SD-67、中世

墓壊の内堀による攪乱のために検出できなかった。形

態は方形で、主軸方位はN-6°-Wであった。規模は主

軸長5.lm、副軸長5.2m、深さ15c頑口変であった。

壁は明瞭であり、北側からカマドカ対糾iできた。カ

マド内からは支脚が検出できた。貯蔵穴はカマドの右

側から検出し、覆土内から甕の破片が検出できた。床

面も明瞭で、壁溝は全周していたと考えられた。柱穴

も4本が明瞭に検出できた。

住居跡は、 SJ-107、SD-67、SE-39、中世墓壊の内

堀と重複していた。重複関係は SD-67、中憔墓壊の内

堀に切られ、 SJ-107を切っていた。

実測可能な遺物として、土師器杯、甕、甑、支脚な

どを検出した。この中で、第37図9の甕と12の支脚は

カマド周辺から、

辺から、

1 • 4 • 5の杯と11の甕は貯蔵穴周

3の杯と 8の甕は床面から検出した。

- 33 -



第36図第106号住居跡
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B 15.70 m p4 P, 

C 15.70 m p3 P2 
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第106号住居跡覆土

1 褐色（!OYR3/4) 締る B多含 RC少含

2 褐色（IOYR4/3) 締る B多含 R少含

c若干含

3 褐色（IOYR3/2) 締る B少含

RC若干含

2m 4 褐色(IOYR4/4) 締る B多含 R若干含

第106号住居跡カマド覆土

B' a 褐色(10YR3/2) 締る B少含

RC若干含む

b 褐色 (IOYR3/2) 締り弱 R多含

壁天井崩落土

c 褐色 (IOYR4/2) 締り弱 R少含 M多含

c少含

d 褐色(1OYR2/2) 締る B多含 c若干含

第106号住居跡貯蔵穴覆土

C' ]褐色（10YR3/4) 締る B多含 RC少含

2 褐色(10YR3/2) 締る B少含

RC若干含

3 褐色（IOYR3/4) 締る C若千含

4 褐色(10YR3/3) 締り弱 B少含

RC若干含

第106号住居跡柱穴覆土

1 褐色(10YR3/1)締り弱 R多含

2 褐色(10YR2/:l) 腐植土 B多含 R微含

充填七

3 褐色(10YR3/3) 締り無柱痕

4 褐色（IOYR5/:l) 締る灰色粘士質

根固め

D 15.70 m 1 2 4 2 4 
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第37図 第106号住居跡出土遺物
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第106号住居跡出土遺物観察表

No. 器 種 日径／cm 器高／cm 底径／cm 胎 土 焼成 色調 残存率／％ 備 考

1 均； 11.1 3.1 ACDFK 3 黒褐色 90 

2 杯 11.6 4.0 ACDF 2 暗赤褐色 90 

3 杯 11.4 3.8 ACDF 2 赤褐色 50 

4 杯 12.0 4.1 ACDEF 3 淡灰褐色 60 

5 昇； 15.0 5.6 ACDEF 3 赤褐色 50 暗文

6 甑 5.0 ACDEF 2 黒褐色 10 

7 珈コ 4.8 ACDE 2 黒褐色 10 

8 珈字 5.9 ACDE 3 黒褐色 20 ， 甕 20.6 ACDEK 3 赤褐色 80 

10 甑 (24 4) 17.2 5.1 ACDEFK 3 赤褐色 50 

11 甕 17.6 ACEK 3 淡灰褐色 20 

12 支 脚 ACDE 4 淡灰褐色

第38図 第 107号住居跡出土遺物
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第39図第107号住居跡
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第107号住居跡覆土

1 褐色(lOYR3/3) 締る BRC少含

2 褐色(lOYR3/4) 締る B溶入

R若干含

3 褐色（!OYR3/2) 締る B少含

R若千含

第107号住居跡カマド覆土

a 褐色 (10YR3/l) 締り弱 R多含

c若干含

天井崩落土

b 褐色(1OYR4/3) 締り弱 RC多含

M多含

c 褐色 (10YR4/4) 締る R少含

c若干含

d 褐色 (10YR5/3) 締る BR多含

第107号住居跡柱穴覆土

1 褐色(lOYR3/4) 締り弱 R多含

2 褐色 (10YR2/3) 腐植土 B多含

R微含充填土

3 褐色(lOYR3/3) 締り無柱痕

4 掲色(lOYR5/3) 締る灰色粘士質

根固め

。
2m 

8 15.70m SJ107 B' 

C 15.70 m C' 

D 15.70m 
P3 P2 

D' 

第107号住居跡（第38• 39図）

第107号住居跡は、 T•U-11グリッドから検出した。

住居跡の北側のコーナーは SJ-106、SD-67による

攪乱のために検出できなかった。形態は方形で、主軸

方位は、 N-28"-Wであった。規模は主軸長4.2m、副

軸長3.9m、深さ10c吋尉変であった。

壁は明瞭であり、北側からカマドカ湘t出できた。カ

マド内からは甕の破片か検出できた。貯蔵穴は検出で

きなかった。床面は明瞭で、壁溝は全周していたと考

えられた。柱穴も 4本が明瞭に検出できた。 P4は他

の柱穴に比べてやや浅かったが、柱痕が明瞭に検出で

きたので柱穴と判断した。

住居跡は、 SJ-106、SD-67• 137と重複していた。

重複関係は、 SJ-106、SD-67に切られていた。

実測可能な遺物として土師器杯、甕などを検出した。

この中で、第38図2の杯と 3の甕はカマド内から、

1の杯と、 4の甕は覆土から検出した。

出土遺物の中で3の甕は、形態が下膨れで外面に積

み上げ腹を顕著に残す特徴的な個体であった。

第107号住居跡出土遺物観察表

No. 器 種 ロ径／cm 器品／cm 底径／cm 胎 土 焼成 色調 残存率／％ 備 考
1 j:{ (12.0) 4.0 ACDF 3 赤褐色 30 
2 坑 (13. 5) ACDF 3 黒褐色 50 
3 珈ュ (14.3) ACDEFHK 3 暗赤褐色 40 
4 甕 (19.8) ACDEFK 3 暗赤褐色 30 
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第108号住居跡（第40• 41図）

第108号住居跡は、 T•U-13グリッドから検出した。

住居跡の各コーナーはピットによる攪乱のために検

出できなかった。住居跡は、確認面では壁溝の痕跡程

第40図第108号住居跡
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度しか残存していなかった。形態は方形で、主軸方位

は、 N-40°-Wであった。規模は主軸長3.7m、副軸長

3.8m、深さ 5c而閲斐であった。

壁は不明瞭であり、カマドは検出できなかった。貯
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第108号住居跡梃土

l 褐色 (10YR2/5) 締り弱 B多含 RC微含

2 褐色（10YR3/4) 粘性締り強貼床粘質 B

3 褐色(lOYR:l/4) 締り弱砂質B多含

4 褐色（10YR4/6) B主体軟化屠

2m 5 褐色（10YR2/3) 締り弱 B多含柱痕

6 褐色（10YR3/1) B主体粘性強充填土

第41図 第108号住居跡出土遺物
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第108号住居跡出土遺物観察表

No. 器 種 ロ径／cm 器高／cm 底径／cm 胎 土 焼成 色調 残存率／％ 備 考

1 昇： (14.9) 4.8 ACDEFK 3 黒褐色 50 

2 珈式 (19.9) ACDEFK 2 淡灰褐色 10 

3 甑 2.3 ACDEF 2 淡灰褐色 10 

4 甕 6.2 ACDEFHK 2 黒褐色 10 

5 珈平 04.0) ACDEFK 3 黒褐色 40 

6 珈ュ (16. 0) ACDEFHK 3 黒褐色 20 
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蔵穴も検出できなかった。床面はやや不明瞭で、壁溝

は西側以外で検出できた。柱穴も 4本が明瞭に検出で

きた。検出した柱穴の中で、 P 1 • P 4は、他の柱穴

に比べてやや浅かったが、柱痕が認められた。

覆土には埋め戻しの痕跡はなく、 自然堆積の状況を

示していた。

住居跡は、 SJ-llO、SB-54と重複していた。重複関

係は、不明であった。

実測可能な遺物として、土師器杯、甕、甑などを検

出した。図示した遺物は、全て覆土から検出した。

第42図 第109号住居跡
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第109号住居跡覆土

褐色（IOYR2/:l) 締る粘性有 BR多含

褐色（IOYR2/:l)]に同 R含 B多含

褐色(IOYR3/4) B多含 R不含

褐色（IOYR4/6) B字体壁・底の溶化層

褐色 (IOYR3/:l) 2 • 3の中間的層 BR多含

褐色(IOYR4/6) B主体締る貼床

a

b

c

d

 

第109号住居跡カマド覆土

褐色(lOYR2/3)被熱 B多含カマド構築土崩落層

褐色(1OYR:l/2) RM含カマド灰かき出し層

褐色(1OYR:l/ 4) 1に同じ締るカマド袖

褐色(lOYR3/l) カマド灰層 R少含

゜
2m 

第109号住居跡（第42• 43図）

第109号住居跡は、

から検出した。

U-12 • 13、V-12 • 13グリッド

1諏跡の西側の壁の一部と、東側のコーナーは SD

-60・62による攪乱のために検出できなかった。形態は

方形で、主軸方位はN-47°-Eであった。規模は主軸長

4.3m、副軸長4.0m、深さ30c頑朋変であった。

壁は明瞭であり、北側からカマドカ浙t出できた。貯

蔵穴は検出できなかった。床面も明瞭で、壁溝は全周

していた。柱穴も 4本が明瞭に検出できた。覆土には

埋め戻しの痕跡はなく、自然堆積の状況を示していた。

住居跡は、 SD-60• 62 • 138、SK-210、SE-41と重

複していた。重複関係は、 SD-60・62に切られていた。

実測可能な遺物として、土師器杯、甕、甑、砥石な

どを検出した。

出土遺物を瞥見すると、甕の資料には恵まれなかっ
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たものの、杯類は模

倣杯出現期の良好

な資料で、いずれも

完形品であり、おお

よそ三つの類型か

ら成り立っていた。

この中で、第43図

に示した遺物は、全

て床面直上から検

出した。

第109号住居跡出土遺物観察表

第43図 第 109号住居跡出土遺物

口 □□□ ロニ／7 

三
ロ □三］ ゜

10cm 

No. 益"" 種 ロ径／cm 器高／cm 底径／cm 胎 土 焼成 色調 残存率／％ 備 考

1 均： 12.2 5.6 ACDEF 2 赤褐色 60 赤彩

2 杯 (13 0) 5.5 ACDEFHK 2 赤褐色 80 赤彩

3 均； 14.2 6 2 ACDEF 3 明赤褐色 90 

4 昇； 12.8 6.7 ACDEF 2 橙褐色 70 

5 昇； 13.9 5 4 ACDEF 3 淡褐色 100 

6 杯 13.9 5.6 ACDEF 3 赤褐色 80 

7 甕 (18. 9) ACDEFHK 2 淡灰褐色 10 

8 甕 6.4 ACDEFK 3 黒褐色 20 

第44図第110号住居跡
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第110号住居跡覆土

1 褐色 (lOYR3/3) RC微含粘性強 4層境界As-B含

2 褐色 (10YR2/3) B主体 R微含

3 褐色（10YR4/6) B主体軟化層

4 褐色（lOYRZ/3) B多含締り強 R微含

5 褐色（lOYR:l/4) 4に同 B多含

6 褐色(lOYR4/6) B t:体

第110号住居カマド覆土

a 褐色 (lOYRZ/3) B少含 M多含

b 赤褐色 (2,5YR5/6) R主体カマド壁天井崩落土

c 褐色 (1 OYRZ/3) 1に同 R少含粘性強

第110号住居貯蔵穴覆土

1 褐色(lOYR3/3) SJ! 10-1に同

2 褐色（lOYRZ/3) B多含 RC微含

3 褐色（10YR2/3) B多含 R少含 c微含

4 褐色(1OYRZ/3) 3に同 RC遺物不含

5 褐色（!OYR3/:l) B主体締り弱粘性強

貯蔵穴
E 15,70 m''E'  

D 15.90 m D' 

G a b 

C 15.90 m C' 

゜F F' 

二
G G‘ 

P3 

二
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第110号住居跡（第44• 45図）

第llO号住居跡は、 T-13•14、U-13グリッドから検

出した。

形態は方形で、主軸方位はN-57°-Wであった。規模

は主軸長3.8m、副軸長2.9m、深さ20c頑口変であった。

壁は明瞭であり、北側からカマドが検出できた。貯

蔵穴はカマドの左側から検出し、覆土内から甕の破片

か検出できた。床面も明瞭で、壁溝はほぼ全周してい

関係は、 SJ-111を切り、 SJ-108とは不明であった。

実測可能な遺物として、土師器甕の日縁部と底部を

検出した。

土からそれぞれ検出した。

第45図

この中で、第45図1は貯蔵穴から、 2は覆

第110号住居跡出土遺物

たと考えられた。柱穴は 1本検出できた。

-54のP3と重複していたと考えられた。

p 1はSB

住居跡は、SJ-108・111、SB-54と重複していた。重複
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第llO号住居跡出土遺物観察表

No. 器種 口径／cm

1 甕（20.5)

2 甕

器高／cm 底径／cm

7.7 

胎士

ACDEFK 

ACDEFHK 
2
-
2
 

成焼 色調

黒褐色

黒褐色

残存率／％

30 

10 

備 考

第46図 第111号住居跡
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第111号住居跡覆上

1 褐色（10YR3/3) 砂質B多含締り強

2 褐色(lOYR4/4) B主体

゜
2m 
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第111号住居跡（第46• 47図）

第111号住居跡は、 T-13・14、U-13・14グリッドか

ら検出した。

住居跡の南側の壁は、SD-60のために検出できなかっ

た。形態は方形で主軸方位はN-49°-Wであった。規模

は主軸長不明、副軸長4.6m、深さ 10cm程度であった。

壁は明瞭であったが、カマドは検出できなかった。

貯蔵穴も検出できなかった。床面は明瞭で、壁溝は北

コーナーで検出できた。柱穴も 4本検出できたが、検

出した柱穴はいずれも浅く、配置も台形状の配列と

なっており、柱穴ではなく、住居と重複関係にあるピッ

トの可能性も考えられた。

住居跡は、 SJ-110・112・121、SD-60と重複してい

た。重複関係は、 SJ-112・121を切り、 SJ-110とは不

明であった。

実測可能な遺物として、土師器杯、甕、甑、砥石な

どを検出した。

この中で、第47図1の杯は南側コーナーから、 2の

甕は北側コーナーから、 3の甑は中央やや北よりの床

面直上から、それぞれ検出した。遺物は、床面上で南

北方向に並んだように出土していた。

第47図 第111号住居跡出土遺物
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第111号住居跡出土遺物観察表

No. 益"" 種 日径／cm 器晶／cm 底径／cm 胎 土 焼成 色調 残存率／％ I 備 考

1 昇： 11. 9 5.0 ACDEF 3 橙褐色 90 

2 珈平 (24.6) ACDEFK 2 淡橙褐色 20 

3 甑 8.4 ACDEFHK 3 黒褐色 30 

第112号住居跡（第48• 49図）

第112号住居跡は、 T•U-14グリッドから検出した。

住居跡の西側は、 SJ-111、SD-60による攪乱のため

に検出できなかった。形態は方形で主軸方位はN-8T

-Eであった。規模は主軸長不明、副軸長4.9m、深さ

10cm科咬であった。

壁は明瞭であり、東側からカマドカ浙し出できた。貯

蔵穴はカマドの左側から検出し、覆土内から甕の破片

ヵ検出できた。床面も明瞭で、壁溝はほぼ全周してい

たと考えられた。柱穴は検出できなかった。

1詞跡は、 SJ-111・131、SD-60・ 142と重複してい

た。重複関係は、 SJ-111、SD-60• 142に切られ、 SJ

-131とは不明であった。

実測可能な逍物として、土師器甕を検出した。

この中で、第48図1の甕は貯蔵穴の周辺から、 2の

甕は貯穴内から検出した。

第48図 第II 2号住居跡出土遺物
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第49図第112号住居跡
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第112号住居跡獲土

1 褐色 (!OYR3/3) B多含 R少含

粘性強カマド袖

2 褐色 (10YR1/6) B主体床溶軟化層

3 褐色（10YR4/3) B主体溶混 R多含

4 褐色（!OYR3/3) :,同 B溶混多含

色調明 R減

5 褐色 (!OYR4/:3) :,同

カマド天井崩落土多含

第112号住居跡カマド覆土

a 褐色 (!OYR4/3) B主体溶混

R多含

b 褐色（10YR4/3) 3同

カマド天井崩落土多含

。
2m 

第112号住居跡出土遺物観察表

］ 種 1胃コ I 器↑[e:

第118号住居跡（第50• 51図）

第118号住居跡は、 T•U-10グリッドから検出した。

底ィ言］：喜］ 焼ロロ］
2 暗赤褐色

備 考

形態は方形で、主軸方位はN-48°-Wであった。規模

は主軸長4.4m、副軸長4.5m、深さ 10c而閲斐であった。

壁は明瞭であったが、カマドは検出できなかった。

残存率／％

70 

10 

貯蔵穴も検出できなかった。床面は明瞭で、壁溝は東

壁以外で検出できた。

柱穴は床面を精査したが、検出することができな

かった。

覆土には埋め戻しの痕跡はなく、自然堆積の状況を
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示していた。

住居跡は、 SJ-119• 120 • 128、SD-38・66、SB-43

と重複していた。重複関係は、 SJ-119、SD-38・66に

切られていた。

実測可能な遺物として、土師器甕、須恵器杯、砥石

などを検出した。住居跡中央と、南側コーナー付近か

らまとまって甕の破片を検出したが、実測可能な程度

には復元できなかった。

この中で、第50図1の甕は北東側の壁際から、 2の

甕は覆土中から、 3の須恵器高台付ナ不は南側の床面か

らそれぞれ検出した。

第51図第118号住居跡

／ ::1. :1....... 

住居跡の北東側の壁は壁溝の痕跡が弱く、更に甕な

どの遺物破片が多く検出できたことなどから、この部

分にカマドが存在した可能性が考えられた。

なお、覆土第2層は掘り方充壌土層と考えられた。

第50図 第II 8号住居跡出土遺物

□□  
~2 

O 10cm 

゜SJ119 1111 

！ 
巴1111 I 

I l " ／ I I I 

(/) 

O Al]1 ｀匂

□ I 
I 

B 15.60 m SJ119 

ヽ

↓

11
Ii

ー
，
I

＇

-L

唸

c
 

SJ118 

～` 
'BI, ヽ

＼ 

＼ 

S038 

令

Q

E
og
・
g
 

.,I 

SJ128 ~ 
SJ118 S038 B' 

第118号住居跡覆土

1 鈍黄褐色（IOYR4/:l) R含 B含

2 褐色 （!OYR4/4) B主体

゜
2m 

第118号住居跡出土遺物観察表

No. 器 種 ロ径／cm 器高／cm 底径／cm 胎 土 焼成 色調 残存率／％］ 備 考

1 珈コ (21. 9) ACDEFHK 3 淡灰褐色 10 

2 甕 (5.0) ACDF 3 淡灰褐色 10 

3 須恵器高台 7.3 ACDIK 1 青白色 20 
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第119号住居跡（第52• 53図）

第119号住居跡は、 T-9• 10、 U-9•10グリッドか

ら検出した。

形態は方形で、主軸方位はN45°-Wであった。規模

は主軸長5.3m、副軸長5.3m、深さ10c頑尉変であった。

壁は明瞭であり、北側からカマドが検出できた。貯

蔵穴は検出できなかった。床面は明瞭で、壁溝は全周

していた。柱穴も 3本が明瞭に検出できた。

住居跡は、 SJ-118• 120、SD-66、SK-247• 250と

重複していた。重複関係は、 SD-66に切られ、 SJ-118・

120、SK-250を切り、 SK-247とは不明であった。

実測可能な遺物として、土師器杯、甕を覆土から検

出した。

第52図 第119号住居跡出土遺物
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第53図 第119号住居跡
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第119号住居跡覆土

1 鈍黄褐色 (10YR4/3) R含 B含

2 鈍黄褐色(lOYR4/3) RC含締り弱

3 暗褐色 (lOYR:3/4) B含 R C含

第119号住居跡カマド覆土

a 暗褐色（10YR3/5) R含締り弱

b 暗褐色（!OYR3/5) R含 c混入

c 暗褐色（10YR3/5) R含やや締る

d 黒色 （10YR2/l) C主体

e 暗褐色(lOYR3/5) R多含やや締る

第119号住居跡柱穴覆七

1 暗褐色 （10YR3/5) R C含締る

2 暗褐色 （10YR3/4) R C若干含

3 鈍褐色 (lOYR4/3) B主体締る

4 褐色 （10YR4/4) RC混入 B含

5 鈍黄褐色(lOYR2/2) BC混入締る

6 鈍飴褐色(lOYR2/3) B含

。
2m 
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第119号住居跡出土遺物観察表

No. 器種 日径／cm

1 杯（16.0) 

2 甕

器高／cm 底径／cm I 胎 土

ACDF 

5.4 I ACDEFHK 
焼□可：ニ
3 黒褐色

残存率／％

20 

10 

備 考

第54図第120号住居跡
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第120号住居跡覆土

1 褐色 (10YR5/4) BC混入締る ゜
2m 
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第120号住居跡（第54• 55図）

第120号住居跡は、 T-10• 11、 U-10• 11グリッドか

ら検出した。

住居跡は、確認面では壁溝の痕跡程度しか残存して

いなかった。形態は方形と想定でき、主軸方位はN-42°

-wと考えられた。規模は主軸長不明、副軸長不明、深

さ5c頑尉斐であった。

壁は不明瞭で、カマドは検出できなかった。貯蔵穴

も検出できなかった。床面も不明瞭であったが壁溝は

全周していたと考えられた。柱穴は検出できなかった。

住居跡は、 SJ-118• 119 • 128、SD-38、SB-43・ 59 

と重複していた。重複関係は SJ-128を切り、 SJ-118・

119、SD-38、SB-43• 59とは不明であった。

実測可能な遺物として、土師器甕、支脚などを検出

第120号住居跡出土遺物観察表

した。この中で、第55図に示した遺物は、全て覆土中

から検出した。

本住居跡は痕跡程度しか残存していなかったが、規

模は非常に大きいと考えられた。ただし攪乱が多かっ

たことから、柱穴や貯蔵穴の痕跡さえも検出できな

かった。

第55図 第120号住居跡出土遺物
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焼：言〗
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残存率／％

10 
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備 考

第121号住居跡（第56• 57図）

第121号住居跡は、 U-13グリッドから検出した。

住居跡の東側は SJ-122による攪乱のために検出で

きなかった。形態は方形で、主軸方位は S-40°-Eで

あった。規模は主軸長5.0m、副軸長不明、深さ lOcmf呈

度であった。

壁は明瞭であり、南側からカマドカ渇t出できた。カ

マド内からは高杯転用支脚が検出できた。貯蔵穴は検

出できなかった。床面は明瞭で、壁溝はほぼ全周して

いたと考えられた。柱穴は 2本が明瞭に検出できた。

住居跡は、 SJ-111・122、SD-60と重複していた。

重複関係は、 SJ-111• 122、SD-60に切られていた。

実測可能な遺物として、土師器甕、高杯を検出した。

この中で、第56図1の高杯は転用支脚としてカマド

内から、他は覆土から検出した。

第56図 第121号住居跡出土遺物

゜
10cm 

第121号住居跡出土遺物観察表

No. 益pp 種 日径／cm 器高／cm 底径／cm 胎 土 焼成 色調 残存率／％ I 備 考
1 高 身； 16.9 ACDEFHK 2 赤褐色 50 I赤彩
2 甕 (17. 8) ACDEFK 3 淡灰褐色 10 
3 甕 (5. 8) ACEFK 3 暗赤褐色 10 
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第57図第I21号住居跡
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第121号住居跡覆土

1 褐色 (2.5YR5/6) R主体

壁天井崩落士？

2 褐色（!OYR3/3) BM主体

M含

第121号住居跡柱穴覆七

］褐色 (10YR4/:l) 締る MC含

第121号住居跡カマド覆士

a 褐色(lOYR2/2) 締り無 R多含

天井崩落士

b 褐色（10YR4/l) 締り無 M含

R若干含

c 褐色 (10YR4/2) 締り無 B混入

d 褐色 (10YR2/2) 締り無 RB若干含

e 褐色 (10YR2/2) 締り無 B少含

第122号住居跡（第58• 59図）

第122号住居跡は、 U-13•14、 V-13グリッドから検

出した。

形態は方形で、主軸方位はS-52"-Eであった。規模

は主軸長4.6m、副軸長4.5m、深さ20c頑閲変であった。

壁は明瞭であり、西側からカマドがニカ所検出でき

た。向かって右側が本住居跡の居住最終時点でのカマ

ドであり、左側が前者のカマドを構築する以前に使わ

れていた旧カマドであった。貯蔵穴はカマドの左側か

ら検出した。床面も明瞭で、壁溝は全周していた。柱

穴も 4本が明瞭に検出できた。検出した柱穴の中で、

P 1 • P 2は浅く、特にP2は痕跡程度であったが、

配置と覆土の状況から、各々を柱穴と判断した。

住居跡は、 SJ-121・129• 130 • 146と重複していた。

重複関係は、 SJ-121・129• 130を切っていた。

実測可能な遺物として、土師器杯、甕、甑、須恵器

高杯、管玉、石製模造品などを検出した。

この中で、第59図9のハケ目のある甕は、カマドの

中から、 8の甕は貯蔵穴の手前から、 12の甑は貯蔵穴

の中から、 7の高杯はカマドの手前から、 10の小形甕

は柱穴のP3から、その他の遺物は覆土中からそれぞ

れ検出した。
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第58図 第122号住居跡
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第122号住居跡覆土

l 褐色(lOYR3/:l) R少含 Cl3含

2 褐色(lOYR2/3) 大粒B多含粘性強 R微含

3 褐色(lOYR4/6) B主体床溶軟化層

4 褐色 (lOYR3/4) R多含新カマト‘覆土の影響

5 褐色(lOYR3/4) 4層に準 R小含

6 褐色 (10YR2/2) M含新カマドより掻出 R多含

第122号住居跡柱穴覆土

1 褐色 (10YR2/:l) 大粒B多含粘性強 R微含

2 褐色 (10YR3/:l) 1層に同じ B多含粘性強

3 褐色(1OYR2/3) 1層に同じ R少含粘性強

4 褐色(1OYR3/3) 1層に同じ B多含締り無

5 褐色(lOYR4/6) B主体床溶軟化倍

第122号住居跡カマド梃土

a 褐色（10YR3/3) RB多含

b 褐色(lOYR:l/:l) a層に同じ R多含

c 褐色 (5YR3/6) R主体天井崩落土

d 褐色 (5YR4/6) R主体眠崩洛土

e 褐色 (5YR2/2) M含 R多含

第122号住居跡新カマド覆土

a 褐色(lOYR3/4) R多含

b 褐色(lOYR2/2) M含 RC多含

c 褐色(lOYR3/3) 粘質上帯状に焚口下に巡る突堤

d 褐色（10YR4/3) B-t1本溶軟化層

e 褐色(lOYR4/3) B含締る

゜
2m 
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第59図 第122号住居跡出土遺物
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第122号住居跡出土遺物観察表

No. 益nn 種 日径／cm 器高／cm 底径／cm 胎 土 焼成 色調 残存率／％ 備 考

1 杯 (11. 9) ACDEF 2 赤褐色 20 

2 杯 (12. 2) 4.3 ACDF 3 淡灰褐色 40 

3 杯 (13. 5) 5.0 ACDEF 3 黒褐色 40 黒色処理

4 杯 (16.1) 4.0 ACDEF 3 赤褐色 40 

5 杯 (18. 0) 5.0 ACDEF 3 淡褐色 50 

6 椀 (11. 0) ACDEF 2 橙褐色 40 

7 須恵器高杯 13.0 13.3 10.4 ACFK 1 青灰色 90 

8 珈式 18.0 ACDEFK 3 暗赤褐色 70 ， 珈瓦 (16. 0) 34.1 5 0 ACDEFHK 3 黒褐色 60 

10 壺 12.6 10.3 ACDEF 2 橙褐色 100 

11 珈工式 14.9 ACDEFHK 3 暗赤褐色 70 

12 甑 (24.4) 27.3 9.0 ACDEFHK 3 淡灰褐色 80 
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第123号住居跡（第60• 61図）

第123号住居跡は、 U-10、V-9。10グリッドから

検出した。

住居跡の東側のコーナーは SJ-125による攪乱のた

めに、西側のコーナーは SJ-91のために、カマドは SE

-70のために検出できなかった。形態は方形で、主軸方

位は、 N-44'-Wであった。規模は主軸長4.lm、副軸

長4.0m、深さ35c吋尉変であった。

壁は明瞭であり、北側からカマドが検出できた。貯

蔵穴は検出できなかった。床面は明瞭で、壁溝は全周

していたと考えられた。柱穴は床面を精査したが、検

出できなかった。 P3に相当する位置のピットは、覆

土の状況から柱穴ではないと判断した。

住居跡は、 SJ-91・125、SD-83、SE-70と重複して

いた。重複関係は、 SJ-91に切られ、 SJ-125を切り、

SD-83とは不明であった。

実測可能な遺物として、土師器杯、甕、甑などを覆

土中から検出した。

第60図

調
査
区
外

第123号住居跡

／ロロ---- --) 
sJ91 /r 

吋

（ 

I 
I □ | 

| 

| 

I 
: 

SJ124 

| 

I 

0

0

 

ー1

1

1

ー
ロ E

0
6
.
g
 

.:I 
ノ

□
 

≪I 

3
 

8
 

D
 

／

／

／

ロ

ー

B 15.90 m 
B' 
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1 黒褐色（!OYR3/3) やや締る

R微含

c少含

風化B少含

2 黒褐色（!OYR3/3) 1層に同

B多含

3 黒褐色（!OYR3/3) 1層に同

未風化R多含
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第61図 第 123号住居跡出土遺物 第124号住居跡

（第62~64図）
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第124号住居跡は、u
 -10• 11、 V-10•11グリッ

ドから検出した。

形態は方形で、主軸方

位はN-45°-Wであった。

規模は主軸長5.9m、副

軸長5.8m、深さ40cm程

度であった。

壁は明瞭であり、南側

からカマドが検出でき

た。貯蔵穴はカマドの右

側から検出した。床面も

明瞭で、壁溝は全周して
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第63図 第124号住居跡
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いた。柱穴も 4本が明瞭に検出できた。

覆土には埋め戻しの痕跡はなく、自然堆積の状況を

示していた。

住居跡は、 SJ-125・142、SD-83と重複していた。重複

関係は、 SD-83に切られ、 SJ-125・142を切っていた。

第64図第124号住居跡カマド
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実測可能な遺物として、土師器杯、甕、曾瓦高杯、

支脚、管玉、石製模造品などを検出した。

この中で、第62図3の杯は北側床面から、 5の杯は

カマド手前から、 7の甕と 8の甑はカマド内から、他

は覆土からそれぞれ検出した。

H 15.30m H' 

`]  ゜

第124号住居跡覆十

1 黒褐色(IOYR3/3) やや粘什有 B多少含 CR不含

2 黒褐色（IOYR3/:l) やや粘性有 1屑に同 B粒大新鮮

3 黒褐色（IOYR3/3) やや粘性有 R少含 C少含風化B粒微含

4 黒褐色（IOYR3/3) やや粘性有 RC微含風化B粒多含

5 黒褐色（IOYR3/3) やや粘性有 3邑に同風化B粒少含

6 黄褐色（IOYR4/6) やや粘性有 4層に同 B少含

7 黄褐色(IOYR4/6) やや粘性合 4庖に同 B風化弱小粒

第124号住居跡柱穴覆土

1 灰褐色 （10YR4/l) B主体灰褐色粘土混抜去充填土部分的葉理

2 灰褐色粘土(IOYR2/]) 灰掲色粘土主体木質部置換粘士葉理なし

3 黄褐色 (IOYR5/1) 1層に同 B多含杵充填士

4 灰褐色 （IOYR5/l)]屑に同固く締葉理なし

5 灰褐色 （10YR5/4) 4層に同 B多含

6 灰褐色 （IOYR4/6) 4層に同 B多含

第124号住居跡貯蔵穴覆土

l 黄茶色（IOYR4/4) R C微含 c未風化微含 B風化多少含

2 黄荼色（IOYR4/4) R風化少含 c未風化微含 B風化多少含

3 黄茶色（IOYR4/4) R未風化多少含 C風化少含 Bやや風化多少含

4 黄茶色（IOYR5/6) R未風化微含 c風化微含 B未風化多含

第124号住居跡カマド覆土

a 灰黄色 (2.5YR4/:l) 粘質 R未風化多少含 C未風化微含

b 灰黄色（IOYR5/6) R風化多含 C不含

c 赤色 (2. 5YR5/8) R風化多含 c不含 Bやや風化多少含

1 m d 灰黒色（7.5YR:l/l) R風化多少含 c風化多含 B未風化多含 M含

e 灰黄色(IOYR5/6) R風化少含 c未風化少含

第124号住居跡出土遺物観察表

No. 器 種 日径／cm 器高／cm 底径／cm 胎 土 焼成 色調 残存率／％ 備 考

1 昇； (11.0) 4.2 ACEF 2 橙褐色 40 

2 杯 11.1 4.5 ACDEF 3 淡橙褐色 100 

3 昇： 11.8 4.8 ACDEFK 3 橙褐色 100 

4 杯 (11.8) 4.7 ACDEF 3 橙褐色 50 

5 坑 13.2 4.7 ACDF 2 明赤褐色 100 

6 1ロ口．J 杯 (11.0) ACDEF 2 明赤褐色 20 

7 甕 (17. 5) 28.8 6.0 ACDEFK 3 橙褐色 80 

8 甑 (27.0) 26.7 (11.0) ACDEFK 3 橙褐色 50 ， 支 脚 ACE 4 橙褐色

第125号住居跡（第65~67図）

第125号住居跡は、 U-10、 V-10•11グリッドから検

出した。

住居跡の北側のコーナーは SJ-124による攪乱のた

めに検出できなかった。形態は方形で、主軸方位はS

-53°-Eであった。規模は主軸長5.8m、副軸長5.9m、

深さ50cm程度であった。

壁は明瞭であり、西側からカマドか検出できた。カ

マド内からは甕の破片力湘糾iできた。貯蔵穴はカマド

の右側から検出し、覆土内から甕が検出できた。床面

も明瞭で壁溝は東コーナーで一部途切れるものの、ほ

ぼ全周していたと考えられた。柱穴も 4本検出できた。

住居跡は、 SJ-123・124・142、SD-83、SK-260と重複

していた。重複関係は、SJ-123・124、SD-83に切られていた。

実測可能な遺物として、土師器杯、甕、石製模造品

を検出した。この中で、第67図1~3の杯はカマド左

側から、 4 • 5の杯と16の甕はカマド右側から、 17の

甕は貯蔵穴内から、他は覆土からそれぞれ検出した。
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第65図 第125号住居跡
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第125号住居跡覆土

1 黒褐色（IOYR3/3) やや締る

RC少含

B微含

2 黒褐色(IOYR3/3) 1層に同

R多含

CB少含

3 黒褐色（!OYR3/3) 1層に同

B多少含

4 黒褐色（IOYR:l/:l) 1層に同

B多少含

5 黒褐色（!OYR3/3) 1層に同

B微含

各粒子新鮮

第125号住居跡貯蔵穴覆土

1 黄灰色 (2.5YR4/2) R未風化少含

c未風化少含

B未風化多少含

2 黄灰色 (2.5YR4/2) 1層に同

B少含

3 黄灰色 (2.5YR4/2) 1層に同

Bやや大
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第66図第125号住居跡カマド
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第125号住居跡柱穴覆土

1 灰褐色(lOYR4/l) 灰色粘士土体 B未風化多少含

RC未風化少含

2 黄褐色(1OYR4/2) 1層に同 1層より B多含

3 黄褐色 (10YR4/3) 黄褐色B主体粘土粒未風化多含

4 灰褐色(lOYR4/l) 灰色粘土主体 B風化多含

RC未風化少含柱埋設時埋土

5 黄褐色（10YR4/6) B主体灰色粘土風化多少含

R未風化少含

6 黄褐色(lOYR4/6) 5層に同 B多含

7 黄褐色（10YR4/3) 5層に同更に B多含

8 黄褐色(lOYR4/6) 5層に同最も B多含

H 15.60 m H' 

第67図 第125号住居跡出土遺物
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第125号住居跡出土遺物観察表

No. 器 種 ロ径／cm 器高／cm 底径／cm 胎 土 焼成 色調 残存率／％ 備 考
1 埒： 11.6 5.3 ACDEFHK 3 橙褐色 100 赤彩
2 坑； 12.6 5.0 ACDEFHK 2 淡灰褐色 100 赤彩
3 昇： 12.6 4.8 ACDF 2 赤褐色 100 赤彩
4 杯 11.6 5.1 ACDEFHK 2 赤褐色 90 赤彩
5 杯 12.7 5.4 ACDFK 2 赤褐色 100 赤彩
6 杯 (12.0) ACDF 2 淡灰褐色 40 黒色処理
7 杯 (10. 3) 3.8 ACDF 3 淡褐色 50 
8 邸 (11.4) 4.0 ACDF 3 淡灰褐色 40 ， 均； (10.5) ACDF 3 暗赤褐色 40 
10 杯 (10鼻 8) ACDF 3 橙褐色 50 
11 杯 (11.1) ACDF 3 淡橙褐色 20 
12 昇： (14.0) 4.4 ACDEFHK 2 淡灰褐色 40 
13 椀 (15.3) ACDK 2 暗赤褐色 40 赤彩
14 杯 (16.2) ACDK 2 暗赤褐色 80 
15 罪ch• (12. 5) 15.2 5.8 ACDEFK 3 淡灰褐色 70 
16 甕 (18.9) ACDEFHK 3 淡橙褐色 30 
17 甕 (18. 0) 32.5 5.2 ACDEFHK 3 黒褐色 70 

第126号住居跡（第68~71図）

第126号住居跡は、 W-11・12、X-11・12グリッド

から検出した。

第68図 第126号住居跡出土遺物(I)

形態は方形で主軸方位はS-51°-Eであった。規模は

主軸長5.3m、副軸長5.0m、深さ40c両閲変であった。

壁は明瞭であり、西側からカマドが検出できた。カ
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第69図 第 126号住居跡出土遺物 (2)
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マド内からは高杯転用支脚や、甕の破片力湘糾iできた。

貯蔵穴はカマドの左側から検出した。床面も明瞭で、

壁溝は全周していた。柱穴も 4本が明瞭に検出できた。

検出した柱穴のなかで、 PI・P 2は他の柱穴と比べ

て浅かったが、配置と覆tの状況から柱穴と判断した。

住居跡はSJ-137、SD-73-SB-57と重複していた。重複

関係はSD-73-SB-57に切られ、SJ-137とは不明であった。

実測可能な遺物として、土師器杯、甕甑高杯、

靡車などを検出した。

この中で、第68• 69図11の高杯はカマド内から転用

支脚として、 2の甑、 5の甕、 10の壺はカマド左側か

ら、 1の甑はカマド右側から、 3 • 4の甕、 14の高杯

はカマド手前から、 12の高杯は住居跡の西側コーナー

から、 8の杯は住居跡西側床面から、 9の鉢は北東側

の床面から、他は覆土からそれぞれ検出した。

住居跡内からは多量の遺物力浙拙されたが、これら

はカマド周辺では遺存状態が良く、他の部分ではかな

り細かい破片であった。

第71図第126号住居跡カマド
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第126号住居跡覆土

1 褐色 (IOYR4/4) R含

2 黒掲色 （IOYR3/l) RC多含 B含

3 暗褐色 (I OYR3/:l) R少含やや粘性有

4 鈍黄褐色（IOYR4/3) 固溝粕土 B含

第126号仕居跡柱穴覆土

l 褐色 （JOYR4/6) B多含

2 暗褐色(IOYR3/1) B多含

3 暗褐色（IOYR3/3) B含

4 黒褐色（IOYR3/2) B少含

5 褐色 (IOYR4/4) B多含

第126号住居跡貯蔵穴覆土

1 暗褐色（IOYR3/4) RB多含

2 黒褐色(IOYR2/3) B含

3 黒褐色 (IOYR3/1) B多含

第126号住居跡カマド疫ト

a 褐色 (7. 5YR4/ 4) R微含

b 暗褐色 (7.5YR:l/3) R少含

1 m C 赤褐色 (5YR4/8) R多含

d 黒褐色(IOYR3/J) R少含 M多含

第126号住居跡出土遺物観察表

No. 器 種 ロ径／cm 器高／cm 底径／cm 胎 土 焼成 色調 残存率／％ 備 考
1 甑 26.0 24.1 6.8 ACDEFHK 2 淡褐色 100 
2 甑 (18.0) 15.3 (3.6) ACDEFK 3 淡灰褐色 20 
3 甕 (24. 3) ACDEFHK 3 赤褐色 70 
4 珈ュ (17. 0) 31. 9 5.5 ACDEFHK 2 暗赤褐色 90 
5 甕 (17. 9) 27.8 7.4 ACDEFHK 3 暗赤褐色 80 
6 埒； (10.1) ACDFK 2 暗赤褐色 10 
7 杯 (14. 0) ACDEFK 3 淡橙褐色 30 赤彩

8 杯 (15. 0) ACDEF 2 赤褐色 50 ， 鉢 (13. 6) 10.8 ACDEFK 3 黒褐色 50 
10 壺 (11. 9) 14.9 4.9 ACDF 2 赤褐色 100 赤彩
11 高 杯 (12.1) 8.1 (9.0) ACDEFK 2 赤褐色 50 赤彩
12 晶 恥 (12. 8) 8.7 (9. 0) ACDEFHK 2 赤褐色 60 赤彩
13 ー1F,,-ゴJ • 杯 (16.5) ACDF 3 赤褐色 50 赤彩
14 高 杯 (16. 9) ACDEFHK 3 赤褐色 50 赤彩

第127号住居跡（第72• 73図）

第127号住居跡は、 U-11・12、V-11• 12グリッド

から検出した。

1主居跡の東側は、 SD-60による攪乱のために、西側

はSK-252による攪乱のために、南側は SK-256によ

る攪乱のために、中央は SD-38による攪乱のために検

出できなかった。形態は方形で、主軸方位はN-47°-E

であった。規模は主軸長5.0m、副軸長不明、深さ20cm
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栢渡であった。

壁は明瞭であり、北側からカマドか検出できた。貯

蔵穴は検出できなかった。 SD-60によって攪乱された

と考えられた。床面は明瞭で、壁溝は1打呂跡の検出範

囲では確認できた。柱穴も 3本が明瞭に検出できた。

P2は、 SD-60によって検出できなかった。

仕揺跡は、 SD-38• 60 • 65 • 137、SK-252• 256と

重複していた。重複関係は SD-38• 60 • 65 • 137に切

られ、 SK-252• 256とは不明であった。

実測可能な遺物として、土師器杯、甕、甑、支脚、

コップ形の須恵器などを検出した。

遺物は住居跡東側の床面上で、破片の形で~乱する

ように検出できた。

この中で、第73図2• 3 • 5 • 9の杯はカマドの手

前から、 4の杯、 12の甕は1±1国跡の東側の床面から、

6~8の杯は住居跡と重複した遺構から、他は覆土か

らそれぞれ検出した。したがって、当該住居跡に明瞭

に帰属する遺物は 2~5の杯類であって、 6 • 7はよ

第72図第127号住居跡
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第127号住居跡覆土

1 褐色 (10YR4/4) BCR混入締りやや有

2 鈍褐色（10YR4/5) BC混入締りやや有

3 褐色 (10YR4/6) B混入締りやや有粘性有

第127号住居跡カマド覆土

a 黄灰黒色 (5Y2/3) 灰黒色土t体 Rやや風化少含 C不含 B風化多含

b 黄灰黒色(IOYR2/l) カマド煙道流人土粘性有黄茶色宅体 R未風化多含

c不含 Bやや風化多含

c 灰茶色 （2. 5Y:l/2) 使用面からM混 2層に同じM混

d 赤茶色 (7. 5YR:l/2) 使用面R混入カマド内面焼化面流入

やや粘性有 CB不含

e 黄褐色 （!OYR4/:l) B流入土 2層に同じやや小R含

- 59 -



り新しい土壊に帰属し、 8の杯は周辺のより古い遺構

に帰属し、 11のコップ形の須恵器は、より新しい SD

-38から混入したものであると考えられた。

第73図 第127号住居跡出土遺物

ロニロ1 □□三／

□□□／ーロ7

三―-

こ
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こロニロ

また、 10の土師器杯に施された暗文は、後出の放射

状のものではなく、連続して施される形態のもので

あった。
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第127号住居跡出土遺物観察表

No. 器 種 ロ径／cm 器晶／cm 底径／cm 胎 土 焼成 色調 残存率／％ 備 考
1 杯 (11. 0) ACDF 3 明赤褐色 30 
2 杯 16.0 4.5 ACDF 2 明赤褐色 100 
3 昇； (16. 0) 4.2 ACDEF 2 暗赤褐色 50 
4 均； (16.1) 3.5 ACDF 3 橙褐色 30 
5 杯 (16 0) 4.4 ACDEF 2 淡褐色 70 
6 杯 (13. 5) 3.7 ACDF 3 淡橙褐色 50 
7 杯 (11.5) 3.2 ACDF 3 橙褐色 50 
8 杯 (12.0) 3.5 DEF 2 橙褐色 60 ， 杯 (12.3) 4.8 DE 2 黒褐色 90 
10 杯 (14. 9) 3 9 ACD 2 黒褐色 80 暗文・黒色処理
11 須恵器コップ形 (6 3) 5.5 4.0 ACFIK 1 青白色 40 
12 珈式 (21.2) ACDEFK 3 橙褐色 10 
13 甑 (20.8) ACDEFHK 3 淡褐色 10 
14 支 脚 B 3 淡灰褐色

第128号住居跡（第74図）

第128号1打国跡は、 T•U-10·11グリッドから検出

した。

住居跡の西コーナーはSJ-118による攪乱のために、

南コーナーはSJ-120による攪乱のために、中央部分の

床面はSD-38、SK-290による攪乱のために検出できな

かった。形態は方形で、主軸方位はN-23"-Wであった。

規模は主軸長5.lm、副軸長4.7m、深さ 10cm程度で

あった。

壁は明瞭であったが、カマドは検出できなかった。貯

蔵穴も検出できなかった。床面は明瞭で、壁溝は東壁、北、

東コーナーで検出できた。柱穴は検出できなかった。

住居跡は、 SJ-118・120、SD-38、SK-290と重複し

ていた。重複関係は SD-38に切られ、 SJ-118・ 120、

SK-290とは不明であった。

実測可能な遺物は、検出できなかった。
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第74図第128号住居跡
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第128号住居跡毅土

1 褐色(lOYR5/4) BC混入締る

2 褐色（10YR2/3) BC含 R混人

3 褐色(lOYR4/4) B含

。
2m 

第129号住居跡（第75• 76図）

第129号住居跡は、 U-13・14、V-14グリッドから検

出した。

住居跡の西側のコーナーは、 SJ-122による攪乱のた

第75図第129号住居跡出土遺物
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めに検出できなかった。形態は方形で、主軸方位はN

-25°-Wであった。規模は主軸長4.0m、副軸長3.9m、

深さ10c頑固変であった。

壁は明瞭であったが、カマドは検出できなかった。

SJ-122によって攪乱されたと考えられた。貯蔵穴は北

コーナーから検出した。床面は明瞭で、壁溝は全周し

ていたと考えられた。柱穴は、他の重複する住居跡の

第76図第129号住居跡

覆土や、攪乱によって検出できなかった。

住居跡は、 SJ-122・130と重複していた。重複関係は、

SJ-122に切られ、 SJ-130を切っていた。

実測可能な遺物として、土師器杯、甕、土玉などを

検出した。この中で、第75図1• 4の杯は貯蔵穴と北

側の壁際から、 2• 3の杯は貯蔵穴から、 6の甕は北

側の壁際から、他は覆土から検出した。
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第129号住居跡覆［：

l 褐色（IOYR3/3) 粘性強 R多含

2 褐色(JOYR3/ 4) BT体埋戻し充填土

3 褐色(JOYR4/3) B主体床溶軟化層

゜
2m 

第129号住居跡出土遺物観察表

No. 器 種 日径／cm 器高／cm 底径／cm 胎 土 焼成 色調 残存率／％ 備 考
1 杯 11.1 3.4 ACDF 3 橙褐色 100 
2 坑： (12.0) 3.5 ACDF 2 暗赤褐色 80 
3 杯 (11.4) ACDKF 3 橙褐色 20 
4 昇： 20.3 3.1 ACDF 2 淡灰褐色 80 暗文
5 甕 (17. 8) ACDF 3 淡橙褐色 10 
6 珈式 (19. 9) ACDF 3 暗赤褐色 10 
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第130号住居跡（第77• 78図）

第130号住居跡は、 U•V-14グリッドから検出した。

住居跡の北壁の一部はSJ-129による攪乱のために、

西側のコーナーはSJ-122による攪乱のために、カマド

の袖の一部は SJ-129による攪乱のために、カマドの

中央はピットによる攪乱のために、住居跡の中央部分

の床面は、SD-73による攪乱のため叫喚出できなかった。

形態は方形で、主軸方位はN-49°-Eであった。規模は

主軸長3.5m、副軸長5.7m、深さ 5c而盟変であった。

壁は明瞭であり、東側からカマドが検出できた。貯

蔵穴は検出できなかった。 SJ-129によって攪乱された

と考えられた。床面は明瞭で、壁溝は南壁と西側コー

ナー付近でやや途切れるものの、ほぼ全周していたと

第78図第130号住居跡

第77図 第130号住居跡出土遺物

ニニ 1

゜
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考えられた。柱穴は床面を精査した力渇団出することが

できなかった。

住居跡は、 SJ-122• 129 • 160、SD-73• 141と重複

していた。重複関係は SJ-129、SD-73に切られ、 SJ

-122 • 160、SD-141とは不明であった。

実測可能な遺物として、土師器甕、高杯などを検出

した。この中で、第77図に示した遺物は、全て覆土中

から検出した。
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第130号住居跡覆土

1 灰褐色 (10YR3/3) 粘性弱やや締る CR不含 B少含

2 灰褐色 (10YR3/3) 粘性弱やや締る CR少含 B多含

3 灰褐色(1OYR2/2) やや粘性やや締る CR不含 B少含

4 灰褐色 (10YR4/2) 粘性弱やや締る C少含 R多含

5灰褐色(lOYR4/2) 粘性弱やや締る 4層より R少含

6 灰褐色（10YR4/2) 粘性弱やや締る 4層より R欠落

第130号住居跡カマド覆土

a 褐色（IOYR3/4) B多含 CR少含

b 褐色(IOYR:l/2) M含

c 褐色（IOYR:l/4) B主体火床面

第130号住居跡出土遺物観察表

N10. I島器 種杯 1 口径／cm
器高／cm

2
 

甕 (21.8) 

底冑霊［筐詞土
ACDEFK 

焼□可：
3 赤褐色

残存率／％

10 

10 

備 考
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第79図第131~133号住居跡
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第131• 132 • 133号住居跡覆士
SD73 一/II/ SJ132 II II SJ133 1 褐色 (IOYR3/3) R砂質土混入

やや締る

粘性弱

2 褐色 (1OYR3/3) B R含

やや締る
3 褐色（10YR3/3) B混入

RC含

゜11 II□̀ ］ 
やや締る

4 褐色 (IOYR4/3) B含

若千RC含

゜
5 褐色（IOYR4/3) B主体 R含

］＼  
6 褐色（!OYR3/5) Bやや多含

゜
R混締る

＜ニフ 7 褐色 (10YR3/3) B R含

やや締り弱
8 褐色 (IOYR3/3) Bやや多含

締まる

oI 9 褐色（10YR3/2) Bやや混入

若干R含
SJ131 

,? SJ132 ~ ̂ B' 10褐色(IOYR4/3) RC含

やや締まる
11褐色(lOYR2/3) RC含

やや締る

B若干含

12褐色(IOYR2/2) R含

砂質B混入
E 15.9Om 

E' 締り粘性弱
13褐色(IOYR4/4) B含

砂質B主体

゜ 予
F 16.00 m 第132号住居跡柱穴覆土

SJ133 SJ132 SJ131 F' 1 褐色(10YR3/2)

RC含 B混入

2 褐色 (IOYR3/2)

RC含締る

3 褐色（10YR3/2)

BR混入締る
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覆土には埋め戻しの痕跡はなく、自然堆積の状況を

示していた。

住居跡は、 SJ-ll2 • 132 • 133、SD-60• 142 • 143、

SK-253 • 257と重複していた。重複関係は SJ-132• 

133、SD-60• 142 • 143、SK-253• 257に切られ、 SJ

-112とは不明であった。

実測可能な遺物として、土師器甕、須恵器杯、鉄滓

などを検出した。この中で、第80図に示した遺物は、

全て覆土中から検出した。

第80図 第131号住居跡出土遺物

ロニー一／□-_.--_/_――_-I // o 
10cm 

第132号住居跡（第79• 81図）

第132号住居跡は、 U-14・15グリッドから検出した。

住居跡の東側の壁は SJ-133と攪乱のために検出で

きなかった。形態は方形で、主軸方位はN-46°-Wで

第131号住居跡（第79• 80図）

第131号住居跡は、 u-14グリッドから検出した。

住居跡の東側は SJ-132• 133による攪乱のために、

南側のコーナーは SK-253による攪乱のために検出で

きなかった。形態は方形で、主軸方位はN-28'-Wで

あった。規模は主軸長4.2m、副軸長不明、深さ10c頑呈

度であった。

壁は明瞭であったが、 カマドは検出できなかった。

貯蔵穴も検出できなかった。床面は明瞭で、壁溝はほ

ぼ全尉していたと考えられた。柱穴は周辺を精査した

が、検出することができなかった。

あった。規模は主軸長5.6m、副軸長不明、深さ20c碕呈

度であった。

壁は明瞭であったが、カマドは検出できなかった。

貯蔵穴も検出できなかった。床面は明瞭で、壁溝は南

のコーナーで一部途切れるものの、ほぼ全周していた

と考えられた。柱穴も2本が明瞭に検出できた。

1認跡は、SJ-131・133、SD-73と重複していた。重複

関係は、SJ-133.SD-73に切られ、SJ-131を切っていた。

実測可能な遺物として、須恵器杯、石製模造品など

を検出した。

この中で、第81図に示した遺物は、覆土中から検出

した。

なお、図示した遺物がこの住居跡に帰属するならば、

検出した臼玉は、流入した物と考えられる。

第81図 第132号住居跡出土遺物
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第133号住居跡（第79• 82図）

第133号住居跡は、 T-14、U-14・15グリッドから検

出した。

住括跡の東側の壁は調査区外のために、北側は SD

-60による攪乱のために検出できなかった。形態は方形

で、主軸方位はN-45°-Wであった。規模は主軸長不明、

副軸長不明、深さ35c誦口変であった。当該住居跡は、

コーナ一部分がやや丸く、壁もやや丸みを帯びており、

平面形態が他の住居跡とは若干異なっていた。

壁は明瞭で、カマドは検出できなかった。貯蔵穴も

検出できなかった。床面は明瞭で、壁溝はほぼ全周し

ていたと考えられた。柱穴も検出できなかった。

住居跡は、 SJ-131・132、SD-60、土師質土器焼成

第131号住居跡出土遺物観察表

第82図 第133号住居跡出土遺物

□
 
三

゜
10cm 

窯跡と重複しー（いた。重複閃條は、 SD-60、土師質土

器焼成窯跡に切られ、 SJ-131・132を切っていた。

実測可能な遺物として、土師器杯などを検出した。

この中で、第82図に示した遺物は、全て覆土中から

検出した。

ロい
ロ径／cm

(14.0) 
(20. 3) 

器高／cm

3.2 底径／：口：ぃ Iik
ACDF 

焼：：：］ロロ％
備 考

第132号住居跡出土遺物観察表

:0•I ノ］器： i厘::I □:/c:I 器高／cm I底径／cmI ̀  [K± 焼：：［］ロロ1%I備考

第133号住居跡出土遺物観察表

No. 器 種 日径／cm 器高／cm 底径／cm 胎 土 焼成 色調 残存率／％ 備 考
1 坑 10.6 3.5 ACDF 3 橙褐色 70 
2 杯 (10.5) 3.6 ACDF 3 淡褐色 60 
3 杯 (10.0) ACD 2 淡荼褐色 20 黒色処理
4 昇： (11.6) ACDF 3 赤褐色 40 暗文

第134号住居跡（第83~85図）

第134号住居跡は、 V-10、 W-10•11グリッドから検

出した。

住居跡の西側の壁は調査区外のために、南側は SD

-60・62による攪乱のために検出できなかった。形態は

方形で、主軸方位はN-49°-Wであった。規模は主軸長

不明、副軸長不明、深さ60c両口変であった。

壁は明瞭であったが、カマドは検出できなかった。

貯蔵穴も検出できなかった。床面は明瞭で、壁溝は全

周していたと考えられた。柱穴も 2本が明瞭に検出で

きた。

1主居跡は、 SJ-143・ 144・ 176、SD-60• 62 • 72 • 83 

と重複していた。重複関係は、 SD-60• 62 • 72 • 83に

切られ、 SJ-143• 144とは不明であった。

実測可能な遺物として、土師器杯、砥石、鉄鎌など

を検出した。この中で第84• 85図に示した遺物は、全

て覆土中から検出した。

出土した遺物は二時期に分離できるが、調査時の所

見では、覆土の上層から北武蔵型の杯を含む一群が、

覆土の下層から日辺部の立ち上がりが顕著な模倣杯が

検出できた。住居跡に帰属する遺物は後者であると考

えられ、これとは別に、確認できなかった重複する真

間期の遺構の存在が想定され、前者の土器はそれに帰

属すると考えられた。
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第83図第134号住居跡
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第84図 第 134号住居跡出土遺物 (I)
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喜
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第134号住居跡覆土

1 褐色 (10YR2/3) BC含 R混入

1'褐色（10YR2/3) BC含 R混入

2 褐色(JOYR2/3) BC混入締りやや弱

2' 褐色（10YR2/3) C多含 R混入

3 褐色(1OYR3/3) B C混入やや締る

4 褐色（10YR3/3) B混人やや締る

5 褐色（10YR2/3) B含やや粘性有

第134号住居跡柱穴覆土

1 黄灰色（10YR5/2)灰褐色上主体 Bやや風化多含 R未風化微含

2 黄色 (2. 5Y7 /5) 砂質B主体灰褐色土風化少含

3 黄灰色(1OYR3/2) 2層より灰褐色土少含

4 黄灰色（10YR3/2) 2層より更に灰褐色土少含

5 黄色 (2.5Y7/5) 2層に同

三 三□三三
口 □□□J7 こ
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第85図 第134号住居跡出土遺物(2)
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第134号住居跡出土遺物観察表（1/2)

No. 器 種 ロ径／cm 器高／cm 底径／cm 胎 土 焼成 色調 残存率／％ 備 考
1 坑 12.3 5.5 ACDEF 3 橙褐色 80 
2 昇： (12.4) ACDEF 2 明赤褐色 30 
3 杯 (12. 7) 4.8 ACF 2 橙褐色 70 
4 杯 (12. 4) ACEF 2 淡橙褐色 30 
5 昇： (12. 0) ACDF 2 淡橙褐色 20 赤彩
6 杯 (12.0) ACF 2 赤褐色 20 赤彩
7 杯 (11.0) ACF 2 赤褐色 10 赤彩
8 杯 11.3 3.9 ACD 2 淡荼褐色 60 ， 昇： (11.1) ACDF 3 淡灰褐色 20 赤彩
10 杯 11.4 3.5 ACDF 2 淡荼褐色 90 
11 杯 (10.6) ACF 3 明赤褐色 20 赤彩
12 杯 10.3 3.3 ACDF 2 淡橙褐色 100 
13 杯 (14.0) ACD 2 淡荼褐色 20 
14 杯 (13.1) 3.7 ACDEF 2 明赤褐色 40 
15 埒： 14.1 3 2 ACDF 2 橙褐色 40 
16 坑： (10.8) ACDEF 2 淡橙褐色 50 
17 杯 11.0 3.1 ACDF 2 淡荼褐色 80 
18 杯 11.4 3.6 ACDF 2 橙褐色 80 
19 昇： 11.0 3.2 ACDF 2 橙褐色 60 
20 杯 11.4 3.7 ACDF 2 淡荼褐色 70 
21 杯 11.2 3.5 ACDFH 2 橙褐色 90 
22 杯 12.0 3 5 ACDF 3 橙褐色 50 
23 昇： 12.2 3.7 ACDF 3 淡橙褐色 90 
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第134号住居跡出土遺物観察表(2/2)

24 埒； 11.9 3.5 ACDF 2 橙褐色 80 

25 昇： (13.2) 3 8 ACDF 2 橙褐色 50 

26 埒： 13.2 3.5 ACDFK 3 明赤褐色 80 

27 杯 14.0 4.7 ACDFH 3 明赤褐色 90 

28 杯 (10.5) ACDF 3 橙褐色 30 暗文

29 鉢 (10.0) ACDF 2 赤褐色 20 暗文

30 況； 10.8 2 9 ACDFH 3 橙褐色 100 

31 甕 (7.1) ACDEFHK 3 淡灰褐色 10 

32 珈式 (14. 6) ACDEFHK 3 橙褐色 10 

33 杯 (19.6) ACDEF 3 淡橙褐色 20 

第135号住居跡（第86~88図）

第135号住居跡は、 W-12グリッドから検出した。

疇跡の中央から南側のコーナーにかけては、攪乱

柱穴も 2本が明瞭に検出できた。 P3・P4は貯蔵穴

同様に、住居跡の西側半分を占める攪乱のために、検

出できなかった。

のために検出できなかった。形態は方形で、主軸方位

は、 N-43°-Wであった。規模は主軸長4.5m、副軸長

4.6m、深さ20c頑尉支であった。

住居跡は、 SJ-136・137、SD-73と重複していた。重複

関係は、 SD-73に切られ、 SJ-136・137を切っていた。

実測可能な遺物として、土師器杯、甕、土玉などを

検出した。壁は明瞭であり、北側からカマドが検出できた。カ

マド内からは甕の破片力惰拙できた。貯蔵穴は検出で

きなかった。攪乱によるためと考えられた。床面は明

瞭で、壁溝は、住居跡の検出範囲では全周していた。

この中で、第86図1• 4の杯は西側のコーナー付近

から、 5の杯と 8の甕はカマド内から、 6の甕は SK

-1から、他は覆土からそれぞれ検出した。

第86図 第135号住居跡出土遺物

三
口／／

ロ
ーロニ

第135号住居跡出土遺物観察表

No. 器 種 日径／cm

1 均； (10. 0) 

2 杯 (13.1) 

3 杯 (12. 0) 

4 杯 (10.0) 

5 杯 (10.0) 

6 甕 (20.8) 

7 殉瓦 (18. 9) 

8 甕 17.5 

口＼·ー＿□一―-―•--(/\/\~ ~; "_—-

- - - - _ _—· - - -- 9 9 , ̀ ‘‘'‘ ‘ ＼＇ーニ］

―ヽ ・--ー-- -

J—--ニ―---―-

＼ 

□] ¥7,¥1]/ 
0 10cm 

器高／cm 底径／cm 胎 土 焼成 色調 残存率／％ 備 考

3.0 ACEFK 2 赤褐色 60 赤彩

ACDF 2 赤褐色 20 赤彩

3.0 ACD 2 淡荼褐色 60 黒色処理

3.2 ACDF 3 橙褐色 30 

ACDFK 3 淡橙褐色 20 

ACDFK 3 暗赤褐色 20 

ACDEFK 3 橙褐色 20 

27.7 7.3 ACDEFHK 2 暗赤褐色 100 
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第87図 第135号住居跡
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第88図 第135号住居跡カマド
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第1:15号住居跡獨土

］暗褐色（IOYR3/:l) R含

2 褐色 (IOYR4/4) B含

3 黒褐色（IOYR:l/2) C R B多含貼床

第1:35号住居跡柱穴覆士

1 黒褐色（IOYRZ/2) RC含

2 褐色 （IOYR4/6) B多含締り無

3 暗褐色 (!OYR:l/4) B多含

4 暗褐色 (IOYR3/3) B多含

5 褐色 （IOYR4/4) B多含 R含

B 15.BO m B
 

第135号住居跡カマド覆上

a 褐色 (lOYR4/6) R含

b 明褐色 (2.5YR5/8) R多含 C含

c 黒褐色（IOYR2/2) MC多含

゜
1m 
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第136号住居跡（第89• 90図）

第136号住居跡は、W-12・13グリッドから検出した。

住居跡の西側のコーナーは、 SJ-135による攪乱のた

めに、中央は SD-73による攪乱のために検出できな

かった。形態は方形で、主軸方位はN-43°-Wであった。

規模は主軸長5.3m、副軸長5.2m、深さ30cm程度で

あった。

壁は明瞭であり、北側からカマドが検出できた。カ

マド内からは支脚や甕の破片力浙罪できた。貯蔵穴は

検出できなかった。床面も明瞭で、壁溝ははぼ全周し

ていたと考えられた。柱穴も 4本が明瞭に検出できた。

検出した柱穴のなかで、 P1 • P 3は他と比べてやや

浅かったが、全ての柱穴から明瞭に柱痕力浙御忍できた。

カマドの袖は遺存状態が非常に悪く、ほとんど残され

第89図 第136号住居跡出土遺物

二二三

□三ここ口

ロロ
ロロ，

ていなかった。

住居跡は、 SJ-135・137、SD-73と重複していた。重複

関係は、SJ-135、SD-73に切られ、SJ-137を切っていた。

実測可能な遺物として、土師器杯、甕、支脚などを

検出した。

この中で、第89図1• 3 • 4 • 6の杯は住居跡の南

東側の床面から、 5の杯は北西側の壁溝から、 7• 8の

甕はカマドの中から、他は覆土からそれぞれ検出した。

出土遺物の中で、 1 • 2の杯は有段日辺の杯であり、

5 • 6は在地の暗文の杯であった。

有段口辺の杯は、日径が小さく、内面では底部と日

辺部の境界がヨコナデにより不鮮明であり、外面でも

同様に底部と日辺部の境界が明瞭な稜線で画されてお

らず、新しい様相を呈していた。

11 

。
10cm 

第136号住居跡出土遺物観察表

No. 益ロロ 種 ロ径／cm 器高／cm 底径／cm 胎 土 焼成 色調 残存率／％ 備 考

1 均； (11.4) ACD 3 淡荼褐色 30 黒色処理

2 杯 (11.1) ACDE 3 淡荼褐色 20 

3 均； (12.6) ACDF 3 淡灰褐色 50 

4 昇： (11.0) 3.2 ACFK 3 淡橙褐色 80 

5 杯 (12 0) 4.0 ACDF 3 明赤褐色 80 

6 杯 (15.5) ACDF 2 橙褐色 20 

7 甕 20.3 ACDEF 3 暗赤褐色 20 

8 甕 (5.9) ACDEFHK 3 暗赤褐色 30 

， 支 脚 AC 2 淡褐色

10 支 脚 AC 2 淡灰褐色

11 支 脚 AC 3 淡褐色
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第90図第136号住居跡
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第l:l6号住居跡覆上

1 暗褐色（10YR3/4) B多含

2 黒褐色(1OYR2/3) B C含

3 鈍褐色(lOYR4/3) B多含

第136号住居跡柱穴覆上

l 黒褐色（IOYR2/2) BC含

2 暗褐色（IOYR2/3) B含

3 暗褐色（IOYR3/:l) B含

4 褐色 (IOYR1/6) B多含

5 暗褐色(IOYR:l/3) B含

第136号住居跡カマド覆土

a 黒褐色(1OYR2/2) RC含
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第91図第137号住居跡
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第1:37号住居跡慶土

1 鈍黄褐色（IOYR4/:l) BR含

2 褐色 （IOYR4/6) 13多含

3 黒褐色 （IOYR3/2) 住居堀り方？

第137号住居跡柱穴覆七

1 暗褐色 （IOYR3/4) BC含

2 黒褐色 (IOYR2/:l) 13 C含

3 鈍黄褐色 (IOYR4/:l) 13多含

4 褐色 （IOYR4/4) B多含

5 黒褐色 (IOYR3/2) B多含 c含

。
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第92図 第137号住居跡カマド
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1 暗褐色(1OYR:J/4) B C含
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媒かむしろ状

木片
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第1:l7号住居跡カマド蜀ヒ

a 暗掲色 (lOYR3/4) R含

b 暗赤褐色(1OYR3/6) R :vr含

゜
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第137号住居跡（第91~93図）

第137号住居跡は、 W•X-12グリッドから検出した。

住居跡の東側の壁は SJ-136による攪乱のために、

北側のコーナーはSJ-135による攪乱のために、中央や

や北側は SD-73による攪乱のために検出できなかっ

た。形態は方形で、主軸方位はS-4T-Eであった。規模

は主軸長不明、副軸長5.3m、深さ10c頑里斐であった。

住居跡は、 SJ-126。135・ 136、SD-73と重複してい

た。重複関係は、 SJ-136、SD-73に切られ、 SJ-126・

135とは不明であった。

実測可能な遺物として、土師器杯、甕、勾玉などを

検出した。

この中で、第93図2• 3は貯蔵穴内から、他は覆土

から検出した。

壁は明瞭であり、西側からカ

マドカ検出できた。カマド内か

らは勾玉が検出できた。貯蔵穴

はカマドの左側から検出し、覆

土内から甕力浙血できた。床面

も明瞭で、壁溝はほほ全周して

いたと考えられた。柱穴も 3本

が明瞭に検出できた。

P2は、 SD-73や近祉の攪乱

などによって壊されていたため

に、検出することができなかっ

たと考えられた。

第137号住居跡出土遺物観察表

No. 器種 日径／cm

l 杯 (13.0)

2 甕 14.5

3 甕 14.4

第93図

器高／cm

3.9 
24.0 

第137号住居跡出土遺物

゜
10cm 

底径／cm

9.6 

胎土

ACDEF 

ACDEFHK 

ACDEFHK 

成焼一

3
-
3
-
3

ロロニロ
- - -- ----三こ＿ ＝―-― --. ---- ---c 

トー ―--• --• __ _ 
—~ ・ --• - --

□□三＿•一~\

/、:-ーロ＼

色調

明赤褐色

暗赤褐色

暗赤褐色

残存率／％

50 

90 
70 

備 考

木葉痕

第138号住居跡（第94図）

第138号住居跡は、 X-12グリッドから検出した。

住居跡の西側の壁は調査区外のために、南側の壁は

SJ-188 • 192による攪乱のために、北側のコーナーは

SJ-137による攪乱のために、中央大部分も攪乱のため

に検出できなかった。形態は方形で主軸方位はN-45°
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-Wであった。規模は主軸長4.3m、副軸長4.9m、深さ

20c叫涅度であった。

壁は明瞭であり、北側からカマドカ湘甜iできた。貯

蔵穴は検出できなかった。床面は明瞭であったが、壁

溝は、残存範囲からは検出することができなかった。

柱穴も検出できなかった。近憔の攪乱によるためと考

えられた。

住居跡は、 SJ-137・188・192と重複していた。重複関

係は、 SJ-188・192を切り、 SJ-137とは不明であった。

実測可能な遺物は、検出できなかった。

第94図 第138号住居跡
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第138号住居跡覆士

1 暗褐色 (lOYR3/4) R含

第138号住居跡カマド覆土

a 暗褐色 (lOYR3/4) B含

b 鈍黄褐色(lOYR4/:l) R含

c 暗赤褐色(lOYR3/:l) R多含

d 暗赤褐色 (10YR3/4) RM含

SJ188 

゜
2m 

第139号住居跡（第95• 96図） 第95図 第139号住居跡

第139号住居跡は、 x-11グリッドから検出した。

住居跡の大半は調査区外のために検出できなかっ

た。形態は方形と想定でき、規模は主軸長不明、副軸

長不明、深さ20c頑尉変であった。

壁は明瞭であったが、 カマドは検出できなかった。

貯蔵穴も検出できなかった。床面は明瞭で、壁溝は検

出範囲で確認できた。柱穴は検出できなかった。
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第96図 第139号住居跡出土遺物
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第139号住居跡覆土

1 褐色 (IOYR4/4) R多含

2 赤褐色 (IOYR3/2) RC多含

3 暗赤褐色(IOYR3/3) B多含壁溝
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住居跡は、 SK-258と重複していた。重複関係は SK

-258に切られていた。

第139号住居跡出土遺物観察表

実測可能な遺物として、土師器杯を検出した。

第96図に示した遺物は、全て覆上中から検出した。

No. 器 種 日径／cm 器品／cm 底径／cm 胎 土 焼成 色調 残存率／％ 備 考
1 杯 (10.9) ACDFK 3 暗赤褐色 20 
2 均； (11.0) 3.5 ACDEF 3 淡荼褐色 40 
3 昇； (10.0) ACDEF 3 淡荼褐色 20 
4 埒； (10.2) ACD 3 橙褐色 20 

第140号住居跡（第97• 98図）

第140号住居跡は、 V-12・13グリッドから検出した。

住居跡の中央は SE-56による攪乱のために、東側の

コーナーと西壁の一部は SD-71による攪乱のために、

覆土の大半は入れ子状に重複していた SJ-151のため

に検出できなかった。形態は方形で、主軸方位はN-56°

-Eであった。規模は主軸長4.6m、副軸長4.6m、深さ

5 cm程度であった。

壁は明瞭であったが、カマドは検出できなかった。

貯蔵穴も検出できなかった。床面は明瞭で、壁溝は南

第97図 第140号住居跡出土遺物

北のコーナーで検出できた。柱穴も 4本が明瞭に検出

できた。立て替えの痕跡が確認できた。

住居跡は、 SJ-151と入れ子状に、 SD-71、SE-56・

57と重複していた。重複関係は、 SJ-151、SD-71、SE

-56 • 57に切られていた。

実測可能な遺物として、土師器杯、甕、甑、紡錘車、

鉄製の棒状不明品、臼玉などを検出した。

この中で、第97図4の鉢は貯蔵穴の中から、 3の鉢

と6の甕は住居跡北側の床面から、他は覆土中から検

出した。
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第140号住居跡出土遺物観察表

No. 器 種 日径／cm 器高／cm 底径／cm 胎 土 焼成 色調 残存率／％ 備 考
1 杯 (13.1) ACDF 2 赤褐色 10 赤彩
2 均； (11. 9) ACDE 3 赤褐色 10 
3 鉢 15.0 ACDEFHK 3 橙褐色 90 
4 鉢 (24. 7) ACDEFHK 2 暗赤褐色 70 
5 珈尽 (21. 9) ACDEFHK 3 淡橙褐色 10 
6 甕 7.8 ACDEFHK 3 橙褐色 40 
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第98図第140号住居跡
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貯蔵穴

E 15.50 m E. 

C 15.BOm c
 

D 15.BOm D' 

第140号住居跡覆士

1 灰褐色(1OYR3/2) 床面直上上層 C風化少含

第140号住居跡柱穴覆土

l 灰黒色(lOYRZ/1) R風化少含 C不含 B風化少含

2 灰褐色(lOYR4/4) Bに灰黒色粘土混 R風化多少含

c風化少含灰黒色粘土風化多含

3 黄褐色 (2.5YR5/6) B埋戻し上

第140号住居跡貯蔵穴覆土

1 灰褐色 (10YR4/2) 灰褐色土主体 R未風化少含

B未風化少含 c末風化少含

2 灰褐色 (10YR3/2) 1層より RB多含

3 灰褐色（10YR2/:l) 1層より RB少含

4 黄褐色(lOYR5/8) Bと灰褐色士混合層

゜
2m 
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第141号住居跡（第99• 100図）

第141砕住居跡は、 V-11グリッドから検出した。

住居跡の南側は SD-60・62・63による攪乱のために、

カマド周辺は SK-254による攪乱のために、東壁の一

部は SK-256による攪乱のために検出できなかった。

形態は方形で、主軸方位はN-37°-Wであった。規模は

主軸長不明、副軸長4.8m、深さ 15cm程度であった。

第99図第141号住居跡

／ .,I 
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SK254 

壁は明瞭であり、北側からカマドカ湘t出できた。カ

マド内からは甕の破片力湘叫できた。貯蔵穴はカマド

の左側から検出し、覆土内から甕か検出できた。床面

も明瞭で、壁溝は東側の一部で検出できなかったもの

の、ほぼ全周していたと考えられた。柱穴も 2本が明

瞭に検出できた。

確認することができなかった。

口□

P 2 • P 3はSD-60の攪乱によって
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第141号住居跡投士

1 褐色 (1 OYR4/:l) B多含 RC混人やや締る

2 掲色 (lOYR4/4) B多含 RC混入やや締る

3 褐色 (10YR4/4) B含締る粘性有貼り込み

4 褐色 (lOYR4/4) R混入締りやや弱

5 淡黄色(1OYR6/ 4) 粘土質粘性有貼り込み

6 黒色 (lOYR2/l) C主体

゜

第141号住居跡柱穴覆士

l 掲色(IOYR4/3) C R含締り弱粘性弱

2 褐色（!OYR4/4) CR混入 13含やや締る

3 褐色（!OYR3/4) 13多含

4 褐色(IOYR3/4) B含枯性強 C混入カマド前堤部C層

P4はやや浅く、

v̀ 

E
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・
g
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D 15.60 m 

E 15.60 m 貯蕨穴

カマ

D' 

E' 

。
2m 

第111号住居跡貯蔵穴閃土

1 褐色(lOYRl/2) CR含締りやや弱

2 褐色(lOYR4/ 4) C R混入締る

3 褐色（10YR3/,l) B主体締り粘性有
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第100図 第141号住居跡出土遺物
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ドの正面やや左寄りから検出した

ので、柱穴ではなく、重複するピッ

トである可能性も考えられた。

什揺跡は、 SD-60・62・ 63、SK

-254・256と重複していた。重複関

係は、 SD-60• 62 • 63、SK-254

に切られ、 SK-256とは不明で

あった。

実測可能な遺物として、土師器

杯、甕、鉄製の棒状不明品、石製

模造品などを検出した。

この中で、第100図2の杯は貯

蔵穴の中から、 4の杯はカマドの

中から、 5の甕は住居跡北東側の

床面上から、 6の甕は北西側の床

面上から、 7の甕はカマド前から、

他は覆土からそれぞれ検出した。

出土遺物の中で、甕について

は、 6のように最大径が胴部の上

方に移行しつつある形態のもの

と、 7のような、やや中央から下

方にあるものの両者が検出でき

た。

第141号住居跡出土遺物観察表

No. 器 種 日径／cm 器嵩／cm 底径／cm 胎 土 焼成 色調 残存率／％ 備 考

1 坪 (14.1) ACFK 2 赤褐色 20 赤彩

2 杯 (14. 9) 4.9 ACDEF 3 淡橙褐色 40 

3 杯 (15.0) 4.5 ACDF 3 淡橙褐色 50 

4 均； (11. 9) 3.5 ACDFH 3 橙褐色 40 

5 珈忘 8.9 ACDEFHK 3 暗赤褐色 40 

6 甕 19.6 ACEFHK 3 淡橙褐色 60 

7 珈志 18.7 36.2 5.4 ACDFHK 3 暗赤褐色 80 

第142号住居跡（第101• 102図）

第142号1打吾跡は、 U-10•11、 V-10·11グリッドか

ら検出した。

住居跡の西側は SJ-124による攪乱のために検出で

きなかった。住居跡は確認面では壁溝の痕跡程度しか残

存していなかった。形態は方形で主軸方位はS-23°-E

であった。規模は主軸長4.Sm、副軸長不明であった。

壁はやや不明瞭であり、南側からカマドカ浙糾iでき

た。カマド内からは甕の破片力消糾iできた。貯蔵穴は

検出できなかった。床面は不明瞭であったが、壁溝は

ほぼ全周していたと考えられた。柱穴は 4本が明瞭に

検出できた。

ただし、明瞭に検出できた柱穴の中で、 P3に相当

させたものは他の柱穴に比べて浅かったので、柱穴で
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第101図第142号住居跡
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第142号住居跡カマド疫土

a 褐色 (5YR4/3) Rやや多含

1 m b 褐色（10YR4/3) RC含締り弱

c 褐色(lOYR1/4) B含やや締る

SJ124 

A 15.70 rn A' 

第102図 第142号住居跡出土遺物

□P2竺'

B 15.70 m B' 

。
2m 

゜
10cm 

はない可能性も考えられた。また、柱穴と判断したピッ

ト4本の配置は不整形であった。

住居跡は、 SJ-124・125と重複していた。重複関係は、

SJ-124 • 125ともに不明であった。

実測可能な遺物として、土師器甕の日縁部から肩部

の破片をカマド中から検出した。甕の破片は、二次焼

成を受けていなかった。

第142号住居跡出土遺物観察表

竺
1

器種

甕
口霜： I 器高／cm 1 底径／cm I A ：ぶ E ；〖 I 焼成 1 暗悶ご色 1 残存~/% I 備 考

第143号住居跡（第103~106図）

第143号住居跡は、 V-10.11、 W-10•11グリッド

から検出した。

住居跡の南西側の壁は調査区外のために、西側の

コーナーは SJ-134による攪乱のために、中央部分の

床面は SD-60・62による攪乱のために検出できなかっ

た。形態は方形で、主軸方位はN-57°-Eであった。規模

は主軸長6.9m、副軸長不明、深さ30cm程度であった。

壁は明瞭であり、東側からカマドカ惰t出できた。カ

マド内からは甕の破片が検出できた。貯蔵穴はカマド

の右側から検出した。床面も明瞭で、壁溝は北壁で一

部途切れるものの、ほぼ全周していたと考えられた。

柱穴は 3本が明瞭に検出できた。

住居跡は、 SJ-134・144・176、SD-60・62・ 72・ 146と重

複していた。重複関係は、 SJ-144、SD-60・62。146に切

られ、SJ-176を切り、SJ-134、SD-72とは不明であった。
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第103図 第143号住居跡
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第143号住居跡覆土

1 県褐色 (lOYR2/:l) R含

2 暗褐色 （1 OYR:l/:l) C B含

3 鈍黄褐色(IOYR4/:l) B多含

4 暗赤褐色(IOYR:l/2) R多含カマドで1まない

5 鈍黄褐色(IOYR4/:l) B多含

6 暗褐色 (IOYR:l/4) B多含埋戻しl,

第143号住居跡柱穴覆上

1 黒掲色（10YR2/3) B少含

2 黒褐色(1OYR2/3) C R多含

3 暗褐色 (lOYR:l/4) RC含柱痕

4 暗褐色（lOYR:l/3) B多含

貯蔵穴

E 15.50 m E' 

。
2m 

第143号住居跡貯蔵穴覆1:
1 暗赤褐色 (2.5YR:l/3) 赤褐色 R多含 C多含
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第104図 第143号住居跡出土遺物（
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住居跡の床面からは大量の炭化材力惰祉lできた

ので、いわゆる消失家屋と考えられた。

第105図 第143号住居跡出土遺物(2)

実測可能な遺物として、土師器杯、甕、曾瓦 土

錘などを検出した。 この中で第104・105図 1• 3 • 

6・7・9・12の庄 14・18・21の甕 16の甑はカマ

ド周辺から、 10の杯は貯蔵穴内から、 20の甕はカ

マド前のピット内から、 5の杯は住居跡の中央床

面から、 2 • 4 • 8の杯、 17の甕、 15の甑は北西床

面から、 13の杯は南側床面から、他は覆

土からそれぞれ検出した。本住居跡から

出土した杯類は古い様相を呈していた。

これらの中には、

ており、 かつ、

1~3のように日辺

部が受け口状を呈する一群、 5。6• 8 • 

11のように口辺部が不明瞭で内湾気味の

形態の一群、 4• 7のように口辺部と体部

との境界が明瞭でない一群、更には 9.

10のように日辺部が底部と明瞭に分化し

日唇部に明瞭な面を持た

ない一群、 12• 13のように日辺部が内湾

し、やや浅めで放射状の暗文を外縁部外

に持つ一群などの共伴が認められた。

第143号住居跡出土遺物観察表

第106図
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第143号住居跡カマド覆土

a 黒褐色（10YR2/3) R含

b 赤褐色 (2.5YR4/6) R含

c 黒色 (10YR2/l) MC含 M層

゜
1m 

No. 器 種 日径／cm 器高／cm 底径／cm 胎 土 焼成 色調 残存率／％ 備 考

1 杯 12.1 5.9 ACDEF 2 淡橙褐色 100 

2 昇： (12. 9) 5.6 ACDEF 2 赤褐色 80 

3 昇； 13.0 6.4 ACDEF 2 赤褐色 100 

4 杯 13.1 6.1 ACDEF 2 赤褐色 80 

5 杯 11.4 5.5 3.5 ACD 2 黒褐色 100 赤彩

6 昇； 11.6 5.3 2.5 ACD 2 暗赤褐色 100 赤彩

7 杯 13.5 5.1 ACDEF 2 暗赤褐色 80 赤彩

8 杯 12.1 5 8 3.0 ACDEFK 2 赤褐色 100 赤彩， 杯 13.1 6.3 ACDE 3 淡橙褐色 100 

10 均： 13.0 5.3 ACDEF 2 赤褐色 100 

11 杯 11.3 4.4 ACDF 2 赤褐色 100 赤彩・黒色処理

12 均； 14.0 5.3 ACDEF 3 橙褐色 50 

13 杯 13.2 ACDEF 3 橙褐色 90 

14 珈平 (19. 3) ACDEFHK 3 淡橙褐色 30 

15 甑 17.8 18.9 7.2 ACDF 2 赤褐色 70 

16 甑 21.2 26.5 8.9 ACDEFK 3 淡褐色 70 

17 甕 (17.1) ACEFHK 3 暗赤褐色 90 

18 珈試 (19. 7) 28.9 8.0 ACDEFHK 3 淡褐色 40 

19 甕 (14 8) 22.7 (6.6) ACDK 3 黒褐色 50 

20 珈平 17.2 28.5 5 8 ACDEFHK 3 暗赤褐色 100 

21 甕 7.0 ACDEFHK 3 淡橙褐色 30 
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第144号住居跡（第107図）

第144号住居跡は、 W-10•11グリッドから検出した。

住居跡の東側の壁以外は、調査区外のために検出で

きなかった。形態は方形で、主軸方位はN-3T-Eで

あった。規模は主軸長不明、副軸長不明、深さ 10c頑呈

度であった。

壁は明瞭であったが、カマドは検出できなかった。

貯蔵穴も検出できなかった。床面は明瞭で、壁溝はほ

ぼ全周していたと考えられた。柱穴は検出できなかっ

た。床面上のピットは、覆土の状況から考えて当該住

居跡に帰属しないと考えられた。床面には炭化材力哨欠

乱しており、いわゆる火災住居と考えられた。

覆土には埋め戻しの痕跡はなく、

示していた。

自然堆積の状況を

住居跡は、 SJ-134・ 143・ 176、SD-60・ 62と重複し

ていた。重複関係は、 SD-60・ 62に切られ、 SJ-143・

176を切り、 SJ-134とは不明であった。

実測可能な遺物は、検出できなかった。

第107図 第144号住居跡
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第144号住居跡税土

1 暗褐色 (IOYR3/1) RCB含

2 黒色 （!OYR2/l) C含

3 黒褐色 （!OYR3/2) B含

4 掲色 （!OYR4/4) B暗褐色土含

。 2m 

第145号住居跡（第108• 109図）

第145号住居跡は、 V-13グリッドから検出した。

住居跡の東側の壁は、 SD-73による攪乱のために検

出できなかった。形態は方形で、主軸方位はN-47°-W

であった。規模は主軸長3.7m、副軸長4.3m、深さ 5

c叫碧変であった。
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第108図 第145号住居跡
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第145号住居跡覆士

1 黒褐色 (1 OYR2/:l) RC含

2 暗褐色 （!OYR:l/4) B含

第145号住居跡カマド覆土

a 暗赤褐色 (2,5YR3/:l) R多含

b 黒色 (10YR2/l) CM多含

c 暗褐色 (IOYR:l/4) B含

d 暗褐色 （10YR3/4) カマド掘り方

第145号住居跡柱穴覆土

1 褐色 （10YR2/3) RC若干含

2m 2 褐色 (IOYR3/4) R含締りやや弱

3 褐色 (10YR3/2) R若干含 B多含

壁はやや不明瞭であったが、西側からカマドが検出

できた。貯蔵穴は検出できなかった。床面は明瞭で、

壁溝は全周していたと考えられた。柱穴も 4本が明瞭

に検出できた。 P3の北側からもう一つピットが検出

でき、覆土の状況がPl~P4と同様であったので、

P5として記載した。

SD-73とは不明であった。

実測可能な遺物として、土師器杯、鉄製品の砕片な

どを検出した。

この中で、第109図1• 3はカマド内から、他は覆土

から検出した。

第109図 第145号住居跡出土遺物

覆土には埋め戻しの痕跡はなく、

示していた。

自然堆積の状況を

住居跡は、 SJ-146、SD-73、SK-422と重複してい

た。重複関係は、 SK-422に切られ、 SJ-146を切り、

＼ーニ」＿＿／

三三二—

ロニー／
〇 10cm 

ロ
器高／cm 底径／cm 胎土

ACDF 

ACDF 

ACDF 

旱。＿
3

＿2

色調

淡橙褐色

淡橙褐色

橙褐色

残存率／％

20 

20 

30 

備 考
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第146号住居跡（第110• 111図）

第146号1打呂跡は、 V-13・14グリッドから検出した。

住居跡は、確認面では壁溝の痕跡程度しか残存して

いなかった。

壁は不明瞭で、カマドも検出できなかった。貯蔵穴

も検出できなかった。床面も不明瞭で、壁溝は一部の

第110図第146号住居跡

／
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A 15.90m A' 

I 2 

第146住居跡覆土

1 黒褐色（!OYR2/3) B多含 0 

2 暗褐色(IOYR3/3) B含

痕跡力湘血できた。柱穴も検出できなかった。

住居跡は、 SJ-145・146、SD-145、SK-422と重複

していた。重複関係は、 SJ-145、SK-422に切られ、

SD-145とは不明であった。

実測可能な遺物として、土師器杯、甕の日縁部と底

部などを検出した。

この中で、第111図に示した遺物は、全て覆土中から

検出した。ただし、痕跡程度しか残存していない住居

跡なので覆土も僅少で、掘り方に混入したものが含ま

れている可能性があり、本住居跡への帰属関係は明瞭

にはできなかった。

周辺の地山を精査したが、柱穴に該当するような覆

土を持ったピットを確認することができなかったの

で、わずかに検出した壁溝から、床面がどちらの方向

に広がるのか、住居跡の範囲を明らかにすることがで

きなかった。

第111図 第146号住居跡出土遺物
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第146号住居跡出土遺物観察表

No. 器 種 日径／cm 器高／cm 底径／cm 胎 土 焼成 色調 残存率／％ 備 考
1 杯 (11.0) ACF 2 暗赤褐色 10 赤彩

2 昇： (12.1) ACDEF 2 明赤褐色 20 
3 杯 (12. 4) ACEF 3 淡橙褐色 20 
4 甕 (18.8) ACDEFHK 3 橙褐色 10 
5 甕 6.9 ACDEFHK 3 赤褐色 10 
6 甕 6.8 ACDEFHK 3 黒褐色 10 

第147号住居跡（第112• 113図）

第147号住居跡は、 V-14グリッドから検出した。

住居跡の北側と西側の壁の一部は、攪乱によって検

出できなかった。

形態は方形で、主軸方位はN-29°-Wであった。規模

は主軸長3.lm、副軸長3.7m、深さ20c頑均変であった。

壁は明瞭であったが、カマドは検出できなかった。

貯蔵穴はカマドの右側から検出した。床面は明瞭で、

壁溝は北壁で検出できた。柱穴も 2本が明瞭に検出で

きた。

覆土には埋め戻しの痕跡はなく、自然堆積の状況を

示していた。
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住居跡は、 SJ-148・149と重複していた。重複関係は、

SJ-148・149を切っていた。

実測可能な遺物として、土師器杯、甕、須恵器杯な

どを検出した。

この中で、

昇＼

第113図3• 5 • 7 • 8の杯、 12の須恵器

14 • 15の甕は、住居跡北側の壁の近くで比較的ま

とまって、他は覆土からそれぞれ検出した。

本住居跡から出土した杯類には様々な類型が含まれ

ていた。

3 • 4は日辺部が外傾し、 日辺部と底部の境界がや

や不明瞭な特有の形態の杯であった。

特徴的なlill.状の杯であった。

されていた。また、

9 • 10も該期に

11は日径の大きいいわゆる北武蔵型の杯であった。

7は在地の暗文の杯であり、内面に放射状の暗文が施

8は内面に磨きが施されその後に

1は日辺部が不明瞭になった模倣杯であり、 2は小

疎な暗文が施される、在地のものではない暗文の杯で

あった。

12の須恵器杯は、共伴した他の土師器杯類との関係

から、杯身であると想定して実測した。

型化し、退嬰化した有段日辺の杯であると考えられた。

／
口

第112図第147号住居跡
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第117号住居跡覆土

1 黒褐色(lOYR2/:l) B含 C少含

2 黒褐色（10YR2/:l) B少含

3 暗掲色（10YR3/1l) R多含 C多含

4 黄褐色(lOYR5/8) C含

5 暗掲色 (10YR3/4) B多含

6 暗褐色（1OYR:J/:l) B少含

7 褐色 （10YR4/4) B多含

8 褐色 （1 OYR5/8) 暗褐色土含

第147号住居跡柱穴覆土

1 褐色 (10YR3/2) BC  R含柱痕

2 褐色 (10YR3/5) RC含やや締る

3 褐色 (lOYR:l/3) RB含締る

4 褐色（10YR5/3) B多含締る

5 褐色(lOYR5/2) B多含やや締る
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第113図 第147号住居跡出土遺物

ロロニ／ 三三□ー 2

□` 三□□ □□ 口 7 三
6 - -------- -- --- =ニ- = -=—ニ―--= 

ロニ □ブ\~i--1:-1:1h~1
ロロ］／ぃ¥¥¥¥¥̀ ¥ II ロロ--=---t―-

13 

第147号住居跡出土遺物観察表

No. 器 種 ロ径／cm 器品／cm 底径／cm 胎 土 焼成 色調 残存率／％ 備 考
1 杯 (12. 7) ACDF 3 淡灰褐色 30 
2 杯 (11.1) ACDF 2 橙褐色 30 赤彩
3 杯 (13. 7) ACDEFK 3 赤褐色 40 
4 界 (14. 0) ACDF 3 淡灰褐色 40 
5 杯 (14. 0)・ ACDEF 3 淡橙褐色 20 
6 杯 (14.4) ACF 3 淡橙褐色 20 
7 杯 (14. 3) 4.2 ACDF 3 橙褐色 40 暗文
8 坑 (14. 9) 4.4 ACDEFK 2 淡褐色 40 ミガキ， 埒； (17.0) ACDF 3 淡橙褐色 30 
10 埒： (17.1) ACDF 3 淡橙褐色 30 
11 杯 (17.1) ACDFK 3 淡橙褐色 30 
12 須恵器杯 (12.8) ACF 1 灰白色 40 
13 甕 7.0 ACDEFHK 3 橙褐色 30 
14 甕 (21. 8) ACDF 2 橙褐色 10 
15 甕 (19. 7) ACDF 3 淡灰褐色 10 

第148号住居跡（第114• 115図） 出できた。

第148号住居跡は、 V-14グリッドから検出した。

住居跡の北側のコーナーは、 SJ-147による攪乱のた

めに検出できなかった。形態は方形で、主軸方位はN

-29°-Wであった。規模は主軸長3.7m、副軸長3.9m、

深さ10c畔別変であった。

住居跡は、 SJ-147・149と重複していた。重複関係は、

SJ-147に切られ、 SJ-149を切っていた。

実測可能な遺物として、土師器杯、甕、紡錘車など

を検出した。この中で、第115図に示した遺物は、全て

覆土中から検出した。

壁は明瞭であったが、カマドは検出できなかった。

貯蔵穴も検出できなかった。床面は明瞭で、壁溝はほ

ぼ全周していたと考えられた。柱穴は 4本が明瞭に検

出土遺物については、重複関係にある SJ-148・ 149 

のものを、明瞭に分離することができなかったので、

一括して報告した。
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第114図第148号住居跡
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第148号住居跡覆士

1 黄褐色 (IOYR4/3) B多含 R小含

第148号住居跡柱穴覆七

1 褐色(lOYR3/2) RB含締り弱柱痕

2 褐色（10YR3/:l) B混入締る

3 褐色(IOYR3/3) Bやや多含締る

4 褐色 (IOYR3/3) B混入締る

。
2m 

第149号住居跡（第115• 116図）

第149号1打習跡は、 V-14グリッドから検出した。

住居跡の北側のコーナーは SJ-147による攪乱のた

めに、南側のコーナーは SJ-150による攪乱のために

検出できなかった。形態は方形で、主軸方位はN-33°

-Wであった。規模は主軸長5.0m、副軸長4.4m、深さ

10c叫到変であった。

壁は不明瞭で、カマドは検出できなかった。貯蔵穴

第115図 第148• 149号住居跡出土遺物
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第148• 149号住居跡出土遺物観察表

No. 益ロn- 種 日径／cm 器晶／cm 底径／cm 胎 土 焼成 色調 残存率／％ 備 考
1 昇： (16.1) ACDFH 2 暗赤褐色 30 
2 杯 (12. 0) ACEFK 2 橙褐色 40 
3 杯 (13.5) ACDFH 3 赤褐色 40 
4 甕 (13. 9) ACDEF 2 暗赤褐色 10 
5 昇： (9.6) 4.2 (6.4) ACDEFK 2 淡灰褐色 40 

第116図第149号住居跡
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第117図 第 150号住居跡
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第150号住居跡覆土

1 黒褐色（10YR2/:l) B含 c少含

2 暗褐色 (lOYR:J/:l) R微含 B多含

3 黒掲色（!OYRZ/3) B少含
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第150号住居跡カマド覆士

a 褐色（10YR4/3) R主体

天井崩落層

b 褐色 (10YR4/3) RC含

M混在

締り弱り

c 褐色(lOYR3/2) C含締る

d 褐色 (10YR4/3) RC含

締る

e 褐色(lOYR3/2) B混入多

R若干含

［褐色（10YR4/3) R含

やや締る

g褐色(lOYR5/6) B主体

第150号住居跡柱穴覆土

l 褐色(lOYR3/2) BC  R含

柱痕

2 褐色 (10YR3/2) BC含

Bブロック

若干混入

3 褐色(1OYR3/5) RC含

やや締る

4 褐色（!OYR3/3) RB含

締る

5 褐色（10YR5/3) B多含

締る

6 褐色(lOYR5/2) B多含

やや締る

。
2m 
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も検出できなかった。床面は明瞭で、壁溝は東のコー

ナーで検出できた。柱穴は 4本が明瞭に検出できたが、

P 1 • P 2は他の柱穴に比べてやや浅かった。

住居跡は、 SJ-147・148・150、SB-60と重複してい

た。重複関係は、 SJ-147・ 148・ 150に切られていた。

前述の通り、出土遺物については、重複関係にある

SJ-148・149のものを、発掘時に明瞭に分離することが

できなかったので、先に一括して、 SJ-148・149出土遺

物として報告した。

第118図第150号住居跡貯蔵穴
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第150号住居跡貯蔵穴覆士

1 褐色（IOYR2/3) R含 B混入締る

2 褐色（JOYR:l/3) BC含粘性強締る

3 褐色(IOYR2/2) BR混入 c含やや粘性強

4 青白色 青白色粘土主体 RC若干混入
5 褐色(IOYR3/3) RC含やや締り弱

6 褐色(IOYR2/2) BR含やや締り弱

゜

第150号住居跡（第117~119図）

第150号住居跡は、 V-13・14、W-13• 14グリッド

から検出した。

住居跡の西側は、攪乱のために検出できなかった。

形態は方形で、主軸方位はN-50°_Eであった。規模は

主軸長5.0m、副軸長5.5m、深さ20c頑閲変であった。

壁は明瞭であり、東側からカマドが検出できた。貯

蔵穴はカマドの右側から検出した。床面も明瞭で、壁

溝はほぼ全周していたと考えられた。柱穴も 4本が明
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瞭に検出できた。

覆土には埋め戻しの痕跡はなく、自然堆積の状況を

示していた。

住居跡は、SJ-149・164、SB-6QSE-51・64・6氏SK-265、

SD-89と重複していた。重複関係は、 SJ-164に切られ、

第119図 第150号住居跡出土遺物

SJ-149を切り、SB-60、SE-51・64・65とは不明であった。

実測可能な遺物として、土師器杯、甕、甑、土錘、

鉄製鋏などを検出した。

この中で、第119図2~4の杯、 5の甑、 6の甕は貯

穴周辺から、 1の杯は覆土からそれぞれ検出した。
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第150号住居跡出土遺物観察表

No. 器 種 ロ径／cm 器高／cm 底径／cm 胎 土 焼成 色調 残存率／％ 備 考

1 杯 (11. 0) ACF 3 淡橙褐色 20 

2 杯 (14. 2) ACDF 2 橙褐色 30 

3 杯 (14.2) 4.0 ACF 3 橙 褐 色 80 

4 杯 (16. 0) ACDF 3 淡荼褐色 40 

5 甑 22.8 34.0 8.6 ACDEFK 2 明赤褐色 90 把手付

6 甕 (19.6) 29.1 (9.0) ACEFK 3 橙 褐 色 80 

第151号住居跡（第120図）

第151号住居跡は、 V-12・13グリッドから検出した。

住居跡の東側のコーナーは、SD-71による攪乱のため

に、中央は SE-56による攪乱のために、西側コーナー

付近は SE-57による攪乱のために検出できなかった。

形態は方形で、主軸方位はN-55"-Eであった。規模は

主軸長5.2m、副軸長5.lm、深さ10c両閲変であった。

壁は明瞭であり、東側からカマドが検出できた。貯

蔵穴は検出できなかった。床面は明瞭で、壁溝は東・

西のコーナーで一部途切れるものの、ほぼ全周してい

たと考えられた。柱穴も 3本が明瞭に検出できた。 P

3はSE-57によって検出できなかった。

覆土には埋め戻しの痕跡はなく、自然堆積の状況を

示していた。

住居跡は、 SJ-140、SD-71、SE-56・57と重複して

いた。重複関係は、 SD-71、SE-56・57に切られ、 SJ

-140を切っていた。

実測可能な遺物は、検出できなかった。
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第120図第151号住居跡
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第151号住居跡覆土

1 灰褐色（lOYR:l/2) 粘性強 R風化多少含 c不含 B風化多含

2 灰褐色（1OYR:l/2) 1層に同 R不含

3 黄褐色（10YR5/6) 新住居貼床 B31本灰褐色粘質土若干含

4 灰褐色（lOYR:3/2) 粘性強 RC不含 B未風化多少含

5 灰褐色（1OYR:l/2) 床面直上上屈 1層に同 C風化少含

第151号住居跡柱穴覆土

1 灰黒色（10YR2/l) 灰黒色粘ヒ主体 B風化多少含 R未風化多少含

第152号住居跡（第121• 122図）

第152号住居跡は、 W-14・15グリッドから検出した。

住居跡の北側の壁は、 SJ-153~155による攪乱のた

めに、北側コーナー付近の床面は SE-59による攪乱の

ために検出できなかった。形態は方形で、主軸方位は

2 灰黒色（!OYR:l/1) 1層に同ややB多含 R少含

3 灰黒色(lOYR3/l) 1層に同 B粒大含

4 灰黒色(lOYR2/1) 1厨に同 B不含

5 黄色 (2. 5Y5/6) Bの埋戻

第151号住居跡カマド覆土

a 赤色 (2. 5YR4/6) 灰色粘土主体赤色R未風化多含

b 灰色 (5B3/1) 灰色砂質CM主体

N-49°-Wであった。規模は主軸長4.4m、副軸長不明、

深さ 10cm程度であった。

壁は明瞭であったが、カマドは検出できなかった。

貯蔵穴も検出できなかった。床面は明瞭で、壁溝はほ

ぼ全周していたと考えられた。柱穴も 4本が明瞭に検
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第121図 第152号住居跡
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第152号住居跡覆士

1 黒褐色(IOYR3/!) R C含

2 暗褐色(IOYR2/3) B多含

3 暗褐色（IOYR3/4) B少含

第152号住居跡柱穴覆土

1 黒褐色(IOYR2/3) B少含

2 暗褐色（!OYR3/4) B多含

3 黒褐色 (IOYR2/3) B多含

4 褐色 (IOYR4/6) B多含

5 暗褐色（!OYR3/4) B多含

゜
2m 

出できた。

検出した柱穴の中で、 P1 • P 4はSB-66の p1. 

P2とそれぞれ重複していた。

覆土には埋め戻しの痕跡はなく、自然堆積の状況を

示していた。

住居跡は、 SJ-153・154・155、SB-60• 61 • 66、SE

-59、SK-278と重複していた。重複関係は、 SJ-154、

SB-61、SE-59に切られ、 SJ-153を切り、 SJ-155、SB

-60 • 66、SK-278とは不明であった。

実測可能な遺物として、土師器杯などを検出した。

この中で、第122図に示した遺物は、全て覆土中から検

出した。

図示可能な杯類は、いずれもいわゆる北武蔵型の杯

で、共伴する他の系統の杯類や、甕の破片などの組成

を明らかにすることができなかった。

第122図 第152号住居跡出土遺物
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第152号住居跡出土遺物観察表

No. 器 種 日径／cm 器高／cm 底径／cm 胎 十一 焼成 色調 残存率／％ I 備 考
1 昇； (12.0) ACDF 3 淡橙褐色 30 
2 杯 (13.0) ACF 3 明赤褐色 30 
3 昇： (12.4) ACDEF 2 淡褐色 40 

第123図第153号住居跡
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第153号住居跡出土遺物観察表

No. 器 種 ロ径／cm 器高／cm 底径／cm 胎 土 焼成 色調 残存率／％ 備 考

1 杯 (10. 4) ACF 2 赤褐色 30 赤彩

2 杯 (12.9) ACDF 3 明赤褐色 20 

3 鉢 (10. 8) ACDF 3 黒褐色 20 

4 須恵器蓋 (16. 0) ACFI 1 青灰白色 30 

第153号住居跡（第123• 124図）
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第153号住居跡覆土

1 黒褐色（10YR3/l) R含

2 黒褐色（10YR2/2) B含

3 黄褐色(lOYR5/6) B含貼床

第153号住居跡柱穴覆土

1 黒褐色(lOYR2/2) C少含柱痕

2 暗褐色(lOYR3/4) B含

3 黒褐色（10YR2/3) B多含

4 黄褐色(lOYR1/4) R含

5 暗褐色（10YR3/3) B多含

第153号住居跡貯蔵穴覆土

1 黒褐色 (10YR2/2) B多含

第153号住居跡は、

リッドから検出した。

V • W-15グ

゜
2m 

住居跡の南側の壁の一部は、 SK

-267・268による攪乱のために、東壁

の一部は SK-277による攪乱のため

に、南側のコーナーは、 SB-66によ

る攪乱のために検出できなかった。

形態は方形で、主軸方位はN-29°-W

であった。規模は主軸長6.4m、副軸

長6.4m、深さ 10c吋均変であった。

壁は明瞭であったが、カマドは検出

できなかった。貯蔵穴は北側のコー

ナー付近から検出した。床面は明瞭

で、壁溝は南壁で一部途切れるもの

の、ほぼ全周していたと考えられた。

柱穴も 4本が明瞭に検出できた。

1主居跡は、 SJ-152・154・155・156、

SB-68、SK-267 • 268 • 277 • 278と

重複していた。重複関係は、 SK-268

に切られ、 SJ-154• 155を切り、 SJ

-152・156、SB-68、SK-267 • 277 • 

278とは不明であった。

実測可能な遺物として、土師器杯、

第124図 第153号住居跡出土遺物

口 □ 2 

甕、須恵器杯蓋、鉄釘、手捏ね土器などを検出した。

この中で、第124図に示した遺物は、全て覆土中から

検出した。

なお、 SJ-153• 154 • 155は、その大部分が重複して

おり、 3軒の住居跡から出土した遺物を、調査時に明

三二—ーロニー、 4

゜
10cm 

瞭に分離することができなかった。

したがって、住居跡の重複関係や、遺物出土地点な

どを勘案して恣意的に遺物を 3軒に分離した。
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第154号住居跡（第125~127図）

第154号住居跡は、 V-14・15、W-14・15グリッド

から検出した。

住居跡の北側のコーナーは SJ-156による攪乱のた

めに、南側のコーナーは SJ-152・153、SK-278による

攪乱のために検出できなかった。形態は方形で、主軸

方位はN-30°-Wであった。規模は、主軸長6.0m、副

軸長5.8m、深さ10c呻尉斐であった。

壁は明瞭であり、北側からカマドカ屯甜iできた。貯

蔵穴は検出できなかった。床面は明瞭であったが、壁

溝は検出できなかった。柱穴は 4本検出できた。やや

西側に偏っていたが、覆土の状況から柱穴であると判

断した。

覆土には埋め戻しの痕跡はなく、自然堆積の状況を

示していた。

付居跡は、SJ-152・153・ 155・ 156、SB-66・68、SK-278

と重複していた。重複関係は、 SJ-153・155に切られ、

SJ-152・156、SB-66・68、SK-278とは不明であった。

実測可能な遺物として、土師器椀などを検出した。

この中で、第125図に示した遺物は、覆土中から検出

した。

なお、前述したように、 SJ-153• 154 • 155は、その

大部分が重複しており、 3軒の住居跡から出土した遺

物を、調査時に明瞭に分離することができなかった。

したがって、住居跡の重複関係や、遺物出土地点な

どを勘案して恣意的に遺物を 3軒に分離した。

第126図に掲げたカマドの徴細図で、カマドの手前か

ら出土している土器は、 SJ-154に伴うものではなく、

後述の SJ-155に帰属するものであると考えられた。

第125図 第154号住居跡出土遺物

。
10cm 

第154号住居跡出土遺物観察表

N10. I 器j不種 1 日：：3/c：I 器高／cm 1 底径／cmI A:] FKt tJt2成 1l炎：：色］残存：／％ ］暗： 考

第126図第154号住居跡カマド
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第154号住居跡覆士

1 褐色 （10YR4/6) B含黒褐色土含貼床

2 黒褐色 (10YR2/2) RC含

3 暗褐色（10YR2/3) RB含

4 褐色 (10YR4/6) B主体貼床

5 黒褐色（10YR2/2) R多含

6 暗褐色 (lOYR2/3) R微含

7 褐色 (10YR4/6) B含暗褐色士多含

第154号住居跡柱穴覆士

1 黄灰色 (2.5Y3/l) 黄灰色土主体 B風化少含 Rやや風化多含 C風化少含
2 黄灰色 (2.5Y3/l) 1層に同 B多含 R少含

3 黄灰色 (2.5Y3/l) 1層に同 B少含 R更に少含

4 黄灰色 (2.5Y3/l) 1層に同 B少含 R微含

5 黄褐色（10YR5/6) B主体灰褐色土風化多含

6 黄褐色 (10YR5/6) 5層に同ややR含

第154号住居跡カマド覆士

a 灰褐色（10YR2/3) SJ-156覆士 B

b 灰褐色(lOYR2/3) Rやや風化多含 c不含 B風化微含天井崩落土？
c 灰褐色（IOYR2/3) R風化多含 C風化多少含 B風化多少含

d 灰褐色(lOYR2/3) 2層に同ややR少含 B多含

e 灰褐色(1OYR2/3) 2層に同更にR少含 B多含

f灰褐色（10YR2l3) 2層に同更にR少含 B多含

g灰褐色(1OYR2/3) 2層に同最も R少含 B多含

h 灰褐色（!OYR2/3) R未風化多量含 c風化少含 B未風化少含

i灰褐色（10YR2/3) 7層に同 Rやや大少含

j灰褐色(1OYR2/3) 7層に同 Rやや小少含

1m k 灰褐色(1OYR2/3) 7層に同 R微含

］灰褐色（IOYR2/:l) 7層に同 R微含
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第127図 第 154号住居跡
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第155号住居跡（第128• 129図）

第155号住居跡は、 V•W-15グリッドから検出した。

住居跡の北側コーナーは SJ-156による攪乱のため

に、南側コーナーはSJ-152による攪乱のために、東側の

コーナーはSJ-153による攪乱のために検出できなかっ

た。形態は方形で、主軸方位はN-24°-Wであった。規模

は主軸長不明、副軸長4.Sm、深さ20c叫肘支であった。

壁は明瞭であったが、カマドは検出できなかった。

貯蔵穴も検出できなかった。床面は明瞭で壁溝はほぼ

全周していたと考えられた。柱穴は SJ-154のものと

区別できなかった。

覆土には埋め戻しの痕跡はなく、自然堆積の状況を

住居跡は、SJ-152・153・154・156、SB-66・68、SK-278

と重複していた。重複関係は SJ-153に切られ、 SJ-154

を切り、 SJ-152• 156、SK-278とは不明であった。

実測可能な遺物として、土師器杯、甕、甑などを検

出した。

この中で、第129図3の杯、 9・15・16の甕は住居跡

の北側から、 8の杯、 10の甕は中央から、他は覆土か

らそれぞれ検出した。

なお、前述したように、 SJ-153• 154・ 155は重複し

ており、調査時に遺物を分離することができなかった

ので、報告時に恣意的に分離、掲載した。第126図に掲

げたカマド徽細図中の土器は、本住居跡に帰属すると

示していた。

第128図第155号住居跡

考えられた。
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1 黒褐色（IOYR3/l) R含
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3 暗褐色 (IOYR2/3) RB含
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第129図 第155号住居跡出土遺物
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第155号住居跡出土遺物観察表

No. 器 種 ロ径／cm 器高／cm 底径／cm 胎 土 焼成 色調 残存率／％ 備 考

1 杯 (12 0) ACDF 3 明赤褐色 30 

2 杯 (11.0) ACDF 3 明赤褐色 30 

3 杯 (11.8) ACDFK 3 淡灰褐色 30 

4 杯 (12.0) ACDF 3 橙褐色 30 

5 杯 (13. 0) 4.0 ACDF 3 橙褐色 60 暗文

6 杯 (15. 0) 3.8 ACDF 3 明赤褐色 40 暗文

7 埒； (18. 0) ACDF 2 淡灰褐色 20 暗文

8 杯 (20.0) ACDEF 2 淡褐色 30 暗文

， 甕 (15. 9) ACDEFK 2 暗赤褐色 20 

10 甕 (14. 0) ACDF 2 黒褐色 10 

11 珈式 (23.8) ACDF 2 淡橙褐色 20 

12 珈平 (23.2) ACDEFHK 2 暗赤褐色 10 

13 甕 (24.1) ACDF 3 淡灰褐色 10 

14 甕 (24.0) ACDF 3 橙褐色 10 

15 甕 25.4 ACDEFK 3 淡橙褐色 40 

16 甕 21.1 ACDEFK 2 赤褐色 50 
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第 56号住居跡
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第156号住居跡覆土

1 黒褐色(IOYR3/l) R未風化微含 c不含 B未風化多少含
2 黒褐色 (IOYR3/3) R不含 c未風化微含 B風化多含
3 黒褐色(IOYR2/2) R不含 c不含 B風化多少含
4 黄茶色(IOYR2/2) R風化多少含 c未風化微含 B風化多含

第156号住居跡カマド覆土

a 灰褐色 (IOYR4/l) Rやや風化多少含 c風化多少含 B風化多少含
煙道外側からの流入土層

b 黄褐色（10YR4/3) R風化多少含 C風化少含 B風化多含天井崩落居
c 黄褐色（10YR4/3) R風化少含 c風化少含 B風化多少含
d 灰褐色（10YR4/l) R風化多含 c風化少含 B風化多少含
e 黄褐色（10YR4/:l) R風化少含 c風化少含 B多含
f灰褐色(IOYR2/l) R風化多少含 C風化多少含

第156号住居跡貯蔵穴覆士

1 灰褐色 (10YR2/3) R風化多少 c風化少含 B風化少含
2 灰褐色（10YR3/4) R風化多含 c風化少含 B風化多含
3 灰褐色（10YR2/:l) RC不含 B風化多含
4 黄褐色（10YR3/4) 29層に同じややR含

5 黄褐色（1OYR2/:l) :JO層に同じ

6 灰褐色(1OYR2/3) 3()層に同じややI3少含
7 黄褐色(1OYR2/:l) :JO層に同じややB多含
8 灰褐色（10YR2/l) :JO層に同じ B不含粘性強
9 黄褐色(10YR3/l) :JO層に同じ粘性強

10黄褐色（1OYR2/2) :JO層に同じ RC不含粘性強
11黄褐色(1OYR2/2) :lo層に同じ RC不含 37層よりややB少含
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第156号住居跡

柱穴覆土

1 灰掲色（10YR3/l)

灰褐色土主体

R風化多含

c風化多少含

B風化多含

2 灰褐色 (lOYR2/l)

灰褐色土主体

R風化微含

B風化少含

3 灰褐色（10YR2/l)

2層に同

2層より B多含

4 灰褐色(lOYR2/l)

2層に同

灰褐色土多含

B少含

5 灰褐色(lOYR2/1)

2層に同

多少B多含

6 灰褐色(lOYR2/l)

2層に同

わずかに B少含

7 灰褐色(lOYR2/l)

2層に同

わずかに B多含

8 灰色 (lOYR4/1) 

灰色粘土層

第156号住居跡（第130• 131図）

第156号住居跡は、 V-15グリッドから検出した。

住居跡のカマド周辺は、 SJ-154・155による攪乱のた

めに検出できなかった。形態は方形で、主軸方位はS

-67°-Eであった。規模は主軸長5.3m、副軸長5.4m、

深さ10c頑朋変であった。

壁は明瞭であり、西側からカマドカ浙糾＼できた。貯

蔵穴はカマドの左側から検出した。床面は明瞭で、壁

溝は全周していた。柱穴も 4本が明瞭に検出できた。

住居跡は、 SJ-154・ 155・ 157・ 158・ 159・ 162・ 163・ 

167 • 168、SB-68、SE-71と重複していた。重複関係

は、 SJ-159・ 162・ 163に切られ、 SJ-154 • 155 • 157 • 

158 • 167 • 168、SB-68、SE-71とは不明であった。

実測可能な遺物として、土師器杯、甕、砥石、支脚、

紡錘車、土製品などを検出した。

この中で、第131図4の甕は住居跡北側のコーナー

付近から、支脚はカマド周辺から、紡錘車は北東側か

ら、他は覆土からそれぞれ検出した。

第131図 第156号住居跡出土遺物

口
ロロニー

ーロロ

11 -•-—! 

゜
10cm 

第156号住居跡出土遺物観察表

No. 器 種 日径／cm 器高／cm 底径／cm 胎 土 焼成 色調 残存率／％ 備 考

1 杯 (14.1) 4.4 ACDEF 3 淡橙褐色 40 

2 杯 (14.0) ACDEF 2 暗赤褐色 30 

3 珈式 (18. 9) ACFK 2 淡褐色 30 

4 甕 (18.6) 34 2 5.8 ACFHK 3 淡橙褐色 60 

5 支 脚 AC 2 淡褐色

-103 -



第132図 第157号住居跡
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A 15.90 m 

SJ167 

B' C 15,80 m C' 

三:f'.:jl//;/4j 
／／／／ ／／9/／／／／口／／

D 15.80 m D' 
第157住居跡柱穴覆土

］灰茶色(1OYR3/l) 灰茶色土主体 B風化多少含 R風化少含
2 灰茶色（IOYR3/l) 1層よりややB多含

3 灰茶色(lOYR3/l) 1層よりやや砂質

第157号住居跡癌土 第157号住居跡カマド癌土
1 黄褐色(1OYR:l/ 4) R風化多少含 C風化少含 B風化多少含 a 黄褐色(1OYR4/6) 大井崩落層 B主体硬質
2 黄褐色(1OYR3/4) 1層に同じややB小さい R風化多少含 C不含
3 黄褐色(lOYR1/3) Rやや風化多少含 c風化多少含 b 灰色 (1 OBG4/l) 灰色灰層砂質灰主体 Rやや風化多含
4 灰褐色(1OYR4/:3) R未風化少含 C風化少含 B風化多少含 C風化多少含
5 灰褐色(1OYR2/2) R風化多少含 c風化少含 B風化多含 c 灰色 (lOBG:l/1) 使用由l:0)灰層締まり強灰t体
6 灰褐色（IOYR2/2) 5層に同じややB新鮮 Rやや風化多少含 c風化多少含 ゜

2m 
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第157号住居跡（第132• 133図）

第157号1主届跡は、 V-15・16グリッドから検出した。

住居跡の西側は SJ-156による攪乱のために、 カマ

実測可能な遺物として、土師器杯、甕、手捏ね土器

などを検出した。

この中で、第133図2の杯はカマド周辺から、 4の甕

ドは SE-73による攪乱のために、南側は SJ-167によ

る攪乱のために検出できなかった。形態は方形で、主

軸方位はN-57°-Eであった。規模は深さ20cm程度で

あった。

壁は明瞭であり、東側からカマドカ惰糾出できた。カ

マド内からは甕の破片力湘訓Iできた。貯蔵穴はカマド

の左側から検出した。床面は不明瞭で、壁溝はカマド

左側のみ検出できた。柱穴は 1本検出できた。

床面上から検出した他のピットは、覆土の状況等か

ら考えて、当該住居跡の柱穴ではないと判断した。
二で二＿二：三・ --ニ--=-__

SE-71・ 72・ 73と重複していた。重複関係は、 SJ-167 ~G□ロロ住居跡は、 SJ-156• 158 • 159 • 167 • 168、SB-68、

に切られ、 SJ-156・158・159・168、SB-68、SD-71・

72。73とは不明であった。

第157号住居跡出土遺物観察表

はカマド内から、

検出した。

第133図

3のj:不は貯蔵穴から、他は覆土から

第157号住居跡出土遺物

＼□/ 
口

----~-＝ここ:--- _ ロロ
0
 

10cm 

No. 器 種 ロ径／cm 器高／cm 底径／cm 胎 土 焼成 色調 残存率／％ 備 考

1 杯 (14. 0) ACEF 3 橙褐色 10 

2 杯 (14 4) ACDEF 3 明赤褐色 20 

3 杯 (15 0) 4.8 ACEF 3 橙褐色 40 

4 坑冥E (14. 9) 23.0 6.6 ACEFHK 3 淡褐色 40 

第158号住居跡（第137図）

第158号住居跡は、 U•V-15グリッドから検出した。

住居跡の西側は、 SJ-159による攪乱のために検出で

きなかった。主軸長不明、副軸長不明、深さ10c両尉変

であった。

壁は不明瞭で、カマドも検出できなかった。床面も

不明瞭で、壁溝は東側のコーナーで検出できた。検出

した壁溝はやや幅広で、掘り方である可能性も考えら

れた。柱穴は周辺を精査したが、検出することができ

なかった。

覆土には埋め戻しの痕跡はなく、自然堆積の状況を

示していた。

住居跡は、 SJ-156・157・159と重複していた。重複関

係は、 SJ-156・159を切り、 SJ-157とは不明であった。

実測可能な遺物は、検出できなかった。

第159号住居跡（第134~136図）

第159号住居跡は、

ら検出した。

U-15、U•V-14·15グリッドか

住居跡の南側は、 SJ-156による攪乱のために検出で

きなかった。形態は方形で、主軸方位はN-2T-Wで

あった。規模は主軸長8.2m、副軸長5.7m、深さ20cm

科渡であった。

壁は不明瞭で、カマドは検出できなかった。貯蔵穴

は東側コーナーから検出し、覆土内から高:J:和叫痰出で

きた。床面は明瞭で、壁溝は北側と東側で検出できた。

柱穴も 2本が明瞭に検出できた。

住居跡は、 SJ-154~158・160~163と重複していた。

重複関係は、 SJ-156・158に切られ、 SJ-154・155・ 157・ 

160~163とは不明であった。

実測可能な遺物として土師器杯、甕、高杯、鉄製の
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第134図 第159号住居跡
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第159号住居跡覆七

1 灰褐色(!OYR3/l) RC不含 B風化多含やや硬い

2 灰褐色 (!OYR2/2) RC不含 B末風化多含やや粘性有

゜
2m 
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第135図
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第159号住居跡貯蔵穴

ト

／

｀／：  
金

A 15.70 m 貯蔵穴

貯蔵穴

A
 

゜
1m 

第159号住居跡柱穴覆土

1 灰褐色(lOYR3/l) やや粘性のある灰黒色土主体 R多少含 C少量含

2 灰褐色（!OYR:l/1) 1層に同じ Rやや大きく多い

3 灰褐色（10YR3/l) 1層に同じ Rやや少なく大きい B小含

4 灰褐色(lOYR3/l) 1層に同じ Rやや少ない

第159号住居跡貯蔵穴覆土

1 灰褐色 (10YR3/3) R多少含 c小含 B多少含

2 灰褐色（!OYR3/2) 1層に同じ Rやや多い

第136図 第159号住居跡出土遺物

□) 
こロニ：

ー ＼ ー

゜
10cm 

鎚、 臼玉などを検出した。

高杯、

この中で、第136図4• 5の

7の壺は貯蔵穴の中から、 6の甕は北側のコー

ナー付近から、他は覆土からそれぞれ検出した。

本住居跡は重複が著しく、遺存状態も悪かったが、

貯蔵穴中から良好な一括と見なせる資料が出土した。

また、住居跡の壁際から、いくらかの遺物が出土した
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第137図第158号住居跡
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外 第158号住居跡覆土

1 灰褐色(lOYR3/l) 

Rやや風化微含

C風化微含

B風化多少

粘性無やや硬い
2 黄褐色 (10YR3/3)

R未風化多少含

c不含

B未風化多含

硬い

3 黄褐色(lOYR3/3) 

R未風化少含

c不含

B風化多少含

。
2m 

が、貯蔵穴以外の場所から出土した遺物に関しては、

本住居跡への帰属関係は明らかにできなかった。

本住居跡出土遺物の中で、高杯に注目して貯蔵穴内

から出土した 4• 5と、覆土中から出土した 3を比べ

てみると、貯蔵穴内から出土した 4• 5は形態的にも

まとまりがよく、単脚で脚部が太く作られており、一

方、覆土中から出土した 3の高杯は、脚部がやや長く

脚部下半の横位の押さえが明瞭であった。
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第159号住居跡出土遺物観察表

No. 盆""← 種 日径／cm 器高／cm 底径／cm 胎 土 焼成 色調 残存率／％ 備 考

1 杯 (12. 7) ACF 3 淡灰褐色 20 

2 琳 ACDF 3 黒褐色 50 

3 品 杯 14.5 11.2 10.8 ACFK 2 赤褐色 70 赤彩

4 晶 杯 15.6 9.8 10.4 ACF 2 赤褐色 80 赤彩

5 品• 杯 16.1 10.9 10.0 ACDFK 2 赤褐色 100 赤彩

6 甕 15.0 ACDEFK 3 淡褐色 30 

7 罪＝ 13.5 11.4 ACEFHK 3 淡灰褐色 100 

第160号住居跡（第138図）

第160号住居跡は、 U-14・15、V-14・15グリッドか

ら検出した。

住居跡は、確認面では柱穴の痕跡程度しか残存して

第138図第160• 161号住犀跡
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第161号住居跡覆土

］灰褐色（10YR3/4)

R未風化微含

c未風化微含

B風化多含

．』灰掲色（1OYR:l/4) 

］層に同

RCやや少含
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いなかった。

壁は不明瞭で、カマドも検出できなっかた。貯蔵穴

も検出できなかった。周辺の地山を精査したが、床面

も不明瞭で壁溝も検出できなかった。柱穴は 4本が明

瞭に検出できた。

1主居跡は、 SJ-130• 132 • 159 • 161 • 162 • 163、SD

-73と重複していた。

重複関係は、全て不明であった。

実測可能な遺物は、検出できなかった。

本遺構は、ピットが4本配列したものであったが、

ピットの形態と規模、覆土と配置、および周辺の遺構

の状況から、掘立柱建物跡ではなく、住居跡の痕跡で

あると判断した。

第139図 第161号住居跡出土遺物
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゜
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第161号住居跡（第138• 139図）

第161号住居跡は、 U-14・15、V-14・15グリッドか

ら検出した。

住居跡は、確認面では壁溝の痕跡程度しか残存して

おらず、南側コーナー以外は検出できなかった。深さ

10cm科野変であった。

壁は不明瞭で、カマドは検出できなかった。貯蔵穴

も検出できなかった。床面はやや不明瞭で、壁溝は南

壁の一部で検出できた。床面を精資したが、柱穴は検

出できなかった。覆土には埋め戻しの痕跡はなく、自

疇積の状況を示していた。

住居跡は、 SJ-130• 132 • 159 • 160 • 162 • 163、SD

-73と重複していた。重複関係は、 SJ-159を切り、他と

は不明であった。

実測可能な遺物として、土師器杯を覆土中から検出

した。ただし、検出した遺物が本住居跡に帰属する積

極的な根拠に乏しく、他の重複する遺構に帰属する可

能性も考えられた。

第161号住居跡出土遺物観察表

]0. I 器士不種 日］：需 I 器高／cm I 底径／cm I A::F土 1焼成 1赤色褐調色 1 残存喜1% 1暗竺 考

第162号住居跡（第140図）

第162号住居跡は、 V-15グリッドから検出した。

住居跡の大半は、 SJ-154• 155 • 156 • 159・163によ

る攪乱のために検出できなかった。住居跡は、確認面

では壁溝の痕跡程度しか残存していなかった。

壁は不明瞭で、カマドも検出できなかった。貯蔵穴

も検出できなかった。床面も不明瞭で、壁溝は西側の

み検出できた。柱穴も検出できなかった。

住居跡は、 SJ-154• 155 • 156 • 159 • 163、SK-279

と重複していた。重複関係は、全て不明であった。

実測可能な遺物は、検出できなかった。

本住居跡として検出した遺構は、 3m足らずの壁溝

状の溝のみであり、この溝についても重複する他の住

居跡の壁溝である可能性や、間仕切り溝である可能性

も考えられた。更に、カマドや貯蔵穴、あるいは柱穴

も全く検出できなかったが、住居跡と判断した。

第163号住居跡（第140図）

第163号住居跡は、 V-15グリッドから検出した。

住居跡の大半は、 SJ-154• 155 • 156 • 159による攪

乱のために検出できなかった。住居跡は、確認面では

痕跡程度しか残存していなかった。

壁は不明瞭で、カマドも検出できなかった。貯蔵穴

も検出できなかった。床面も不明瞭で、壁溝も検出で

きなかった。柱穴も周辺を精査した力浙糾出することが

できなかった。

住居跡は、 SJ-154• 155 • 156 • 159 • 162、SK-279

と重複していた。重複関係は、全て不明であった。

実測可能な遺物は、検出できなかった。

当該遺構は、 3m足らずの壁溝状の溝のみであり、

ここでも前述した SJ-162同様に、壁溝ではない可能

性があり、カマドその他の痕跡も検出できなかったが、

住居跡と判断した。

-110 -



第140図第162• 163号住居跡
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第164号住居跡（第141• 142図）

第164号住居跡は、 w-13グリッドから検出した。

住居跡の大半は検出できなかった。住居跡は、確認

面では痕跡程度しか残存していなかった。

第141図 第164号住居跡
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2 暗褐色

3 黒色

第164号住居跡覆t

1 鈍黄褐色 (10YR4/3)

RBC含

締る

(!OYR:l/:3) 

RBC含

(1 OYR2/1) 

c含

壁は不明瞭で、カマドは検出できなかった。貯蔵穴

も検出できなかった。床面も不明瞭で、壁溝も検出で

きなかった。柱穴も検出できなかった。床面には炭化

材か散乱しており、いわゆる火災住居と考えられた。

覆土には埋め戻しの痕跡はなく、自然堆積の状況を

示していた。

住居跡は、 SJ-150と重複していた。重複関係は、不

明であった。

実測可能な遺物として、土師器甕を床面から検出し

た。

第142図 第164号住居跡出土遺物
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第164号住居跡出土遺物観察表

Ni°•I 器甕種 1 日径／cm
器高／cm 底径／cm

7.4 

胎土

ACDEFHK 

焼成

2 

色調

淡灰褐色

残存率／％

20 

備 考

第165号住居跡（第143• 144図）

第165号住居跡は、 W•X-15グリッドから検出した。

1詞跡の北側コーナーはSB-61による攪乱のために、

西側コーナーはピットによる攪乱のために、南側の壁の

一部は SB-66による攪乱のために検出できなかった。

第144図 第165号住居跡出土遺物

第143図 第165号住居跡
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第165号住居跡覆士

1 黒褐色 (10YR2/3) RC含

2 暗褐色(lOYR3/4) B多含

3 褐色 (lOYR4/4) R含

白色粘土含

4 黒褐色 (IOYR:l/1) RC VI含

5 暗褐色(lOYR:3/3) B含

貯蔵穴

C 15.BO m 

第165号住居跡貯蔵穴要t

1 黒褐色（10YR3/l) R微含 B少含

粘性やや有

2 暗掲色（10YR3/4) B多含締り有

゜
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形態は方形で、主軸方位はN-44°_Eで、規模は主軸

長2.9m、副軸長2.6m、深さ10c頑閲変であった。

壁は明瞭であったが、カマドは検出できなかった。

貯蔵穴は東コーナーから検出し、覆土内から甕力湘t出

できた。床面は明瞭であったが、壁溝は検出できなかっ

た。村主穴も床面を精査したが検出できなかった。

覆土には埋め戻しの痕跡はなく、自然堆積の状況を

示していた。

1主居跡は、 SB-61・66と重複していた。重複関係は、

SB-61 • 66に切られていた。

実測可能な遺物として、土師器甕を貯蔵穴から検出

した。

第165号住居跡出土遺物観察表

N1゚ • I 器甕種 1 日i□1 コ／c: 底径[c:I A言） E：K焼成 1暗：：色 1 残存：／％
備 考

第166号住居跡（第145図）

第166号住居跡は、 W-16・17グリッドから

検出した。

住居跡の西側は、 SD-74による攪乱のため

に検出できなかった。形態は方形で、主軸方

位はN-60°-Eであった。規模は、主軸長3.0

m、副軸長3.5m、深さ 5c頑閲変であった。

壁は明瞭であり、東側からカマドか検出で

きた。貯蔵穴は検出できなかった。床面は明

瞭で、壁溝は南側と西側の壁で検出できた。

柱穴は 1本検出できた。

1主居跡は、 SD-74、SB-65と重複していた。

重複関係は、 SD-74に切られていた。

実測可能な遺物は、検出できなかった。

第167号住居跡（第146• 147図）

第167号1打居跡は、 V• W-15・ 16グリッド

から検出した。

住居跡の西側のコーナーは、 SJ-156、SE

第145図第166号住居跡
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-71による攪乱のために検出できなかった。

形態は方形で、主 第146図第167号住居跡出土遺物
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であった。規模は

主軸長5.lm、副

軸長5.lm、深さ20

c叫翌度であった。

壁は明瞭であっ

たが、カマドは検

出できなかった。

口
□/] 
三 6

ロ
□ 4 

ロニロ）5

，
 

―

―

[

-

.
 

l

-

{

-

l

-

・

＿

口
＿

＿
 

一
~

―
-

――
 

一

。
10cm 

-113 --



第147図
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1 暗褐色(IOYR3/4) B多含

RC微含
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B多含
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第167号住居跡柱穴覆土
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2 暗褐色(IOYR2/ 4) B C含

やや締まる
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締る
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締る
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貯蔵穴は北側コーナー付近から検出した。床面は明瞭

で、壁溝は西のコーナーと南壁で一部途切れるものの、

ほぼ全周していたと考えられた。柱穴も 4本が明瞭に

検出できた。

住居跡は、 SJ-156・157・168・169・171、SK-275・280

と重複していた。重複関係は、 SJ-156• 157 • 171を切

第167号住居跡出土遺物観察表

り、 SJ-168• 169、SK-275• 280とは不明であった。

実測可能な遺物として、土師器杯、甕、須恵器杯蓋

などを検出した。

この中で、第146図に示した遺物は、全て覆土中から

検出した。出土遺物には、大別して二時期のものが混

在していた。

No. 益ロロ 種 ロ径／cm 器高／cm 底径／cm 胎 土 焼成 色調 残存率／％ 備 考

1 況： (14. 3) 5.0 ACDEF 3 淡橙褐色 50 

2 均； (14. 0) ACDEF 3 赤褐色 20 

3 均； (10.0) ACDEF 2 橙褐色 20 

4 杯 (10.4) 4.1 ACDF 3 淡褐色 50 

5 杯 (11. 9) ACDF 3 淡橙褐色 20 

6 須恵器坪蓋 13.2 ACD 1 青灰色 20 

7 珈工 (16. 0) ACDEFHK 3 橙褐色 20 

8 甕 8.2 ACDEFHK 2 橙褐色 10 

第148図第168号住居跡
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第168号住居跡（第148図）

第168号f甘呂跡は、 V•W-15·16グリッドから検出した。

住居跡の大半は、 SJ-156・157・167による攪乱のた

めに検出できなかった。形態は方形で、主軸方位はN

-35"-Wであった。規模は不明であった。

壁は明瞭であったが、 カマドは検出できなかった。

貯蔵穴も検出できなかった。床面は明瞭であったが、

壁溝は検出できなかった。柱穴は 4本検出できたが、

やや浅かった。

住居跡は、 SJ-156• 157 • 167 • 169、SK-275• 282 

と重複していた。重複関係は不明であった。

実測可能な遺物は、検出できなかった。

第169号住居跡（第149図）

第169号住居跡は、 V•W-16グリッドから検出した。

住居跡の北側の壁は、 SJ-167、SK-275による攪乱

のために検出できなかった。形態は方形で、主軸方位

はN-28°-Wであった。規模は主軸長不明、副軸長4.4

m、深さ 10c誦閲変であった。

壁は明瞭であったが、 カマドは検出できなかった。

貯蔵穴も検出できなかった。床面は明瞭で、壁溝は北

第149図 第169号住居跡
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1 黒褐色（IOYR2/3) BR多含

2 褐色 (IOYR4/6) 砂質Bからなる貼床
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側のコーナーで一部途切れるものの、ほぽ全周してい

たと考えられた。柱穴は検出できなかった。

覆上には埋め戻しの痕跡はなく、自然堆積の状況を

示していた。

住居跡は、 SJ-167・ 168・ 170・ 171、SK-273と重複

第170号住居跡（第150• 151図）

第170号住居跡は、 V•W-16グリッドから検出した。

住居跡の東側の壁は、 SJ-169・171による攪乱のため

に検出できなかった。住居跡は、確認面では壁溝の痕

第150図 第170号住居跡出土遺物

□ニ― ニー］二／／していた。重複関係は SJ-167• 170 • 171を切り、 SJf二ニ_三//三---//》
-168、SK-273とは不明であった。

実測可能な遺物は、検出できなかった。
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第170号住居跡出土遺物観察表

No. 器種 口径／cm

l 杯 (15.0)

2 杯 (16.1)

器高／cm 底径／cm 胎土

ACDF 

ACDF 

成焼一

3
2

色調

暗赤褐色

橙褐色

残存玄／％

奇
30 

備 考

第151図 第170号住居跡
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第170号住居跡柱穴覆ヒ

1 暗褐色(1OYR.1/ 4) RC混入

B混入多

締りやや弱

2 暗褐色（!OYR2/4) B混入

締る

粘性有

第170号住居跡貯蔵穴覆土

1 暗褐色（10YR3/4) CR混入

締りやや弱

2 暗褐色(10YR3/1) CR含

B混入

3 暗褐色（10YR3/4) CR含

締りやや弱
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跡程度しか残存していなかった。形態は方形で、主軸

方位はN-26°-Wであった。規模は主軸長5.0m、副軸

長5.0m、深さ10c頑均変であった。

壁は明瞭であったか、カマドは検出できなかった。

貯蔵穴は北側のコーナー付近から検出した。床面はや

や不明瞭で、壁溝はほは全周していたと考えられた。

柱穴も 4本が明瞭に検出できた。

わずかに残された覆土には埋め戻しの痕跡はなく、

第152図第171号住居跡
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自然堆積の状況を示していた。

住居跡はSJ-169・171、SK-273と重複していた。重複

関係は、SK-273を切り、SJ-167・171とは不明であった。

実測可能な遺物として、土師器杯を検出した。

この中で、第150図に示した遺物は、全て覆土中から

検出した。

第171号住居跡（第152• 153図）

第171号住居跡は、 V•W-16グリッドから検出した。
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形態は方形で、主軸方位はN-14°-Eであった。規模

は主軸長5.2m、副軸長5.0m、深さ10c叫閲変であった。

壁は明瞭であったが、カマドは検出できなかった。

貯蔵穴は東側コーナー付近から検出した。床面は明瞭

で、壁溝はほぼ全周していたと考えられた。柱穴も 3

本が明瞭に検出できた。

住居跡は、 SJ-167・169・170、SK-273・ 275と重複

していた。重複関係は、 SJ-169に切られ、 SJ-167を切

り、 SJ-170、SK-273• 275とは不明であった。

第171号住居跡出土遺物観察表

実測可能な 第153図第171号住居跡出土遺物

- -
遺物として、

暗文の施され

た土師器杯を

検出した。

第153図 1

は住居跡東側

の床面から検

出した。

。
10cm 

蜘
一

1

器種

杯
胃言 I器高／：m4|底径／cmI A言）:ii:F± 焼成 1 暗；；：色 1 残存[[/% 1 暗： 考

第154図第174号住居跡
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く・

第174号住居跡覆土

1 黒褐色(1OYR3/2) R C混入締り有

2 黒褐色 (10YR3/2) RC  B混入

締りやや有

3 暗褐色（10YR3/3) B主体 RC混入

締り有

4 黒褐色(1OYR2/3) RC多含

第174号住居跡柱穴毅土

1 褐色 （10YR3/2) RC含締り弱

2 褐色 （lOYR:l/3) B含

若干RC混入

締り弱

3 掲色 （10YR4/4) B含締り弱

4 鈍黄褐色 (10YR5/4) B主体締り強

5 暗褐色 (lOYR:J/4) B含締り有

6 暗褐色 (lOYR3/:l) 粘性ある B主体

締り有

。
2m 
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第174号住居跡（第154• 155図）

第174号住居跡は、 W•X-16グリッドから検出した。

1主居跡は、確認面では壁溝の痕跡程度しか残存して

いなかった。特に北側の壁際での削平力噌：しく、カマ

ドは痕跡程度しか残存していなかった。形態は方形で、

主軸方位はN-44°-Wであった。規模は主軸長5.2m、

副軸長4.3m、深さ 5c頑尉斐であった。

壁はやや不明瞭であり、北側からカマドの痕跡と考

えられる遺構か検出できた。貯蔵穴は検出できなかっ

た。床面も不明瞭で、壁溝は北側のコーナ一部分と南

東側の壁、及び、カマド左側で一部切れていた。柱_J""(

は4本が明瞭に検出できた。

Plの位置は検出位置がやや東側に偏っていた。ま

たP2は妥当な位置から検出できたが、口径が著しく

小さく、深さも他の柱穴に比べて浅かった。 P3は柱

の掘り方が、掘立柱建物跡の柱掘り方のように大きく、

他の柱穴とは様相を巽にしていた。

覆土には埋め戻しの痕跡はなく、自然堆積の状況を

示していた。

1打吾跡は、 SD-75と重複していた。重複関係は、 SD

-75に切られていた。

実測可能な遺物として、土師器杯、砥石などを検出

した。この中で、第155図に示した遺物は、覆土中から

検出した。

住居跡の遺存状態は極めて悪く、検出した遺物も小

破片であることから、図示した杯と当該住居との帰属

関係はやや不明瞭であった。他にも、床面上から土器

片力渇碑できたが、いずれも図示できるほどの大きさ

に接合することができなかった。

第155図 第174号住居跡出土遺物

口 j゚ 10cm 

第174号住居跡出土遺物観察表

N10. I 器士不種 1 万了[e: I 器，島／cm I 底径／cm I A：へE：こk 1焼成 1里色褐調色 1 残存芯1%I 備 考

第175号住居跡（第156。157図）

第175号住居跡は、 W-15・16グリッドから検出した。

住居跡の東側のコーナーから、北側の壁にかけてはSJ-

170・171、SK-273による攪乱のために、西側のコーナー

付近はSK-269による攪乱のために検出できなかった。

形態は方形で、主軸方位はN-110"-Eであった。規模

は主軸長5.2m、副軸長5.0m、深さ20c叫閲変であった。

壁は明瞭であり、東側からカマドカ浙t出できた。カ

マド内からは支脚が検出できた。貯蔵穴はカマドの左

側から検出し、覆土内から甕の破片が検出できた。床

第156図 第175号住居跡出土遺物

面も明瞭で、壁溝は北側の壁の一部で途切れるものの、

ほぽ全周していたと考えられた。柱穴も4本が明瞭に

検出できた。検出した 4本の柱穴の中で、 P4はやや

浅かった。

覆土には埋め戻しの痕跡はなく、自然堆積の状況を

示していた。

住居跡は、 SJ-170• 171、SK-269• 273、SD-72と

重複していた。重複閃係は、 SK-273に切られ、 SJ

-170 • 171、SK-269とは不明であった。

実測可能な遺物として、土師器杯、甕、手捏ね土器、

：口：／

口
0
 

10cm 
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土玉、臼［などを検出した。

3の土師器杯は、底部内面に四単位の）j姓寸状暗文か

施されていた。

この中で、第156図1• 2の杯は貯蔵穴とカマドの間

から、 4の甕は、貯蔵穴内から、他は覆土からそれぞ

疇出した。

ただし出土遺物については、 1の杯はやや小破片で

第157図第175号住居跡

、0

SJ170 

u, 

／
 

あり、 4の甕は、貯蔵穴内でも比較的覆土の上層から

検出され、更に、検出地点の平面的な位置が、 SJ-171

の重複部分に重なっているため、帰属関係は明確にす

ることができなかった。

図示した以外にも、西側の床面上からも土器破片が

検出できたが、いずれも、図示できるほどの大きさに

按合することができなかった。
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第175号住居跡覆士

l 暗褐色 (10YR3/3) RC含 B多含

2 暗褐色 (lOYR3/3) BC含 Bやや多含

粘性やや有

3 鈍黄褐色（10YR4/3) RC混人締りやや有

4 鈍黄褐色 (10YR4/3) BC含締り有粘性有

第175号住居跡柱穴覆士

1 黒褐色 (2.5YR3/2) 粘土質土層締り弱

粘質強

2 褐色 (lOYR3/4) R微含 BC含

3 褐色 (lOYR2/4) 砂質B 締り弱

第175号住居跡貯蔵穴覆土

1 暗掲色（IOYR3/3) BR混入締り有

2 暗褐色（IOYR:l/3) B R含粘性有

3 黒褐色（IOYR3/2) B主体粘性強

4 暗褐色（lOYR:l/4) B多含締る粘性有

第175住居跡カマド疫土

a 黒褐色 （IOYR2/3) 砂質粘士含 RC含

b オリーブ色 (5Y5/6) R主体天井崩落士

c 黒色 (7. 5YR2/l) M層 R混入

d 黒褐色 (IOYR2/3) B含締る

e 黄褐色 (2. 5YR5/ 4) 砂質粘七先端部焼土化支脚
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第175号住居跡出土遺物観察表

No. 器 種 日径／cm 器高／cm 底径／cm 胎 土 焼成 色調 残存率／％ 備 考
1 坑 (16. 0) ACDF 2 淡橙褐色 20 
2 昇： (16.0) ACF 2 淡橙褐色 40 
3 昇： 11. 7 4.9 ACDF 2 暗赤褐色 80 暗文
4 甕 (19. 7) ACDEFHK 3 淡灰褐色 30 

第176号住居跡（第158• 159図）

第176号住居跡は、 V-10• 11、W-10.11グリッド

から検出した。

住居跡の西側の壁は調査区外のために、北側は SJ

-134・143による攪乱のために、中央部分の床は、 SD

第158図第176号住居跡

-60・62による攪乱のために検出できなかった。形態は

方形で、主軸方位はN-59°-Eであった。規模は不明で

あった。

壁は明瞭であったが、カマドは検出できなかった。

貯蔵穴も検出できなかった。床面は明瞭で、壁溝はは
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第176号住居跡覆士

1 黒褐色（JOYR2/3) B ・黒褐色土貼床

2 掲色 (IOYR4/4) B貼床

第176号住居跡柱穴覆土

1 黒褐色 （!OYR2/3) 粘質 B多含

2 鈍黄褐色(1OYR4/3) 1層ブロック状含

3 暗褐色 (lOYR:l/4) やや砂質

D 15.30 m o・ 
- p2 -

゜
2m 
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ぼ全周していたと考えられた。柱穴は 2本が明瞭に、

1本がやや不明瞭に検出できた。 P4はSD-60・62の

攪乱によって検出できなかった。覆土には埋め戻しの

瞬亦はなく、自然堆積の状況を示していた。

調査時には土層観察の所見から、 SJ-143より SJ

-176を古いと判断していたが、 SJ-143に帰属すると考

えられる出土遺物が、模倣杯出現期の所産であること

から、本1打呂跡の出土遺物と比較すると、重複関係の

住居跡は、 SJ-134・143・144、SD-60・62・ 72・ 83と重 認定力噌恥っていた可能性が考えられた。

複していた。重複関係は SJ-143゚ 第159図第176号住居跡出土遺物

144、SD-60・62に切られ、SJ-134、

SD-72 • 83とは不明であった。

実測可能な遺物として、土師器

甕、甑、鉄製不明品等を検出した。

この中で、第159図に示した遺

物は全て覆土中から検出した。

第176号住居跡出土遺物観察表

No. I 器：種 1 日／三］器i□
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焼□／：ロロニ／％
3 橙褐色 20 

備 考

第177号住居跡（第160図）

第177号住居跡は、 X-17グリッドから検出した。

住居跡の南側のコーナーは、 SB-63による攪乱のた

めに検出できなかった。住居跡は、確認面では痕跡程

度しか残存していなかった。形態は方形で、主軸方位

規模が小さく、カマド、貯蔵穴、壁溝、柱穴も検出

できず、更に実測可能な遺物も検出できなかったこと

から、住居跡と考えるには若干の問題もあったが、調

森時の覆土観察の所見から、当該遺構を住居跡である

と判断した。

はN-31°-Eであった。規模は主
第160図第177号住居跡

軸長2.9m、副軸長3.8m、深さ

5 cm程度であった。 ＼ 
壁はやや不明瞭で、カマドは

検出できなかった。貯蔵穴も検

出できなかった。床面もやや不

明瞭で、壁溝は検出できなかっ

た。村主穴も検出できなかった。

わずかに残された覆土には埋
I¥ I こ I I 

め戻しの痕跡はなく、自然堆積

の状況を示していた。 -I / SD 

住居跡は、 SB~63 と重複して

いた。重複関係は、 SB-63に切

られていた。
B 1580 m 

B 

実測可能な遺物は、検出でき

゜なかった。
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第178号住居跡（第161図）

第178号住居跡は、

ら検出した。

X-16・17、Y-16・17グリッドか

1主居跡の南東側の壁は SD-77による攪乱のために、

南西側の壁は SD-38、SE-76による攪乱のために検出

できなかった。形態は方形で、主軸方位はN-36°-Eで

あった。規模は主軸長3.5m、副軸長不明、深さ10c頑見

度であった。

壁は明瞭であり、東側からカマドが検出できた。貯

蔵穴は検出できなかった。床面は明瞭で、壁溝は東壁

の一部で検出できた。柱穴は検出できなかった。

覆土には埋め戻しの痕跡はなく、自然堆積の状況を

示していた。

住居跡は、SB-63・70、SD-38・77・79と重複していた。

重複関係は、 SB-63・70、SD-38・77に切られていた。

実測可能な遺物は、検出できなかった。

第161図
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第178号住居跡摂土

1 暗褐色（IOYR3/4) 粘質B少含

2 暗褐色(IOYR:l/:l) 1層に準ずる B多含粘性強

第178号住居跡カマド覆土

a 暗褐色 （ 10YR3/4) 暗褐色粘質土粒• R多含 e 褐色

天井・壁の崩落土

b 暗褐色 (JOYR3/4) a層に準ずる B多含 R少含
c 黒色 （10YR2/l) R多含 M層

d 灰黄褐色(JOYR4/2) 火床あまり焼けていない

やや掘りすぎか

(JOYR4/6) B混壁の溶軟化層 R微含
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第179号住居跡（第162図）

第179号住居跡は、 X-15・16グリッドから検出した。

住居跡の西側と南側は SX-8による攪乱のために、

北側は SE-75・78による攪乱のために検出できなかっ

た。住居跡は、確認面では痕跡程度しか残存していな

かった。形態は方形と想定でき、主軸方位は不明であっ

た。規模も不明であった。

壁は明瞭であり、北側からカマドの痕跡力浙沿iでき

た。貯蔵穴は検出できなかった。床面はやや不明瞭で、

壁溝はほぽ全周していたと考えられた。柱穴は 1本検

出できた。

わずかに残された覆土には埋め戻しの痕跡はなく、

第162図第179号住居跡

I 

自然堆積の状況を示していた。

住居跡は、 SE-75• 78、SX-8と重複していた。重

複関係は、 SE-75・78、SX-8に切られていた。また、

SB-72も隣接して検出されており、同時期の存在は不

可能なので、論理的に重複していると考えられた。他

の住居跡と掘立柱建物跡との重複関係同様に、住居跡

より掘立柱建物跡の方力咽斤しいと考えられた。

実測可能な遺物は、検出できなかった。

なお、 SX-8は、本住居跡の南側の大半を壊して作

られているので、本住居跡に帰属する遺物の多くのも

のが、 SX-8に流入し、これの覆土の上層に混人して

いると考えられた。

。
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第180号住居跡（第163• 164図）

第180号住居跡は、 X-15 • 16、Y-15• 16グリッド

から検出した。

住居跡の西側は、 SX-8による攪乱のために検出で

きなかった。形態は方形で、主軸方位はN-30°-Eで

あった。規模は主軸長4.6m、副軸長不明、深

SB-73に切られ、 SJ-181とは不明であった。

実測可能な遺物として、土師器杯、甑、手捏ね、石

製模造品などを検出した。第163図5の鉢はカマドの

左側から、 1の杯は住居跡の中央付近から、 4はPl

横のピットから、他は覆土からそれぞれ検出した。

さ10cm程度であった。

壁は明瞭であり、北側からカマドか検出で

きた。貯蔵穴は検出できなかった。床面は明

瞭で、壁溝はほぼ全周していたと考えられた。

柱穴は 4本が明瞭に検出できた。

覆土には埋め戻しの痕跡はなく、自然堆積

の状況を示していた。

住居跡は SJ-181、SD-38・74、SB-73、SX

-8と重複していた。重複関係は、 SD-38・74、

第163図 第180号住居跡出土遺物

ニ ロー
二
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゜
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第164図第180号住居跡
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第180号住居跡覆土

1 黒褐色 (lOYR2/3) 

RC含

2 鈍黄褐色(lOYR4/:l)

砂質B多含

第l80号住居跡カマド覆士

a 暗褐色 (2.5YR:l/6) 

RC微含

b 黒色 （10YR2/l) 

CM屈

c 暗褐色（IOYR3/4) 

R含

＜： 

。
2m 

B 15.80 m B' 
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第180号住居跡出土遺物観察表

No. 益ロロ 種 日径／cm 器高／cm 底径／cm 胎 土 焼成 色調 残存率／％ 備 考

1 昇； (16. 0) ACDF 3 淡橙褐色 40 

2 杯 (14. 0) ACFK 2 赤褐色 10 赤彩

3 況； (17.0) ACDF 2 淡灰褐色 40 

4 手捏ね土器 5.4 3 4 4.5 ACDEFK 3 淡橙褐色 100 

5 鉢 (19. 7) 13.3 (6.8) ACDEFK 3 赤褐色 40 

第181号住居跡（第165• 166図）

第181号住居跡は、 X-16グリッドから検出

した。

形態は方形で、主軸方位はN-41"-Wであっ

た。規模は主軸長2.7m、副軸長3.4m、深さ

10c叫碧変であった。

壁は明瞭であり、北側からカマドが検出で

第165図 第181号住居跡出土遺物
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第181 • 182号住居跡覆土

1 暗褐色（10YR3/4) BRC含締り弱

2 褐色 (lOYR4/6) B多含貼床

3 褐色 （10YR4/6) B多含締り弱

D' 4 暗掲色（lOYR:l/4) R混人締り弱

5 暗褐色(lOYR3/4) Rやや混入多締り弱

6 褐色 (10YR4/4) B混入

第181号住居跡カマド覆土

a 暗褐色（!OYR:l/4) D少含

Rやや多含

b 黒褐色（IOYR2/3) BR含

やや締まる

c 暗褐色（IOYR3/3) RC均一多含

締り弱
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きた。カマド内からは支脚力湘t出できた。貯蔵穴は検

出できなかった。床面は明瞭で、壁溝は全周していた。

柱穴は、 3本検出できた。

住居跡は、 SJ-180・182、SB-73と重複していた。重複

関係は、 SB-73に切られ、 SJ-180・182を切っていた。

第181号住居跡出土遺物観察表

実測可能な遥物として、土師器杯、甕、須恵器杯蓋

などを検出した。この中で、第165図 1• 2の杯はカマ

ド手前の床面から、他は覆土から検出した。土製支脚

は地山を削り出したような作りであり、脆弱で取り上

げることができなかった。

No. 器 種 日径／cm 器高／cm 底径／cm 胎 土 焼成 色調 残存率／％ 備 考
1 堺 10.5 3.1 ACEFK J つ 赤褐色 80 赤彩
2 杯 13.1 3.5 ACDF 3 淡橙褐色 60 
3 須恵器杯蓋 (10.0) AC 1 青灰色 10 
4 甕 (20.0) ACDFK 3 黒褐色 10 

第182号住居跡（第166• 167図）

第182号住居跡は、 X-16グリッドから検出した。

住居跡の南側は、 SJ-181による攪乱のために検出で

きなかった。住居跡は、確認面では壁溝の痕跡程度し

か残存していなかった。形態は方形で、主軸方位はN

-35°-wであった。閲奨は主軸長4.4m、副軸長4.5m程

度であった。

壁はやや不明瞭であり、カマドは検出できなかった。

貯蔵穴も検出できなかった。床面はやや明瞭で、壁溝

は、太くほは全周していたと考えられた。ただし、こ

こで壁溝としたものは、掘り方の一部を含んでいると

考えられた。

柱穴は 2本力湘拙できた。この中で、 PlはSB-71

の P7と重複していた。また、 P4はごく浅く痕跡程度

であった。 P3は重複する SJ-181の貼り床によって

不明瞭であるとしても、 P2も検出されていないこと

から、 Pl、P4については、本住居跡に帰属する柱

穴ではない可能性も考えられた。

住居跡は、SJ-181、SB-63・70・ 71 • 73と重複していた。

重複関係は、SJ-181、SB-63・70・ 71 • 73に切られていた。

実測可能な遺物として、須恵器長頸瓶を検出した。

第167図 第182号住居跡出土遺物

~1 。
10cm 

第182号住居跡出土遺物観察表

Nt |ク員芯器長手：頁瓶 1 日径／cm1 器高／cm1 底1:8/c:I A：合 土 1 焼成 1 仄色白凋色 1 残存ば/__% I 備 考

第183号住居跡（第168• 169図）

第183号住居跡は、 X•Y-14グリッドから検出した。

住居跡の南西側のコーナーは調査区外のために検出

できなかった。形態は方形で、主軸方位はN-1 °-Wで

あった。規模は主軸長5.4m、副軸長5.6m、深さ20cm

科渡であった。

壁は明瞭であり、北側からカマドが検出できた。カ

マド内からは支脚力検出できた。貯蔵穴はカマドの左

側から検出した。ただし、貯蔵穴の上に SB-77のP5 

が重複していた。床面も明瞭で、壁溝はカマド周辺と、

東側壁中央から南側壁中央以外で検出できた。柱穴も

4本が明瞭に検出できた。

1謬跡は、 SB-77、SD-89• 144、SK-292• 298と

重複していた。重複関係は、 SB-77、SD-89。144、SK

_298に切られ、 SK-292とは不明であった。

実測可能な遺物として、土師器杯、甕、土錘、土玉

などを検出した。

この中で、第169図7の壺はカマド内から、 3の杯、

8の甕はカマドの手前から、 5の杯、 6の鉢は西側か

ら、 1 • 2の杯は東側から、他は覆土からそれぞれ検

出した。

なお、杯 1・2の検出地点には SK-298が重複してい

たので、当該遺物については、 SK-298に帰属する可能

性も考えられた。
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第168図 第 183号住居跡
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第IH3号住居跡貯蔵穴覆士

1 灰黒色 (10YR3/l)

灰黒色土主体

B風化多含

R未風化多少含

c未風化小含

2 灰黒色（10YR3/1)

灰黒色土主体

B風化小含

R未風化小含

全体に風化

やや粘性

3 灰果色 (10YR3/l)

2層に同じ

R多含

4 灰黒色 (10YR3/l)

2層に同じ

構成粒子少

粘性強

第183号住居跡覆土

1 黒褐色 (IOYR3/2) R微混入

2 暗褐色 (IOYR3/3) RC多含 1層より R大

3 黒褐色 （10YR2/2) B風化多含

4 黒褐色 (IOYR3/2) C混入少

5 灰黄褐色 (IOYR4/2) B未風化混人多

6 暗褐色 (IOYR3/3) 黒色」{:B霜降り状に混人

第183号住居跡柱穴覆土

1 灰黒色(lOYR3/4) B風化多含

2 灰黒色（10YR3/l) B風化少含 R風化多含

3 灰黒色 (2.5YR3/l) B風化多含

4 灰黒色(lOYR3/2) B風化多少含

5 灰黒色 (10YR3/4) 1層より B大

6 灰黒色(lOYR3/4) 1層より B小

第183号住居跡カマド覆土

a 黒褐色 (!OYR2/2) B風化多含

b 黒褐色（!OYR3/2) C少量混入

c 暗褐色（!OYR3/3)黒色土と B霜降り状同量混入

。
2m 
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第169図 第183号住居跡出土遺物
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第183号住居跡出土遺物観察表

No. 益ロロ 種 ロ径／cm 器高／cm 底径／cm 胎 土 焼成 色調 残存率／％ 備 考
1 杯 (11.8) ACDF 2 暗赤褐色 20 
2 杯 (13 0) ACDF 3 淡橙褐色 30 
3 杯 (15.0) ACDF 2 黒褐色 30 
4 杯 (12. 0) ACEF 2 暗赤褐色 10 
5 杯 (12 0) ACDF 3 淡橙褐色 40 
6 杯 (12. 4) ACDF 2 淡褐色 30 
7 壺 (11. 9) 16.0 (9.8) ACDEFK 3 暗赤褐色 60 
8 甕 (16. 8) ACDEFK 3 淡灰褐色 30 

第184号住居跡（第170~172図）

第184号住居跡は、 Y•Z-15·16グリッドから検出した。

住居跡の東側は SJ-186による攪乱のために、南側

はSD-77・90による攪乱のために検出できなかった。

形態は方形で、主軸方位はN-9°-Wであった。規模は

主軸長5.3m、副軸長6.0m、深さ 15c両閲変であった。

壁は明瞭であり、北側からカマドか検出できた。貯

蔵穴はカマドの左側から検出した。床面も明瞭で、壁

溝は北側と西側の壁で検出できた。柱穴も 3本が明瞭

に検出できた。

覆土には埋め戻しの痕跡はなく、自然堆積の状況を

示していた。

住居跡は、 SJ-186・ 214、SD-77• 79 • 90、SK-288

と重複していた。重複関係は、 SJ-186、SD-77・ 79・

90、SK-288に切られ、 SJ-214とは不明であった。

実測可能な遺物として、土師器杯、鉢、甑などを検

出した。この中で、第170図2の杯、 7の甑はカマド右

側から、 1 • 4の杯は西側コーナー付近から、 5の杯

は北側の壁際から、 6の鉢は住居跡の中央付近から、

他は覆土からそれぞれ検出した。

第170図 第184号住居跡出土遺物
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第171図 第184号住居跡
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第172図

SK288 

第 184号住居跡カマド
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h 黒褐色

第184号住居跡カマド摂土

a 褐色 （10YR4/:l) 粘性有

締りやや弱 R混在

b 鈍黄褐色（10YR4/3) 締りやや弱

R含 d層の粘土ブロック混在

c 明赤褐色 (5YR5/8) 粘土塊主体

d 鈍橙色 (2. 5YR6/:l) Bとは異なる

粘性締り有粘土プロック

e 鈍赤褐色 (5YR4/4) RC混入

締り粘性やや弱

f鈍赤褐色 (5YR5/4) C多含 M層

g黒褐色 （7. 5YR3/2) RC均一含

締りやや翁

(10YR2/3) d層の粘I:

粘土ブロック含 RC混在

I 灰黄褐色(lOYR4/2) RC含

カマド崩落後堆積厨

(lOYR2/3) RC混在

f層を覆うカマド覆土

J黒褐色

4 暗褐色

5 黒褐色

第184号住居跡覆土

1 暗褐色 （10YR3/3) B均一含

RC混入自然堆積

2 鈍黄褐色（10YR4/3) 砂質B含

RC混入自然堆積

3 鈍黄褐色(lOYR5/1) 砂質B

プロック状混在

貼床の一部

(lOYR3/3) 粘土粒子

BC混入締る

粘性有

(lOYR:l/2) 

粘土ブロック

やや多含やや締り弱

6 鈍黄褐色（10YR5/4) B主体

貼床の一部

(lOYR3/3) C混有入

やや締る

7 暗褐色

。
2m 

第184号住居跡貯蔵穴覆土

1 褐色 （10YR4/4) B多含

RC若干混入貼床？

(IOYR3/3) B混在

粘土ブロック若干含

やや締り弱

3 鈍黄褐色(IOYR4/3) B少含

粘性強やや締る

4 鈍黄褐色 (IOYR4/3)

Bやや多含

締り強粘性有

(IOYR5/6) B主体

褐色上混在締る

粘性有

(IOYR3/4) 

RC若干含

やや締る

2 暗褐色

5 黄褐色

6 暗褐色
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第184号住居跡出土遺物観察表

No. n益n 種 ロ径／cm 器高／cm 底径／cm 胎 土 焼成 色調 残存率／％ 備 考
1 昇： (14. 0) ACEFK 3 赤褐色 30 赤彩
2 昇： (18.3) 4.3 ACDEF 3 淡褐色 50 
3 杯 (14.0) ACFK 2 赤褐色 10 赤彩
4 昇： (15.4) 3 9 ACF 3 淡橙褐色 50 
5 杯 (15.8) 3 9 ACDEFK 3 淡橙褐色 40 赤彩
6 鉢 (21.0) 9.7 (7. 7) ACDEFHK 3 暗赤褐色 50 
7 甑 (24.0) ACDEF HK  3 黒褐色 40 

第185号住居跡（第173• 174図）

第185号住居跡は、 Z-15グリッドから検出した。

住居跡の南側のコーナーは、 SJ-187による攪乱のた

めに検出できなかった。住居跡は、確認面では壁溝の

痕跡程度しか残存していなかった。形態は方形で、主

軸方位はN-38°-Wであった。規模は主軸長2.9m、副

第173図 第185号住居跡出土遺物

ロロニ
〇 10cm 

□ 2 

軸長3.6m、深さ 5cm程

度であった。

壁は不明瞭で、カマド

は検出できなかった。貯

蔵穴も検出できなかっ

た。床面も不明瞭で、壁

溝は北側のコーナーから

東側の壁まで検出できた。

柱主穴は床面を精査したが

検出できなかった。

住居跡は、 SJ-187、SD

-78・79、SK-289と重複し

ていた。重複関係は、 SD

-78・79-SK-289に切られ、

SJ-187を切っていた。

実測可能な遺物とし

て、土師器杯、須恵器杯、

鉄製の棒状不明品などを

検出した。第173図に示

した土器は、全て覆土中

から検出した。

第185号住居跡出土遺物観察表

]0. I頁器恵j:ボ沼： j:不 I日］］／c母I器闇]/c: I底径／cm I :i][F土

第174図第185号住居跡
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第185号住居跡覆土

1 灰黒色 (2,5Y3/l)

灰黒色l主体 Bやや風化多少

B' R未風化少含 c未風化少含
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第1 7 ,l!l186号住居跡 I 
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第186号住居跡柱穴覆士

1 茶褐色(1OYR3/2) 茶褐色l:主体 B風化多含やや粘性有

2 茶褐色（!OYR3/2) 1層よりややB多含

第186号住居跡覆士

1 黒褐色 （10YR3/2) RC混人

粘土ブロック B含

2 黒色 （10YR2/2) C主体

3 黒褐色 （lOYR:l/2) 1層に比べ

灰色粘土ブロック多含

4 鈍黄褐色 (10YR5/4) B主体

貼床の一部

5 暗褐色 (lOYR:l/o) C混入

やや締る

6 鈍黄褐色(IOYR5/4) B主体

人為的埋め土

7 黒色 （10YR2/2) B混入

締り弱

8 灰黄褐色 (10YR4/2) 7層に比べ

B多含

9 暗褐色 (10YR3/3) B粘土プロック

混入 R C混入

l()黒褐色 (10YR3/l) C層

II鈍黄褐色(IOYR5/4) 砂質B主体

締る粘性有

12暗褐色 (lOYR:l/3) 9層に近似

B少含

13暗褐色 (lOYR3/3) 粘七プロック

B混入締るやや粘性有
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第186号住居跡（第175• 176図）

第186号住居跡は、

出した。

Y-16・ 17、Z-16グリッドから検

住居跡は、東西方向では SD-77• 90 • 91による攪乱

のために、床面の一部が検出できなかった。形態は方

形で、主軸方位はN-2T-Wであった。規模は主軸長6.0

m、副軸長6.2m、深さ20c叫摺変であった。

壁は明瞭であったが、カマドは検出できなかった。

貯蔵穴はカマドの左側から検出した。床面は明瞭で、

壁溝はほぼ全周していたと考えられた。柱穴も 3本が

明瞭に検出できた。覆土には埋め戻しの痕跡はなく、

自然堆積の状況を示していた。

住居跡は、SJ-184・213・ 214・ 215、SD-77・79・90・91と

重複していた。重複関係は、SD-77・79・90・91に切られ、

SJ-184を切り、 SJり13• 214 • 215とは不明であった。

実測可能な遺物として、土師器杯、高杯、鉄滓など

を検出した。この中で、第176図に示した遺物は、全て

床面から検出した。

第176図 第186号住居跡出土遺物

口
口

〇 10cm 

第186号住居跡出土遺物観察表

No. 器種 口径／cm

1 江（14.8)
2 杯（15.5)
3 高坑

器高／cm 底径／cm

(12. 0) 

胎土

ACDF 

ACDEF 

ACDEFK 

2
-
3
-
3
 

成焼 色調

暗赤褐色

淡橙褐色

赤褐色

残存率／％

50 

50 

20 

備考

黒色処理

第177図 第187号住居跡
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第187号住居跡柱穴覆七

1灰掲色（IOYR2/l)

灰褐色士主体

B風化多少含

2 灰褐色（lOYRl/2)

1層より B多含

゜
2m 
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第187号住居跡（第177図）

第187号住居跡は、 Z-15グリッドから検出した。

1主居跡の大部分は、 SD-77、SX-9、SK-325・326

による攪乱のために検出できなかった。住居跡は、確

認面では壁溝の痕跡程度しか残存していなかった。形

態は方形と想定でき、主軸方位はN-45°-Wと考えられ

た。規模は主軸長4.0m、副軸長2.7m、深さは、痕跡

栢渡であった。

壁は不明瞭で、カマドは検出できなかった。貯蔵穴

も検出できなかった。床面も不明瞭で、壁溝は南のコー

ナーで検出できた。柱穴も検出できなかった。

住居跡は SD-77、SK-325・326、SX-9と重複して

いた。重複関係は、 SD-77、SK-325・326、SX-9に

切られていた。実測可能な遺物は、検出できなかった。

第188号住居跡（第178• 179図）

第188号住居跡は、 X-12・13グリッドから検出した。

住居跡の南側のコーナーは調査区外のために、西側

はSJ-192による攪乱のために検出できなかった。形

態は方形で、主軸方位はN-29°-Wであった。規模は主

軸長3.5m、副軸長不明、深さ15c碕閲変であった。

壁は明瞭であり、北側からカマドが検出できた。貯

蔵穴は検出できなかった。床面も明瞭で、壁溝はほぼ

全周していたと考えられた。柱穴は検出できなかった。

住居跡は、 SJ-138・192と重複していた。重複関係は、

SJ-192に切られ、 SJ-138とは不明であった。

実測可能な遺物として、土師器杯、石製模造品など

を床面から検出した。

第178図 第188号住居跡出土遺物

こ
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第188号住居跡出土遺物観察表

No. 器 種 日径／cm 器高／cm 底径／cm 胎 土

1 埒； (11.4) ACF 

2 昇： (12.0) ACF 

3 埒： (14. 7) ACDF 

焼成 色調 残存率／％ I 備 考

3 淡橙褐色 30 

2 赤褐色 20 赤彩

3 淡橙褐色 30 

第179図第188号住居跡
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第188号住居跡覆土

1 暗褐色 （lOYR:l/4) 

黄褐色砂質土粒

多含

2 黒褐色 （10YR2/2) 

黄褐色砂質七粒

多含

R含

3 暗褐色 （!OYR:3/4) 

R含

4 暗赤褐色 (2.5YR:l/3) 

R含

。
2m 

D 15.60m D
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第189号住居跡（第180• 181図）

第189号住居跡は、 X-13グリッドから検出した。

住居跡の西側の壁は、調査区外のために検出できな

かった。形態は方形で、主軸方位はN-51°-Eであった。

規模は主軸長不明、副軸長3.5m、深さ10c頑店変であっ

た。

実測可能な遺物として、土師器杯、甕、甑、鉢、鉄

製の鎌などを検出した。この中で、第181図2の杯、 3

の鉢、 4の甑、 5の甕は東側のコーナー付近から、 1 

の杯は中央やや東側から、それぞれ検出した。遺物の

出土範囲は東側コーナ一部分に集中していた。

壁は明瞭であり、北東側から

カマドか検出できた。貯蔵穴は

検出できなかった。貯蔵穴と、

SB-74との重複も考えられた。

床面は明瞭で、壁溝はカマド右

側を除いて、ほぼ全周していた

と考えられた。柱穴は床面を精

査したが、検出することができ

なかった。

覆土には埋め戻しの痕跡はな

く、自然堆積の状況を示してい

た。

住居跡は SB-74・75、SD-84

と重複していた。重複関係は、

SD-84に切られ、 SB-74。75と

は不明であった。

第181図 第189号住居跡出土遺物
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第189号住居跡裂土

］ 暗褐色 （IOYR:l/3) 黄褐色砂粒

ブロック多含

RC含

2 黒褐色 (IOYR3/!) CR含

第189号住居跡カマド覆土

a 暗赤褐色 (2.5YR3/ 4) R多含

b 黒褐色 (10YR2/l) CM多含

M層

。
2m 

゜
10cm 

第189号住居跡出土遺物観察表

No. 益＂＂ 種 ロ径／cm 器品／cm 底径／cm 胎 土 焼成 色調 残存率／％ 備 考
1 杯 10.8 3.4 ACDF 3 淡灰褐色 100 
2 杯 11. 2 3.3 ACDF 3 淡灰褐色 100 
3 鉢 21. 0 13.0 ACEFK 3 黒褐色 80 
4 甕 20.5 ACDEF 3 淡灰褐色 90 
5 珈式 (16. 0) 21. 2 ACDFK 3 黒褐色 50 
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第190号住居跡（第182図）

第190号住居跡は、 W-15• 16、X-15 • 16グリッド

から検出した。

住居跡の南側は削平され、北側のコーナー付近は SJ

-175による攪乱のために検出できなかった。1打因跡は、

確認面では壁溝の痕跡程度しか残存していなかった。

形態は方形で、主軸方位はN-38°-Wであった。規模は

主軸長4.5m、副軸長不明、深さ痕跡程度であった。

壁は不明瞭で、カマドは検出できなかった。貯蔵穴

は西側のコーナーから検出した。床面も不明瞭であっ

たが、壁溝はほぼ全周していたと考えられた。柱穴は

4本が検出できた。

検出した柱穴の中で、 P1 • P 3はやや浅く、 P2

はかなり深かった。

わずかに残された覆土には埋め戻しの痕跡はなく、

自然堆積の状況を示していた。

住居跡は、 SJ-175、SB-72、SE-84と重複していた。

重複関係は、 SB-72、SE-84に切られ、 SJ-175とは不

明であった。

実測可能な遺物は、検出できなかった。
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第182図第190号1主居跡
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第190号住居跡柱穴覆七

1 褐色 (lOYR4/4) R少含やや粘性有

2 黒褐色 (IOYR:l/2) 黄褐色砂質土含

第190号住居跡貯蔵穴覆＿七

1 暗褐色（IOYR:l/4) R含やや粘件有

。
2m 

第191号住居跡（第183• 184図）

第191号住居跡はX-13 • 14、Y-13• 14グリッドか

ら検出した。

住居跡の南側の壁は調査区外のために、東側は SJ

-183、SK-306による攪乱のために検出できなかった。

形態は方形と想定でき、主軸方位はN-2T-Wと考えら

れた。規模は主軸長不明、副軸長不明、深さ10c頑均変

であった。

壁は明瞭であり、北側からカマドが検出できた。貯

蔵穴はカマドの右側から検出した。床面も明瞭であっ
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第183図第191号住居跡
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第191号住居跡殺土

1 黄褐色（10YR3/2) 黄褐色士主体 R風化少含

c風化少含 B風化多含

第191号住居跡カマド覆土

a 黄褐色(IOYR3/2) 黄褐色土主体 R風化多含

B風化多含

カマド天井部崩落土

b 茶褐色（10YR3/2) 茶褐色士主体 R風化多少含

B風化少含

カマド煙道流入土

c 茶褐色(IOYR3/2) 茶褐色土主体

3層より R極少含

B多含 C風化多含

d 茶褐色（10YR3/2) 茶褐色士主体

3層より R少含

Bやや多含

カマド内流入土

第191号住居跡貯蔵穴覆土

l 茶褐色(IOYR3/l) 茶褐色士主体 R風化少含

Bやや風化少含

住居獲土に近

2 黄褐色(IOYR5/6) 黄褐色士t体

B風化流人土層

SJ183 

たが壁溝は検出できなかった。柱穴も検出できなかっ

た。柱穴のPl・P2は、床面を精査したが壁溝同様

に検出することができなかった。 P3 • P 4は調査区

外にあると考えられた。

覆土には埋め戻しの痕跡はなく、自然堆積の状況を

示していた。

住居跡は、 SJ-183、SK-306と重複していた。重複

関係は、 SK-306に切られ、 SJ-183とは不明であった。
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実測可能な遺物として、土師器杯を検出した。

第183図 1の杯はカマド左側から検出した。微細な

破片であったので、当該住居との帰属関係は明瞭では

なかった。

第184図 第191号住居跡出土遺物

□□□。 10cm 

第191号住居跡出土遺物観察表

Nt I 器士不種 I IJlf□I器高／cmI底径／cmI A：しF 土
焼成 1 色調 1 残存率／％ I 備 考
3 淡灰褐色 20 

第192号住居跡（第185• 186図）

第192号住居跡は、 X-12・ 13グリッドから検出した。

住居跡の西側の壁は、調査区外のために検出できな

かった。形態は方形と想定でき、主軸方位はN-59'-E

と考えられた。規模は主軸長不明、副軸長不明、深さ

第192号住居跡出土遺物観察表

]0. I頁器恵杯」重坑|日:1ど］ ］器高2/c: 底胃］□喜
ACF 

第185図 第192号住居跡出土遺物

¥__/, 

ミニ。
土

焼ロロ］］
3 暗赤褐色

10cm 

残存率／％

20 

20 

備 考

-138-



20c叫碧変であった。

住居の平面形態は北西側の壁溝が

内側に回り込んでいた。壁は明瞭で

あり、東側からカマドが検出できた。

貯蔵穴はカマド周辺を精査した力浙t

出できなかった。床面は明瞭で、壁

溝は北側のコーナーで一部途切れる

ものの、ほぼ全周していたと考えら

れた。柱穴は検出できなかった。柱穴

については、 PlとP4は、床面を

精査したが検出できなかった。 P2

は、調査区外であり、 P3に相当す

る場所にはピットが存在していた。

住居跡は、 SJ-138・188と重複して

いた。重複関係は、 SJ-138• 188を

切っていた。

実測可能な遺物として、土師器杯

などを覆土から検出した。

第186図第192号住居跡
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第192号住居跡カマド覆土

a 暗席褐色 (2.5YR3/'.l) R含カマド

b 黒色 （IOYR2/1) MC含 M層

第193号住居跡（第187~189図）

第193号住居跡は、 X-18グリッドから検出した。

住居跡の北側の大半は調査区外のために検出できな

かった。 1主居跡は、確認面では壁溝の痕跡程度しか残

存していなかった。形態は方形と想定でき、主軸方位

はS-42°-Wと考えられた。規模は主軸長不明、副軸長

第187図 第193号住居跡出土遺物

。
10cm 

不明、深さは痕跡程度であった。

壁は明瞭であり、南西側からカマドが検出できた。

カマド内からは支脚や甕の破片か検出できた。貯蔵穴

は検出できなかった。床面は明瞭で、壁溝は住居跡の

確認範囲からは検出できたので、ほぼ全周していたと

考えられた。柱穴は四本とも調査区外のために検出で
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口
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第188図第193号住居跡
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第193号住居跡カマド毅土

a 暗赤褐色 (5YR.1/4)

R多含締り弱

b 掲色 (7. 5YR4/.1) 

BRC若干混入

c 明赤掲色 (5YR5/8)

R主体やや締る天井崩落土
d 黒色 (JOYR2/ l) 

RCM含締り弱

e 鈍赤褐色 (5YR4/4)

B被熱焼士化坪道先端部
f鈍赤掲色 (5YR5/4)

R若＋混入 c含

g黒掲色 (5YR2/l) 

M層 c混入 R若干含

2m 

第189図第193号住居跡カマド
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きなかった。

覆土には埋め戻しの痕跡はなく、自然堆積の状況を

示していた。

住居跡は、 SD-77・147、SK-303と重複していた。

重複関係は、 SD-77・147、SK-303に切られていた。

実測可能な遺物として、土師器甕、甑、支脚などを

検出した。

この中で、第187図 1の甑はカマド左側から、 2の甕

はカマド内から、 3の支脚はカマド内に設置された状

態でそれぞれ検出した。

第193号住居跡出土遺物観察表

No. 益ロロ 種 ロ径／cm 器高／cm 底径／cm 胎 土 焼成 色調 残存率／％ I 備 考
1 甑 25.9 23.0 7.2 ACDEF HK  3 淡橙褐色 90 
2 嘩瓦 16.0 30.0 5.9 ACDEF HK  3 暗赤褐色 80 
3 支 脚 AC 3 淡灰褐色

第194号住居跡（第190• 191図）

第194号住居跡は、 X-18グリッドから検出した。

1主居跡の東・北側の一部は、 SD-85による攪乱のた

めに検出できなかった。形態は方形で、主軸方位はN

-69"-Eであった。規模は主軸長3.2m、副軸長2.4m、

深さ20c而里変であった。

壁は明瞭であり、東側からカマドカ湘団iできた。カ

マドの柚は遺存状態が悪く、痕跡程度しか残存してい

なかった。カマド内からは支脚か検出できた。貯蔵穴

は検出できなかった。床面は明瞭であったが、壁溝は
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検出できなかった。柱穴も床面を精査

したが、検出することができなかった。

覆土には埋め戻しの痕跡はなく、自

然雄積の状況を示していた。

住居跡は、 SJ-195、SD-85• 147と

重複していた。重複関係は SD-85・147

に切られ、 SJ-195を切っていた。

実測可能な遺物として、土師器杯、

甕などを検出した。

第191図1の杯、 2の甕は、住居跡東

側の床面上から検出した。

カマド内から検出した支脚は、地山

を削りだして製作したような、非常に

脆弱なもので、取り上げることができ

なかった。

第191図 第194号住居跡出土遺物

第190図 第194号住居跡
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第194号住居跡覆土

1 黒褐色 （10YR3/2) 微小R含締る

2 黒褐色 (!OYR:l/2) RC含やや締る

3 暗褐色 (1 OYR3/5) RC  B混入やや締る

4 鈍黄褐色（10YR5/:l) B :t体

5 褐灰色 (10YR1/l) RC多含やや締る

第194号住居跡カマド穫土

a 明赤褐色 (5YR5/6) R多含やや締り弱

b 鈍黄褐色（10YR4/3) CM層混入締る

c 黒褐色 （10YR4/3) R混在やや締り弱

d 黒褐色 (lOYR3/2) RC混入 M層

d'黒褐色 (10YR3/2) R主体

第194号住居跡出土遺物観察表

］゚I 器:種|][/c: 器高／cm

3.4 

底径／cm 胎土

ACEFK 

ACDFK 

成焼
一
ど
3

色調

赤褐色

淡灰褐色

残存率／％

50 

20 

備

赤彩

考

第195号住居跡（第192• 193図）

第195号住居跡は、 X-18、Y-17・18グリッドから検

出した。

住居跡の北側のコーナーは SJ-194による攪乱のた

めに、東側のコーナーは SD-85による攪乱のために、

カマドの煙道部分は、 SE-82による攪乱のために検出

できなかった。形態は方形で、主軸方位はN-57°-Wで

あった。規模は主軸長5.6m、副軸長5.4m、深さ10cm

科渡であった。

壁は明瞭であり、西側からカマドカ浙団iできた。貯

蔵穴はカマドの左側から検出した。床面も明瞭で、壁

第192図 第195号住居跡出土遺物

ー

＼ ／  
こ／

゜
10cm 

溝はほとんど全周していたと考えられた。柱穴も 4本

が明瞭に検出できた。覆土には埋め戻しの痕跡はなく、

自然堆積の状況を示していた。

住居跡は、 SJ-194• 196、SD-85、SE-82と重複し

ていた。重複関係は、 SD-85、SE-82に切られ、 SJ-196

を切り、 SJ-194とは不明であった。
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第193図 第195号住居跡
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第195号住居跡覆土

1 暗掲色（IOYR3/3) B R多含

2 暗褐色（IOYR3/4) 全体にB溶混粘性強

3 褐色 （IOYR4/6) B主体壁の溶流入士

4 黒褐色 (10YR2/3) 粘性強緻密 B微含

5 褐色 (10YR4/6) B主体貼床

6 黒褐色 (10YR2/3) R多含 B多含締り強

第195号住居跡貯蔵穴覆七

1 暗褐色（IOYR3/3) BR多含

2 暗褐色（IOYR3/3) 1層に準ずる B多含 C少含

3 暗褐色（IOYR3/3) B溶混締り弱粘性強

4 暗褐色（IOYR4/6) B主体

E 15.90 m 

。
2m 

第195号住居跡柱穴覆土

1 黒色 (1 OYR2/2) 1層と同じ

2 褐色 （IOYR4/6) B主体やや砂質締る

3 黒色 （IOYR2/2) B少含締り無柱痕

4 褐色 (10YR4/4) B主体粘性強

5 黒褐色(lOYR2/3) B多含 R微含締り強粘性強

6 黒褐色(lOYR2/:l) B多含締り無

7 褐色 (10YR4/4) B主体壁溶軟化層

第]95号住居跡カマド覆士

a 暗褐色 (IOYR3/3) R多含

b 鈍黄褐色（IOYR4/3) R B（被加熱）含

c 黒色 （!OYR2/]) 単純M層 C微含
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第195号住居跡出土遺物観察表

No. 器種 日径／cm

1 I J:i I (14.2) 

2 j:不（14.2)

3 j:不 (15.0)

器高／cm

3.7 

底径／cm 胎土

ACDEF 

ACDF 

ACDF 

麟＿

3
-
2
＿2

色調

明赤褐色

橙褐色

淡橙褐色

残存率／％

20 

20 

40 

備 考

実測可能な遺物として、土師器杯、勾玉などを検出

した。

この中で、第192図2• 3の杯はカマド周辺から、他

は覆土からそれぞれ検出した。

第196号住居跡（第194• 195図）

第196号住居跡は、 Y・Z-18グリッドから検出した。

住居跡の南東側は SJ-201による攪乱のために、南

側は SD-38による攪乱のために検出できなかった。形

第194図 第196号住居跡
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第196号住居跡覆土

1 黒褐色（10YR2/3) B少含 R微含締り有

l' 黒褐色(lOYR2/3) B主体貼床状

2 褐色 （!OYR4/4) 3層に準 SD-38の影響鉄分多含

3 暗褐色（10YR3/4) B含粘性強

4 黒褐色 (10YR2/3) B多含暗灰色粘土プロック含

5 褐色 (lOYR4/4) B主体底の溶軟化層

2m 
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態は方形と想定でき、主軸方位

はN-31°-Wと考えられた。規模

は主軸長不明、副軸長不明、深

さ10c頑財変であった。

第195図 第196号住居跡出土遺物

□ 
ロノ壁は明瞭であったが、カマド

は検出できなかった。貯蔵穴も

検出できなかった。床面は明瞭

で、壁溝は北側のコーナ一部分

でわずかに途切れるものの、ほ

ぼ全周していたと考えられた。

柱穴も検出できなかった。住居

跡の床面は著しい攪乱を受けて

おり、柱穴を検出することが困

難であった。
O 10cm 

覆土は攪乱を受けていたが、 I I I 

埋め戻しの痕跡はなく、自然堆積の状況を示していた。

住居跡は、SJ-195・201・202、SD-38、SZ-2、SK-314と

重複していた。重複関係は、SJ-19氏SD-3&SZ-2-SK-314 

に切られ、 SJ-201を切り、 SJ-202とは不明であった。

第196号住居跡出土遺物観察表

No. 器 種 ロ径／cm 器高／cm 底径／cm 胎

実測可能な遺物として、土師器杯、甕、須恵器杯な

どを検出した。

この中で、第195図4の甕は、住居跡の東側の床面直

上から、他は覆土からそれぞれ検出した。

土 焼成 色調 残存率／％ 備 考
1 昇： (10.8) ACDF 3 淡灰褐色 50 
2 須恵器杯 (12.0) 3.6 (6.2) ACDFI 1 青灰色 50 
3 甕 (21.0) ACDEF 3 赤褐色 30 
4 珈式 (17.0) 35.6 (5.6) ACDEFHK 3 暗赤褐色 50 

第197号住居跡（第196~198図）

第197号住居跡は、 Y-17グリッドから検出した。

住居跡の北西側のコーナーは、 SD-77による攪乱の

ために、西側コーナーから南東側の壁際にかけては

SD-38による攪乱のために、中央付近は SE-96による

攪乱のために検出できなかった。形態は方形で、主軸

方位はN-46°-Wであった。規模は主軸長5.5m、副軸

長5.5m、深さ30cm程度であった。

壁は明瞭であり、北西側からカマドが検出できた。

カマドの煙道部は、 SD-77の攪乱によって検出できな

かった。カマド内からは支脚が設置された状態で検出

できた。支脚の上からは甕底部の破片が逆位で検出で

きた。貯蔵穴はカマドの右側から検出した。床面も明

瞭で、壁溝は東側と南側のコーナー付近でわずかに途

切れるものの、ほぼ全周していたと考えられた。柱穴

も2本が明瞭に検出できた。 P3 • P 4については、

SD-38による攪乱のために検出できなかった。

覆土には埋め戻しの痕跡はなく、自然堆積の状況を

示していた。

1諏跡は、 SD-38・77、SZ-2、SE-96と重複していた。

重複関係は、 SD-38・77、SZ-2、SE-96に切られていた。

実測可能な遺物として、土師器杯、甕、鉢、須恵器

杯、紡錘車、土錘、鉄滓、馬の歯など、多量の遺物が

検出できた。

この中で第198図2の杯は貯蔵穴内から、 4• 5 ・10。

11の土師器杯、 16・ 17の須恵器杯、 19の壺、 22の鉢、
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第196図 第 197号住居跡
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第197号住居跡柱穴葛t

1 鈍黄褐色（1OYR4/3) RB  B砂質含締りやや弱

2 鈍黄褐色（lOYRo/4) RCB含やや締る

3 鈍黄褐色（10YR5/3) B砂質土主体やや締る

4 灰褐色 (lOYR4/:!) B含締る

第197号住居跡貯蔵穴裂土

1 黒褐色 （IOYR3/2) BC  R混在締る

2 暗褐色 （!OYR3/3) RCやや多含

3 鈍黄褐色（!OYR5/1) B多含壁崩壊土

4 暗褐色 (IOYR3/2) CR混入締る B若干混入

C' 

8' 

D' 

E
0
6
.
g
l

v
 

。
2m 

8 褐色

第197号住居跡獲土

1 黒褐色 (IOYR3/2) RC多含

士器片多混

やや締る

2 黒褐色（IOYR2/3) RB均一含

やや締り弱

(IOYR4/4) B多含粘性

締る

4 暗掲色（10YR3/1) B含粘性強

締る

5 黒褐色（IOYR3/2) RC含

1層より

粘性やや有

(IOYR4/4) B多含

粘性強締る

7 暗褐色（IOYR3/4) 4層に近似

粘七プロック含

締りやや弱

(IOYR4/3) RB含

やや締る

3 褐色

6 褐色
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18 • 20 • 21 • 23~26の甕は、住居跡北側の広範囲に破

片か散乱した状態で、他は覆土からそれぞれ検出した。

本住居跡では、北側の広い範囲に大量の遺物が廃棄

第197図第197号住居跡カマド
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されたような破片の状態で出士した。これらの遺物は、

いずれも床面から 10cm程度浮いた状態で検出したの

で、北側からの破片の投棄行為によると想定された。
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第197号住居跡カマド覆七

a 黒褐色 (IOYR2/3) 

B多含天井崩落後堆積

b 暗褐色 (IOYR:l/3) 

a基本 B少含 R多含

c 暗褐色 (IOYR3/ 4) 

RMC少含締り無

M層最下部

d 暗褐色 （IOYR3/4) 

B主体袖天井崩落土

e 鈍黄褐色（IOYR4/3)

R主体天井・壁崩落士

f暗褐色 （IOYR3/4) 

R多含締る

g黒色 (lOYR2/2) 

M層 CM主体 R混人

h 鈍黄褐色(IOYR4/3)

B主体締る

゜
1m 

第197号住居跡出土遺物観察表

No. 器 種 日径／cm 器品／cm 底径／cm 胎 土 焼成 色調 残存率／％ 備 考

1 坑 (11. 0) 3.5 ACEFK 2 赤褐色 50 赤彩

2 訊 (12. 0) ACFK 2 赤褐色 30 赤彩

3 昇； (10.8) ACFK 2 赤褐色 30 赤彩

4 均： (12 4) 3.7 ACDEFK 2 赤褐色 80 赤彩

5 昇； 11.4 4.1 ACDFK 2 赤褐色 100 赤彩

6 邸 (11.0) ACEFK 2 赤褐色 30 赤彩

7 杯 (10.4) ACDEF 3 淡灰褐色 20 

8 均； (11.0) 3.4 ACEF 3 明赤褐色 40 ， 昇： 12.3 4.5 ACDEF 2 淡灰褐色 80 

10 杯 (13.0) ACDEF 2 赤褐色 40 

11 均： (12.0) 4.3 ACDF 2 暗赤褐色 30 

12 杯 (12.4) ACDEF 2 黒褐色 30 

13 杯 (12.0) ACDFK 3 淡灰褐色 20 暗文

14 昇； (15.2) ACEF 3 黒褐色 20 

15 須恵器杯 (12.0) ACF 1 灰白色 10 

16 須恵器坑 6.3 ACF 1 青白色 20 

17 須恵器杯 3.7 AC 1 青灰色 30 

18 甕 (14.0) ACF 3 橙褐色 30 

19 須恵器壺 (8.4) 12.0 ACEFK 2 暗赤褐色 70 

20 甕 (14. 0) ACEFK 3 暗赤褐色 70 

21 珈平 (19.0) ACDF 3 橙褐色 20 

22 鉢 (20. 4) 8.7 ACDEF 3 黒褐色 60 

23 珈平 (20.4) ACDFK 3 黒褐色 30 

24 甕 (18. 2) ACEFK 3 暗赤褐色 50 

25 珈式 3.6 ACDF 3 赤褐色 20 

26 甕 21.0 ACDEFK 3 淡灰褐色 20 
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出土遺物を瞥見すると、調査区内の他の住居跡と比 も、いわゆる比企型杯の系統上に位置するもの、小型

べて、須恵器の出土最が多かった。また、土師器杯類 化した模倣杯、有段日辺の杯など各系統力肴忍められた。

第198図 第197号住居跡出土遺物

ロ
□□三 □□ 三ロニ8

□ 三 □ 口
ロ□三ローノ，6

こ こ15 ~7 

口 三
一~二一丁

；；；f--;-＼8 

口＼口
――_ __-_--_-·ニ―二—―---

□、I 11 20 

3 口¥¥¥¥¥ ¥¥I I 4 

ロ
ロロロ

1
]
/
 

□11 

~~I 

ロ・ロ

25 

O 10cm 

26 

- 147-



第198号住居跡（第199• 200図甑）

第198号住居跡は、 Y・ Z-19グリッドから検出した。

住居跡の東側は調査区外のために検出できなかっ

た。形態は方形で、主軸方位はS-63°-Wであった。規模

は主軸長不明、副軸長4.3m、深さ20c両閲変であった。

壁は明瞭であったが、カマドは検出できなかった。

カマドは調査区外かあるいは、 SK-313によって攪乱

された位置に存在していたと考えられた。貯蔵穴は検

出できなかった。床面は明瞭で、壁溝はほとんど全周

していたと考えられた。柱穴も 1本が明瞭に検出でき

た。 P2、P3は調査区外で、p1については精査し

たか検出することができなかった。覆土には埋め戻し

の痕跡はなく、自然堆積の状況を示していた。

住居跡は、 SJ-200、SK-313と重複していた。重複

第198号住居跡出土遺物観察表

関係は、 SK-313に切られ、 SJ-200とは、重複部分が

少なく、不明であった。

実測可能な遺物として、土師器杯などを検出した。

この中で、第199図に示した遺物は、全て覆土中から

検出した。

第199図 第198号住居跡出土遺物
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口 〇 10cm 

No. 器 種 日径／cm 器高／cm 底径／cm 胎 土 焼成 色調 残存率／％ 備 考
1 堺 (10.0) ACDFK 2 暗赤褐色 10 赤彩

2 埒： (12. 0) ACDF 3 暗赤褐色 30 
3 均； (11.2) ACD 2 赤褐色 10 
4 坑 (10. 2) ACDF 2 淡橙褐色 40 
5 杯 (11.4) ACD 2 黒褐色 40 暗文・黒色処理

第200図第198号住居跡
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SJ200 

S878 

SJ198 @P,  

SK313 

第19H号住居跡毅土

］鈍黄褐色(lOYR5/4) B含

若干RC混入

2 灰黄褐色（!OYR4/2) B多含

締る貼床

3 灰黄褐色（10YR1/2) BC含

締りやや弱

4 鈍黄橙色(lOYR6/4) B混在

やや締る

5 鈍黄褐色(lOYR5/3) RC含

1層より明るい

6 鈍黄褐色 (10YR5/4) B多含

2陪に近似やや明

貼床

SJ199 

。
2m 

第199号住居跡（第201• 202図）

第199号住居跡は、 Z-19グリッドから検出した。

住居跡の東側の壁は調査区外のために、南側は SJ

-209・ 210による攪乱のために、西側は SJ-200による

攪乱のために検出できなかった。住居跡は、確認面で

は壁溝の痕跡程度しか残存していなかった。形態は方

形と想定でき、主軸方位はN-70°-Eと考えられた。規

模は主軸長不明、副軸長不明、深さ 5cm程度であった。
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壁は不明瞭で、 カマドは検出できなかった。貯蔵穴

も検出できなかった。床面も不明瞭であったが、壁溝

は北壁で検出できた。柱穴は周辺の攪乱が著しくて、

検出できなかった。

覆土には埋め戻しの痕跡はなく、

第201図 第199• 200号住居跡

自然堆積の状況を

示していた。

住居跡は、 SJ-200• 209 • 210、SB-62• 79と重複し

ていた。重複関係は、 SJ-209、SB-62• 79に切られ、

SJ-200 • 210とは不明であった。

実測可能な遺物として、土師器杯を検出した。
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第199• 200号住居跡裂土

1 褐色(lOYR4/4) R若干含 C少含締る

2 掲色(lOYR1/4) C若干含 B混入

第200号住居跡カマド覆上

a 褐色 (7. 5YR4/3) R混在 C若干含

b 明赤褐色 (5YR5/6) R主体

c 鈍赤褐色 (2.5YR4/3) R若干含 B混在締る

d 黒掲色 （7. 5YR2/2) C M主体

e 鈍褐色 (7. 5YR5/3) B多含やや締まり弱若干RC含

f鈍黄褐色 (10YR4/:l) B混入締る支脚補強

g鈍黄褐色（IOYR4/3) B主体締る

h 褐色 （!OYR1/1) R若十C少含締る

I明赤褐色 (5YR5/6) R混人締る

j褐色 （IOYR4/4) B含やや締る

k 鈍黄褐色(lOYR5/3) B主体貼床の一部

］鈍黄褐色(10YR4/3) B含天井か袖崩落土

m 鈍黄褐色 (IOYR4/:l) B主体

第200号住居跡柱穴覆土

1 暗褐色 （IOYR:l/ 4) RC含 B混入

2 鈍黄橙色(lOYR6/4) B混入やや締る

3 褐色 (1 OYR4/ 1) B C混入 R若干含

4 鈍黄橙色（IOYR6/4) B含やや締る

5 鈍黄褐色(lOYR5/4) B若干含締る

6 鈍黄橙色(10YR6/3) B粘質土混入締る

7 鈍黄褐色(10YR5/3) B若干含締る
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この中で、第202図に示した遺物は、全て覆土中から

検出した。

1は外面に指頭圧痕が残されていた。 2は内面に、

放射状の暗文が施されていた。

第199号住居跡出土遺物観察表

第202図 第199号住居跡出土遺物

□ /  
゜

10cm 

N］／□ 口□I器高／cmI底径／cmI ̀  [土
焼：ロ ロ ：／／ ％ ：暗： 考

第200号住居跡（第201• 203図）

第200号1打習跡は、 Z-19グリッドから検出した。形

態は方形で、主軸方位はN-62°-Eであった。規模は主

軸長4.2m、副軸長4.7m、深さ10c頑均変であった。

壁は明瞭であり、西側からカマドが検出できた。カ

マド内からは支脚か検出できた。貯蔵穴は検出できな

かった。床面は明瞭で、壁溝は南側のコーナーで一部

途切れるものの、ほとんど全周していたと考えられた。

柱穴も 3本が明瞭に検出できた。

住居跡は、 SJ-198• 199 • 210、SB-62・ 79、SD-85

と重複していた。重複関係は SB-62・79、SD-85に切

られ、 SJ-199を切り、 SJ-198・210とは不明であった。

実測可能な遺物として、土師器杯、高杯、須恵器杯

などを検出した。

第200号住居跡出土遺物観察表

この中で、第203図3の杯は南側コーナー付近で、 4

の高杯はカマド内から転用支脚として、他は覆土から

それぞれ検出した。

第203図 第200号住居跡出土遺物

□
口

゜
10cm 

No. 器 種 日径／cm 器品／cm 底径／cm 胎 土 焼成 色 調 残存率／％ 備 考

1 杯 (9. 9) 3.5 ACDF 3 淡灰褐色 90 
2 杯 (12. 5) ACDFK 2 黒褐色 30 赤彩

3 杯 (12. 6) 5.8 5.2 ACDFK 3 淡褐色 50 赤彩

4 高 昇： ACDEFHK 2 暗赤褐色 50 
5 須恵器杯 (10. 0) AC 1 青灰色 30 

第201号住居跡（第204~206図）

第201号住居跡は、 Y-18、Z-18・ 19グリッドから検

出した。

1打因跡の南側のコーナーは、 SD-38による攪乱のた

めに検出できなかった。形態は方形で、主軸方位はN

-20°-Wであった。規模は主軸長5.5m、副軸長5.9m、

深さ30c頑尉変であった。

壁は明瞭であり、北側からカマドが検出できた。貯

蔵穴はカマドの右側から検出した。床面も明瞭で、壁

溝はほぼ全周していたと考えられた。柱穴も 4本が明

瞭に検出できた。

住居跡は、SJ-196・202・203、SD-38、SE-87、SK-315・

317と重複していた。重複関係は、 SD-38、SE-87、SK

-315 • 317に切られ、 SJ-202• 203を切っていた。

実測可能な遺物として、土師器杯、甕、甑、鉄製の

鎌などを検出した。

この中で、第204図3の杯はPl内から、 4の杯はカ

マド手前から、 5の曾瓦 6の甕はそれぞれカマド袖の

補強剤として、 7の甕はカマド右側から、他は覆土か

らそれぞれ検出した。
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第204図 第201号住居跡出土遺物
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第201号住居跡出土遺物観察表

No. 器 種 日径／cm 器両／cm 底径／cm 胎 」: 焼成 色調 残存率／％ 備 考

1 杯 (11.0) ACDFK 2 赤褐色 20 赤彩

2 杯 (10.6) 4.1 ACDFK 2 明赤褐色 30 

3 杯 (12. 0) ACDFK 2 淡橙褐色 30 

4 杯 (11. 6) ACDFK 2 赤褐色 40 赤彩•黒色処理

5 甑 (21.1) 29.5 (8.2) ACDEFHK 2 暗赤褐色 70 把手付

6 珈式 (20.0) ACDFK 3 淡橙褐色 50 

7 珈ょ五こ (20.0) ACDEFHK 3 淡灰褐色 10 

第202号住居跡（第205図）

第202号住居跡は、 Y•Z-18·19グリッドから検出した。

住届跡の北側は SJ-201による攪乱のために、南壁

の一部は SD-38に、南北両方の壁は SJ-203、SD-38

による攪乱のために検出できなかった。形態は方形で、

主軸方位はN-19°-Wであった。規模は主軸長6.4m、

副軸長6.7m、深さ15cm程度であった。

壁は明瞭であったが、カマドは検出できなかった。

貯蔵穴も検出できなかった。床面は明瞭で、壁溝は東

壁の一部で検出できた。柱穴は検出できなかった。

住居跡の床面上のピットは、覆土の状況から考えて、

柱穴ではないと判断した。覆土には埋め戻しの痕跡は

なく、自然堆積の状況を示していた。

住居跡は、SJ-201・203-.SD-3&. SE-87、SK-315・317と

重複していた。重複関係は、 SJ-201、SD-38、SE-87、

SK-315 • 317に切られ、 SJ-203とは不明であった。

実測可能な遺物は、検出できなかった。

第203号住居跡（第207• 208図）

第203号住居跡は、 Z-18グリッドから検出した。

住居跡の東側は SJ-201・202、SD-38による攪乱の

ために検出できなかった。形態は方形で、主軸方位は

N-42°-Wであった。規模は主軸長4.6m、副軸長不明、

深さ 10c頑尉変であった。

壁は明瞭であったが、

カマドは SD-38によって壊されていたと考えられた。

貯蔵穴も検出できなかった。貯蔵穴もカマド同様に

SD-38によって壊されたと考えられた。床面は明瞭で、

壁溝はピットと重複する部分では検出できなかった

が、

カマドは検出できなかった。

ほぼ全周していたと考えられた。柱穴も検出でき

なかった。柱穴については、 P3、P4に該当する位

置からピットが検出できたが、覆土の状況から当該住

居跡に伴う柱穴ではないと考えられた。 Pl、P2は、

カマド同様に SD-38によって壊されたと考えられた。

覆土には埋め戻しの痕跡はなく、自然堆積の状況を
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第205図第20I • 202号住居跡
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第206図 第201号住居跡カマド
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第202号住居跡覆土

1 暗渇色（1OYR3/3) B RC微含灰色粘質卜多含締り強

2 暗褐色（10YR3/4) B多含粘質強

3 褐色 （10YR4/4) B含

4 暗褐色（10YR3/4) 2層と同じ BRC微含灰色粘質土多含締り強

5 褐色 （10YR4/1) B主体溶軟化士

示していた。

第201号住居跡覆土

］暗褐色 (lOYR3/3) R多含若干C含 B不含

2 暗褐色 （10YR3/3) B多含一部薄層状 R微含

3 暗褐色 （10YR3/4) 灰黄色砂質B微含全体粘質土化

4 鈍黄褐色（10YR4/:l) 灰黄色砂質B層状 貼床状？

5 暗掲色 (lOYR:l/4) 3層に同

6 黒褐色 (lOYR2/3) 混有物不含締り粘性強

7 褐色 (10YR4/6) B主体

第201号住居跡柱穴覆土

1 暗褐色 (10YR3/3) B含 R多含締り強

2 暗褐色 （10YR3/3) 1層に準じる締り弱 R少含 B多含

3 褐色 (lOYR4/6) B主体

4 暗褐色 (lOYR3/4) B多含締り弱柱痕

5 鈍黄褐色（10YR4/3) B多含全体に溶混柱痕

6 褐色 (10YR4/6) B主体壁溶軟化層

第201号住居跡貯蔵穴覆土

］暗褐色(lOYR3/3) B多含一部薄層化 R微含

2 黒褐色 (10YR2/3) 混有物不含締り粘性強

3 褐色 （10YR4/6) B主体

第201号住居跡カマド覆土

a 暗褐色（10YR3/4) R 13若干含 M含

b 暗褐色(1OYR:l/ 4) a層基本大型R多含天井崩落土

c 黒褐色（10YR2/3) M層 R微含

d 黒褐色（10YR2/:l) 炉床に貼った粘質土？上面非焼化

e 暗褐色（10YR3/3) BR微含袖構築土褐色味強

f暗褐色（lOYR:l/:l) e層基本袖天井崩落土 R多含

g暗褐色（1OYR:l/:l) B R多含故意の埋め戻しなし

h 暗褐色（lOYR:l/4) B溶混多 R微含

第207図 第203号住居跡出土遺物

住居跡は、 SJ-201。202・228、SD-38と重複してい

た。重複関係は、 SJ-201・202、SD-38に切られ SJ-228

とは不明であった。

実測可能な遺物として、土師器甕などを検出した。こ

の中で、第207図に示した遺物は、覆土中から検出した。

□// 
゜

10cm 

第203号住居跡出土遺物観察表

N10. I 器甕種 1 げ。／c嘉
器高／cm 底径／cm 胎土

ACDEFHK 

焼成

3 

色調

淡灰褐色

残存率／％

10 

備 考
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第208図第203号住居跡
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第203号住居跡覆土

1 暗褐色（10YR3/3) 砂質B多含 SD-:l8水分の影響で灰色粘質土化進行

2 褐色 (lOYR4/4) 溶化進行粘質B多含 1層に似るが灰色粘質土化せず締り弱

3 暗褐色（10YR3/4) 溶化して浮いた床のブロック

4 黒褐色（10YR2/3) 3層に準ずる B少含 R微含

5 褐色 （I OYR4/6) 粘質B溶化層壁溝の壁・底溶軟化土
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第204号住居跡（第209図）

第204号住居跡はX-13・14グリッドから検出した。

住居跡は、確認面では床面が削平されており、壁溝

も検出できず、柱穴しか残存していなかった。形態は

方形と想定でき、主軸方位はN-46°-Eと考えられた。

壁は検出できず、カマドも同様に痕跡も検出できな

かった。貯蔵穴も検出できなかった。床面は削平され

ており、壁溝も検出できなかった。柱穴は4本が明瞭

に検出できた。

検出した柱穴の中で、 P1 • P 3は他の柱穴と比べ

てやや浅く、 P2では柱痕も検出できなかった。

疇跡は、 SB-77と重複していた。重複関係は不明

であった。

実測可能な遺物は、検出できなかった。

第209図第204号住居跡
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第204号住居跡柱穴覆土

1 黒褐色（10YR3/l) R少含

2 暗褐色（10YR3/3) 黄褐色砂質土粒多含 〇

3 褐色 (10YR4/4) 黄褐色砂質土粒多含暗褐色ブロック含

2m 

第205号住居跡（第210~212図）

第205号住居跡は、AA-19・20グリッドから検出した。

住居跡の中央は、 SD-38、SJ-206• 207による攪乱

のために検出できなかった。形態は方形で、主軸方位

はS-54°-Eであった。規模は主軸長4.4m、副軸長3.8

m、深さ15c頑口変であった。

壁は明瞭であり、西側からカマドが検出できた。貯

蔵穴はカマドの左側から検出した。床面も残存部分に

ついては明瞭で、壁溝は貯蔵穴付近を除いては、ほぼ

全周していたと考えられた。柱穴は検出できなかった。

柱穴の位置には、後出の SJ-206の貼り床があり、この

貼り床による攪乱のために SJ-205の柱穴か検出でき

なかったと考えられた。

覆土には埋め戻しの痕跡はなく、自然堆積の状況を

示していた。

住居跡は、 SJ-206・207・219、SB-79・80・81・86、SD-

38と重複していた。重複関係は、SJ-206・207、SB-79・80・

81 • 86、SD-38に切られ、 SJ-219とは不明であった。
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第210図第205号住居跡
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第205号住居跡覆土

1 黒褐色 (10YR3/2) CR黄褐砂粒多含
2 黒褐色 (10YR3/l) C含

゜
2m 

第205号住居跡出土遺物観察表
No. 益ロロ 種 ロ径／cm 器高／cm 底径／cm 胎 土 焼成 色調 残存率／％ 備 考
1 埒； (12 1) ACF 3 橙褐色 30 
2 埒； (13. 2) AC 2 赤褐色 40 赤彩
3 高 均： (10.8) ACDFK 2 暗赤褐色 50 
4 甕 (17.1) 28.6 6.6 ACDEFHK 3 暗赤褐色 50 

実測可能な遺物として、土師器杯、甕、高杯、土玉

などを検出した。

この中で、第212図3の高杯の脚部は、カマド内で転

用支脚として検出した。この高杯の杯部は、当該住居

跡の覆土中からは検出できなかった。 4の甕は同様に、

カマド内であたかも支脚上に設置後、埋没したような

状況で支脚の上から検出した。他は覆土からそれぞれ

検出した。
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第211図第205号住居跡カマド
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第205号住居跡カマド覆土

a 暗褐色 (10YR3/4) R微含

b 赤褐色 (2. 5YR4/6) R層

c 灰黄褐色 (10YR4/2) M層

d 暗褐色 (5YR3/6) R多含

e 赤褐色 (2. 5YR4/6) R層

f灰黄褐色(lOYR4/2) M層

1m 

第212図 第205号住居跡出土遺物
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第206号住居跡（第213図）

第206号住居跡は、AA-19・20グリッドから検出した。

住居跡の西・南側は SD-38による攪乱のために検出

できなかった。形態は方形で、主軸方位はN-30°-Wで

あった。規模は主軸長5.3m、副軸長4.5m、深さ30cm

和渡であった。

壁は明瞭であったが、カマドは検出できなかった。

貯蔵穴も検出できなかった。床面は明瞭で、壁溝はほ

は全周していたと考えられた。柱穴は検出することが

できなかった。

覆土には埋め戻しの痕跡はなく、自然堆積の状況を

示していた。

住居跡は、 SJ-205・207、SB-79・80・ 81、SD-38・

86と重複していた。重複関係は、 SJ-207、SB-79・80・

81、SD-38に切られ、 SJ-205を切っていた。

実測可能な遺物は、検出できなかった。

本住居跡に帰属する遺物が、重複していた SJ-205・

207出土遺物中に混入している可能性が考えられた。

第207号住居跡（第214• 215図）

第207号住居跡は、AA-19・20グリッドから検出した。

住居跡の南東側はSJ-205・206による攪乱のために、

南西側は SD-38による攪乱のために検出できなかっ

第214図第207号住居跡
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B 16.00 m 
第207号住居跡覆土

1 黒褐色（!OYR3/2) R含

2m 
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た。形態は方形で、主軸方位はN-42°-Wであった。規

模は主軸長不明、副軸長不明、深さ10c面里愛であった。

壁は不明瞭で、カマドは検出できなかった。貯蔵穴

も検出できなかった。床面は明瞭で、壁溝は北壁で検

出できた。柱穴は床面を精査したが、検出することが

できなかった。

住居跡は、 SJ-205• 206、SB-79• 80 • 81 • 86、SD

-38と重複していた。重複関係は、 SB-79・80・ 81 • 86、

SD-38に切られ、 SJ-205• 206を切っていた。

第207号住居跡出土遺物観察表

実測可能な遺物として、土師器杯、鉢などを検出し

た。この中で、第215図2の杯と 3の鉢は住居跡の北西

側から、他は覆土から検出した。

第215図 第207号住居跡出土遺物

ー一＿＿三仁ニ／

二／□／。 10cm

逆
ー
＿
2
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器種

j:不

j:不

鉢

ロ径／cm

(13. 0) 

(18. 0) 

(1 0. 8) 

器高／cm 底径／cmI 胎 土 考

ACFK 

備
＿
繹

ACF 

7.5 5.0 I ACDF 凸
麟

2

3

2

残存率／％

20 

30 

40 

第208号住居跡（第216図）

第208号住居跡は、AA-20・21グリッドから検出した。

住居跡の北側の壁は調査区外のために、北東側は排

7虚による攪乱のために検出できなかった。形態は方

形で、主軸方位はN-33°-Eであった。規模は主軸長不

明、副軸長3.0m、深さ20c面尉変であった。

壁は明瞭であったが、カマドは検出できなかった。

貯蔵穴も検出できなかった。床面は明瞭で、壁溝は検

出できなかった。柱穴も検出できなかった。

覆土には埋め戻しの痕跡はなく、自然堆積の状況を

示していた。

住居跡は、 SB-80・86、SK-318と重複していた。重

複関係は、 SB-80• 86、SK-318に切られていた。

実測可能な遺物は、検出できなかった。

第209号住居跡（第218図）

第209号住居跡は、 Z-19・20グリッドから検出した。

住居跡の東側は調査区外のために検出できなかっ

た。形態は方形で、主軸方位はN-45°-Wであった。規模

は主軸長5.lm、副軸長不明、深さ lOcmfロ斐であった。

壁は明瞭であったが、カマドは検出できなかった。

貯蔵穴も検出できなかった。床面は明瞭で、壁溝は西

第210号住居跡出土遺物観察表

第216図第208号住居跡
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第208号住居跡覆土

1 暗褐色 (10YR3/4)

黄褐砂ブロック多含

2 褐色 (10YR4/4) 

黄褐砂プロック多含

壁以外で検出できた。柱穴は検出できなかった。

住居跡は、 SJ-210、SB-62・79・ 80と重複していた。

重複関係は、 SB-62• 79 • 80に切られ、 SJ-210とは不

明であった。

実測可能な遺物は、検出できなかった。

第210号住居跡（第217• 218図）

第217図 第210号住居跡出土遺物

じ ←
゜

10cm 

]0. I 器j:不種 ロ嘉:: I器高／cmI底径／cmI A:i1F 土 1竺91赤色褐調色 1残存ば1%1赤： 考
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第218図 第209• 210号住居跡
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2 鈍黄褐色(1OYR5/3) B R含 ゜
2m 

第210号住居跡は、 Z-19・20グリッドから検出した。

住居跡の東側の壁は、調査区外のために検出できな

かった。形態は方形で、主軸方位はN-4T-Wであった。

規模は主軸長不明、副軸長不明、深さ10c而閲変であっ
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た。

壁は明瞭であったが、カマドは検出できなかった。

貯蔵穴も検出できなかった。床面は明瞭で壁溝はほぼ

全周していたと考えられた。柱穴は検出できなかった。

覆土には埋め戻しの痕跡はなく、自然堆積の状況を

第219図第211号住居跡

示していた。

住居跡は、 SJ-209、SB-62・79・ 80と重複していた。

重複関係は、 SB-62• 79 • 80に切られ、 SJ-209とは不

明であった。実測可能な遺物として、土師器杯を覆土

から検出した。
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第211号住居跡覆士

l 黒茶色(1OYR3/l) 

黒茶色土主体

B風化少含

R風化多少含

やや硬い

2 黄褐色 (!OYR4/:l)

B主体 R風化少含

3 黒茶色（IOYR3/3)

1層より R少含

第21I号住居跡柱穴覆土

l 灰茶色（IOYR3/l)

灰茶色土主体

B風化多少含

R風化少含

2 灰茶色(lOYR3/!)
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第220図 第212• 213号住居跡
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第211号住居跡（第219・221図）

第211号住居跡は、 Z-15・ 16グ

リッドから検出した。

住居跡の西側は SX-9による

攪乱のために、北側は SD-90、SK

-322による攪乱のために検出で

きなかった。形態は方形で、主軸

方位はN-25°-Wであった。規模は

主軸長不明、副軸長5.9m、深さ10

cm程度であった。

壁は明瞭であったが、カマドは

検出できなかった。貯蔵穴も検出

できなかった。カマドや貯蔵穴は、

SD-90による攪乱で、消滅したと

考えられた。床面は明瞭で、壁溝

は各コーナー付近で途切れるもの

のほぼ全周していたと考えられ

た。柱穴も 4本検出できた。

Plとしたものはやや北寄りで

あり、本米のPlはSD-95と重複

していたことも考えられた。検出

した柱穴はいずれも浅かったが、

覆土の状況から柱穴と判断した。

覆土には埋め戻しの痕跡はな

く、自然堆積の状況を示していた。

住居跡はSJ-213-SD-77・90・9ふ

SK-322-SX-9と重複していfム重複

関係はSD-90・95、SX-9に切られ、

SJ-213、SD-77とは不明であった。

実測可能な遺物として、土師器

杯を検出した。この中で、第221図

3の杯は北側のコーナー付近か

ら、他は覆土から検出した。

第221図 第211号住居跡出土遺物

ロニロニ三二／
（＼二2

゜
10cm 

第212号住居跡（第220• 222図）

第212号住居跡は、 Z-16・17グリッドから検出した。

形態は方形で、主軸方位はS-67'-Wであった。規模

は主軸長4.4m、副軸長3.6m、深さ20c頑財変であった。

壁は明瞭であり、西側からカマドが検出できた。貯

蔵穴はカマドの左側やや手前から検出した。床面も明

瞭で、壁溝は全周していたと考えられた。柱穴も 3本

が明瞭に検出できた。柱穴のP4は、貯蔵穴とのかね

あいで、貯蔵穴のやや北側から検出されたピットがこ

れに相当する可能性も考えられるが、場所がカマドの

手前なので、 P4と判断しなかった。

住居跡は、 SJ-213と入れ子状に、 SJ-215とコーナー

部分が、また、 SJ-214とも近接した位置関係から論理

的に重複していた。重複関係は、 SJ-213を切っており、

SJ-214・ 215とは不明であった。

実測可能な遺物として、土師器杯、甕、支脚などを

検出した。

この中で、第222図1の杯と 2の甕はカマド右側か

ら、 3の支脚はカマド内からではなく、住居跡の北東

側の床面上から検出した。

第222図 第212号住居跡出土遺物

/,~ 
3 

「三＼ ＼ ＼ ＼ ＼ I ------ -•—ご―――-• ¥ ¥ ° 10cm 

第211号住居跡出土遺物観察表

No. 器 種 日径／cm 器品／cm 底径／cm 胎 士 焼成 色調 残存率／％ I 備 考

1 杯 (9 6) ACDFK 2 赤褐色 40 I赤彩

2 杯 (10. 0) 2.7 ACDF 3 淡橙褐色 30 

3 均； (14.6) ACDEF 3 明赤褐色 40 
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3の支脚については、本住居跡が SJ-213と重複関

係にあってこれを切っており、なおかつ支脚検出地点

万］ロィ：ご：二丁：言言言1 器麿4/c: 1 底径／cm 1 ：汀：：［［こ

のすぐ横に SJ-213の貯穴が認められたことから、 SJ

-213に帰属する可能性も考えられた。

焼口~%
備 考

第213号住居跡（第220• 223図）

第213号住居跡は、 Z-16・17グリッドから検出した。

住居跡の東側は SJ-212による攪乱のために、北側

はSJ-186・214による攪乱のために、西側は SJ-211に

よる攪乱のために検出できなかった。

住居跡は、確認面では壁溝の痕跡程度しか残存して

いなかった。形態は方形と想定でき、主軸方位はS

―-61°-Wと考えられた。規模は主軸長6.3m、副軸長

6.5m程度であった。

壁は不明瞭で、カマドは検出できなかった。貯蔵穴

は東側コーナーから検出し、覆土内から杯が検出でき

た。このことから、当該住居跡のカマドは貯蔵穴横の

北東側の壁際に作られていたと考えられた。このこと

は、 SJ-212北東側床面上から、支脚が単独で出土した

こととも矛盾しない。

床面はやや明瞭で、壁溝はほぽ全周していたと考え

られた。柱穴も 3本が明瞭に検出できた。 P2に該当

する場所には SJ-214があり、これの攪乱によって検

出できなかったと考えられる。

覆土には埋め戻しの痕跡はなく、自然堆積の状況を

示していた。

住居跡は、 SJ-186• 211 • 212 • 214 • 215、SD-92と

重複していた。重複関係は SJ-212に切られ、 SJ-186・

211 • 214 • 215、SD-92とは不明であった。

実測可能な遺物として、土師器甕、石製模造品など

を検出した。

第223図1は覆土中から検出した。

第223図 第213号住居跡出土遺物

三 。 10cm 

第213号住居跡出土遺物観察表

:。 I 器甕種 ］日径／cm I器高／crn I底1：／言 IA::E F±K I焼成 1｛炎信く：：］色 1 残存~% I 備 考

第214号住居跡（第224。225図）

第214号住居跡はY• Z-16グリッドから検出した。

住居跡の北側は SJ-186、SD-77・90・91による攪乱

のために検出できなかった。形態は方形で、主軸方位

はN-25°-Eであった。規模は主軸長不明、副軸長不明、

深さ20c吋肘変であった。

壁は不明瞭で、カマドは検出できなかった。貯蔵穴

も検出できなかった。床面はやや明瞭で、壁溝は南西

側でやや途切れるもののほぼ全周していたと考えられ

た。村六は 1本検出できた。 Pl、P3、P4につい

ては、 SD-90、SJ-186による攪乱で検出できなかった

と考えられた。

覆土には埋め戻しの痕跡はなく、自然堆積の状況を

示していた。

住居跡は、 SJ-184・186・213、SD-77• 90・ 91と重複し

ていた。また、 SJ-211・212とは近接した位置関係から、

論理的に重複していたと考えられた。重複関係は SD

-90・91に切られ、 SJ-186、SD-77とは不明であった。

実測可能な遺物として、土師器杯、石製模造品など

を覆土中から検出した。

第224図 第214号住居跡出土遺物
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第214号住居跡出土遺物観察表

No. 器種 口径／cm

1 杯 (13.0) 

2 杯（12.0) 

器高／cm 底径／cm 胎

AC 

ACDF 

土 麟一

3
-
2

色調

明赤褐色

橙褐色

残存率／％

20 

10 

備 考

暗文

第225図
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第214号住居跡覆土

l 黒茶色(lOYR:l/1) 黒茶色上主体

B風化多少含

R風化少含

やや硬い

2 黒灰色 (10YR2/l) 黒灰色上主体

B未風化少含

R未風化微含

やや砂質

3 黒灰色（10YR2/1) 2層に同じ

ややB多含

゜
2m 

第215号住居跡（第226図）

第215号住居跡は、

から検出した。

Y-16・ 17、Z-16・17グリッド

住居跡の西側は、 SJ-212・213による攪乱のために、

東側は SE-103による攪乱のために検出できなかっ

た。住居跡は、確認面では壁溝の痕跡程度しか残存し

ていなかった。形態は方形で、主軸方位はN-25°-Wで

あった。規模は主軸長2.7m、副軸長不明であった。

壁は不明瞭で、 カマドは検出できなかった。貯蔵穴

も検出できなかった。床面は明瞭で、壁溝はほは全周

していたと考えられた。柱穴は床面を精査したが、検

出することができなかった。

覆土には埋め戻しの痕跡はなく、自然堆積の状況を

示していた。

住居跡は、 SJ-186• 212 • 213、SE-103と重複して

いた。重複関係は、 SE-103に切られ、 SJ-212・213と

は不明であった。

実測可能な遺物として、石製模造品を検出した。
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第226図第215号住居跡
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第216号住居跡（第227~229図）

第216号住居跡は、 Z-17・ 18、AA-17・18グリッド

から検出した。

住居跡の中央は、 SE-94による攪乱のために検出で

きなかった。形態は方形で、主軸方位はN-48°-Eで

あった。規模は主軸長4.9m、副軸長4.8m、深さ20cm

疇であった。

壁は明瞭であり、東側からカマドが検出できた。貯

蔵穴はカマドの右側から検出した。床面も明瞭で、壁

溝は東側のコーナー、西壁、北側のコーナーで一部途

切れるものの、ほぼ全周していたと考えられた。柱穴

も4本が明瞭に検出できた。 4本の柱穴からは、いず

れも柱痕が検出できた。

覆土には埋め戻しの痕跡はなく、自然堆積の状況を

示していた。

住居跡は、 SJ-217• 239、SE-94と重複していた。

重複関係は、 SJ-217、SE-94に切られ、 SJ-239とは不

明であった。

実測可能な遺物として、土師器杯、甕、台付甕、甑、

高杯などを検出した。

この中で、第229図6の曾瓦 7の台付甕、 9の甕はカ

マド右側から、 4の高杯は 6の甑の下から、他は覆土

からそれぞれ検出した。

第217号住居跡（第227図）

第217号1打呂跡は、 Z-17・18グリッドから検出した。

住居跡の北側は SJ-227による攪乱のために、南側

はSJ-216による攪乱のために検出できなかった。形

態は方形で、主軸方位はN-70°-Eであった。規模は主

軸長4.0m、副軸長不明、深さ20c頑尉変であった。

壁は明瞭であったが、カマドは検出できなかった。

土器破片が散乱している状況から、北側の壁際にカマ

ドが存在した可能性も考えられた。貯蔵穴も検出でき

なかった。床面は明瞭で、壁溝は北側のコーナーから

東側にかけてと西側で検出できた。柱穴は検出できな
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第227図第216• 217号住居跡
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第216• 217号住居跡覆土

1 暗褐色 (lOYR3/3) 

RC多含

締り有るがボソつく

2 暗褐色 (lOYR3/3) 

1に準じる 色調明るい

粘性勝る 地山溶混

3 鈍黄褐色 (IOYR4/3)

C' 
B多含締り弱

4 暗褐色 (IOYR3/4) 

B' R若干含単ー的

色調暗

5 褐色 (IOYR4/6) 

B主体壁溶流入土

6 暗褐色 (IOYR3/4) 

B多含砂質締り強

7 暗褐色 (1 OYR3/ 4) 

BR多含

D' 
r--¥̀＼ ̀  白色パミス多含

8 暗褐色 (1 OYR3/ 4) 

B主体貼床薄層締る

9 暗褐色 (lOYR3/ 4) 

混有物少

灰色粘質土多含

パミス多含

SJ239 
ー

B 15.90 m SJ216 

C 15.90 m 

B' 
E 15.90 m E' 
— c'b abc' 

第216• 217号住居跡柱穴覆土

1 暗褐色（lOYR3/3)

B主体貼床締り強

2 黒褐色（10YR2/3)

B未溶化多含締り有

3 黒褐色 (10YR3/2)

B全体に溶混

粘性強単ー的充填土

4 暗褐色(1OYR3/ 4) 

B溶混粘質土化柱痕

5 暗褐色(1OYR3/ 4) 

R若干含単ー的色調暗

6 暗褐色(lOYR3/4)

B含締り弱

7 褐色 (10YR4/6) 

B主体壁溶軟化層

8 黒褐色（10YR2/3)

溶化進行B多含斑文状

。
2m 

第216号住居跡貯蔵穴覆士

1 黒褐色 (lOYRZ/3) 住居覆土 4と同じ R若干含単ー的色調暗

2 黒褐色 （lOYRZ/3) B少含 R微含

3 黒褐色 (lOYRZ/3) 灰粘質土化カマド灰と極似

4 暗褐色 （10YR3/4) B未溶化多含斑文状

5 黒褐色 （lOYRZ/3) 基本4層溶化進行締り弱

6 褐色 (lOYR4/6) B主体壁・底の溶軟化層

かった。

柱穴のp1、P2に該当する場所は、 SJ-216によっ

て攪乱されていたので検出できなかったと考えられ

た。また、 P3、P4に該当する場所からピットを検

出したが、覆土の組成や堆積状況あるいは深さから柱

穴ではないと判断した。

第216号住居跡カマド覆土

a 暗褐色 (IOYR3/4) 白色粘士粒含 R少含

b 暗赤褐色(IOYR3/3) R主体天井崩落土

c 黒褐色 （IOYR3/2) M層

c' 黒褐色 （IOYR3/2) M陪 M主体褐色土ブロック多含

d 黒褐色 (IOYR3/2) R含使用中に崩落した天井？

e 暗褐色 （IOYR3/3) 混有物不含粘質有カマド崩落後流入土

覆土には埋め戻しの痕跡はなく、自然堆積の状況を

示していた。

住居跡は、 SJ-216• 227、SD-96と重複していた。

重複関係は、 SD-96に切られ、 SJ-216を切り、 SJ-227

とは不明であった。

実測可能な遺物は、検出できなかった。
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第228図第216号住居跡カマド

¥ A 15.90 m A' 

B 15.90 m B' 
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第229図 第216号住居跡出土遺物
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第218号住居跡（第230図）

第218号住居跡は AA-20・ 21、AB-20・21グリッド

から検出した。 1甘習跡の中央は、 SD-38による攪乱の

ために検出できなかった。形態は方形で、主軸方位は

N-38°-Wであった。規模は主軸長3.3m、副軸長4.6

m、深さ 10cm程度であった。
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第216号住居跡出土遺物観察表

No. 器 種 日径／cm 器高／cm 底径／cm 胎 土 焼成 色調 残存率／％ 備 考

1 杯 12.1 4.7 ACDF 2 淡橙褐色 100 

2 杯 (13. 0) ACDF 2 黒褐色 20 

3 杯 (10. 4) ACDF 2 淡灰褐色 30 

4 高 況： (12. 4) 8.7 9.8 ACDEF 3 橙褐色 80 

5 高 杯 9.2 ACDF 3 淡橙褐色 30 

6 甑 (24. 5) ACDEFHK 3 橙褐色 70 

7 台 付 甕 (13.1) 24.3 10.6 ACDEF HK  3 暗赤褐色 70 

8 乖工 (14. 0) ACDEFHK 3 暗赤褐色 40 

， 珈式 17.0 28.0 (7.7) ACDEFHK 3 赤褐色 70 

壁は明瞭であったが、カマドや貯蔵穴は検出できな

かった。床面は明瞭で、壁溝はほぼ全周していたと考

えられた。柱穴も検出できなかった。覆土には埋め戻

しの痕跡はなく、自然堆積の状況を示していた。

住居跡は、 SJ-238、SB-84・85、SD-38、SE-91と

重複していた。重複関係は、 SD-38、SE-91に切られ、

SJ-238、SB-84・85とは不明であった。実測可能な遺

物は、検出できなかった。

第230図第218号住居跡
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第218号住居跡覆土

1 褐色 (lOYR4/4) RC微含 B混入やや締る

2 鈍黄褐色 (10YR5/4) B含粘土粒子含 SC若干含やや締る

3 暗褐色 (lOYR3/4) B粘土プロック含締りやや弱

゜
2m 
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第219号住居跡（第231図）

第219号住居跡は、 AA-20グリッドから検出した。

住居跡は一部を除き、 SJ-205• 220 • 221 • 222、SD

-38による攪乱のために検出できなかった。住居跡は、

確認面では壁の痕跡程度しか残存していなかった。

壁は明瞭であったが、 カマドは検出できなかった。

攪乱が著しく、貯蔵穴も検出できなかった。床面は明

瞭であったが、壁溝は検出できなかった。柱穴も検出

できなかった。

村穴に相当する位置からピットが検出できたが、覆

土の状況や平面的な位置関係、あるいは深さなどから、

当該遺構と重複関係にある掘立柱建物跡に由米する柱

掘り方、あるいは当該住居跡と重複するピットである

と考えられた。

覆土には埋め戻しの痕跡はなく、自然堆積の状況を

示していた。

住居跡は、 SJ-205・220・ 221・222、SB-80・83、SD-38

と重複していた。重複関係は、 SJ-221• 222、SD-38

に切られ、 SJ-205、SB-80• 83とは不明であった。

実測可能な遺物は、検出できなかった。

第231図
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B 16.10 m 8' 第219号住居跡梃七

1 灰黄褐色 (IOYR4/2) C含

2 暗褐色 (IOYR3/4) 黄褐砂質士多含

。
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第220号住居跡（第232~234図）

第22但判性吐跡は、AA・AB-20グリッドから検出した。

住居跡の南東側は SJ-221• 222による攪乱のため

に、西側は SD-85による攪乱のために、東側は SD-38

による攪乱のために検出できなかった。形態は方形で、

主軸方位はN-48°-Wであった。規模は主軸長4.9m、

副軸長不明、深さ 10c頑到変であった。

壁は明瞭であり、北西側からカマドが検出できた。

カマド内からは支脚や甕の破片が検出できた。貯蔵穴

は検出できなかった。床面は明瞭で、壁溝はほぼ全周

第232図 第220号住居跡出土遺物

していたと考えられた。柱穴も、 3本が明瞭に検出で

きた。

住居跡は、 SJ-218• 219 • 221 • 222 • 238、SB-83・

85、SD-38・85、SK-321と重複していた。重複関係は、

SB-83・85、SD-38・85、SK-321に切られ、 SJ-219・

221 • 222 • 238を切り、 SJ-218とは不明であった。

実測可能な遺物として、土師器杯、甕、石製模造品、

土玉などを検出した。

この中で、第232図3の甕の口縁は南側のコーナー

から、 6の甕はカマド内から、 4 • 5の甕はカマドの

二三□口：

一三ー一 ーーロ

-- - --- - -一こ~，

ロニ—-口＝ーロ
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。
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第220号住居跡出土遺物観察表

No. 器 種 日径／cm 器品／cm 底径／cm 胎 土 焼成 色調 残存率／％ 備 考

1 昇： (12. 0) ACDF 3 赤褐色 50 

2 均； (14. 0) 4.5 ACDEFK 3 橙褐色 60 

3 罪式 (20.0) ACDEFK 4 淡褐色 20 

4 罪式 (17 0) 32.4 ACDEFK 3 橙褐色 50 

5 珈平 (16 6) ACDEFHK 3 赤褐色 30 

6 珈•平 (21. 0) 26.8 ACDFK 3 暗赤褐色 50 
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第233図 第220• 221号住居跡
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第220号住居跡覆土

1 黒褐色 (10YR3/2) R含

2 褐灰色 (10YR4/l) RC含粘性有

カマド右袖
3 黄褐色 (10YR5/6) 黄褐砂質土ブロック

黒褐色ブロック貼床
4 暗褐色 (10YR3/4) 黄褐砂質土粒含壁溝
5 黒褐色 (!OYR3/2) 黄褐砂質士ブロック多含

掘り方

第221号住居跡覆土

6 暗褐色(IOYR3/ 4) 黄褐砂ブロック含

゜
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第234図第220号住居跡カマド
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第220号住居跡柱穴覆土

1 褐色 （10YR4/6) 黄褐砂粒多含

2 黒褐色 (10YR3/2) 黄褐砂粒微含

粘性やや有

3 暗褐色(1OYR3/ 4) 黄褐砂粒含

4 褐色 (1 OYR4/6) 黄褐砂粒ブロック多含

5 暗褐色(1OYR3/ 4) 黄褐砂粒プロック多含

第220号住居跡カマド覆土

a 暗褐色 （10YR3/'l) R含

b 赤褐色 (2. 5YR4/8) R 

c 褐灰色 (lOYR4/l) R含 M多含

d 鈍黄褐色(lOYR4/3) RM含

e 褐色 （10YR4/4) 黄褐砂粒ブロック多含

貼床

B 16.50 rn B' 

゜
1m 

左側から、他は覆土から検出した。

第232図4の甕は底部が肉厚で丸みを帯びていた。

同様に、 6の甕も底部は丸く作られていた。また、カ

マド内から検出した支脚は脆弱で、取り上げることが

できなかった。

SJ-221・222と重複力囀『しいために、これらの住居跡

に帰属する遺物が混入している可能性が高いと考えら

れた。ただし、その大半が重複した SJ-219の覆土中に

作られているとはいえ、カマド内やカマド袖の左側か

ら出土した遺物は、明瞭に本住居跡に帰属するもので

ある。入れ子状に重複した 3軒の住居跡の中で、当該

住居跡のみから、一定の深さを持った柱穴が明瞭に検

出できた。

第221号住居跡（第233図）

第221号1村吾跡は、AA・AB-20グリッドから検出した。

住居跡の大半は、 SJ-220・222による攪乱のために検

出できなかった。住居跡は、確認面では壁溝の痕跡程

度しか残存していなかった。形態は方形で、主軸方位

はN-46'-Wであった。規模は主軸長3.6m、副軸長不

明、深さ10c頑閲変であった。

壁は不明瞭で、カマドや貯蔵穴は検出できなかった。

床面も不明瞭であったが、壁溝はほぼ全周していたと

考えられた。柱穴は検出できなかった。

住居跡は、 SJ-219・220。222、SB-83・85、SD-38・

85と重複していた。重複関係は、 SJ-220・222、SB-83・

85、SD-38• 85に切られていた。

実測可能な遺物は、検出できなかった。

SJ-221は、 SJ-220・222と重複が著しく、壁溝のみ

の検出であるが、住居跡であると判断した。

第222号住居跡（第235図）

第222号1村呂跡は、AA・AB-20グリッドカ心検出した。

住居跡の西側は SD-85による攪乱のために、東側の

コーナーはピットによる攪乱のために検出できなかっ

た。形態は方形で、主軸方位はN-42°-Eであった。規

模は主軸長3.2m、副軸長3.4m、深さ10c頑里斐であっ

た。

壁は明瞭であり、北東側からカマドカ惰出iできた。

貯蔵穴は検出できなかった。床面は明瞭で、壁溝はほぼ

全周していたと考えられた。柱穴は検出できなかった。

覆土には埋め戻しの痕跡はなく、自然堆積の状況を

示していた。

住居跡は、 SJ-219・220・221、SB-83、SD-85と重

複していた。重複関係は、 SJ-220、SB-83、SD-85に

切られ、 SJ-221を切り、 SJ-219とは不明であった。

実測可能な遺物は、検出できなかった。

SJ-220 • 221 • 222といった入れ子状の重複の中で、

最も小さい住居跡であるが、壁溝は明瞭に全周してお

り、カマドにも使用痕跡力瑶忍められた。
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第235図 第222号住居跡
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第222号住居跡覆士

1 暗褐色 (IOYR3/4)

黄褐砂質士プロック多含

2 褐色 （IOYR4/6) 

黄褐砂質土粒多含壁溝

゜
2m 

第223号住居跡（第236• 238図） ただし、 P4は検出位置がやや西側に偏っており、

第223号住居跡は、 Y•Z-17グリッドから検出した。

住居跡は、確認面では壁溝の痕跡程度しか残存して

いなかった。形態は方形で、主軸方位はN-34°-Wで

あった。規模は主軸長不明、副軸長不明、深さ 5cm程

度であった。

壁は不明瞭で、カマドは検出できなかった。貯蔵穴

も検出できなかった。北側のコーナ一部分から検出し

たピットは、覆土の状況と深さから貯蔵穴ではないと

判断した。床面は不明瞭で、壁溝は北東壁の一部で検

出できた。柱穴は 4本検出できた。

深さも、他の柱穴に比べるとやや浅かった。覆土には

埋め戻しの痕跡はなく、自然堆積の状況を示していた。

住居跡は、 SJ-186• 215 • 224 • 225 • 226、SD-90• 

149、SK-328、SE-101・103と重複していた。重複関

係は、全て不明であった。

実測可能な遺物として、土師器杯を検出した。

第236図 第223号住居跡出土遺物

＼三二／ ゜
10cm 
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第223号住居跡出土遺物観察表

N1゚・ 1 器j:不種 日` ／c:I器晶4/c:I底径／cmI A：ぶEF土 1焼成 1l炎書くばl色 1 残存:t% I 備 考

第224号住居跡（第238図）

第224号住居跡は、 Y•Z-17グリッドから検出した。

住居跡は、確認面では壁溝の痕跡程度しか残存して

いなかった。形態は方形で、主軸方位はN-32°-Wで

あった。規模は主軸長不明、副軸長不明、深さ10c碕呈

度であった。

壁は不明瞭で、カマドは検出できなかった。貯蔵穴

も検出できなかった。床面は不明瞭で、壁溝は北東壁

の一部で検出できたが、他の部分では検出できなかっ

た。柱穴は 4本が検出できた。

検出した 4本の柱穴の中で、 Plは著しく深く、 P

3は著しく浅かった。

住居跡は、 SJ-186• 215 • 223 • 225 • 226 • 227、SD

-90 • 92 • 149、SE-101・103、SK-328と重複してい

た。重複関係は、全て不明であった。

実測可能な遺物は、検出できなかった。

第225号住居跡（第238図）

第225号住居跡は、 Y• Z-17グリッドから検出した。

住居跡は確認面では壁溝の痕跡程度しか残存してい

なかった。形態は方形で、主軸方位はN-21°-Wであった。

規模は主軸長不明副軸長不明、深さ 5c吋団変であった。

壁は不明瞭で、カマドは検出できなかった。貯蔵穴

も検出できなかった。床面も不明瞭で、壁溝は北壁の

一部で検出できた。周辺地山の精査によって、柱穴を

1疇出できた。

住居跡は、 SJ-223・224・226・227、SD-90・92・149、

SK-328と重複していた。重複関係は、全て不明であった。

実測可能な遺物は、検出できなかった。

SJ-223から224までの 3軒の住居跡は、いずれも壁

溝のみの検出で遺物もほとんど認められなかった。ま

た検出できた壁溝についても、断面形態は浅く、平面

ロ□□言I器品／crn I 底径／crn I ` F土

形態も、各々コーナー部分であるにもかかわらず、直

角に曲がっていなかったが、壁溝中の覆土の状況など

から、 1打居跡であると判断した。

第226号住居跡（第237• 240図）

第226号住居跡は、Z・AA-17グリッドから検出した。

住居跡の東側は SJ-227による攪乱のために、南側

はSD-96による攪乱のために検出できなかった。形態

は方形で、主軸方位はN-28°-Wであった。規模は主軸

長7.5m、副軸長6.6m、深さ 5c両肘変であった。

壁は不明瞭で、カマドは検出できなかった。調査時

に、住居跡の南東側の壁周辺を精査したが、カマドの

痕跡は認められなかった。 SD-96によって攪乱された

ためと考えられた。貯蔵穴も検出できなかった。床面

は明瞭で、壁溝は南のコーナーで一部途切れるものの、

ほぼ全周していたと考えられた。柱ゲ：も 4本が明瞭に

検出できた。

住居跡は、 SJ-217・223・224・225・227・228・239・

243、SD-90• 92 • 96 • 149、SK-331・332と重複してい

た。重複関係は、 SJ-227、SD-90• 92 • 96、SK-321・332

に切られ、 SJ-217・223・224・225・228・239・243とは不

明であった。

実測可能な遺物として、土師器杯、甕、鉄鏃などを

検出した。この中で、第237図2の甕の口縁は南側の

コーナーから、他は覆土から検出した。

第237図 第226号住居跡出土遺物
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第238図 第223~225号住居跡
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第225号住居跡覆士

1 黄褐色(lOYR:l/2)

B主体

灰褐色土プロック

未風化多含

2 黄褐色 (10YR3/2)

1層より B多含

第223号住居跡覆土

1 黒茶色 (10YR3/l)黒茶色土主体 B未風化多少含

やや硬く締る
2 黒茶色(1OYR3/l) 1層よりややB多含
3 黒茶色 (10YR3/l)黒茶色土主体 Bやや風化多少

R未風化少含 c未風化少含

゜
2m 

第223号住居跡柱穴覆土
1 灰褐色 (10YR2/l)灰褐色土主体 B風化多含

R風化少含

2 灰褐色(IOYR2/l) 1層より B少含
3 灰褐色 (10YR2/l) 1層より B多含
4 灰褐色(lOYR2/l) 1層より B少含 Rやや多含

第224号住居跡覆土

1 黒茶色 (10YR3/l) 黒茶色土主体 B風化多少含
R風化少含

c風化少含粘性やや有
2 茶褐色 (10YR4/6) 茶褐色七主体

黒茶色土やや風化多少含

粘性やや有

第224号住居跡柱穴獨土

1灰褐色（10YR3/l)灰褐色士主体 B風化多少

R風化微含やや硬い
2 灰褐色(IOYR:l/])灰褐色土主体 B風化多含
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第227号住居跡（第239• 240図）

第227号住居跡は、 Z-17・18、AA-17グリッから検

出した。

住居跡の南側は、 SD-96による攪乱のために検出で

きなかった。形態は方形で、主軸方位はN-32°-Wで

あった。規模は主軸長6.2m、副軸長6.3m、深さ 10cm

科渡であった。

壁は不明瞭で、カマドも検出できなかった。貯蔵穴

は東側のコーナーから検出し、覆土内から杯カstt出で

きた。床面は明瞭で、壁溝は南壁以外で検出できた。

柱穴も 4本が明瞭に検出できた。

第239図 第227号住居跡出土遺物
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覆土には埋め戻しの痕跡はなく、自然堆積の状況を

示していた。

住居跡は SJ-217・224・225・226・228・239・243、SD

-92・96・149、SK-331・332と重複していた。重複関係

はSD-92・96、SK-331・332に切られ、 SJ-226を切り、

SJ-217・224・225・228・239・243とは不明であった。

実測可能な遺物として、土師器杯、鉢、甕、須恵器

壺、土玉、砥石、石製模造品などを検出した。この中

で、第239図2• 5の杯はピット内から、 4の杯は貯蔵

穴の中から、 7の須恵器鉢は住居跡の南側から、他は

覆土から検出した。

口口）
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第240図第226• 227号住居跡
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第226号住居跡覆土

1 灰褐色（10YR3/l)灰褐色土主体 B風化多少含 R風化少含

c風化微含やや硬い

2 灰褐色(1OYR3/l) 1層にB風化多含

第226号住居跡柱穴覆士

1灰褐色（10YR3/l)灰褐色士主体 B風化多含 Rやや未風化多少含

2 灰褐色 (10YR3/l) 1層より BR少含

3 灰褐色（10YR3/l) 1層より B多含 R少含

4 灰褐色（10YR3/l)灰褐色土主体 B風化多含 R風化少含 c風化少含
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第227号住居跡出土遺物観察表

No. 器 種 ロ径／cm 器高／cm 底径／cm 胎 上 焼成 色調 残存率／％ 備 考

1 身： (13 4) ACDEF 3 明赤褐色 60 

2 杯 (14. 0) ACDEF 2 赤褐色 20 

3 昇： (13. 3) 4.2 ACDEF 3 橙褐色 90 

4 j:不 (14. 3) 4.1 ACDEF 3 橙褐色 90 

5 均； (13.8) ACDF 3 淡橙褐色 50 

6 須恵器壺 ACF 1 青灰色 40 

7 埒： (12. 0) ACF 3 黒褐色 20 

8 鉢 (19. 2) ACDEFK 3 暗赤褐色 20 ， 珈平 (6.5) ACDEF 3 暗赤褐色 30 

E E E 

g g 息

o | wl 

"I 

9
Z
Z
r
s
 

u
r
s
 

臼

,
r
s

第227号住居跡覆土

1 灰褐色（10YR2/2) 灰褐色土主体 B風化多少 R風化微含やや硬い

2 灰褐色(lOYR2/2) 1層より B多含

3 灰褐色(lOYR2/2) 1層より更にB多含
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第227号住居跡柱穴覆土

1 灰褐色(1OYR3/l)灰褐色土主体 B風化多少含 R風化少含

c風化少含やや硬く締る

2 灰褐色 (10YR3/l) 全体に 1層より B R少含

3 黄褐色(lOYR4/l) B主体灰褐色土プロック風化少含

4 灰褐色 (10YR3/l) 1層より B多含 R C少含

5 黄褐色(lOYR4/l) 3層より灰褐色土プロック少含
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第228号住居跡（第241図）

第228号住居跡は、 Z-17・18グリッドから検出した。

住居跡の西側は SJ-227による攪乱のために、東側

はSD-38による攪乱のために検出できなかった。形態

は方形で、主軸方位はN-36°-Wであった。規模は主軸

長4.2m、副軸長不明、深さ 5cm程度であった。

壁は不明瞭で、カマドは検出できなかった。貯蔵穴

も検出できなかった。床面は明瞭で、壁溝は住居跡の

検出範圃からは確認でき、はは全周していたと考えら

第241図第228号住居跡
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れた。

柱穴は、床面を精査したが検出することができな

かった。

覆土には埋め戻しの痕跡はなく、自然堆積の状況を

示していた。

住居跡は、 SJ-196・203・227、SD-38と重複してい

た。重複関係は、 SJ-227、SD-38に切られ、 SJ-203と

は不明であった。

実測可能な遺物は、検出できなかった。
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第229号住居跡（第242~244図）

第229号住居跡は、 Z-18・19、AA-18・19グリッド

から検出した。

住居跡の北側は、 SD-38による攪乱のために検出で

きなかった。形態は方形で、主軸方位はN-41°-Eで

あった。規模は主軸長不明、副軸長4.8、深さ30c頑尉変

であった。

壁は明瞭であり、南西側からカマドカ咽団出できた。

A' 
灰褐色士

やや風化多少含

゜
2m 

貯蔵穴は検出できなかった。カマド左側から検出した

ピットは浅かったので、貯蔵穴ではないと判断した。

床面は明瞭で、壁溝は南側のコーナーで一部途切れる

ものの、ほぼ全周していたと考えられた。柱穴も 4本

が明瞭に検出できた。

住居跡はSJ-230・231、SB-87、SD-38、SE-106・185と

重複していた。重複関係はSB-87、SD-38、SE-106・185

に切られ、 SJ-231を切り、 SJ-230とは不明であった。
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第229号住居跡覆土

1 暗褐色(1OYR3/3) 

未溶化B多含粘性強

2 暗褐色（10YR3/4)

1層に準ずる色調明

B多含溶化進行

3 暗褐色（10YR3/3)

2層に準ずる B少含

RC多含

4 黒褐色（10YR2/3)

B少含上面c薄層

粘性強

床面に積もった埃状

5 暗褐色(1OYR:l/3) 

韮本3庖 RC多堆積

6 暗褐色（10YR3/3)

混有物無

色調暗粘性強

7 暗褐色(IOYR3/ 4) 

B全体溶混

壁軟化流入土

゜
2m 

第243図 第229号住居跡カマド
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h 暗褐色

i暗褐色

］褐色

第229号住居跡カマド覆土

a 暗褐色 (lOYR3/4) BR微含他層と境界明瞭

カマド崩壊後の流入土

b 赤褐色 (2. 5YR4/6) R主体灰白色粘質士プロック若干含

c 明黄褐色（10yr6/6) 灰白色粘質土主体天井崩壊土

d 暗褐色 (10YR3/3) a層基本 R多含天井崩落前の流入土

e 灰黄褐色（IOYR4/2) M層 R多含締り弱

e'褐灰色 (10YR4/l) 単純M層灰白色

f暗褐色 （10YR3/3) 4層に準ずる粘性強炭化薄層不在

g暗褐色 (10YR3/3) b c層の天井構築士

R粘質土ブロック多含

B層含架設士器中への流入士

b層に近似 R含

MC不含粘性強 R混入

(lOYR3/ 4) 

(10YR3/3) 

(lOYRl/4) 

゜
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第229号住居跡出土遺物観察表

No. 器 種 ロ径／cm 器晶／cm 底径／cm 胎 t 焼成 色調 残存率／％ 備 考

1 埒； 12.0 4.8 ACDEF 3 橙褐色 100 

2 況； 12 4 5.1 ACEF 3 淡橙褐色 100 

3 杯 13.0 5.0 ACDEF 3 橙褐色 100 

4 杯 12.3 4.9 ACDEF 3 明赤褐色 100 

5 昇； 12.8 4.6 ACDF 3 明赤褐色 100 

6 壺 11.2 12 4 ACDEFK 2 明赤褐色 100 

7 甑 (8.0) ACDEFK 3 淡灰褐色 30 
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実測可能な遺物として、土師器杯、壺、甑、

石製模造品などを検出した。

この中で、第244図7の甑はカマド内から、

1 • 5の杯はカマド右側から、 6の甕は南側

コーナーから、 4の杯はP4付近から、 2の

杯は住居跡の中央付近から、 3の杯は住居跡

の北西側から、他は覆土から検出した。

第230号住居跡（第245• 248図）

第230号住居跡は、 AA-19グリッドから検

出した。

住居跡の北西側のコーナーは、 SJ-229によ

る攪乱のために検出できなかった。形態は方

形で、主軸方位はN-31°-Wであった。規模は

主軸長4.3m、副軸長4.2m、深さ 5cm程度で

あった。

壁は明瞭であったが、カマドは検出できな

かった。貯蔵穴も検出できなかった。床面は明瞭で、

壁溝は北側のコーナーを中心として検出できた。柱穴

第244図 第229号住居跡出土遺物

言----
こ二—」.~ 1 

口
＼迄ーこ、口 3

□ 
□三□

O 10cm 
トー― | | 

は検出できなかった。

覆土には埋め戻しの痕跡はなく、自然堆積の状況を

示していた。

住居跡はSJ-229・231・233・234、SB-87、SK-333-. SE -

106と重複していた。重複関係は、SB-87、SK-333、SE-

106に切られ、SJ-229・231・233・234とは不明であった。

第230号住居跡出土遺物観察表

第245図 第230号住居跡出土遺物

し三ニニ01

□/  ゜
10cm 

実測可能な遺物として、土師器杯、石製模造品など

を検出した。この中で、第245図に示した遺物は、全て

覆土中から検出した。

ロ 口：只 I 器高／cmI 底怪／cm1 :[土 焼□／ロロロ1%I備考

3 橙褐色 20 

第233号住居跡（第246• 248 • 249図）

第233号住居跡は、 AA-18・ 19、AB-18• 19グリッ

ドから検出した。

住居跡の北東側は SJ-234による攪乱のために、北

側は SJ-230による攪乱のために検出できなかった。

形態は方形で、主軸方位はN-3°-Wであった。規模は

主軸長7.lm、副軸長7.lm、深さ15c頑閲変であった。

壁は不明瞭で、カマドは検出できなかった。貯蔵穴

も検出できなかった。床面は明瞭で、壁溝はほほ全周

していたと考えられた。柱穴も 4本検出できた。

住居跡は、 SJ-230・231・232・234、SB-57、SK-334

と重複していた。重複関係は、 SJ-234、SB-87、SK

_334に切られ、 SJ-230• 231 • 232とは不明であった。

実測可能な遺物として、土師器杯、甕、甑、石製模

造品、臼玉などを検出した。この中で、第246図2の杯

はカマド跡から、 5 ~ 7の杯は住居跡の北側から、 4 

の杯は住居跡東側の土壊覆土上面から、他は覆土から

検出した。

杯 4は、明らかに当該住居跡より古く、 SK-334の攪

乱に伴う流入と考えられた。
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第246図 第233号住居跡出土遺物
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第233号住居跡出土遺物観察表

No. 器 種 ロ径／cm 器高／cm 底径／cm 胎 土 焼成 色調 残存率／％ 備 考

1 :t:t (11.0) ACDEK 2 赤褐色 20 赤彩

2 杯 (10. 9) 3.6 ACEFK 3 橙褐色 90 赤彩

3 昇： (12.3) ACEF 2 赤褐色 30 赤彩

4 杯 (13 0) 3.5 ACDF 3 橙褐色 40 

5 昇： (11.1) 3.7 ACDF 3 黒褐色 100 

6 杯 (14.0) 5.4 ACEFK 2 赤褐色 90 赤彩

7 杯 (10.5) 3 9 ACDF 3 黒褐色 80 

8 均； (11.0) ACDF 3 淡灰褐色 20 

， 甕 (20.6) ACFK 3 淡灰褐色 30 

10 珈平 (4.6) ACDF 3 黒褐色 20 

11 甑 (25.0) ACF 3 淡橙褐色 40 把手付

12 珈3 (14. 0) ACDEF 3 暗赤褐色 20 

第234号住居跡（第247• 248図）

第234号住居跡は、AA・AB-19グリッドから検出した。

住居跡の北側は、 SJ-230による攪乱のために検出で

きなかった。形態は方形で、主軸方位はN-5°-Wで

あった。規模は主軸長6.0m、副軸長5.8m、深さ 10cm

程度であった。

壁は不明瞭で、カマドは検出できなかった。貯蔵穴も

第247図 第234号住居跡出土遺物

□三~1 0 

10cm 

第234号住居跡出土遺物観察表

N1゚ • I 器士不種 I ↑：□ 1 麟／cm I }氏径／cm I A言） F土
焼成 1 色調 1 残存率／％ I 備 考

3 暗赤褐色 40 
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第248図
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第230• 233 • 234号住居跡
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SJ233貯蔵穴
H 15.80 m H' 

SJ234貯蔵穴

I 15.90 m I' 
第230• 232 • 233 • 234号住居跡覆土

1 暗褐色 (IOYR4/3) RC含やや締る

2 暗褐色 (I OYR4/3) 1層に比べB混入やや締る

3 黒褐色 （IOYR3/2) RC混入やや締り弱

4 褐色 （IOYR4/4) 3層に比べB混入やや締る

5 暗褐色 (IOYR4/3) B混入貼床

6 黒褐色 （10YR3/2) RC含 B混入締る

7 鈍黄褐色(10YR5/4) Bやや多含

8 灰黄褐色(1OYR4/2) RC若干含やや締る

9 黄褐色 (IOYR5/6) B若干含 RC混入

10黄褐色 (10YR5/6) B混入締る

。
2m 
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C 16.00 rn p4 p1 
C' 

D 16.00m P, D
 

E 16.00m 
P4 p1 

F 16.00 m P3 

第233号住居跡柱穴覆土

］暗褐色 (10YR3/3) 

RC含締りやや弱

2 黒褐色 (lOYR3/2) 

RC混入 B含

3 灰黄褐色（10YR4/2)

2層に比べやや明るい

B多含

4 灰黄褐色(lOYR4/2)

RC混入締りやや弱

柱痕

5 褐色 （10YR4/4) 

B含やや締る

6 鈍黄褐色（10YR5/4)

5層より B多含 B含

E' 第234号住居跡柱穴覆土

1 鈍黄褐色(IOYR4/3)

RC含締まる

2 鈍黄褐色 (IOYR4/3)

B含 c多少含

3 暗褐色 （10YR3/4) 

R含やや締る

4 鈍黄褐色（IOYR35/3)

B主体貼床

F' 5 暗褐色 (IOYR3/3) 

RB含締りやや弱

6 鈍黄褐色 (IOYR4/3)

B含やや締る

7 鈍黄褐色 (10YR4/3)

B主体

゜
2m 

第249図第233号住居跡カマド
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第233号住居跡貯蔵穴覆土

1 暗褐色 （!OYR3/3) RC混入やや締る

2 黒褐色 （!OYR3/2) 1層よりやや暗い RC含

3 褐色 (10YR4/4) B主体締る

4 鈍黄褐色（!OYR5/3) 2層に B混入

第234号住居跡貯蔵穴覆土

1 鈍黄褐色 (10YR5/4) RC含 B混入

2 褐色 （10YR4/4) RC含 B混入 1層より暗い

3 純黄橙 （10YR6/1) B主体

第233号住居跡カマド覆土

a 鈍黄褐色（!OYR5/:l) RC  B含

b 鈍黄褐色（10YR4/3) 1層にB加含

c 鈍黄褐色(10YR4/3) 2層に比ベプロック多含

d 鈍黄褐色（!OYR5/3) B主体

e 鈍黄褐色（10YR5/4) RC多含締りやや弱

f掲灰色 （10YR4/1) M主体 R混入

g灰黄褐色(1OYR4/2) MR含 B多含

h 鈍黄褐色 (10YR5/4) B主体

゜
1m 

検出できなかった。床面は明瞭で、壁溝はほぼ全周し

ていたと考えられた。柱穴も 4本が明瞭に検出できた。

住居跡は、 SJ-230・231・233・232、SB-87、SK-334

と重複していた。重複関係は、 SB-87に切られ、 SJ-233

を切り、 SJ-230• 231 • 232、SK-334とは不明であっ

た。

実測可能な遺物として、土師器杯などを覆土中から

検出した。
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第250図第231 • 232号住居跡
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第251図第231号住居跡カマド

／ 
ロ

"'I 

E
0
6
.
g
 

≪I 

B 15.90 m B' 

゜
1m 

第231号住居跡カマド前ピット覆土

1 褐灰色 （10YR4/l) 灰混在 RC含

2 鈍黄褐色（10YR5/3) B RC含

3 褐灰色 (lOYR4/l) M混入 RC含締りやや弱

第231号住居跡カマド覆土

a 黄褐色 （10YR5/6) RC混入締りやや弱

b 灰オリーブ色 (5Y5/2) R含締りやや弱粘土プロック含

c 褐灰色 (lOYR5/l) M-t体 RC混入

d 灰オリープ色 (5Y5/2) 粘上主体

e 鈍黄橙 (lOYR6/4) B主体

第232号住居跡覆土

1 暗褐色 (1 OYR4/3) RC含やや締る

2 暗褐色 （10YR4/3) 1層に比べB混入やや締る

3 黒褐色 (10YR3/2) RC混入やや締り弱

4 褐色 (lOYR4/4) 3層に比べB混入やや締る

5 暗褐色 （10YR4/3) B混入貼床

6 黒褐色 (1 OYR3/2) RC含 B混入締る

7 鈍黄褐色（10YR5/4) Bやや多含

8 灰黄褐色（10YR4/2) RC若干含やや締る

9 黄褐色 (lOYR5/6) B若干含 RC混入

10黄褐色 （10YR5/6) B混入締る
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第231号住居跡（第250• 251図）

第231号住居跡は、 AA-18グリッドから検出した。

住居跡の東側は SJ-229による攪乱のために、南側

はSJ-232・233・234による攪乱のために、中央部分は

SK-327による攪乱のために検出できなかった。

住居跡は、確認面では壁溝の痕跡程J支しか残存して

いなかった。形態は方形で、主軸方位はN-32°-Wで

あった。規模は主軸長2.4m、副軸長不明、深さ 5c頑呈

度であった。

壁は明瞭であり、北西側からカマドが検出できた。

カマドの手前から、灰や炭化物を覆土に多量に含む

ピットが検出できたが、その性格は明らかにできな

かった。貯蔵穴は検出できなかった。床面は明瞭で、

壁溝は北西のコーナーで検出できた。柱穴は該当個所

を精査したが検出できなかった。

住居跡はSJ-229・230・232・233・234・235、SB-87、SK-

327と重複していた。重複関係はSJ-23広SB-87、SK-327

に切られ、SJ-229・230・233・234・235とは不明であった。

実測可能な遺物は、検出できなかった。

第252図 第235号住居跡出土遺物

ロニロ2

第232号住居跡（第250図）

第232号1甘国跡はAA・AB-18・ 19グリッドから検出した。

住居跡の南側は、 SJ-233• 234 • 235による攪乱のた

めに検出できなかった。形態は方形で、主軸方位はN

-10°-Wであった。規模は、主軸長不明、副軸長不明、

深さ 15c吋閲変であった。

壁は明瞭であったか、カマドは検出できなかった。

貯蔵穴も検出できなかった。床面は明瞭で、壁溝は検

出できなかった。柱穴は 1本が明瞭に検出できた。

覆土には埋め戻しの痕跡はなく、自然堆積の状況を

示していた。

住居跡は、 SJ-231• 233 • 234 • 235、SB-87と重複

していた。重複関係は、 SB-87に切られ、 SJ-231を切

り、 SJ-233• 234 • 235とは不明であった。

実測可能な遺物は、検出できなかった。

第235号住居跡（第252• 253図）

第235号住居跡は、AA・AB-18グリッドから検出した。

住居跡の南側は SJ-237による攪乱のために検出で

きなかった。形態は方形で、主軸方位はN-72°-Wで
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第235号住居跡出土遺物観察表

No. 器 種 日径／cm 器高／cm 底径／cm 胎 土 焼成 色調 残存率／％ 備 考

1 手捏ね土器 6.2 3.7 3.2 ACDFH 3 黒褐色 90 

2 杯 (13. 4) ACDFH 2 赤褐色 20 赤彩

3 珈工 (12. 7) ACDEFK 2 黒褐色 80 

4 珈平 (16.8) 28.0 (7. 4) ACDEFHK 3 赤褐色 60 

5 殉尽 (16. 0) ACDF 2 暗赤褐色 30 

6 甑 (22.0) 18.6 (7.8) ACEFHK 3 暗赤褐色 40 
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第253図第235• 236号住居跡

ヽミr

・ト．～へ

() (¥  

SJ232 

口

＼ ～～ヘ

C 

--
一~一

B 

］（ 
D ヽ 19、6 

三
／ 

／ 

／ 
づ

II』¥1

B 16.00 m 

C 15.90 m 

D 15.90 m 

□¥¥]-sJ233 /） 
I ---------

< | 1 

B' 

C' 

D' 

E' 

□
 

c
丁
l
l訃

□[

|

口

i

l
)
-

-'’’ 

0

0

 

SJ237 

、
V

。
2m 

F 16.00m F' 

第235号住居跡覆士

］ 暗褐色 (IOYR3/4) B多含 R細粒若干含締り強

2 暗褐色 (IOYR3/3) 1層基本 RC多含土屋根被災落下

3 鈍赤褐色(IOYR4/4) B主体灰黄色粘士含

3' 鈍赤褐色（IOYR4/4) 3層に準じる溶化進行量減

4 褐色 (IOYR4/6) B主体壁溶軟化層

5 黒褐色 (IOYR3/l) 2層に準ずる C多含 R激減

第235号住居跡柱穴覆土

1 暗褐色 (IOYR3/4) B多含 R細粒若干含締り強

2 暗褐色 (IOYR3/:l) 1陪基本 RC多含土屋根被災落下

3 鈍赤褐色(IOYR4/4) B主体灰黄色粘土含

4 褐色 (IOYR4/6) 褐色土主体 B多含粘性強

5 暗褐色 （10YR3/4) 1層基本 B多含

第235号住居跡カマド覆七

a 暗褐色（IOYR:l/1) 1層に準じる R混入多 c含カマド崩落土

b 赤褐色 (2.5YR4/8) R主体天井崩落土

c 黒褐色(IOYR3/!) RC含単純M層

d 褐色 (IOYR4/4) B主体天井壁の未焼上化

第236号住居跡獨七

l 褐色 (IOYR4/4) B主体床溶軟化層

2 暗褐色（lOYR:i/4) B多溶混
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あった。規模は主軸長不明、副軸長4.5m、深さ20cm程

度であった。

壁は明瞭であり、北東側からカマドが検出できた。

貯蔵穴は検出できなかった。床面は明瞭で、壁溝はほ

ぼ全周していたと考えられた。柱穴も 4本が明瞭に検

出できた。

住居跡は、 SJ-232• 236 • 237、SB-87、SK-324と

重複していた。重複関係は、 SB-87、SK-324に切られ、

SJ-232 • 236 • 237とは不明であった。

実測可能な遺物として、土師器杯、甕、甑、手捏ね

土器、管玉などを検出した。

この中で、第252図3の甕はカマド右側から、 1の手

捏ね土器は北西側の壁溝中から、 4の甕、 6の甑は住

居跡の北側から、他は覆土から検出した。

第236号住居跡（第253• 254図）

第236号住居跡は、AA・AB-18グリッドから検出した。

第236号住居跡出土遺物観察表

住居跡の東側は SJ-235・ SK-324による攪乱のため

に、南側はSJ-237による攪乱のために検出できなかっ

た。形態は方形で、主軸方位はN-27°-Eであった。規模

は主軸長3.4m、副軸長不明、深さ20cm程度であった。

壁は不明瞭で、カマドは検出できなかった。貯蔵穴

も検出できなかった。床面は明瞭で、壁溝はほぼ全周

していたと考えられた。床面を精査したが、柱］召よ検

出できなかった。

住居跡は、 SJ-235• 237、SK-323• 324と重複して

いた。重複関係は、 SK-323・324に切られ、 SJ-235・

237とは不明であった。

実測可能な遺物として、土師器杯などを覆土中から

検出した。

第254図 第236号住居跡出土遺物

三ご□二ニ 。 10cm 
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第237号住居跡（第255• 256図）

第237号住居跡は、AB-17・18グリッドから検出した。

形態は方形で、主軸方位はN-12'-Wであった。

規模は主軸長6.0m、副軸長6.3m、深さ15c頑岩斐で

あった。

壁は明瞭であり、東側からカマドか検出でき

た。カマド内からは支脚が検出できた。貯蔵穴

はカマドの右側から検出した。床面も明瞭で、

壁溝は、北東・南東のコーナーで一部途切れて

いた。柱穴も 4本が明瞭に検出できた。

村穴の中で、 P1 • P 2からは柱痕と考えら

れる土層力惰t出できた。P2 ・P 3はやや浅かっ

たが、覆土の堆積状況や組成と平面的な位置関

係から、柱穴と判断した。

覆土には埋め戻しの痕跡はなく、自然堆積の

状況を示していた。

住居跡は、 SJ-235• 236 • 245、SK-323と重

複していた。重複関係は、 SK-323に切られ、 SJ

-245を切り、 SJ-235• 236とは不明であった。

実測可能な遺物として、土師器杯、甕、支脚、鉄鏃

などを検出した。この中で、第255図6の杯は貯蔵穴の

中から、 3 • 5の杯は住居跡の北東側から、 8の支脚

はカマド内から、他は覆土から検出した。

第255図 第237号住居跡出土遺物
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第256図第237• 245号住居跡
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C 15.90 m C' I 15.90 m I' 

D 15.90 m 
D
 

゜
2m 

第237号住居跡覆土

1 暗褐色 (IOYR3/4) B多量溶混 R若干含

2 褐色 （IOYR4/6) B主体壁溶軟化層

3 暗褐色（IOYR3/3) RB微含壁溝覆土

4 暗褐色（IOYR3/4) B溶混褐色土基本硬く締る Bを貼床としていない

5 褐色 （IOYR4/4) B多量溶混締り無

6 褐色 (10YR4/6) B主体壁・底の溶軟化層

第237号住居跡カマド覆士

a 暗赤褐色 (2.5YR3/6) R 天井崩落土

b 暗褐色 (IOYR3/3) 単純M層

c 暗褐色 (IOYR3/3) 住居 1層と同じ B多量溶混 R若干含

d 暗褐色 (IOYR3/3) R多含煙道

e 暗褐色 （IOYR3/3) 壁溝

f鈍黄褐色(IOYR4/3) RC少含全体B溶混

g鈍黄褐色 (10YR4/3) 壁溝

第237号住居跡柱穴覆土

1 暗褐色（10YR3/3) 締り無 BR多含 （柱の倒れた跡の堆積）

2 暗褐色（IOYR3/4)全体にB溶混粘性強締り弱 （充填土）

3 暗褐色（IOYR3/4) B未溶化多含 （柱痕）

4 褐色 (10YR4/6)未溶化B主体締り無

5 暗褐色（IOYR3/4) 3層の粘質土化した層 B溶化暗色 （柱痕）

6 褐色 (10YR4/6) B主体（充填土）

第237号住居跡貯蔵穴覆士

1 暗褐色 (IOYR3/3) R被加熱B多含

2 暗褐色 (IOYR3/4)全体にB溶混未溶化B多含

3 暗褐色 (10YR3/4) BR微含単一的粘性強

4 暗褐色 (10YR3/4) 3層に準じる溶化B多含

第245号住居跡覆土

7 暗褐色 (10YR3/4) R多含被加熱B・C白色パミス少含

8 暗褐色（10YR3/4) 1層基本 R少ない未溶化B多含

9 暗褐色（!OYR3/3)溶化進行B多含粘性強

10暗褐色(1OYR3/ 4) 1層に準ずる R不含全体色調暗粘性強

11褐色 (10YR4/6) B主体壁溶軟化層

12暗褐色（10YR3/3)全体にB溶混 R少含締り強

13暗褐色（10YR3/4) B層基本 B溶混多色調明

14褐色 (lOYR4/6)砂質B主体床掘り過ぎ部

15暗褐色(lOYR3/4) B ．褐色土の充填土上面に B薄層貼られ床となる

第245号住居跡カマド覆土

a 暗褐色 （10YR3/3) R．被加熱B （砂質）主体天井崩落土

b 暗褐色 (lOYR3/3) Bブロックを含むM層

c 暗褐色 (10YR3/3) 褐色土からなる袖 （造りつけ）

d 明赤褐色 (2,5YR5/6) R含

第245号住居跡柱穴覆士

1 暗褐色 (10YR3/3) R粒主体締まる貼り床状

2 暗褐色 (10YR2/3) B粒微含粘性強

3 暗褐色 (lOYR3/3) Bブ，， 0ック主体粘性強

4 暗褐色 （10YR2/3) B粒微含粘性強

5 暗褐色 （lOYRZ/3) 4層に同じ締まりなし

6 暗褐色 (10YR3/3) BT'oック主体粘性強

7 暗褐色 （10YR4/6) B主体壁の崩落土

第237号住居跡出土遺物観察表

No. 器 種 ロ径／cm 器高／cm 底径／cm 胎 土 焼成 色調 残存率／％ 備 考

1 須恵器坪 (9.6) 3.1 (5. 0) ACF 1 青灰色 30 

2 杯 (11.1) ACDEFK 3 明赤褐色 30 

3 杯 (15. 0) ACDEF 3 淡橙褐色 50 

4 杯 (15.6) ACF 3 明赤褐色 20 

5 杯 (15. 5) 4.2 ACDF 3 淡灰褐色 50 

6 坑： (16. 0) 4.3 ACDEF 3 淡灰褐色 100 

7 甕 (14. 7) ACDFK 3 暗赤褐色 10 

8 支 脚 AC 2 淡褐色， 支 脚 B 2 淡褐色

第245号住居跡（第256• 257図）

第245号住居跡は、 AB-17• 18、AC-17・18グリッ

ドから検出した。

住居跡の北側は SJ-237による攪乱のために、南側

はSJ-271による攪乱のために、東側のコーナーは SE

-99による攪乱のために検出できなかった。形態は方形

で、主軸方位はN-75°-Eであった。規模は主軸長5.8

m、副軸長6.5m、深さ50c頑即変であった。
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第257図 第245号住居跡出土遺物
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壁は明瞭であり、北側からカマドが検出できた。貯

蔵穴はカマドの右側から検出した。床面も明瞭で、壁

溝はほぼ全周していたと考えられた。柱穴も 3本が明

瞭に検出できた。

覆土には埋め戻しの痕跡はなく、自然堆積の状況を

示していた。

第245号住居跡出土遺物観察表

住居跡は、 SJ-237• 246 • 271、SE-99と重複してい

た。重複関係は、 SJ-237• 271、SE-99に切られ、 SJ

-246とは不明であった。

実測可能な遺物として、土師器杯、甕、鉢、土玉、

鉄滓などを検出した。この中で、第257図6の甑、 8の

甕はカマド周辺から、他は覆土から検出した。

No. 器 種 ロ径／cm 器高／cm 底径／cm 胎 土 焼成 色調 残存率／％ 備 考
1 埒： (11.6) ACDF 3 黒褐色 10 
2 昇： (12.6) ACDF 3 淡灰褐色 40 
3 杯 (13.0) ACDF 3 橙褐色 30 
4 杯 (17. 0) ACDEF 3 橙褐色 50 
5 鉢 (17.8) ACDEFK 3 淡灰褐色 10 
6 甑 (24.0) ACDF 3 淡橙褐色 20 
7 鉢 (22. 0) ACDFK 3 黒褐色 40 
8 甕 (4.0) ACDF 3 橙褐色 30 

第238号住居跡（第258図）

第238号住居跡は、 AB-20グリッドから検出した。

住居跡の北側は SJ-220・221・222、SK-321による

攪乱のために、東側は SJ-218による攪乱のために検

出できなかった。住居跡は、確認面では壁溝の痕跡程

度しか残存していなかった。

形態は方形で、主軸方位はN-38'-Wであった。規模

は主軸長不明、副軸長不明であった。

壁は不明瞭で、カマドも検出できなかった。貯蔵穴

は検出できなかった。床面は不明瞭で、壁溝は南側の

コーナーで検出できた。地山の精査によって、

杜シ穴力屯訊できた。

4本の

住居跡は、 SJ-218• 220 • 221 • 222、SB-83• 84 • 

85、SD-38、SK-321と重複していた。重複関係は、 SB

-83・84・85、SD-38、SK-321に切られ、 SJ-218・220・

221 • 222とは不明であった。

実測可能な遺物は、検出できなかった。

第239号住居跡（第259• 260図）

第239号住居跡は、 Z・AA-17グリッドから検出した。

住居跡の東側は SJ-216による攪乱のために、西側

はSJ-240による攪乱のために、北側は SD-96、SJ

-226・227による攪乱のために検出できなかった。形態

は方形で、主軸方位はN-2T-Wであった。規模は主軸

長3.0m、副軸長不明、深さ 10cm程度であった。
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壁は明瞭であったが、カマドは検出できなかった。

貯蔵穴も検出できなかった。床面は明瞭で、壁溝は東

壁で検出できた。柱穴は検出できなかった。

柱穴のうち、p1はSD-96によって、 P4はSJ-226に

よって検出できなかった。また、 P3 • P 4について

は、周辺を精資したが、検出することができなかった。

覆七には埋め戻しの痕跡はなく、自然堆積の状況を

示していた。

住居跡は、 SJ-216• 226 • 227 • 240 • 243、SD-96と

重複していた。重複関係は、 SJ-216• 226 • 227 • 240、

SD-96に切られ、 SJ-243を切っていた。

実測可能な遺物として、土師器杯、椀、甕、高杯な

S038 

゜
2m 

C 16.00m C' 

p 2 

どを検出した。

この中で、第259図2の椀、 4の高杯、 5の甕は住居

跡の南側から、他は覆土から検出した。

第243号住居跡（第260図）

第243号住居跡は、 Z・AA-17グリッドから検出した。

住居跡の東側は SJ-226• 239による攪乱のために、

南側は SJ-240、SD-96による攪乱のために検出でき

なかった。住居跡は、確認面では壁溝の痕跡程度しか

残存していなかった。形態は方形で、主軸方位はN-26°

-Wであった。規模は主軸長不明、副軸長不明、深さ 5

c叫涅度であった。

壁は明瞭であったが、カマドは検出できなかった。
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貯蔵穴も検出できなかった。床 第259図 第239号住居跡出土遺物

面は明瞭で、壁溝は西側のコー

ナーで検出できた。柱穴は検出で □]// きなかった。Pl~P3はSJ-226・

239の攪乱によると考えられた。 P

／］口］＼ 
4については、周辺を精査したが

検出することができなかった。

住居跡は SJ-226・239・ 240、SD

¥]-rl -96と重複していた。重複関係は、

〖へ／ーローロロロ―--—ー／SJ-239 • 240、SD-96に切られ、

SJ-226とは不明であった。
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第2:l9号住居跡覆土

1 灰褐色(1OYR2/2)灰褐色士主体 B風化多含 R風化多少含 c風化多少含やや硬い
2 灰褐色(1OYR2/2) 1層に比べて C多含一部層状

第243号住居跡覆土

1 灰黄褐色(10YR3/l)灰黒色士主体 B風化少含壁溝授士
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第239号住居跡出土遺物観察表

No. 益nロ 種 日径／cm 器高／cm 底径／cm 胎 土 焼成 色調 残存率／％ 備 考

1 均： (14.0) ACF 3 淡橙褐色 20 

2 均： 10.3 6.6 ACDEFHK 2 淡橙褐色 100 

3 埒； (11 6) 5.1 ACDEFHK 3 淡橙褐色 50 

4 高 均； (11.0) ACDEF 2 赤褐色 40 赤彩

5 甕 (20 0) ACDEFHK 3 暗赤褐色 40 

第240号住居跡（第261• 262図）

第240号住居跡は、 AA-17グリッドから検出した。

住居跡の中央は、 SD-96による攪乱のために検出で

きなかった。形態は方形で、主軸方位はN-24°-Wで

あった。規模は主軸長不明、副軸長3.3m、深さ 10c頑呈

度であった。

壁は明瞭であり、北側からカマドが検出できた。貯

蔵穴は検出できなかった。床面は明瞭で、壁溝は全周

していた。柱穴も、 3本が明瞭に検出できた。 P4は

SD-96によって検出できなかった。覆土には埋め戻し

の痕跡はなく、自然堆積の状況を示していた。

住居跡は、 SJ-239・243・253・254、SD-96、SK-347と

重複していた。重複関係は SD-96、SK-347に切られ、

SJ-239 • 253 • 254を切り、 SJ-243とは不明であった。

実測可能な遺物として、土師器杯、鉄製の刀子、鉄

製の棒状不明品などを検出した。

第240号住居跡出土遺物観察表

］゜• I 器：：禾重 I 日］［C：I器高3/c:I 底径／cm1 :i和[F土

この中で、第261図に示した遺物は、全て覆土中から

検出した。

第261図 第240号住居跡出土遺物
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第253号住居跡（第262図）

第253号住居跡は、 AA-17グリッドから検出した。

住居跡の内側は SJ-240による攪乱のために、中央

はSD-96による攪乱のために検出できなかった。形態

は方形で、主軸方位はN-22°-Wであった。規模は主軸

長3.6m、副軸長3.9m、深さ 10cm程度であった。

壁は明瞭であったが、カマドは検出できなかった。

貯蔵穴も検出できなかった。床面は明瞭で、壁溝は南

側のコーナーで一部途切れるものの、ほぼ全周してい

たと考えられた。

周辺の地山を精査したが、柱穴は検出することがで

きなかった。

住居跡は、 SJ-239・240・243・254、SD-96、SK-347と

重複していた。重複関係は、 SJ-240、 SD-9~SK -34 7に切

られ、 SJ-254を切り、 SJ-239・243とは不明であった。

実測可能な遺物は、検出できなかった。

第254号住居跡（第262図）

第254号住居跡は、 AA-17グリッドから検出した。

住居跡の内側は SJ-240• 253による攪乱のために、

中央は SD-96による攪乱のために検出できなかった。

形態は方形で、主軸方位はN-23°-Wであった。規模は

主軸長4.0m、副軸長4.2m、深さ10cm程度であった。

壁は明瞭であったが、カマドは検出できなかった。

貯蔵穴も検出できなかった。床面は明瞭で、壁溝は東

側の壁で検出できた。

周辺の地山を精査したが、柱穴は検出することがで
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きなかった。

住居跡はSJ-239・240・243・248・253、SD-96、SK-347

と重複していた。重複関係は、SJ-240・253、SD-96、SK-

347に切られ、 SJ-239・243・248とは不明であった。

実測可能な遺物は、検出できなかった。

SJ-253・254ともに、柱穴か検出できなかったが、 P

1 ~P3については、切り合っていた SJ-240の柱穴

と重複していたと考えられた。

第262図第240• 253 • 254号住居跡
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第240号住居跡カマド覆土

a 黒褐色(IOYR:l/4) 黒褐色土主体 R未風化多含

b 黒褐色（!OYR2/3) a層より R小さく少含

第254号住居跡覆士

］］灰黄色(1OYR3/2) 灰黄色上t体 B風化少含

R未風化少含

12灰黄色（10YR3/2) 11層より B多含

風化進行していない

13灰褐色 (10YR2/2) 2層に比べて B大

第240号住居跡覆土

1 灰褐色(lOYR3/4) 灰褐色土主体 B風化多少含

R風化少含 c風化少含

やや硬く締る

2 灰褐色（10YR2/2) 1層に比べて Bやや鮮明

3 灰掲色（10YR2/2) 1層に比べて B少含

CR大きく多含

4 灰褐色 (10YR3/2) 1層に比べて B大きく多含

5 灰褐色（IOYR2/2) 1層に比べて B大きく少含

鮮明

6 黄茶色（10YR4/6) 黄茶色B主体

7 灰褐色(1OYR3/ 4) 灰褐色土t体 B風化多混入

第253号住居跡覆土

8 灰黄色(1OYR3/ 4) 灰褐色土と B混合 B多含

全体に風化

9灰黄色(lOYR3/!) 8層より B少含鮮明

10灰黄色（10YR2/l) 8層より Bやや少含

あまり風化していない
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第241号住居跡（第263• 264図）

第241号住居跡は、 AB-19グリッドから検出した。

住居跡の中央は SK-330による攪乱のために、西側

のコーナーは SJ-242による攪乱のために検出できな

かった。形態は方形で、主軸方位はN-18°-Wであった。

規模は主軸長4.0m、副軸長3.6m、深さ15c頑里変で

あった。

壁は明瞭であり、東側からカマドカ湘罪Iできた。貯

第263図 第241• 242号住居跡
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第241• 242号住居跡柱穴覆土

1 褐色 (lOYR4/2) R若干含やや締る

2 暗褐色 （!OYR4/4) B含粘性有

3 暗黒褐色（!OYR3/2) RB含やや締る

4 暗褐色 （IOYR3/3) B混入やや締る

5 黄褐色 （IOYR1/3) B含締りやや弱

第241号住居跡貯蔵穴覆土

1 灰黄褐色（!OYR4/2) R C含締り強

2 灰黄掲色（IOYR4/2) RC含締り強

3 灰黄褐色(lOYR4/2) BR若干含

4 鈍黄褐色（IOYR5/3) BC含

第242号住居跡貯蔵穴覆士

1 黒褐色 (IOYR3/2) R含若干c混入

2 鈍黄褐色（IOYR5/4) B含締りやや弱

3 灰黄褐色(lOYR4/2) B混入締りやや弱

第242号住居跡カマド覆土

a 明赤褐色 (5YR5/8) RB含

b 褐灰色 （IOYR4/l) RC多含 B若干混入

c 鈍黄褐色（IOYR5/4) Bブロック

d 黒褐色 （!OYR:l/1) C M含締り弱

e 鈍黄褐色（!OYR5/4) B主体含

f黒褐色 （IOYR3/l) CM含締り弱

g明赤褐色 (5YR5/8) RB含

h 鈍黄褐色（!OYR5/4) B主体

i鈍黄褐色（!OYR5/4) Bプロック

J 黒褐色 (IOYR3/2) R C含やや締る

k 鈍黄褐色（IOYR5/4) B多含

1 褐灰色 (IOYR1/l) RC含
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蔵穴はカマドの右側から検出した。床面も明瞭で、壁

溝は北西のコーナーで一部途切れるもののほぼ全周し

ていたと考えられた。

柱穴も 4本検出できたが、 SJ-241とSJ-242のもの

が重複していたと考えられた。

覆土には埋め戻しの痕跡はなく、自然堆積の状況を

示していた。

1主居跡は、 SJ-242、SK-330と重複していた。重複

関係は、 SK-330に切られ、 SJ-242を切っていた。

実測可能な遺物として、土師器杯などを検出した。

この中で、第264図1の杯は貯蔵穴内から検出した。

第264図 第241号住居跡出土遺物

ロニニ］ 〇 10cm 

第241号住居跡出土遺物観察表

]0. I 器j:不種 1 日l:2/c嘉1 器高／cm1 底径／cmI A:]F土 1焼成 1橙色褐調色 1 残存it%I 備 考

第242号住居跡（第263• 265図）

第242号住居跡は、 AB-19グリッドから検出した。

1攣跡の中央は、 SJ-241、SK-330による攪乱のた

めに検出できなかった。形態は方形で、主軸方位はN

-18°-Wであった。規模は主軸長5.2m、副軸長5.0m、

深さ 10cm程度であった。

壁は明瞭であり、西側からカマドか検出できた。カ

マド内からは支脚や甕の破片力浙t出できた。貯蔵穴は

カマドの左側から検出した，床面も明瞭で、壁溝は全

周していた。柱穴は検出できなかったが、 SJ-241の柱

穴と重複していたと考えられた。

覆土には埋め戻しの痕跡はなく、自然堆積の状況を

示していた。

住居跡は、 SJ-241、SK-330と重複していた。重複

関係は、 SJ-241、SK-330に切られていた。

本住居跡は、入れ子状に重複してやや小さい SJ

-241の立て替えのように見えるが、規模の小さい SJ

-241の方が新しかった。

実測可能な遺物として、土師器杯などを検出した。

この中で、第265図1• 2の杯は貯蔵穴内から検出した。

第265図 第242号住居跡出土遺物

¥/  
~o 10cm 

第242号住居跡出土遺物観察表

No. 器 種 ロ径／cm 器高／cm 底径／cm 胎 土 焼成 色調 残存率/%I 備 考
1 坑 (13. 7) ACEF 3 淡橙褐色 40 
2 :f:ネ (13. 3) ACF 2 暗赤褐色 30 

第246号住居跡（第266図） 外で検出できた。柱穴は検出できなかった。

第246号住居跡は、 AB・AC-17・ 18グリッドから検

出した。

住居跡の東側は SJ-245による攪乱のために、南西

側のコーナーは SK-354による攪乱のために検出でき

なかった。住居跡は、確認面では壁溝の痕跡程度しか

残存していなかった。形態は方形で、主軸方位はN-75°

-Eであった。規模は、主軸長不明、副軸長3.0m、深

さ10c而閲変であった。

壁は不明瞭で、カマドは検出できなかった。貯蔵穴

も検出できなかった。床面も不明瞭で、壁溝は東壁以

住居跡は、 SJ-245• 271 • 272、SK-354と重複して

いた。重複関係は、 SK-354に切られ、 SJ-245・271・

272とは不明であった。

実測可能な遺物は、検出できなかった。

第271号住居跡（第266• 267図）

第271号住居跡は、AC-17・18グリッドから検出した。

住居跡の西側のコーナーは、 SK-354による攪乱の

ために検出できなかった。形態は方形で、主軸方位は

N-58"-Eであった。規模は主軸長3.8m、副軸長3.6

m、深さ40cm程度であった。
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壁は明瞭であり、西側からカマドが検出できた。カ

マド内からは高杯の破片力惰訓1できた。貯蔵穴はカマ

ドの左側から検出した。貯蔵穴の周りと北東側に、枯

土を主体とする土で作られた高まりか検出できた。床

面も明瞭で、壁溝は西のコーナーで一部途切れるもの

のほほ全周していたと考えられた。

柱穴は周辺を精査したが、検出することができな

かった。

第266図 第246• 271号住居跡
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第246号住居跡覆土

1 暗褐色（IOYR3/3) 未溶化B多含締り強 RC微含

2 暗褐色(1OYR3/3) 2層基本 R多含

3 暗褐色(1OYR3/3) 2層基本 RCやや多含 B含

第271号住居跡覆土

4 暗褐色（IOYR3/4) 褐色土基層黒色士粒• B多含

5 褐色 (lOYR4/6) 砂質B主体黒色土・褐色土プロック混入

6 暗褐色（IOYR3/4) 褐色土大型ブロック主体黒色土• B混入

7 暗褐色 (IOYR3/4) 2層に近似褐色士ブロック小型化粘性強締り弱

8 黒褐色（IOYR2/3) 粘性強い暗褐色土単一層自然堆積土

9 黒色 （10YR2/2) CMR  ・被加熱B カマド灰かき出し

10褐色 (lOYR4/4) 粘質Bブロック

第271号住居跡カマド覆土

a 褐色 (lOYR4/6) やや砂質B主体天井構築士厚く締り良

a' 黒褐色 (10YR3/l) 天井構築土外面(/)溶流化堆積

b 赤褐色 (2.5YR4/6) R主体天井内面崩落土

c 黒褐色(lOYR3/l) 単純M層

c' 黒褐色(lOYR3/l) カマド灰かき出したもの 2度目

第271号住居跡貯蔵穴覆土

1 暗褐色（10YR3/4) B大型ブロック主体住居覆土埋め戻し土と同じ

2 暗褐色（lOYR:l/3) 粘性強茶褐色土主体 B溶混多含

3 暗褐色（10YR3/3) 2層極似 B溶混進行同質化している
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住居跡は、 SJ-245・246、SK-354と重複して第267図 第271号住居跡出土遺物

いた。重複関係は、 SJ-245、SK-354に切られ、

SJ-246とは不明であった。

実測可能な遺物として、土師器鉢、高杯、須

恵器杯などを検出した。この中で、第267図3.

4の高杯はカマド内と周辺から、他は覆土から

検出した。

~~F->, 一言•ー／／

0 10cm 2 ニ一—ーロロ＼~：~/
第271号住居跡出土遺物観察表

No. 器 種 ロ径／cm 器高／cm 底径／cm 胎 土 焼成 色調 残存率／％ 備 考
1 須恵器杯 (9.0) ACF 1 青白色 10 
2 鉢 (14. 7) ACDFK 2 赤褐色 30 
3 高 昇； (18. 4) ACDFK 2 橙褐色 50 
4 「F口•コJ • 杯 (23.8) ACDEFK 2 橙褐色 40 

第248号住居跡（第268• 269図）

第248号住居跡は、 AA-17・ 18、AB-17グリッドか

ら検出した。

住居跡の南西側はSJ-258、SK-336・338、SE-100に

よる攪乱のために、北西側はSK-347による攪乱のため

に、中央はSE-173による攪乱のために検出できなかっ

た。形態は方形で、主軸方位はN-48"-Eであった。規模

は主軸長不明、副軸長7.2m、深さ25cm程度であった。

壁は明瞭であり、北東側からカマドカ惰団iできた。

カマド内からは支脚や甕の破片か検出できた。貯蔵穴

はカマドからやや離れて南側から検出した。床面も明

瞭で、壁溝は北側のコーナーで一部途切れるもののほ

は全周していたと考えられた。柱穴も 3本が明瞭に検

出できた。

P3については、 SK-336、SE-100によって検出で

きなかった。

また、 P4についてはやや浅かったが、覆土の組成

や土層観察の所見から柱穴と判断した。

住居跡は SJ-258・259・261、SE-100。173、SK-336・

337 • 338 • 341 • 347と重複していた。重複関係は SE

-100。173、SK-336• 337。338• 341 • 347に切られ、

SJ-258。259• 261とは不明であった。

実測可能な遺物として、土師器杯、i甘、甕、壺、支

脚などを検出した。

この中で、第268図12の甕と 16の支脚はカマド内か

ら、 10の甑はカマド左側から、 8のJ甘はカマド右側か

ら、 15の甕は南東の壁際から、 9の壺と 11の甕は住居

跡の中央付近から、 1の杯、 7の用と 14の甕は住居跡

の西側から、他は覆土から検出した。

本1±!苦跡から出土した遺物には、明瞭な時期差力濯忍

められた。

杯類については、第268図1の杯は赤彩されており、

日辺が短く模倣杯とは晃なった系統の杯で、かなり古

い様相力噸忍められた。胎土にも赤色粒子が多量に混人

され、他の杯類とは異なっていた。また出上位置もや

や西側コーナーよりの床面上で、当該遺構に帰属する

追物と考えられた。 6の杯も出土位置は覆土であった

が、胎土は 1同様で赤色粒子を多量に含み、赤彩され

ており、古い様相が認められた。

一方、 4の杯は有段日辺の杯で明瞭に新しく、胎土

にも角閃石を多鼠に含んでいた。 3• 5の杯もやや新

しい様相が認められた。 2の須恵器についても、新し

い一群に含まれると考えられた。

甕類に関しては、 11・14• 15などは形態的にも古い

様相が認められ、調整に関しても上半部では整形とし

て用いるヘラケズリヘの依存度が低く、古い様相であ

ると考えられた。 7• 8のi甘についても古い一群に合

まれると考えられた。

従って、覆土から検出した 2~5の士科領が他の遺構

からの混入であると考えられた。
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本住居跡で貯蔵穴としたものは、検出場所がカマド

から離れていた。カマド周辺を精査したが、貯蔵穴は

検出できなかったので、遺物は認められなかった力惰i

東の壁際の遺構を、覆土の状況などから貯蔵穴と判断

した。

第268図 第248号住居跡出土遺物
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第249号住居跡（第270。271図）

第249号住居跡は、 AB-20• 21、AC-20• 21グリッ

ドから検出した。

住居跡の南側のコーナーは、 SB-84• 88による攪乱
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第269図 第248号住居跡
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D 16.00 rn D' 

E 16.00m 

F 15.90 m 
b SK341 F' 

第248号住居跡カマド覆土

a 暗褐色(lOYR3/3) R含 B溶混多天井崩落後堆積

b 赤褐色(lOYR4/8) Rブロック天井・壁の崩落土

c 黒褐色(lOYR3/2) 単純M層締り無

゜

R
 

2m 

第248号住居跡貯蔵穴覆土

1 黒褐色(IOYR2/3) 未溶化B多含締り弱

2 褐色 （JOYR3/3) 1層基本溶化進行 R少含

3 褐色 （JOYR4/6) B主体墜溝の溶軟化層粘性強

第248号住居跡覆土

1 褐色 (IOYR4/4) 

溶化進行B多含 RC少含

2 褐色 (10YR4/4) 

溶化未溶化B多含

上層との境界明瞭

3 褐色 （I OYR4/4) 

溶化B含粘性強

4 褐色 (10YR4/4) 

B主体壁溝の底

壁溶軟化層

5 褐色 (1 OYR4/ 4) 

2層と同じ締り強

床面極薄<Bが貼られる

第248号住居跡柱穴覆土

1 暗褐色 (!OYR4/3)

溶化未進行B多含

締り強

2 暗褐色（10YR3/3)

やや溶化進行B多含

締り弱 RC微含

3 暗褐色（!OYR3/4)

粘性強混有物目立たず

4 褐色 (IOYR4/4) 

B 主体全体均—

5 暗褐色(IOYR3/:3) 

B多含締り無柱痕

第248号住居跡出土遺物観察表

No. 器 種 日径／cm 器高／cm 底径／cm 胎 土 焼成 色調 残存率／％ 備 考

1 杯 12.4 4.8 ACDEFK 3 橙褐色 80 赤彩

2 須恵器杯 (10 5) 3.3 ACDEF 1 灰褐色 80 

3 昇： (11.0) ACEF 3 明赤褐色 20 

4 昇； (11. 0) ACDF 3 淡灰褐色 20 

5 昇； (14 0) ACDF 2 赤褐色 20 赤彩

6 杯 (14.0) ACDEFHK 3 赤褐色 20 赤彩

7 i廿 ACDEFK 2 赤褐色 80 赤彩

8 i甘 9.0 14.9 ACDF 2 赤褐色 100 

， 団士 (12. 7) 14.1 6.2 ACDEF 3 黒褐色 40 

10 甑 (22. 0) ACDEFK 2 暗赤褐色 20 

11 珈式 (14. 0) 21. 3 4.4 ACDF 3 黒褐色 90 

12 珈式 (14.4) 20.2 6.8 ACDEF 2 黒褐色 80 

13 甕 (16. 7) ACDEFK 3 黒褐色 50 

14 甕 16.3 25.5 7.2 ACDEFHK 2 黒褐色 90 

15 珈`忘 (19. 5) 31.1 7.0 ACDEFHK 3 橙褐色 40 

16 支 脚 ACE 3 淡橙褐色

N-29°-Wであった。規模は主軸長6.3m、副軸長6.1

m、深さ10c頑尉変であった。

壁は明瞭であったが、カマドは検出できなかった。

貯蔵穴も検出できなかった。

第249号住居跡出土遺物観察表

第270図 第249号住居跡出土遺物

~, 
•"~:iiif 2 

゜
10cm 

ロ 種 日：三 I 器高□ 1 底径／~F土 焼：口いこ[/%I備考

3 橙褐色 50 
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第271図第249• 250号住居跡

ー 巳）
。
口
〗。 SBB5 

B
 

ーIIII 
B ii ¥¥ 

S038 

SJ270 

I ! ーニニニー＿」

。I ¥¥SB90 

.,¥ 。I (-¥ ＜ 

B 16.00 m 

第249号住居跡柱穴覆土
1 黒掲色(lOYR:l/1) R含
2 褐色 （10YR4/6) 黄砂プロック多含
3 暗褐色（10YR3/1) 黄砂プロック粒子多含
4 黒褐色 (10YR3/l) 黄砂ブロック多含

第249号住居跡覆土
1 暗褐色（10YR3/4) R含
2 褐色 (10YR4/6) 暗褐色ブロック多含
3 赤褐色 (2,5YR4/6) R カマド？
4 暗褐色（10YR3/4)

゜
2m 

5 掲色 （10YR4/6) 黄砂プロック粒子多含
6 黒褐色 (10YR3/l) R微含
7 褐色 (1 OYR4/6) 黄砂ブロック多含
8 黒褐色（!OYR3/2) 黄砂粒子多含

カマドは北壁に作られていたが、 SB-88のp3に
よって攪乱され、検出できなかったと考えられた。貯

蔵穴も同様に北西のコーナーに作られていたが、 SB
-85の PSによって検出できなかったと考えられた。
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山 1

床面は明瞭で、壁溝はほぼ全周していたと考えられ

た。柱穴も 4本が明瞭に検出できた。検出した柱穴は

いずれも深かった。

住居跡は、 SJ-250、SB-84• 85 • 88 • 90と重複して

いた。重複関係は、 SJ-84• 85 • 88 • 90に切られ、 SJ

-250を切っていた。

実測可能な遺物として、土師器杯、鉄滓などを検出

した。この中で、第270図2の杯は南側コーナー付近か

ら、他は覆土から検出した。

第250号住居跡（第271図）

第250号住居跡は、 AB-20• 21、AC-21グリッドか

ら検出した。

1腿跡の南側は、 SJ-249による攪乱のために検出で

きなかった。形態は方形で、主軸方位はN-58°-Wで

あった。規模は主軸長4.2m、副軸長4.lm、深さ10cm

程渡であった。

門 "'I 

E 罹
E E 

g g g 

゜
山 1

U-1 。I

壁は明瞭であり、北側からカマドが検出できた。貯

蔵穴は検出できなかった。

貯蔵穴については、東側のコーナーから検出した

ピットカ噸亥当する可能性も考えられたが、覆土の状況

から当該住居跡の貯蔵穴ではないと判断した。

疇は明瞭で、壁溝はほぼ全周していたと考えられ

た。柱穴も 4本が明瞭に検出できた。

検出した柱穴は、いずれも土層記録を残すことがで

きなかった。p1とP4は浅く、 P2は形態が楕円形

であり、覆土の状況から柱穴と認定したか、形態上か

らはやや疑問が残った。またP3は、 SB-84によって

全体に攪乱を受けており、底面付近でピット状の痕跡

を検出したのみであった。

住居跡は、 SJ-249、SB-84・85・ 88と重複していた。

重複関係は、 SJ-249、SB-84・85・ 88に切られていた。

実測可能な遺物は、検出できなかった。
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第251号住居跡（第272• 273図）

第251号住居跡は、AA-16・17グリッドから検出した。

住居跡の東側は SD-98、SK-335、SE-98、SJ-259・

261による攪乱のために検出できなかった。形態は方形

で、主軸方位はN-13°-Wであった。規模は主軸長2.3

m、副軸長不明、深さ 5c頑閲変であった。

壁は明瞭であったが、カマドは検出できなかった。

貯蔵穴も検出できなかった。床面は不明瞭で、壁溝も

検出できなかった。柱穴も検出できなかった。

住居跡は、 SJ-259・261、SD-98、SE-98、SK-335

と重複していた。重複関係は、 SJ-259・261、SD-98、

SE-98、SK-335に切られていた。

実測可能な遺物として、土師器杯、鉄製の棒状不明

品などを検出した。この中で、第272図に示した遺物は、

第251号住居跡出土遺物観察表

]0. I 器：；種 1 ］□I 麟／cm I 底径／cm I ` : [ 

全て覆土中から検出した。

当該遺構は、形態が長方形で規模も小さく、住居跡

と考えるにはやや問題があった。

また、付帯施設の検出状況についても、カマドをは

じめとして、貯蔵穴、壁溝、柱穴が認められず、床面

も検出できなかったので、土塙としての取り扱いも考

慮した。しかし、当該調査区内の土壊のほとんどは、

住居跡よりも新しく、覆上も住居跡と奥なっており、

本遺構の覆土は、土塙よりも住居跡のそれに類似して

いたので、ここでは住居跡であると判断した。

第272図 第251号住居跡出土遺物

□三□］2

゜
10cm 

焼□／：＼ロロ1%I備考

2 赤褐色 20 I赤彩

第273図第251号住居跡
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//(/  SJ259 -~~ 第2S!号住居跡柱穴覆ヒ

1灰茶色 (IOYR:l/])灰茶色士主体

B風化多含 R風化多含

やや砂質

一------

B 15.80 m 
B' 

2 灰茶色（lOYR:l/1) l層より

13風化進行せず粒子大
:, I火茶色(1OYR:l/ 4) l層より

B多含 R少含

4 灰荼色(lOYR:l/4) 1層より

更に B多含 R不含

。
2m 
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第252号住居跡（第275図）

第252号住居跡は、 AC-19グリッドから検出した。

住居跡の西側は SJ-255による攪乱のために、南側

はSK-376による攪乱のために検出できなかった。形

態は方形で、主軸方位はN-22°-Wであった。規模は主

軸長不明、副軸長不明、深さ 10c頑尉変であった。

壁は明瞭であり、東側からカマドカ浙団iできた。貯

蔵穴は検出できなかった。床面は明瞭であったが、壁

溝は検出できなかった。床面を精査したが、柱穴は検

出できなかった。

住居跡は、 SJ-255• 265、SK-376と重複していた。

重複関係は、 SJ-255、SK-376に切られ、 SJ-265とは

不明であった。

実測可能な遺物は、検出できなかった。

第255号住居跡（第274~276図）

第255号住居跡は、AB・AC-19グリッドから検出した。

住居跡の南東側は、 SK-376による攪乱のために検

出できなかった。形態は方形で、主軸方位はN-21°-W

であった。規模は主軸長5.5m、副軸長5.5m、深さ 15

c叫尉変であった。

壁は明瞭であり、北側からカマドが検出できた。カ

マド内からは支脚や甕の破片が検出できた。貯蔵穴は

カマドの右側から検出した。床面も明瞭で、壁溝は南

東、北西のコーナーで一部途切れるものの、ほぽ全周

していたと考えられた。柱穴も 4本検出できた。

第255号住居跡出土遺物観察表

覆土には埋め戻しの痕跡はなく、自然堆積の状況を

示していた。

住居跡は、 SJ-252• 257 • 265 • 287、SK-376と重複

していた。重複関係は、 SJ-257、SK-376に切られ、

SJ-252を切り、 SJ-265とは不明であった。

実測可能な遺物として、土師器杯、甕、臼玉、鉄滓、

鉄製の棒状不明品などを検出した。この中で、第274図

5の甕はカマド周辺から、 6の甕は住居跡の中央から、

他は覆土から検出した。

第274図 第255号住居跡出土遺物
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¥JYF;t 
4 

--- -' 
／ 

~2 
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□ ¥5  

。
10cm 

No. 器 種 日径／cm 器高／cm 底径／cm 胎 土 焼成 色調 残存率／％ 備 考

1 均； (10.0) ACEF 3 淡橙褐色 30 

2 杯 (14.4) ACEF 2 暗赤褐色 10 

3 須恵器杯 ACDF 1 青灰色 50 

4 甕 (5. 0) ACDEF 3 黒褐色 10 

5 甕 (20.0) ACDEF 3 淡灰褐色 40 

6 甕 (21. 0) ACDEF 3 暗赤褐色 30 

第256号住居跡（第277• 278図）

第256号住居跡は、AB-18・19グリッドから検出した。

住居跡の南西側は、 SJ-257による攪乱のために検出

できなかった。 1主居跡は、確認面では壁溝の痕跡程度

しか残存していなかった。形態は方形で、主軸方位は

N-22°-Eであった。規模は主軸長3.8m、副軸長4.2

m、深さ 15cm程度であった。

壁は明瞭であり、北側からカマドカ惰泊iできた。カ

マドの周辺を精査したが貯蔵穴は検出できなかった。

床面は明瞭で、壁溝は東側のコーナーで検出できた。

柱穴は周辺を精査したが、検出することができな

かった。
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第275図第252• 255号住居跡
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第276図第255号住居跡カマド
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第252号住居跡カマド覆土
a 褐色(IOYR4/4) R含
b 褐色 (IOYR4/4) RC混入
c 褐色 (IOYR4/4) B含

d 褐色(IOYR4/4) RC含
e 褐色 (IOYR4/4) C多含
f褐色(IOYR4/4) B混入
g褐色(IOYR4/4) BC混入

h 褐色(IOYR4/4) B含

第255号住居跡貯蔵穴覆土
1 鈍黄褐色（!OYR4/:l) B含締りやや弱
2 黒褐色 (I OYR3/2) R C含
3 鈍黄褐色(IOYR5/4) B多含

第255号住居跡カマド覆士
a 赤褐色 (5YR4/6) R主体
b 黒褐色 (5YR:l/l) M主体
c 褐灰色 (5YR4/l) CM含
d 鈍赤褐色 (5YR4/4) R含
e 鈍赤褐色 (5YR4/4) d層より R多含

第255号住居跡柱穴覆土
1 黒褐色(1OYR:l/2) B若干含
2 褐色 (1 OYR4/ 4) R C混入
3 黒褐色 (10YR2/3) B若千含
4 暗褐色(1OYR:l/3) Bやや多含

第255号住居跡覆土
1 鈍黄褐色(1OYR5/ 4) B C混入
2 鈍黄褐色(lOYR4/:l) BC混入
3 鈍黄褐色(lOYR4/:l) RC含 B混入
4 暗褐色 （10YR3/3) RC混在 B含
5 明黄褐色(lOYR6/6) B含やや締る
6 黄褐色 (lOYR5/6) B主体やや締る
7 鈍黄褐色（10YR4/:l) B含 R若干含やや締る
8 褐色 (lOYR4/4) BC混入締る
9 鈍黄褐色(lOYR5/4) BC混入 B多含
10鈍黄褐色(lOYR4/3) RC含締りやや弱
11暗褐色 (lOYR3/:l) Bによる貼床
12黒褐色 （10YR2/:l) 黒褐色士主体 B若干含
1:l黒褐色 (1 OYR2/:l) C若干含やや粘性
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住居跡の床面上を精査した結果、p1~P4に該当

する可能性のあるピットか検出できたが、ピットの検

出位置がやや西北側にずれていた。また、覆土の色調、

組成、堆積状況も他の住居跡のそれと晃なっており、

深さもやや浅く、これらの点から考えて柱穴ではない

と判断した。

覆土には埋め戻しの痕跡はなく、自然堆積の状況を

示していた。

住居跡は、 SJ-257と重複していた。重複関係は、 SJ

-257に切られていた。

第277図第256• 257号住居跡
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第256• 257号住居跡閃土

1 鈍黄掲色（lOYR5/:l) RC含やや締る

2 鈍黄褐色(lOYR4/:l) B RC混入

やや締る

3 褐色 （10YR1/4) B含やや締る

4 鈍黄褐色 (10YR5/4) BC混入

5 鈍黄褐色（10YR1/:l) RC混入

6 鈍黄褐色（10YR5/4) RC含 B混入

7 鈍黄褐色 (10YR5/1) BC混入

やや締る

8 鈍赤褐色 (5YR5/4) R含 C混入

第257号住居跡柱穴覆士

］灰黄褐色 (lOYR5/2) RC含

2 鈍黄掲色(lOYR5/4) B混入

3 黒褐色 （10YR3/l) C主体

4 褐色 (10YR4/4) B含 R若干含

c含

5 鈍黄褐色 (lOYR4/:l) B含

6 鈍黄褐色（10YR5/4) BC含

やや締る

7 暗褐色 （10YR3/4) B含やや締る

8 暗褐色 (lOYR3/3) B主体

。
2m 
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実測可能な遺物として、土師器杯などを検出した。

この中で、第278図に示した遺物は、全て覆士中から検

出した。

第278図 第256号住居跡出土遺物

ロロロニ/1 0 

10cm 

第256号住居跡出土遺物観察表

N10. I 器士不種 1 日i言e:I 器高／cm1 底径／cmI A::E : I焼成 1｝色褐調色 1 残存ぷ1%I 備 考

第257号住居跡（第277• 279図）

第257号住居跡は、 AB-18• 19、AC-18・ 19グリッ

ドから検出した。

住居跡の南側は、 SJ-263による攪乱のために検出で

きなかった。形態は方形で、主軸方位はN-18°-Wで

あった。規模は主軸長5.5m、副軸長5.4m、深さ20cm

程度であった。

壁は明瞭であり、北側からカマドカ渇計｝できた。貯

蔵穴はカマドの右側から検出した。床面も明瞭で、壁

溝は南のコーナーで一部途切れるものの、ほぽ全周し

ていたと考えられた。

柱穴も 4本を明瞭に検出することができた。p1. 

P4はやや浅かったが、投土の組成と堆積状況から柱

穴と判断した。

第257号住居跡出土遺物観察表

N;•I 器j:不種 1日i:2/c嘉

覆土には埋め戻しの痕跡はなく、自然堆積の状況を

示していた。

住居跡は、 SJ-255• 256 • 263、SE-194と重複して

いた。重複関係は、 SE-194に切られ、 SJ-256を切り、

SJ-255 • 263とは不明であった。

実測可能な遺物として、土師器杯、支脚、管玉、石

製模造品、鉄滓などを検出した。この中で第279図1の

杯は貯蔵穴の中から、 2の支脚はカマド右側からそれ

ぞれ検出した。

第279図 第257号住居跡出土遺物

口
〇 10cm 

器高／cmI底径／cm 胎土

焼□□三］
3 淡褐色

た。床面を精査したが、柱穴を検出することはできな

残存率／％

土 備 考
ACEF 

2 I支脚9,

第258号住居跡（第280• 281図）

第258号住居跡は、AA・AB-17グリッドから検出した。

住居跡の北側は、 SK-336・337、SE-100による攪乱

ACF 

のために検出できなかった。形態は方形で、主軸方位

はN-5°-Wであった。規模は主軸長不明、副軸長4.2

m、深さ20c頑口斐であった。

壁は明瞭であったが、カマドは検出できなかった。

貯蔵穴も検出できなかった。

カマドや貯蔵穴は、 SE-100、SK-336・337によって

攪乱されたと考えられた。

床面は明瞭で、壁溝は住居跡の検出範囲で確認でき

かった。

柱穴も、 SJ-259、SK-337などによって、攪乱され

たと考えられた。

覆土には埋め戻しの痕跡はなく、自然雄積の状況を

示していた。

住居跡はSJ-248・259、SE-100 • 186. SK -336 • 337 • 338と

第280図 第258号住居跡出土遺物

＼三~10 10cm 

第258号住居跡出土遺物観察表

N:•I 器士不種 1 万立需 I 器高／cmI 底径／cmI A：ぶE：- 1焼成 1明：こぷ刈色 1 残存ぷ1%I 備 考
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第281図第258号住居跡
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第258号住居跡覆土

l 暗褐色(1OYR:l/4) 

溶化B多合

R少含

締り強

粘性無

2 褐色 (1 OYR1/6) 

溶化 B多含

゜
2m 

重複していた。重複関係はSD-97、SE-100・18氏SK-336・

337・338に切られ、 SJ-248・259とは不明であった。

実測可能な遺物として、上師器杯などを検出した。

第280図に示した模倣杯は、住居跡の覆土中から検

出したものであり、なおかつ徽細な破片であった。更

に、住居跡周辺は他の遺構による攪乱が著しく、住居

跡の遺存状態は良好ではなかったので、模倣杯の当該

住居跡への帰属関係は不明瞭であった。
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第259号住居跡（第282• 283 • 285図）

第259号住居跡は、

ドから検出した。

AA-16・ 17、AB-16・ 17グリッ

壁は明瞭であり、北側からカマドが検出できた。カ

マド内からは支脚や甕の破片力stt出できた。貯蔵穴は

検出できなかった。床面は明瞭で、壁溝は北壁以外で

1認跡の北側は SE-98による攪乱のために、北東側

はSE-100による攪乱のために、南側は SK-348によ

る攪乱のために検出できなかった。形態は方形で、主

軸方位はN-14°-Wであった。規模は、主軸長5.9m、

副軸長6.4m、深さ15c頑尉変であった。

検出できた。柱穴も 2本が明瞭に検出できた。 Plは

SK-336のために、 P2はSJ-258のために検出できな

かったと考えられた。

覆土には埋め戻しの痕跡はなく、

示していた。

自然堆積の状況を

第282図 第259号住居跡
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第2S9号住居跡栢土

l 灰黄褐色（10YR3/1)

灰黄褐色士主体

B風化多含

R木風化少含

やや硬い

C 15.80 m 
C' 

゜
2m 
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第283図第259号住居跡カマド
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第25叩｝什居跡カマト閉士

a 茶褐色 （IOYR:l/4) 

茶褐色上干体

B風化少含

R風化多少含

第260号住居跡カマド疫土

a 黒褐色（1OYR'l/ 4) 患褐色土主体 R風化多含

b 黒褐色（LOYR:l/4) a囲より R少含 c風化少含 B風化多含

c 黒褐色(1OYR4/6) a層より多少 R少含 B風化多含

d 黒褐色(lOYR:l/1) a図より R少含 c多含 B多少含

e 里褐色（LOYR:l/L) a層より R少含 B多合

f黒褐色(lOYR:l/1) a屈より R多含 C微合

第285図 第259号住居跡出土遺物
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住居跡は、 SJ-248・251・258・260・261、SD-97、SE

-98・100・186、SK-336・ 337 • 340・348と重複していた。

重複関係は、 SD-97、SE-98• 100 • 186、SK-337• 

340・348に切られ、 SJ-260を切り、 SJ-248・251・258・

第259号住居跡出土遺物観察表

261とは不明であった。

実測可能な遺物として、土師器杯、甕、甑、台付甕、

石製模造品、臼玉などを検出した。この中で、第285図

に示した遺物は、全て覆土中から検出した。

No. 器 種 日径／cm 器高／cm 底径／cm 胎 土 焼成 色調 残存率／％ 備 考
1 杯 (10 8) ACDE J つ 黒褐色 20 
2 昇： (16.0) 4.3 ACF 2 暗赤褐色 40 
3 杯 (10.8) ACF 2 赤褐色 20 赤彩
4 杯 (15. 0) ACDEF 2 暗赤褐色 40 
5 杯 (10.8) ACF 2 淡橙褐色 30 
6 昇： (15. 7) ACDEF 2 暗赤褐色 20 
7 昇： (12.4) ACEF 3 淡褐色 50 
8 杯 (15. 0) ACDF 2 暗赤褐色 40 ， 杯 (12. 5) 5.0 ACDF 3 淡荼褐色 50 
10 均： (20.6) 5.0 ACDEF 2 淡灰褐色 50 
11 均： (16. 0) ACDF 3 橙褐色 40 
12 台 付 甕 (9.8) ACDEFHK 2 暗赤褐色 40 
13 珈ュ (13.2) ACDEFK 2 赤褐色 20 赤彩
14 甕 (5. 6) ACDEF 3 黒褐色 10 
15 甑 (22.4) 29.0 7.6 ACDEFK 2 暗赤褐色 50 把手付
16 支 脚 ACF 3 淡褐色

第260号住居跡（第284• 286 • 287図）

第260号住居跡は、 AA-16・ 17、AB-16・ 17グリッ

ドから検出した。

住居跡の東側のコーナーは SK-340• 348による攪

乱のために、南側のコーナーは SK-351・358による攪

乱のために検出できなかった。形態は方形で、主軸方

第286図 第260号住居跡出土遺物

位はN-55°-Eであった。規模は主軸長5.4m、副軸長

5・1m、深さ25cm程度であった。

壁は明瞭であり、北側からカマドが検出できた。貯

蔵穴はカマドの左側から検出し、覆土内から甕力渇糾｝

できた。床面も明瞭で、壁溝はほは全周していたと考

えられた。柱］くは 3本検出できた。
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覆土には埋め戻しの痕跡はなく、自然堆積の状況を

示していた。

住居跡は、 SJ-259・262、SD-98、SE-63、SK-340・

348 • 351 • 358 • 375と重複していた。重複関係は SJ

_259、SD-98、SE-63、SK-340• 348 • 351 • 358に切

られ、 SJ-262とは不明であった。

実測可能な遺物として、土師器杯、甕、甑、高杯、

上玉などを検出した。この中で、第286図2• 3の杯は

カマド左側から、 7の甕はカマド両側から、 8の高杯

はカマド内から、 9の甕はカマド焚き日付近から、 1・

4の杯、 6の甕、 10の甑は住居跡の西側から、他は覆

土から検出した。

第287図第260号住居跡 ――- /1/・・ 
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第2li0号住居跡栢Iこ

1 灰掲色(lOYR、l/1) 灰褐色ヒ主体 BRC風化多少含

2 黒褐色(lOYR:l/1) 1層より B多含 R少含 c多含

3 黒褐色(lOYR:l/1) 1囲より B多含 RC少含

4 黒褐色（lOYR:l/l) 灰褐色七主体B風化多含

第260号仕居跡貯蔵穴覆土

1 黒褐色（lOYR:lバ）黒褐色土主体 B風化少含 R風化微含

2 灰褐色(10YR:l/1l) 1肘より B多含

3 黒掲色 (lOYR:3/l) 1居より R多含

4 灰褐色 (lllYR:3/4) 1層より BR多含

5 灰褐色（1（IYR3/4) 1層より B多含

第260号住居跡柱穴疫lニ

1 灰褐色(lOYR:l/1)灰褐色土主体 B風化多少含

R風化多少含 c風化多少含

l'1火褐色 (!OYR:l/1) 1困より[3やや多含

2 灰褐色（!OYR:l/1) 1層より B多含

。
2m 
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第260号住居跡出土遺物観察表

No. 右nn_ト 種 口径／cm 器高／cm 底径／cm 胎 土 焼成 色調 残存率／％ 備 考
1 杯 (16.2) ACF 3 淡橙褐色 20 
2 昇： (16. 0) ACDEF 3 赤褐色 20 
3 杯 (15. 7) ACDEF 3 淡橙褐色 80 
4 杯 (19.3) ACDF 3 淡褐色 50 
5 須恵器杯 (13. 0) ACFI 1 青灰色 20 
6 甕 (19. 6) ACDEFK 2 赤褐色 10 
7 珍式栢 (6.0) ACDEFK 3 赤褐色 30 
8 品 埒： 16.4 ACDEFK 2 赤褐色 50 赤彩， 珈尽 (15. 4) ACDEFHK 3 淡橙褐色 40 
10 甑 (8. 0) ACDEFK 3 淡橙褐色 10 

第261号住居跡（第288• 290図）

第261号住居跡は、 AA-17グリッドから検出した。

住居跡の南東側は、 SJ-240• 248 • 259、SK-336• 

347、SE-100による攪乱のために検出できなかった。

住居跡は、確認面では壁の痕跡程度しか残存していな

かった。形態は方形で、主軸方位はN-3°¥wであった。

規模は主軸長不明、副軸長不明であった。

壁は不明瞭で、カマドは検出できなかった。貯蔵穴

も検出できなかった。床面も不明瞭で、壁溝は検出で

きなかった。床面を精査したが、柱穴を検出すること

はできなかった。

当該遺構は、限られた部分しか残存しておらず、カ

マド、貯蔵穴、柱穴、壁溝床面など1主届跡を特徴付

ける施設は全く検出できなかったが、覆土の状況など

から住居跡であると判断した。

住居跡は SJ-240。248• 251。253• 254 • 259、SE

-98 • 100、SK-336• 337 • 347と重複していた。重複

関係は、 SE-98• 100、SK-336• 337 • 347に切られ、

SJ-240 • 248 • 251 • 259とは不明であった。

実測可能な遺物として、土師器杯などを検出した。

この中で、第288図に示した遺物は、全て覆土中から検

出した。

第288図 第261号住居跡出土遺物
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第261号住居跡出土遺物観察表

N10. I 器士不種 1 日l喜c: I 器高::I底径／cm l A:]E ]こ 焼成 1橙色褐調色 1 残存:/% 1 暗： 考

第262号住居跡（第289• 291図）

第262号住居跡は、 AB-16グリッドから検出した。

住居跡の西側の壁は調査区外の為に、東側は SJ

-260による攪乱のために、北側は SK-339による攪乱

のために検出できなかった。形態は方形で、主軸方位

はN-9°-Wであった。規模は、主軸長不明、副軸長不

明、深さ 10c碕閲斐であった。

壁は明瞭であったが、カマドは検出できなかった。

貯蔵穴も検出できなかった。

カマドと貯蔵穴が検出できなかったのは、 SJ-260、

SD-98、SK-339による攪乱のためと考えられた。

第289図 第262号住居跡出土遺物

ロ O 10cm 
I I | 

第262号住居跡出土遺物観察表

N10. I 器士不種 1 刈。／c：I 器高／cm 1 底径／cm I A:i1F 土 焼成 1 色調］残存率／％ I 備 考
3 明赤褐色 10 
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第290図 ど
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床面は明瞭で、壁溝は南壁の一部で検出できた。柱

穴も 3本が明瞭に検出できた。 P4はSK-339によっ

て検出できなかった。

覆土には埋め戻しの痕跡はなく、自然堆積の状況を

示していた。

0 2m 

I I I 

住居跡は、 SJ-260、SD-98、SK-339• 351 • 358と

重複していた。重複関係は、 SJ-260、SD-98、SK-339

に切られていた。

実測可能な遺物として、土師器杯などを覆土中から

検出した。
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第291図第262号住居跡

SJ262 

巳

。
8

[

 

1
1
_
9
 

ー
，

1

＇ 

ー

I

,' 

◎巳

SJ260 

゜ B’ 

／ー 。Iーロ

¥¥ sk375 □///―  

B 15.80 m B' 

01 

E
0
6
.
g
l

Q
 

° | 

a
d
z
 

E
0
6
S
l

Q
 

第2li2号住居跡毅土

1 黒褐色（!OYR:l/1) 黒掲色主体 B風化多少含

R風化少含 c風化少含

第262号住居跡柱穴覆：t:

1)火褐色(IOYR2/3) 灰褐色士主体 B風化多少含

2 灰褐色（1OYR2/3) 1層より B多含

3 灰掲色（1OYR2/3) 1屈より更に B多含

。
2m 

第263号住居跡（第292~294図）

第263号住居跡は、 AB-18、AC-18・19グリッドか

ら検出した。

住居跡の東側は SE-194による攪乱のために、中央

はSE-107による攪乱のために検出できなかった。形

態は方形で、主軸方位はN-28°-Wであった。規模は主

軸長5.9m、副軸長5.9m、深さ20cm程度であった。

壁は明瞭であり、北側からカマドが検出できた。カ

マド内からは支脚や甕の破片力惰訊できた。貯蔵穴は

カマドの右側から検出した。床面も明瞭で、壁溝は東

壁の一部で途切れるものの、ほぼ全周していたと考え

られた。

柱穴も 4本が明瞭に検出でき、全ての柱穴から柱痕

カ所侑認できた。

覆上には埋め戻しの痕跡はなく、自然堆積の状況を

示していた。

住居跡は、 SJ-257• 287、SE-107• 194と重複して

いた。重複関係は、 SE-107・ 194に切られ、 SJ-257・

287を切っていた。

実測可能な遺物として、土師器杯、甕、支脚、鉄製

の棒状不明品、手捏ね土器、紡錘車などを検出した。

この中で、第294図9の甕はカマド右側から、 3の杯は

東側コーナー付近から、 11の支脚はカマド内から、他

は覆土から検出した。

第264号住居跡（第295~297図）

第264号住居跡は、AC-19・20グリッドから検出した。

1詞跡の西側は、 SJ-265・278による攪乱のために検

出できなかった。形態は方形で、主軸方位はN-28°-W

であった。規模は主軸長6.0m、副軸長4.4m、深さ20

cm栢渡であった。

_218 -



第292図第263号住居跡
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第26:l号住居跡覆士

1 鈍黄褐色（10YR4/:l) B主体

2 鈍黄褐色（IOYR5/4) B多含

締る

3 鈍黄掲色 (lOYR4/:l) BC  R含

締りやや弱

4 暗褐色 （!OYR3/3) BC含

締りやや強

5 鈍黄褐色(lOYR1/3) Bやや多含

6 暗褐色 （!OYR:l/:l) B主体

第26:l号仕居跡柱穴覆l::

1 黒掲色 (lOYR:l/1) 粘ヒプロソク

RC混入

締りやや弱

2 鈍訥褐色(lOYR5/4) B含

やや締る

3 褐色 （10YR4/4) 2層より

粒子細かVヽ

4 鈍黄褐色(lOYR4/2) B含

締り粘性有

゜

-219-



第293図第263号住居跡カマド
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第263り件居跡カマド覆上

a 黒褐色 （!OYR:l/1) C:vl多含

b 暗褐色 （I OYR:l/4) やや締る R混在 C含
c 鈍亦褐色（ど． 5YR4/•1) R主体人―井崩落土
d 黒色 (lOYR2/l) M土体 MI苦

第21i:l砂仕居跡貯蔵穴栢 I: e 鈍黄褐色(lOYR5/•I) やや締る RC混入
l 鈍黄掲色（1OYR4/:l) RC  R含締る ［鈍苗褐色（!OYR5/4) R含締りやや弱
2 黒褐色 （lOYR:l/2) 1脳に比べやや暗い g暗褐色 （I OYR:l/:l) C含 R混人締りやや弱
3 鈍黄褐色（10YR5/4) Gt:体 h 黒色 (I OYR2/2) C VI―ド体 VI駈
4 黒褐色 （lOYR:l/2) R含 I 明拭掲色（!OYRii/6) 13プロノク
5 仄黄掲色（10YR5/:l) Rt体 ］掲色 （IOYR4/6) RB払干含
6 鈍褐色 （!OYR4/4) Gプロソク含 K 黄褐色 (!OYR5/li) R主体

第294図 第263号住居跡出土遺物

ロニ王□~1

三 3

□三二15

三 7

口

口 2

ロ□三
□三~6

10 

゜
10cm 

11 

壁は明瞭であり、北側からカマドが検出できた。貯

蔵穴は検出できなかった。床面は明瞭で、壁溝は北側

と西側のコーナーで一部途切れるものの、ほぼ全周し

ていたと考えられた。
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第263号住居跡出土遺物観察表

No. 器 種 日径／cm 器高／cm 底径／cm 胎 土 焼成 色調 残存率／％ 備 考

1 昇； (14. 0) ACDEFK 2 赤褐色 10 赤彩

2 況； (13. 6) ACDEFK 3 赤褐色 30 

3 均； (13. 5) 3.9 ACDEF 3 赤褐色 70 

4 身； (14. 6) ACDEF 3 赤褐色 40 

5 杯 (12. 3) 4.3 ACDEFK 3 橙褐色 90 

6 昇； (13.0) ACEF 2 暗赤褐色 20 

7 況： (11.4) ACEF 2 赤褐色 50 

8 鉢 (16.8) ACEF 2 赤褐色 30 

， 珈平 (15. 7) ACDEFK 3 淡橙褐色 40 

10 甕 (8. 0) ACDEF 2 暗赤褐色 10 

11 支 脚 AC 4 淡褐色

柱穴も 2本が明瞭に検出できた。検出した柱穴の中

で、 P3は他の柱穴に比べてやや浅く、位置もやや南

東に偏っていた。 Plは周辺の床面を精杏した力惰t出

することができなかった。 P4はSJ-265によって検

出することができなかった。

覆土には埋め戻しの痕跡はなく、自然堆積の状況を

示していた。

1主居跡は SJ-265• 266。267• 268 • 278、SE-111・

112、SK-349• 357 • 367 • 368 • 378と重複していた。

重複関係は SJ-265、SE-111・112、SK-349• 357 • 

378に切られ、 SJ-267• 268 • 278を切っていた。

実測可能な遺物として、土師器杯、甕、須恵器杯、

臼玉、鉄製の刀子などを検出した。この中で、第295図

4、5の甕は住居跡の中央から、 2の杯はカマド右側

から、他は覆土から検出した。ただし 2の杯は SK-378

に帰属する可能性が考えられた。

第264号住居跡出土遺物観察表

第295図 第264号住居跡出土遺物

口ロニ
ロ~3

4
 

ーーヽ

□
□
¥
 10cm 

No. 益"" 種 日径／cm 器高／cm 底径／cm 胎 土 焼成 色調 残存率／％ 備 考

1 埒； (14. 4) ACFK 2 赤褐色 10 赤彩

2 身； 15.0 4.9 8.1 ACDF 3 黒褐色 90 

3 須恵器杯 (8 0) ACF 1 黒 色 10 

4 甕 (20. 9) ACDEF 3 橙褐色 30 

5 痒平 (4.2) ACDF 3 橙褐色 10 

第265号住居跡（第296• 298図）

第265号住居跡は、 AC-19• 20グリッドから検出し

た。

形態は方形で、主軸方位はN-21°-Wであった。規模

は主軸長3.6m、副軸長4.lm、深さ20cm程度であった。

壁は明瞭であったが、カマドは検出できなかった。

貯蔵穴も検出できなかった。床面は明瞭で、壁溝は全

周していた。柱穴は周辺を精査したが、検出すること

ができなかった。

住居跡は、 SJ-255・264・268、SK-376、SE-111と

重複していた。重複関係は、 SE-111、SK-376に切ら

れ、 SJ-264・268を切り、 SJ-255とは不明であった。

実測可能な遺物として、土師器杯、須恵器杯、板状

の鉄製品などを検出した。この中で、第298図に示した
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第296図 第264• 265 • 268号住居跡
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(IOYR4/4) -'¥JぺJ消古’卜生
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3 鈍黄褐色(lOYR4/:l) 微粒R粒含
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C 16.10m 

4 鈍伍褐色（!OYR4/:l)

5)火黄掲色（!OYR4/2)

D 16.00 m 
第2郎什居跡カマド覆上

a 灰掲色 （7. 5YRo/2) B RC含やや締る

b 灰褐色 (7.. WR"1/2) R C少含 B多含

やや締る粘性有

c 明赤褐色 (2.:iYR5/Ei) R多含 C B混人

d 鈍黄褐色(lOYRo/ 4) B↑｛本

e 純仇掲色（IOYRS/4) ［ぅ多合

c含

やや締る

BC混入

BRC混入

やや締る

(lOYR5/0l) B多含

c若下混入

やや締る

粘竹有

7 鈍黄樹色（lOYR4/:l) R B混｛L

やや締り弱

ぶ鈍拭掲色（10YR5d) 7層より

明るい

B含

6 鈍褐色

9 褐色 (lOYIN/6) 

やや締る

B含締る

。
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第297図第264号住居跡カマド
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遺物は、全て覆土中から検出した。

本住居跡の調査時に床面と周辺を精査したが、カマ

ドや貯蔵穴などは、痕跡さえも確認できなかった。柱穴

についても、p1とP3に該当する可能性を持つピッ

トを検出したが、覆土から柱穴ではないと判断した。

第2屈住居跡カマド疫土

a 鈍黄褐色(IOYR4/:l) R Lぅ含

締る

b 灰褐色 (5YR4/2) RC混在

やや締る

c 鈍赤褐色 (SYR4/:l) R含

d 黄褐色 (2. 5YRS/4) R多含

天井惰II

e 黒褐色 (SYR2/l) C主体

M附

f 黄褐色 (lOYR5/6) B主体

カマド貼り床

g黄褐色 (lOYR5/6) B t体

カマド貼り床

h I火掲色 (5YR4/2) R混入

やや締る

］明赤褐色 (2.5YR5/6) R塊主体

火井崩落ヒ

］鈍赤褐色(iiYR4/:J) R塊混入

c多含

k 明針掲色(iiYR4/:¥) 13主体

m附に近似

l 掲色 （10YR4/6) B干体 R含

j層に近似

m 明伍掲色(1OYR6/H) B主体

袖一部

n 掲色 （lOYR-1/6) 13主体

RC店干混入

（）里褐色 (5YR2/l) C主体

R混入

゜
1m 

第298図 第265号住居跡出土遺物

□ 三 2

。
10cm 

第265号住居跡出土遺物観察表

］゜•I ／員ご：： ：：蓋 I 日］：：／c笠 I 器高:c:I 底怪／~K土 焼：ロロニ：ロロ I備考

1 青白色 50 

第268号住居跡（第296• 299図）

第268号住居跡は、AC-19・20グリッドから検出した。

住居跡の西側は SJ-278による攪乱のために、北側

はSJ-264による攪乱のために検出できなかった。

住居跡は、確認面では痕跡程度しか残存していな

かった。形態は方形で、主軸方位はN-16°-Wであった。

規模は主軸長不明、副軸長不明、深さ 10cm程度であっ

第268号住居跡出土遺物観察表

た。

壁は明瞭であり、東側からカマドが検出できた。貯

第299図 第268号住居跡出土遺物

1~三口に一、曹 2

゜
10cm 

］ 葦

日正
(12.8) I 3.1 

(16. 3) 

底径／cm f 胎 土

ACDEF 

ACF 

焼：ロロこ：］／％ 1里：処理考

1 灰白色 20 
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第300図 第266• 267号住居跡
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第2b7什居跡覆十

l 鈍黄褐色(lOYR4/:l) RC含 B微混入やや締る

乙鈍黄褐色(lOYRii/4) B混入締り粘性有

第~67住居跡柱穴蜀七

C 1610m 1 鈍黄褐色(1OYR4/:l) RC混人 C含締りやや弱

ー 立 2 暗褐色(lOYR:l/:l) B混入 RC含締りやや弱

3 黄褐色 （10YR5/6) B混人締る

第267什居跡カマド覆十

a 明赤掲色（fiYR:i/01) R多混人 CR含やや締る

b 曳褪色 (7 oYR2/2) G多含締る

D 1610m D' c 鈍黄褐色（IOYR印 I) B多合 R若丁混入

P, P, 

第267住届跡貯蔵穴褐土

］鈍黄褐色（!OYR5/4) R B含 c混入

2 鈍黄掲色（1OYR4/:l) R C  13含

3 黒褐色 （I OYR:l/2) IJ多合やや締る

4 明始褐色 (2SYfi/8) Bず体

E'F  1610m F 'G  1610m G' 
c - - 3 貯蔵穴 4 _ 

`////  

0 2m 
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蔵穴は検出できなかった。床面は明瞭で、壁溝は、検

出できなかった。周辺の地山を精査したが、柱穴を検

出することはできなかった。

住居跡は SJ-264• 265 • 278、SK-349• 357 • 367 • 

368 • 369と重複していた。重複関係は SJ-264• 265 • 

278、SK-349• 357 • 367 • 368 • 369に切られていた。

実測可能な遺物として、土師器杯、須恵器杯などを

検出した。この中で、第299図に示した遺物は、全て覆

土中から検出した。

第266号住居跡（第300図）

第266号住居跡は、 AC-20グリッドから検出した。

住居跡の北側は、 SJ-378による攪乱のために検出で

きなかった。形態は方形で、主軸方位はN-28°-Wで

あった。規模は主軸長不明、副軸長不明、深さ10cm程

度であった。

第301図第269号住居跡

壁は明瞭であったか、カマドは検出できなかった。

貯蔵穴も検出できなかった。床面は明瞭であったが、

壁溝は検出できなかった。柱穴も検出できなかった。

本遺構は、南側のコーナーしか検出できなかったが、

覆土の状況などから住居跡と判断した。

住居跡は、 SJ-264• 267、SK-378と重複していた。

重複関係は、 SJ-267、SK-378に切られ、 SJ-264とは

不明であった。

実測可能な遺物として、鉄製の刀子などを覆土から

検出した。

第267号住居跡（第300図）

第267号住居跡は、 AB-19• 20、AC-19・20グリッ

ドから検出した。

住居跡の南側は SJ-264による攪乱のために、中央

はSK-378による攪乱のために検出できなかった。形

＜： 

SJ237 

三 紐1.¥

o口
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SJ269 ( ¥--s-畑

1, 

<I 

゜
＼ 
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態は方形で、主軸方位はN-38"-Wであった。規模は主

軸長4.8m、副軸長4.9m、深さ20c頑肘変であった。

壁は明瞭であり、北西側からカマドか検出できた。

貯蔵穴はカマドの左側から検出した。床面も明瞭で、

壁溝は西壁の一部で検出できた。柱穴も 4本が明瞭に

検出できた。

住居跡は、 SJ-264• 266 • 286、SB-83、SK-378と

重複していた。重複関係は、 SJ-264、SB-83、SK-378

に切られ、 SJ-266• 286とは不明であった。

実測可能な遺物は、検出できなかった。

第269号住居跡（第301図）

第269号住居跡は、 AB-17グリッドから検出した。

1主居跡の北側はSE-187・190による攪乱のために南

側は SK-344• 345 • 346による攪乱のために、中央は

SK-342・ 343・ 344による攪乱のために検出できなかっ

た。形態は方形で、主軸方位はN-8°-Wであった。規模

は主軸長3.8m、副軸長5.2m、深さ10c頑尉変であった。

壁は明瞭であり、北側からカマドが検出できた。貯

蔵穴は検出できなかった。床面は明瞭で、壁溝は北東

コーナー以外で検出できた。柱穴は床面を精査したが

検出できなかった。

付居跡は、 SE-187・190、SK-342• 343 • 344・ 345・ 

346と重複していた。重複関係は、 SE-187• 190、SK

-342 • 343 • 344 • 345 • 346に切られていた。

実測可能な遺物は、検出できなかった。

第270号住居跡（第302図）

第27的｛村呂跡はAC•AD-21・22グリッドから検出した。

住居跡の東側は調査区外のために、南側は SX-10に

第302図第270• 321号住居跡
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第270住居跡閉 I→

1 黒掲色（lOYR:l/2) 黄褐色砂粒含

第:i21住居跡覆土

］黒褐色(lOYR:l/1) 黄砂粒多含

2 黒褐色(l OYR:l/ 2) 黄砂粒• R含

。
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よる攪乱のために、東側は SD-38による攪乱のために

検出できなかった。住居跡は、確認面では壁溝の痕跡

程度しか残存していなかった。形態は方形で、主軸方

位はN-34°-Wであった。規模は主軸長不明、副軸長不

明、深さ 10c叫肘変であった。

壁は不明瞭で、 カマドは検出できなかった。貯蔵穴

も検出できなかった。床面は明瞭で、壁溝は住居跡の

残存範囲で確認できた。柱穴は床面を精査したが、検

出できなかった。

住居跡は、 SJ-321、SD-38、SX-10と重複していた。

重複関係は、 SD-38に切られ、 SJ-321、SX-10とは不

明であった。

実測可能な遺物は、検出できなかった。

第321号住居跡（第302図）

第321号住居跡はAC•AD-21。 22グリッドから検出した。

住居跡の東側は、 SD-38による攪乱のために検出で

きなかった。住居跡は、確認忍面では壁溝の痕跡程度し

か残存していなかった。形態、主軸方位とも明らかに

できなかった。規模は主軸長不明、副軸長不明、深さ

10cm程度であった。

壁は不明瞭で、カマドと貯蔵穴は検出できなかった。

床面は明瞭で、壁溝は残存範囲で検出できた。柱穴は

疇を精査したが、検出できなかった。

住居跡は、 SJ-270、SD-38と重複していた。重複関

係は明らかにできなかった。

実測可能な遺物は、検出できなかった。

第303図 第272号住居跡出土遺物
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第272号住居跡出土遺物観察表

No. 益nロ 種 ロ径／cm 器高／cm 底径／cm 胎 土 焼成 色調 残存率／％ 備 考

1 均： (12.4) 4.5 ACDEFK 2 赤褐色 90 赤彩

2 一品 均； ACDEFK 2 暗赤褐色 40 赤彩

3 甕 (17. 2) ACEFK 3 暗赤褐色 40 

4 珈式 (18.8) ACDEFK 3 赤褐色 50 

5 珈コ」 (18. 0) ACDEFHK 3 淡橙褐色 10 

6 珈志 (18.0) 31. 5 (8.4) ACDEFK 3 橙褐色 50 

7 支 脚 ACF 4 淡灰褐色
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第304図第272• 273号住居跡
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第272仕居跡覆土

］暗褐色 （IOYR3/,J) BR  C多含締り強

2 暗褐色 （IOYR3/:l) 1層主体全体にC含黒色l:• RB多含締り弱

3 褐色 （IOYR4/6) 砂質Bブロソク主体床との間は 2層薄厨入る

4 褐色 （IOYR4/6) 砂質B主体」面硬く締る貼り床

5 暗褐色 （IIJYR3/:l) 褐色上 B含締り強埋め戻し充填七

6 暗褐色 （IOYR:l/4) B多含締り強 R微含

第272住居跡カマド覆土

a 暗褐色 (lOYR:l/1) B細粒多含締り強

b 賠赤掲色 (2.5YR:l/6) R主体天井崩落 l:

c 黒色 (lOYR2/l) :¥-1層

d 暗褐色 (1 OYR:l/:l) a層に準じる B少含粘性強 RC少含

第272住居跡柱穴覆ヒ

l暗褐色 (lOYR:l/4) 黒色士•砂質B 主体貼り床締り強

2 暗樹色 （lOYR:l/:l) 粘質Bブロック主体粘性強充填土

:i暗掲色 (lOYR3/:l) 2層t体黒色士未溶化プロック混

4 暗褐色 (l()YR3/4) 溶化進行B主体非ブロック状

5 純黄褐色(1OYR4/:l) B t-:体粘質土色調明

6 暗褐色 (IOYR3/:l) 未溶化 B多含締り無柱痕

7 暗褐色 (lOYR3/:l) 褐色士•砂質 B 含 SJ-273構築時の貼り床七

第272住居跡貯蔽穴（古）fl)!:

7 褐色 (IIIYRl/6)硬く締まった B （貼り床） 概土4脳に同じ

沼暗掲色（l（IYR:i/3) 大却 BRプロック含埋戻し土

9 黒褐色（lllYR2/:l) 大型Bブロック多含締り弱埋戻しt:

Ill褐色 (l()YR4/4) B主体壁(/)溶流入上

第272住居跡貯蔵穴（新）閉七

11暗褐色（lOYR:l/ 4) 溶化BRC多含締り強住居覆上］層と同

12暗掲色（lOYR:J/,l)大兜B多含 R少含

l,i患謁色（lllYR2/:l) 2層に似るが B少含溶化進行粘質強

11暗掲色(lOYR:l/4) :3層基本 B不含粘性強

第27:l仕居跡貯蔵穴覆 I:

l 里褐色（IOYR2/:l) 1層t｛本 B少含微師 RC多含

2 陪掲色（lllYR:l/4) 未溶化 B多合締り蒻埋戻し

第272号住居跡（第303~305図）

第272号住居跡は、 AC-17グリッドから検出した。

住居跡の西側は SJ-273による攪乱のために、東側

は噴砂と SJ-246による攪乱のために検出できなかっ

た。形態は方形で、主軸方位はN-34°-Wであった。規模

は主軸長4.9m、副軸長不明、深さ30c頑岩変であった。

壁は明瞭であり、北側からカマドが検出できた。カ

マド内からは支脚が検出できた。貯蔵穴はカマドの右

第27:1住居跡覆十

15黒掲色(IOYR2/:l) B多含 RC微含

田黒褐色(IOYR2/:l) 1梱主体 B少含微細 RC多含

17黒色 (I OYR2/2) 締り弱色調暗末溶化B多含 RC微含

18褐色 (l OYR-1/ 4) 粘質B 壁溶流入」一

19黒褐色(1OYR2/:l) 3層主体 RC多含締り強

20暗褐色(1OYR:l/:l) 色調暗 B少含締り弱カマド a層にと同じ

第273住居跡カマド粕土

a 暗褐色 (lOYR:1/:l) l培近似小型 B多含カマド崩壊後堆積土

b 暗褐色 (lOYR:l/:l) a層主体 R多含締り無カマド崩壊後堆積（器設部）

c 暗褐色 (lOYR:i/4) B主体下端ば焼上化犬井崩落士

d 暗赤褐色 (2.5YR:i/6) R土／本 c層(/)焼土化層

e 黒色 (IOYR2/l) 単純M層

f暗褐色 (lOYR:l/-1) M混粘質十火床に堆積

側から検出した。床面も明瞭で、壁溝は南のコーナー

で一部途切れるものの、ほぼ全周していたと考えられ

た。柱穴も 4本が明瞭に検出できた。

覆土には埋め戻しの痕跡はなく、自然堆積の状況を

示していた。

住居跡は、 SJ-246• 273 • 274、SK-353と重複して

いた。重複関係は、 SJ-273• 274、SK-353に切られ、

SJ-246とは不明であった。
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実測可能な遺物として、土師器杯、甕、高杯、支脚、

石製模造品などを検出した。この中で、第303図3の甕

はカマドの右袖から、 4の甕は左袖から、 6の甕はカ

マドの左側から、 2の高杯はカマド手前から、 7の支

脚はカマド内から、 1の杯は住居跡の中央から、 5の

甕は1打吾跡の南の壁際から、他は覆土から検出した。

第273号住居跡（第304• 306図）

第273号住居跡は、 AC-17グリッドから検出した。

形態は方形で、主軸方位はN-49"-Wであった。規模

は主軸長4.7m、副軸長4.2m、深さ40cm程度であった。

壁は明瞭であり、北西側からカマドカstt出できた。

貯蔵穴はカマドの右側から検出し、覆土内から鉢が検

出できた。床面も明瞭で、壁溝は西側のコーナーで一

第305図第272号住居跡カマド

／
 

塁
゜

1m 
d

5

 

部途切れるものの、ほぼ全周していたと

考えられた。柱穴も 3本が明瞭に検出で

きた。

1詞跡は、 SJ-272• 274と重複してい

た。 SJ-272• 274切っていた。

実測可能な遺物として、土師器杯、鉢、

甕、鉄製の刀子などを検出した。この中

で、第306図5の鉢は貯蔵穴周辺から、他

は覆土から検出した。

第273号住居跡出土遺物観察表

第306図 第273号住居跡出土遺物

口 ／口4

□□□ ―——--
＼二3

゜
10cm 

No. 器 種 ロ径／cm 器晶／cm 底径／cm 胎 土 焼成 色調 残存率／％ 備 考
1 杯 (10.8) ACF 3 淡橙褐色 20 
2 埒： (13. 0) ACF 2 赤褐色 20 赤彩
3 甕 (8.4) ACDF 3 黒褐色 10 
4 甕 (20.8) ACDF 3 暗赤褐色 10 
5 鉢 (21. 9) ACDEF 3 暗赤褐色 20 

第274号住居跡（第307~309図）

第274号住居跡は、AC・AD-17グリッドから検出した。

住居跡の南側は SJ-301による攪乱のために、北側

はSJ-273による攪乱のために検出できなかった。形

態は方形で、主軸方位はN-50°-Eであった。規模は主

軸長6.0m、副軸長5.9m、深さ25c呻尉斐であった。

壁は明瞭であり、東側からカマドカ湘糾iできた。カ

マド内からは杯の破片か検出できた。貯蔵穴はカマド

の右側から検出した。床面も明瞭で、壁溝は東南側の

コーナーで一部途切れるものの、ほぼ全周していたと

考えられた。

柱穴も 4本を明瞭に検出することかできた。

住居跡は SJ-272・273・ 277。301、SE-109、SK-355。

359と重複していた。重複関係は、 SJ-273。301、SE

-109、SK-355・359に切られ、 SJ-277を切り、 SJ-272

とは不明であった。

本遺構は噴砂との重複が認められた。重複関係は噴

砂に切られていた。噴砂は比較的細い亀裂で、地山と

覆土の境界部分を中心として、カマドの周辺から検出

できた。
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第307図 第274号住居跡出土遺物
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第274号住居跡出土遺物観察表

No. 器 種 日径／cm 器高／cm 底径／cm 胎 土 焼成 色調 残存率／％ 備 考

1 j:不 (10.6) ACDF 3 淡灰褐色 30 

2 杯 (14.6) ACDF 3 淡橙褐色 40 

3 杯 13.8 4.3 ACDEF 2 明赤褐色 90 穿孔

4 埒： (12. 0) ACDEF 3 淡橙褐色 20 

5 杯 (12.0) ACF 2 暗赤褐色 30 

6 杯 (14.0) ACDEF 2 赤褐色 20 赤彩

7 珈芯 (18.0) ACDF 2 橙褐色 10 

8 嘩ェ (18.0) ACDEF 3 暗赤褐色 50 

， 乖零 (18. 5) ACDEFK 3 暗赤褐色 60 

10 甕 (17 8) ACDEFK 3 暗赤褐色 70 

11 支 脚 B 4 淡褐色 50 

実測可能な遺物として、土師器杯、甕、高杯、支脚、

鉄鏃などを検出した。

この中で、第307図3の杯はカマド内から、 5の杯、

8 • 9の甕はカマド右側の壁際から、 11の支脚はカマ

ド正面の手前から、 10の甕は柱穴P3から、他は覆土

からそれぞれ検出した。
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第308図 第274• 277号住居跡
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I 15.90 m 
貯蔵穴~

I' 

F 15.90 m 
F' 

G 15.90 rn 
G' 

第274仕届跡褐七

］暗掲色(1OYR:¥/ 4) B R C多含締り強

＇』黒褐色 (10YR2/:l) 1層基本 B多含故意の埋め戻しか 9

3 黒褐色(1OYRZ/3) 2居に準ずる B少含

第274住居跡柱穴覆I:

1 黒掲色（10YR2/:l) 溶化進行粘質B多含締り弱粘性強

2 暗掲色(IOYR:3/ 4) 粘質B主体粘性強

3 褐色 (1 OYR4/6) 粘質Bt体帷溶流化土

4 黒褐色（IOYR2/3) 1層基本 B溶化遅い RC微含杜痕

5 黒色 （10YR2/2) R多含黒色L貼床構築時の充填土か？

。
2m 

第309図第274• 277号住居跡カマド

》

2

一

口
：

第274住屈跡カマド覆士

a 暗褐色 （lOYR.'l/:l) 1層に近似 B溶混多締り弱

b 暗赤褐色 (2.5YR:l/6) R中体天井・壁崩落上

c 黒色 (lOYR2/l) 単純M層

d 褐色 (10YR4/6) Bプロソク（天井構築十）

e 暗赤褐色 (2.5YR:l/6) Rプロック（天井崩落土）

f暗掲色 （lOYR:l/:l) 火床面？掘り過ぎか粘性強 B多溶混 M混入

第27•1住居跡貯蔵穴閉七

l 黒掲色（10YR2/3) 末溶化B多含 R少含

凶黒褐色（10YR2/:l) 1層基本下位に溶化進行B多含粘性強

3 褐色 （lOYR,l/6) B主体壁・庇の溶軟化層

第277住届跡カマド覆土

a 暗掲色（lOYR:l/4) RC多含天井崩落ヒの一部

b 暗亦褐色 (2.5YR:l/6) R＿し（本天井・墜崩落十＿

c 黒色 （10YR2/l) :¥II層 Mli:Rプロック中に散在純陪ではない

¥) 11 ゜
1m 

第277号住居跡（第308• 313図）

第277号住居跡は、 AC-17• 18、AD-17• 18グリッ

ドから検出した。

住居跡の西側は、 SJ-274による攪乱のために検出で

きなかった。規模は主軸長不明、副軸長不明、深さ10

cm程度であった。

壁は明瞭であり、東側からカマドか検出できた。カ

マド内からは高杯の破片力惰曲できた。貯蔵穴は検出

できなかった。床面は明瞭で、壁溝はカマドの右側で

検出できた。柱穴は検出できなかった。

住居跡はSJ-272・273・274・301、SK-354・355、SD-148

と重複していた。重複関係は、 SJ-274、SK-354・355

に切られ、SJ-272・273・301、SD-148とは不明であった。

本遺構と重複した噴砂は、覆土と壁の間に亀裂を生

じさせて侵入しており、カマドも一部壊されていた。

実測可能な遺物として、土師器甕、曾瓦高杯などを

検出した。この中で、第313図に図示した遺物は全てカ

マドの周辺から検出した。
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第275号住居跡（第310• 311図）

第275号住居跡は、 AB-16• 17、AC-16• 17グリッ

ドから検出した。

住居跡の西側は調査区外のために、中央は SK-362

による攪乱のために検出できなかった。形態は方形で、

主軸方位はN-20°-Wであった。規模は主軸長不明、副

軸長3.4m、深さ10c而閲変であった。

壁は明瞭であり、東側からカマドか検出できた。貯

蔵穴はカマドの右側から検出した。床面も明瞭で、壁

溝は検出できなかった。柱穴も検出できなかった。

第275号住居跡出土遺物観察表

□ 1須： ： ：：蓋 IL胃［言 1 器品／cm

什揺跡は、 SD-100、SK-362と重複していた。盾複

関係は、 SD-100、SK-362に切られていた。

実測可能な遺物として、土師器甕、須恵器杯などを

検出した。この中で、第310図に示した遺物は、全て覆

土中から検出した。

第310図 第275号住居跡出土遺物

~1 

底径口］喜□国土

゜
10cm 

焼口：／］
残存率／％

孟
10 

備 考

第311図第275号住居跡

B' 

調査区外

C 16.00 m c
 

E 16.00 m 

第275住居跡覆 1-

B' 
］里褐色 (1OYR2/:l) B仝体に溶混 R多含締り弱

'乙暗掲色（IOYR:l/4) 粘質溶化I3一日本粘竹強

第275仕居跡カマド覆土

d 卑褐色(IOYRふl) RC多含大井・賠崩落[/。

他の住居に比へて R少含

b 里褐色（1OYR2/:l) a隠に似る RC少含 B溶混多

締り粘性強允lJ'し卜か

E' c 暗掲色(IIIYR:l.4) b居に準ずる RC小含粘性強

。
2m 
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第276号住居跡（第312図）

第276号住居跡は、 AC-16・17、AD-17グリッドか

ら検出した。

住居跡の西側は調査区外のために、中央は SD-148

による攪乱のために、東側コーナーは SK-359による

攪乱のために検出できなかった。形態は方形で、主軸

第312図第276号住居跡
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口口口
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¥
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方位はN-30°-Wであった。規模は、主軸長不明、副軸

長不明、深さ20c碕閲変であった。

壁は明瞭であったが、カマドは検出できなかった。

貯蔵穴も検出できなかった。床面は明瞭で、壁溝はほ

ぼ全周していたと考えられた。柱穴は検出できなかっ

た。

付病跡は、 SD-148、SK-359・360と重複していた。

複関係は、 SK-359に切られ、 SK-360を切っていた。

実測可能な遺物は、検出できなかった。

第313図 第277号住居跡出土遺物
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第276住居跡殺土

l 黒掲色 (1OYR:l/2) R溶混多 R少含

2 掲色 （1 OYR4./6) 砂質B主体床溶化層

3 暗褐色(lOYR:l/4) 多匿B溶混舷崩落士

4 褐色 （10YR4/6) R主体 2層と同じ吃溶軟化層
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第277号住居跡出土遺物観察表

No. 器 種 口径／cm 器晶／cm 底径／cm 胎 土 焼成 色調 残存率／％ I 備 考
1 高 均； 15.4 ACDF 2 赤褐色 80 I 赤彩
2 甑 (21. 7) 24.5 6.6 ACDEFHK 2 橙褐色 50 
3 甕 (20.8) 29.1 7.6 ACDEFK 2 淡橙褐色 60 

第314図第278号住居跡
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第27H住居跡覆土

l 褐色 (1 OYR•l/•l) B RC含締りやや弱
凶鈍訊掲色（1OYR5/•l) ll R含締り弱

;3 I明納褐色（IOYR6/6) B主体

4 鈍黄褐色 (10YR5/4) BR含締りやや弱

5 掲色 （!OYR4/4) RC含締り弱士器片（甕）出 1

゜

第278住居跡カマド粕f:

a 明赤褐色 (2.5YR5/H) R多含

b 鈍赤褐色 (5YR,J/:l) C衿下混人 B合

2m C 灰褐色 (7. 5YR4/2) 2層に比べ暗い B含

d 黄褐色 (I OYR5/6) B主体
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第278号住居跡（第314• 315図）

第278号住居跡はAC•AD-19·20グリッドから検出した。

住居跡の南西側は攪乱のために検出できなかった。

形態は方形で、主軸方位はN-64°-Eであった。規模は

実測可能な遺物として、土師器杯、甕、須恵器杯な

どを検出した。この中で、第315図3の甕はカマド右側

から、 5の甕はカマド手前から、他は覆土中からそれ

ぞれ検出した。

主軸長7.2m、副軸長6.8m、深さ10

c叫涅度であった。

壁は明瞭であり、東側からカマド

が検出できた。貯蔵穴は検出できな

かった。床面は明瞭で、壁溝は北西・

南西コーナーで途切れるものの、ほ

ぼ全周していたと考えられた。柱穴

も、 4本を明瞭に検出することがで

きた。

覆土には埋め戻しの痕跡はなく、

自然堆積の状況を示していた。

1諏跡は、 SJ-264・268、SE-183、

SK -363 • 364 • 367 • 368 • 369 • 372 

と重複していた。

重複関係は SE-183、SK-363• 

364 • 367 • 368 • 369 • 372に切られ、

SJ-264 • 268とは不明であった。

第278号住居跡出土遺物観察表

第315図 第278号住居跡出土遺物

□ 
ロ
口

---

―-----

----------

___―-―----

¥4  ゚ 10cm 

No. 器 種 ロ径／cm 器高／cm 底径／cm 胎 土 焼成 色調 残存率／％ 備 考

1 杯 (13. 6) ACDEF 2 黒褐色 30 

2 須恵器杯 (13.0) ACF 1 青灰色 20 

3 甕 (13.4) ACDEFHK 3 赤褐色 50 

4 珈工 (7 6) ACDFK 2 淡橙褐色 10 

5 甕 (17. 8) 35.2 (6.0) ACDEFK 3 黒褐色 90 

第279号住居跡（第316• 317図）

第27炉計訊号跡は、AG・AH-18グリッドから検出した。

住居跡の西側は調査区外のために、南側は SD-101

による攪乱のために検出できなかった。形態は方形で、

主軸方位はN-36°-Wであった。規模は主軸長不明、副

軸長不明、深さ30c碕閲斐であった。

壁は明瞭であったが、カマドは検出できなかった。

貯蔵穴も検出できなかった。床面は明瞭で、壁溝は住

第279号住居跡出土遺物観察表

居跡の検出範囲で確認できた。柱兌：は検出できなかっ

た。覆土には埋め戻しの痕跡はなく、自然堆積の状況

を示していた。

第316図 第279号住居跡出土遺物

□ 
O 10cm 

No. 

ー＿

2

種

竺tit

器 ロ径／cm l器高／cm

(15.8) 

底径／cm I 胎 土

ACDEF 

(6.0) I ACDEF 

焼成 Il:] I 残存；／％ I舟：

考
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第317図
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第279住居跡覆土

］茶掲色（10YR2/:l)

茶褐色1:t体

Bやや風化多少含

c風化多少含

2 茶掲色（10YR2/3)

1層より B少含

c多含

3 茶掲色(1OYR2/:l) 

1層より B多含

4 荼褐色(1OYR2/:l) 

1厨より更に

B多含

5 茶褐色(1OYR2/:l) 

l培より

B未風化多含

第285住届跡覆tこ

l)火黄色(lOYR:l/2)

灰飢色 l•主体

B風化多少含

。
2m 

住居跡は、 SB-89・106、SD-101と重複していた。

重複関係は、 SB-89• 106に切られていた。

実測可能な遺物として、土師器杯、J甘、紡錘車など

を検出した。この中で、第316図2の用は、住居跡の北

側コーナー付近から、他は覆土から検出した。

第285号住居跡（第317図）

第285号住居跡は、 AG-18グリッドから検出した。

住居跡の東側はSJ-281による攪乱のために、北側は

SD-85による攪乱のために検出できなかった。住居跡

は、確認面では壁溝の痕跡程度しか残存していなかっ

た。形態は方形で、主軸方位はN-20°-Wであった。規

模は主軸長不明、副軸長不明、深さ 5cm程度であった。

壁は不明瞭で、カマドは検出できなかった。貯蔵穴

も検出できなかった。床面は明瞭で、壁溝は南壁で検

出できた。柱穴は検出できなかった。

住居跡は、 SJ-281と重複していた。重複関係は、 SJ
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-281に切られていた。

実測可能な遺物は、検出できなかった。

第281号住居跡（第318• 319図）

第281号住居跡は、AG-18・19グリッドから検出した。

住居跡の東側は SJ-282• 283による攪乱のために、

北側は SJ-292・294、SD-85による攪乱のために、中

住居跡は、SJ-282・283・284・285・294、SD-8氏SK-365

と重複していた。重複関係はSJ-282・283、SD-85、SK-

365に切られ、 SJ-284・285・294とは不明であった。

実測可能な遺物として、土師器杯、鉢、舟形を呈し

た模倣杯などを検出した。この中で、第318図1の鉢と

3の杯は住居跡南東側の壁際から、他は覆土から検出

央は SK-365による攪乱のために検出できなかった。 した。

形態は方形で、主軸方位はN 第318図 第281号住居跡出土遺物

-34°-Wであった。規模は明らか

にできなかった。

壁は明瞭であったが、カマド

は検出できなかった。貯蔵穴も

検出できなかった。

床面は明瞭で、壁溝は西壁で

検出できた。柱穴も 4本が明瞭

に検出できた。

覆土には埋め戻しの痕跡はな

く、自然堆積の状況を示してい

ーし·ー：—-三ーーニ．—-三

言—/ 3 

゜
10cm 

た。

第281号住居跡出土遺物観察表

No. 器 種 日径／cm 器高／cm 底径／cm 胎 土 焼成 色調 残存率/% I 備 考

1 鉢 (13.1) ACDFK 3 赤褐色 20 

2 甕 (24. 0) ACDF 3 淡灰褐色 10 

3 坪 (15.0) 3 9 12.2 ACDEFK 1 赤褐色 90 I 舟形・赤彩

第294号住居跡（第319図）

第294号住居跡は、 AF-18・ 19、AG-18・ 19グリッ

ドから検出した。

住居跡の南側は SJ-281、SD-85による攪乱のため

に、東側は SJ-283、SD-85による攪乱のために検出で

きなかった。住居跡は、確認面では壁の痕跡程度しか

残存していなかった。形態は方形で、主軸方位はN-35°

-wであった。閲葵は主軸長不明、副軸長不明であった。

壁は不明瞭で、カマドは検出できなかった。貯蔵穴

も検出できなかった。床面も不明瞭で、壁溝も検出で

きなかった。柱穴も検出できなかった。

これらの住居跡に伴う施設を確認するために、調査

時に、床面や周辺を精査したが、 SJ-281・283、SD-85

による攪乱力亨fしく、痕跡さえも確認できなかった。

また、床面上からピットを検出したが、覆土の組成

や堆積状況、あるいは深さなどから柱穴ではないと判

断した。

住居跡は、 SJ-281。283・292、SD-85と重複してい

た。重複関係は、 SD-85に切られ、 SJ-281・283・292

とは不明であった。

実測可能な遺物は、検出できなかった。

第282号住居跡（第320• 322図）

第282号住居跡は、 AF-19• 20、AG-19• 20グリッ

ドから検出した。

住居跡の中央は SD-101による攪乱のために、北側

はSJ-283による攪乱のために、南側は SJ-376による

攪乱のために検出できなかった。形態は方形で、主軸

方位はN-48°-Wであった。規模は主軸長不明、副軸長
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第319図第28I • 294号住居跡
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第2811日居跡悦七

I I火児色(lOYRふ1)灰黒色＿I:「体

Bやや未匝＼化多少含

R未風化少合

2 I火黒色(lllYR:l/1) 1崩より

B末風化多含

第四4号住居跡癌十

I (凡茶巳 (IOYR:I, l) 茶掲色 l:J一体

I}K風化多合

R履＼化多少合

坪め戻し叩可能付布

2m 
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不明、深さ20cm程度であった。

壁は明瞭であったか、カマドは検出できなかった。

SJ-283等の攪乱によると考えられた。貯蔵穴も検出で

きなかった。 SK-336等の攪乱によると考えられた。床

面は明瞭で、壁溝は南側で検出できた。柱穴も 4本が

明瞭に検出できた。

わずかに残された覆土には埋め戻しの痕跡はなく、

自然堆積の状況を示していた。

住居跡は SJ-283• 291 • 296 • 297 • 376、SD-101、

第282号住居跡出土遺物観察表

SK-366と重複していた。重複関係は、 SJ-283・376に

切られ、 SJ-291• 296 • 297とは不明であった。

また、噴砂による攪乱も受けていた。

実測可能な遺物として、土師器杯などを検出した。

この中で、第320図1は床面直上から検出した。

第320図 第282号住居跡出土遺物

□三二。 10cm 

Ni°•I 器J:不種 日］□：I 器り：： I 底径／cm I A:]EFL 1 焼成 1 赤色褐調色 1 残存to/% I 備 考

第297号住居跡（第321• 322図）

第297号住居跡は、 AF-19、AG-19・ 20グリッドか

ら検出した。

住居跡の南側は SD-101による攪乱のために、北側

はSJ-283による攪乱のために検出できなかった。形

態は方形で、主軸方位はN-34°-Wであった。規模は主

軸長不明、副軸長不明、深さ25c而閲変であった。

出できたが、柱穴ではないと判断した。

住居跡は SJ-282・283・295・296・376、SD-101、SK

-366と重複していた。重複関係は、 SD-101、SK-366に

切られ、 SJ-282・283・295・296・376とは不明であった。

実測可能な遺物として、土師器杯、甕などを検出し

た。この中で、第321図に示した遺物は、全て覆土中か

ら検出した。

壁は明瞭であったが、カマドは検出で

きなかった。貯蔵穴も検出できなかった。

疇は明瞭で繋溝は南壁で検出できた。

柱穴は検出できなかった。

本住居跡も、前述した SJ-282同様に

攪乱力噌しく、カマド、貯蔵穴等力湘咄

できなかった。柱穴については、 Plは

SJ-282の p1と重複している可能性が

考えられた。 P2、P3はSD-101によっ

て攪乱されたと考えられ、 P4について

はSK-366による攪乱が考えられた。ま

た、床面上からは、何本かのピットが検

第297号住居跡出土遺物観察表

第321図 第297号住居跡出土遺物

三
ーニニ／ー2

ロニロj3

口
＼ここ二乙/5

口 ／／ （6

゜
10cm 

No. 器 種 ロ径／cm 器晶／cm 底径／cm 胎 土 焼成 色調 残存率／％ 備 考

1 杯 (12.8) ACDEF 3 暗赤褐色 40 

2 杯 11.4 3.4 ACDF 3 赤褐色 90 

3 杯 (14. 0) ACDEF 3 暗赤褐色 40 
4 杯 (15.2) ACDF 2 赤褐色 40 赤彩

5 珈平 (7.0) ACDEFK 2 暗赤褐色 10 

6 甕 (20.0) ACDF 3 淡褐色 10 

7 甕 (20. 0) ACDEFK 3 淡 橙褐 色 30 
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第322図第282• 297号住居跡
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第283号住居跡覆l→（第325図）

1 黒茶色（IOYR:l/1) 黒茶色土主体 B風化多少含 R風化少含

2 黒茶色（IOYR3/l) 1層より B大きく多含

3 黒茶色（!OYR3/l) 1層より B更に大きく多含未風化

第283号住居跡貯蔵穴覆土（第325図）

1 灰褐色(IOYR3/l)灰褐色七主体 B風化多含 R風化少含 C風化多少含

2 灰褐色（10YR3/l) 1層より R大きく多含 BC少含

3 黄褐色（IOYR4/6) 黄褐色B主体灰褐色上プロノク風化少含

4 灰黒色 (2.5YR3/l) 灰黒色主体やや砂質

第283号住居跡柱穴覆土（第325図）

1 黄褐色（IOYR3/2) 黄掲色土土｛本 B風化少含 R風化微含

2 黄掲色（1OYR3/2) 1層より B多含

3 黒褐色（IOYR3/2) 1層より B少含

4 黄褐色（IOYR3/2) 1層より B大きく多含未風化

5 黒褐色（IOYR3/l) 黒褐色士主体 B風化多少含

6 黒褐色（IOYR3/l) 8層より B大きく少含

第295号住居跡覆十．（第325図）

4 黄茶色（JOYR3/4) 黄褐色卜］主体 B風化少含 R風化微含

5 黄茶色（lOYR:3/4) 1層より Bやや多含

6 黄茶色(1OYR3/ 4) 1附より B更に多含

7 黄茶色（lOYR:l/4) 3層より B更に多含未風化

8 黄茶色 (10YR3/l) 1層より B僅かに多含未風化

第295号住居跡貯蔵穴覆土（第:l25図）

l 黒褐色 (1OYR3/]) 黒掲色士主体 B風化多含 R風化微含 c風化少含

2 黒掲色（10YR3/l) 1層より BR大きく多含

3 黒褐色(IOYR:l/1) 1層より B少含 R多含

4 黒褐色（!OYR:l/1) 3層に炭化材が加わったもの

5 黒褐色 (10YR3/l) 3層に Cが加わったも(1)

6 黒掲色（10YR3/l) 5層より R多含

第296号住居跡覆土（第325図）

9 灰掲色（!OYR:l/2) 灰褐色」：主体 B未風化多含 R風化少含

10灰褐色(IOYR3/2) 1層より B未風化多含
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第283号住居跡（第323• 325図）

第283号住居跡は、AF・AG-19グリッドから検出した。

住居跡中央は SD-85による攪乱のために、南側は

SK-366による攪乱のために検出できなかった。形態

は方形で、主軸方位はN-23°-Wであった。規模は、主

は、 SJ-282・294、SD-85、SK-366に切られ、 SJ-295・

296 • 297を切っていた。

実測可能な遺物として、土師器杯、甕を検出した。

この中で、第323図2の杯はカマド周辺から、 4の甕は

貯蔵穴内から、他は覆土から検出した。

軸長6.5m、副軸長6.3m、深さ20c頑里変で 第323図第283号住居跡出土遺物

あった。

壁は明瞭であり、北側からカマドカ惰甜i

できた。貯蔵穴はカマドの左側から検出し

た。床面も明瞭で、壁溝は北のコーナーで一

部途切れるものの、ほぼ全周していたと考

えられた。柱穴も 3本が明瞭に検出できた。

PlはSD-85によって検出できなかった。

1諏跡は SJ-282• 294 • 295 • 296 • 297、

SD-85、SK-366と重複していた。重複関係

第283号住居跡出土遺物観察表

□三三／
□ 

こ―---—―--—ロ「- ------・ • ----= 

- -- -- -
----- -

--― -ニ一

＿＿ニー：三二ご―~i--- -----c; 
9‘’ と·二• --- -

¥ ~~• 3 

゜
10cm 

~5 

No. 器 種 日径／cm 器高／cm 底径／cm 胎 土 焼成 色調 残存率／％ 備 考

1 杯 (14. 0) ACEF 3 淡橙褐色 10 

2 埒； (17. 6) ACDF 2 橙褐色 30 

3 杯 (18. 0) 5.0 ACDEF 2 橙褐色 60 

4 珈式 (7.0) ACDEFHK 3 赤褐色 30 

5 甕 (7.0) ACDEFK 3 赤褐色 10 木葉痕

第295号住居跡（第324• 325図）

第295号住居跡は、 AF-19グリッドから検出した。

住居跡の北側コーナーは SK-384による攪乱のため

に、南側は SJ-283による攪乱のために、中央は SD-85

による攪乱のために検出できなかった。形態は方形で、

主軸方位はN-23°-Wであった。規模は主軸長5.6m、

副軸長6.3m、深さ30cm程度であった。

壁は明瞭であり、北側からカマドか検出できた。貯

蔵穴はカマドの左側から検出し、覆土内から甕力湘糾出

できた。床面も明瞭で、壁溝はほぽ全周していたと考

えられた。柱穴も 4本が明瞭に検出できた。

住居跡は、 SJ-283・291・296。297、SD-85、SK-384

第295号住居跡出土遺物観察表

と重複していた。重複関係は、 SJ-283、SD-85、SK

-384に切られ、 SJ-291• 296 • 297とは不明であった。

第324図 第295号住居跡出土遺物

□三
1 ~~-;, 4 

三 □
□三二二／。 5 10cm 

No. 器 種 ロ径／cm 器高／cm 底径／cm 胎 七 焼成 色調 残存率／％ 備 考

1 杯 (14. 0) ACDF 2 赤褐色 30 赤彩

2 均： (15. 5) ACF 3 橙褐色 30 

3 杯 (16. 0) ACEF 3 淡褐色 20 

4 須恵器遜 ACF 1 青灰色 20 

5 甕 (6.6) ACDEFHK 3 暗赤褐色 20 
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第325図 第283• 295 • 296号住居跡
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実測可能な遺物として、土師器杯、甕、須恵器遜、

土玉などを検出した。この中で、第324図4の須恵器遜

と5の甕はカマド内から、 2の杯は貯蔵穴内から、他

は覆土から検出した。

第296号住居跡（第325• 326図）

第296号住居跡は、AF・AG-19グリッドから検出した。

住居跡の北側は SJ-283による攪乱のために、中央

はSK-366による攪乱のために検出できなかった。形

態は方形で、主軸方位はN-28'-Wであった。規模は主

軸長不明、副軸長不明、深さ 10c而尉変であった。

壁は不明瞭で、カマドも検出できなかった。貯蔵穴

は住居跡の北東側から検出した。床面は明瞭で、壁溝

第326図 第296号住居跡出土遺物

は南壁の一部で検出できた。柱穴は 4本が明瞭に検出

できた。

覆土には埋め戻しの痕跡はなく、自然堆積の状況を

示していた。

住居跡は、 SJ-282。283• 291 • 295 • 297、SK-366

と重複していた。重複関係は、 SJ-283、SK-366に切

られ、 SJ-297を切り、 SJ-282・291・295とは不明であっ

た。

床面の一部は、噴砂によって壊されていた。

実測可能な遺物として、土師器杯、甕、支脚などを

検出した。この中で、第326図3• 6の甕は貯蔵穴周辺

から、 4の甕はピット内から、他は覆土から検出した。
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第296号住居跡出土遺物観察表

No. 益＂＂ 種 ロ径／cm 器高／cm 底径／cm 胎 土 焼成 色調 残存率／％ 備 考
1 昇： (13.0) ACDEF 3 橙褐色 20 
2 杯 12.6 5.3 ACDEFK 2 赤褐色 90 赤彩
3 甕 20.0 ACDEF 3 橙褐色 40 
4 甕 5.4 ACDEF 3 淡橙褐色 40 
5 甕 (9. 7) ACDEFK 3 淡灰褐色 20 
6 甕 (22.0) ACDEF 3 淡橙褐色 50 
7 支 脚 AC 4 淡橙褐色

第286号住居跡（第327• 328図）

第286号1U呂跡は、AB・AC-20グリッドから検出した。

住居跡の北側は SJ-267による攪乱のために、中央

はSB-84・85による攪乱のために検出できなかった。
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第327図 第286号住居跡

。l. 
SK378 

ヽ

.
,
 

-
•
5
い
’

..
 1, 

~
 

9
，

．

ー

，

1
,
1
9
,
1ー
＇

一

＼

ー

）

5

―

―

 

-

D

B
 

S

l
 

／

＼

 

8

ー

B

B

-

i

_

,

'

,

1

1

1

_

1
ー

／

s

/

／

／

ー

＼

ー

1
1
1

ー
，
—
—
|
—
|
1
|
—
—
→
—
ー

ー

ー

＇

4

ー
ー
—
ー
ー

8

—
—
1
ー

バ

SB

□|-＼
 

¥
 

><

ー

‘, ー[
-

＼
 

SJ264 

゜
ロ

゜

叫

E

O
l°
9

l

 

8
 

A 16.10 m 
A' 

゜
2m 

i主居跡は、確認面では壁溝の痕跡程度しか残存してい

なかった。形態は方形で、主軸方位はN-26°-Wであっ

た。規模は主軸長3.8m、副軸長5.lm程度であった。

壁はやや不明瞭であったが、カマドは検出できな

かった。貯蔵穴も検出できなかった。調査時に床面や

周辺を精査したが、カマドや貯蔵穴の痕跡さえも検出

できなかったので、 SB-84• 88、SD-85等の床面上の

比較的深い掘り込みによって攪乱されたと考えられ

た。床面は明瞭で、壁溝はほぼ全周していたと考えら

れた。柱穴は検出できなかった。 p 1~p 4はSB

-84 • 85によって攪乱されたと考えられた。

わずかに残された覆土には埋め戻しの痕跡はなく、

自然堆積の状況を示していた。

1主居跡は、 SJ-267、SB-84・88、SD-85と重複して

いた。重複関係は、 SB-84・88、SD-85に切られ、 SJ

-267とは不明であった。

実測可能な遺物として、土師器甕などを検出した。

この中で、第328図に示した遺物は、全て覆土中から検

出した。

第328図 第286号住居跡出土遺物

゜
10cm 

第286号住居跡出土遺物観察表

Ni°•I 器甕種 1門：：言 器高／cm 底径／cm 胎土

ACDF 

焼成

2 

色調

黒褐色

残存率／％

10 

備 考
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第329図第287• 288号住居跡
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第287号住居跡（第329~331図）

第287号住居跡は、 AC-18・19、AD-18• 19グリッ

ドから検出した。

1謬跡の中央はSK-371による攪乱のために、北側コー

ナーはSK-370による攪乱のために検出できなかった。

形態は方形で、主軸方位はN-6T-Wであった。規模は

主軸長不明、副軸長6.5m、深さ20cm程度であった。

壁は明瞭であり、東側からカマドが検出できた。貯

蔵穴はカマドの右側から検出した。床面も明瞭で、壁

溝はほぼ全周していたと考えられた。柱グくも 4本が明

第2H7号仕居跡蜀 I
l 鈍黄褐色（lOYRo/4) RC  13含締りやや弱

2 鈍黄掲色（IOYR5/:l) RC若T¢tBやや多混入締り有

：）掲I火色 (1()YR的l) B多含締り有

4 鈍黄褐色（1OYR4/:l) R C含締り強粘性有

5 鈍黄褐色（IOYR5/"1) 13をブロノク状混入

6 鈍払褐色 (IIJYR5/4) R)歯に近似 B含

7 鈍黄掲色（1OYR11/:l) 1-l C混入 R若干混締り弱

吊灰仇褐色 (IOYR5/2) 粘 II吾 （根とも名えられる撹乱）

9 鈍り廿登色 (IOYRti/01) l()層d)漸移屈 Iじ多含

10鈍始褐色 (l(IYR応01) RC多含 B混右締りやや弱

II 飢褐色 (lOYR5/ti) B 上｛本締りやや弱—二角堆積土

12純黄掲色(1OYR4/:l) R C含やや締る

I¥掲色 (I OYfl,J/ l) R C混人締りやや弱

1-1鈍黄褐色(IOYR5/ 4) B混人やや締り布 (l1占床？）

15灰仇掲色 (lOYR,J/2) ll C混入 R若丁含

16黒色 (IOYR:l/2) R ll C含締りやや有

I 7鈍黄褐色（IOYR5/,J) RC混入締り有

IH 黄褐色 (I OYR5ん） RC含 12居より締り餅i

lY町机掲色（IOYR6/6) l}混入やや締り布 （14屈より B多含）

第2氾号｛J屈跡投上

凶（）灰拍掲色（IOYl!'l/2) RC  R混人締りやや有

:!l鈍訊褐色（IOYR;J/:¥) Iii陪よりやや暗い RC混入 B含締りやや弱

22黒掲色 (1 OYR:l/2) B混在締り粘竹有

2,i鈍黄褐色（10YR5/4) RC多混人締りやや有

叫黄褐色 (1 OYR5/6) 13混入締りやや有

第2H7り仕届跡柱穴臣土

］褐色 (1 OYR4/ 4) B C含

2 仇褐色（IOYR5/ti) B多含締りややイ一丁

第2H7号｛t居跡貯蔵穴閉 I

1 渇色 (lOYR4/4) B含 c混人

乙鈍仇掲色(1IJYR0l/:l) RC含締り弱

3 褐色 (lOYR,)/,1) やや粘性有締り弱 R混人

4 暗褐色 (lOYR:l/4) B合

5 鈍掲色 (7 5YR5/ 4) RC含締りやや弱

6 灰褐色 (7 SYR4/:l) B合粘付やや有

゜
2m 

瞭に検出できた。

覆土には埋め戻しの痕跡はなく、自然堆積の状況を

示していた。

住居跡は、 SJ-255・263・288・289、SK-370・371・

372と重複していた。重複関係は、 SK-370• 371 • 372 

に切られ、 SJ-288を切り、 SJ-263とは不明であった。

住居跡の中央床面上には、噴砂による攪乱が認めら

れた。

実測可能な遺物として、土師器杯、甕、鉢、甑、支

脚などを検出した。この中で第331図5• 7 • 10。13・
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第330図第287号住居跡カマド

／ ぐ 口 SJ288 
9

、
/
ノ

口

‘// 
ゞ

ら

口
畜

3
⑤
 

面
f
-

L' --~ 

I 16.10 m I' 

J 16.10 m J' 

L 16.00m L' M 16.00 m M' 

こ,~030

゜
1m 

第2H7号什后跡カマド蜀土

a 褐色 (7. 5YR4/4) RR含締りやや有

b 鈍赤掲色 (2.5YR4/o) R多混人締りやや有 （天井崩落）

c 純赤褐色(iiYR4/4) R含 c若下混入粘性締り有

d 赤掲色 (2. 5YR4/6) R多含

e 鈍赤掲色 (5YR4/:l) RC混入締り粘性有

［黒褐色 (7. 5YR:l/l) CM含締り有

g純赤掲色 (2.5YR,l 16) R多含犬井崩落

h 掲色 (7. 5YR4/6) 13ず体

14 • 18 • 25 • 26の杯、 30の壺、 31の鉢は貯蔵穴西側か

ら、 33の甑はカマド右側から、 34の支脚はカマド内か

l 掲色 (7. 5YR4/:l) R含締り強

」I(}色（7.5YR6/6) B t体（袖）

k 黒褐色 (7. 5YR2/2) 粘性有 R混入締りやや有

第2H7り住居跡葛土

25鈍掲色（7.5YR5/4) R多含 B混人 C混存

26褐色 （7. 5YR4/:l) 1層に比べB多含 R少含

27鈍褐色 (7.5YR5/ 4) B主体

2H灰船色 (7.5Yll」/2) B多含

ら、 6 • 9 • 21・24の杯は住居跡の北側から、他は覆

土から検出した。
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第331図 第287号住居跡出土遺物
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第287号住居跡出土遺物観察表

No. 益ロロ 種 日径／cm 器晶／cm 底径／cm 胎 土 焼成 色調 残存率／％ 備 考
1 均； (10.0) ACDF 3 淡灰褐色 20 黒色処理
2 均； (12.4) 3.5 ACEFK 2 赤褐色 50 赤彩
3 昇： (13.0) 3.1 ACEFK 2 赤褐色 30 赤彩
4 杯 (15.6) ACFK 2 赤褐色 10 赤彩
5 坑 11 3 3.6 ACDEFK 3 赤褐色 100 
6 均： 12 2 4 2 ACDF 2 暗赤褐色 100 黒色処理
7 昇： (12. 9) ACDEF 3 赤褐色 20 
8 昇； (13 1) 4 2 ACD 2 淡荼褐色 70 ， 杯 13 2 3 8 ACDEF 3 赤褐色 100 
10 杯 (12 9) 3.7 ACDEF 3 赤褐色 90 
11 杯 (14.4) 4.1 ACDEF 3 淡橙褐色 100 
12 杯 (15. 0) 4.3 ACDEF 3 淡橙褐色 100 
13 杯 (13. 9) ACDEF 3 赤褐色 50 
14 杯 14.0 3.6 ACDEF 3 赤褐色 100 
15 杯 14.3 4.0 ACDEFK 3 淡橙褐色 90 
16 杯 16.6 4.9 ACDEF 2 赤褐色 90 
17 杯 14.5 3.9 ACDEF 3 淡褐色 90 
18 杯 15.1 4.3 ACDEF 3 淡橙褐色 90 
19 杯 15.0 4.2 ACDEFK 2 赤褐色 100 
20 均； 12.8 3 7 ACDEF 2 淡橙褐色 90 
21 昇： (15. 9) ACDEF 3 淡橙褐色 50 
22 杯 13.7 3 7 ACDEF 2 橙褐色 90 
23 椀 (12. 7) ACEFK 2 赤褐色 40 赤彩
24 昇； (15.0) ACDEFK 3 淡褐色 30 
25 昇； 14.5 4.1 ACDEF 3 淡褐色 100 
26 杯 13.8 4.2 ACDEF 3 淡褐色 90 暗文
27 杯 (17.0) ACEF 3 淡褐色 20 
28 甕 (16. 9) ACDEF J つ 赤褐色 10 
29 甕 (18. 0) ACD 2 暗赤褐色 10 
30 壺 9.8 11.8 5.3 ACDEFK 3 淡橙褐色 100 
31 鉢 (19. 9) 12.4 7.0 ACDEFK 2 明赤褐色 90 
32 珈`上式 (18. 0) ACEFK 3 暗赤褐色 20 
33 甑 (24.6) 34.5 (10.5) ACDEFK 2 明赤褐色 90 把手付
34 支 脚 ACF 4 淡灰褐色

第288号住居跡（第329図） 第289号住居跡（第332• 334図）

第288号住居跡はAC•AD-18・ 19グリッドから検出した。

住居跡の北側は、 SJ-287による攪乱のために検出で

第289%1主居跡はAC•AD-18。 19グリッドから検出した。

1主居跡の北側はSJ-288・287による攪乱のために、西

きなかった。形態は方形で、主軸方位はN-43°-Wで

あった。規模は主軸長不明、副軸長不明、深さ30c碕呈

度であった。

壁は明瞭であったが、カマドは検出できなかった。

貯蔵穴は SJ-287によって検出できなかった。床面は

明瞭で、壁溝はほほ全周していたと考えられた。柱穴

は検出できなかった。

住居跡は、 SJ-287・289と重複していた。重複関係は、

SJ-287に切られ、 SJ-289とは不明であった。

実測可能な遺物は、検出できなかった。

側は SE-108による攪乱のために検出できなかった。

形態は方形で、主軸方位はN-38"-Wであった。規模は

主軸長6.9m、副軸長6.6m、深さ20cm程度であった。

壁は明瞭であり、南西側からカマドか検出できた。

貯蔵穴はカマドの左側から検出し、覆土内から甕か検

出できた。床面も明瞭で、壁溝は東側のコーナーで一

部途切れるものの、ほぼ全周していたと考えられた。

柱穴も 2本が明瞭に検出できた。検出した柱穴のP

3・ P 4は、他の住居跡の柱穴に比べてかなり浅かった。

Pl、P2はSJ-287・288によって検出できなかった。
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第332図 第289• 290号住居跡
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第289.2911号住居跡覆ナ

l)火黄掲色(lOYR'1/2) RC 13混入締りやや有

2 鈍始褐色(lOYR4/:l) I層よりやや暗 RC含

B合締りやや弱

3 県掲色 （lOYR:l/2) B混在締り粘性有

4 鈍黄褐色（10YR4/:l) B多含締り有

5)火黄掲色(lOYR4!2) 4層に比べ暗い B混入

締りやや有

6 黒褐色 （lOYR:l/2) B多含締りやや強

7 鈍黄掲色（lOYRふ4) B混入

8 純黄掲色 (l(IYR5/l)

~ I火黄褐色 (l(IYR4/2)

111 鈍器褐色（ IIIYR5/•1)

11 褐色 (l llYR4/ 4) 

12鈍黄褐色（IIIYR5/4)

1,}掲色 (111YR4/4) 

B含

CR混入締り有

CR混入締り有

B含締りやや有

B流入

B混入締り有

第289号住居跡貯蔵穴閃I•→

l暗褐色 （7. oYR:l/'1) 13含 RC多含締り弱

2 陪褐色 (7. oYR'.l/'1) RC含 l層より締

3 黒褐色 （lOYR:l/2) 

4 灰黄褐色（!OYR4/2)

5 褐灰色 (lOYR4/l) 

6 黒褐色 （!OYR:l/2) 

7 暗褐色 (IOYR3/3) 

RC含締りやや有

B含締り粘性有

粘性有締り弱

B多含 4層より粘性

B主体

第290号住居跡柱穴恐土

1 鈍黄褐色（lOYR,l/3) RC含

2 灰黄褐色（1OYR4/2) 1層より締り弱 B細

3 黒褐色 （10YR3/2) C含締りやや弱
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第333図 第289号住居跡貯蔵穴
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覆土には埋め戻しの痕跡はなく、自然堆積の状況を

示していた。

床面には炭化材か散乱しており、いわゆる火災住居

と考えられる。

住居跡は、 SJ-287・288・290、SE-108、SK-383と

重複していた。重複関係は、 SJ-287• 288、SE-108、

SK-383に切られ、 SJ-290を切っていた。

実測可能な遺物として、土師器杯、甕、高杯、紡錘

車、土錘などを検出した。この中で、第334図1の杯、

5 • 6 • 9の甕、 7の高杯は貯蔵穴周辺から、 8の高

杯は住居跡の南西の壁際から、 2の杯と10の甕は住居

跡の南側コーナー付近から、他は覆土から検出した。

第290号住居跡（第332• 333 • 335図）

第290号住居跡は、AD-18・19グリッドから検出した。

住居跡の北側は SJ-289による攪乱のために検出で

きなかった。形態は方形で、主軸方位はN-2'-Eで

あった。規模は主軸長不明、副軸長3.9m、深さ20c頑旦

度であった。

壁は明瞭であったが、カマドは検出できなかった。

貯蔵穴も検出できなかった。床面は明瞭で、壁溝は西

側と南側の壁で検出できた。柱穴も 4本が明瞭に検出

できた。

検出した柱穴の中で、 P1 • P 4は他の柱穴に比べ

てやや浅かった。
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第334図 第289号住居跡出土遺物
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第289号住居跡出土遺物観察表

No. 器 種 日径／cm 器高／cm 底径／cm 胎 上 焼成 色調 残存率／％ 備 考

1 坪 (13 6) ACDEFK 2 赤褐色 50 赤彩

2 坪 (11. 7) ACDEF 2 明赤褐色 20 

3 杯 (12. 4) AC 2 淡荼褐色 40 黒色処理

4 杯 (16. 0) 4.7 ACDEF 3 淡橙褐色 40 

5 甕 6.0 ACDEF 3 赤褐色 20 

6 甕 (20.0) ACDEFHK 3 淡橙褐色 20 

7 ―品- 均： (16.4) 12.5 (11.0) ACDEFHK 2 赤褐色 80 赤彩

8 晶 杯 14 8 11.2 9.3 ACDEFHK 2 赤褐色 80 赤彩

， 甕 18 7 ACDEFHK 2 暗赤褐色 80 

10 乖式 (18. 7) 30.1 7.6 ACDEFHK 2 暗赤褐色 80 

覆土には埋め戻しの痕跡はなく、

示していた。

自然堆積の状況を

住居跡は、 SJ-289と重複していた。重複関係は、 SJ

-289に切られていた。

実測可能な遺物として、土師器杯、甕、鉢などを検

出した。この中で、第335図に示した遺物は、全て覆土

中から検出した。

第335図 第290号住居跡出土遺物

三

口］／
10cm 

第290号住居跡出土遺物観察表

No. 器種 口径／cm

1 杯 13.0

2 甕

3 鉢

器高／cm

3.7 

底径／cm

(4.0) 

(17. 0) 

胎土

ACDEFK 

ACDEF 

ACDEFK 

麟＿
3
-
3
-
3

色調

橙褐色

黒褐色

暗赤褐色

残存玄／％

嘉
10 

40 

備 考
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第291号住居跡（第336。337図） 第336図 第291号住居跡出土遺物

第291号住居跡は、 AF-19・ 20、AG-19 • 20 

グリッドから検出した。

住居跡の西側は SJ-295による攪乱のため

に、南側は SJ-296・297、SD-101による攪乱の

ために検出できなかった。形態は方形で、主軸

方位はN-32°-Eであった。規模は主軸長不明、

副軸長4.4m、深さ10c頑尉変であった。

壁は不明瞭であったが、北側からカマドか検

第337図 第291号住居跡
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第291り1t届跡カマト覆Î
d '且茶色 (l(IYI{,i/4) 黒茶色土主体 B風化多含 R風化多含天井部崩落日習
b 出荼色 (IOYR:1/1) 黒茶色土土体 B風化多少含 R風化多含天井内側流入土肘
（ ＇H荼色 (IOYl<'.1,'!)黒茶色土主体 R風化少含 M多量煙道部流入灰層
d ，が褐色（IOYR'.1/1) 黒茶色」→主体 R風化多含内側R流入土屠
e ／火粕色（1orn:1/])灰褐色士主体 B風化少含 R風化少含

使用面 1'リ）MR流入屠
［灰樹色 (l()YR:Vl) 5層より B多含 R少含使用面 ld)MR流人屠

＼ ／  

"I ò 

E
0
6
.g
i

o
 

F 15.70 m 貯蔵穴 F' 

。
2m 

第29lり仕居跡覆士

l 灰褐色(lOYRふ］）灰褐色」t1本 B風化少含 R風化少含
2 灰褐色(IOYR:l/1) 1層より B多含末風化貼I木
3 灰褐色(lOYR:l/1) 1層より史に B多合未風化壁溝
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第338図第292号住居跡

□[

]

0
 

□

~

/

[

[

[

]

1

/
 

[
 

□□
i

／

，

ロ

ー

ロ

/

r

J

寧ロ
/
'
,
.
I
.
1
/
]
 

\<[

1' 

-

]

_
 

[

I
 

⑦
5
 

SJ292 

B
 

B
 

゜ロ
口

巳

-------—-------•-----—----
--―--------

―---――--・・”―--
~ -----------

----J_――---

I 
―-ノ

¥ ----
--- -。十 sD85 --------

―—＿＿．／□（．／．）―-ー-() ―-;1口ロ/
i 

＼）  

B 15.90 m B
 

C 15.80m 

SJ294 

C' 

E 15.BOm 貯蔵穴

。
2m 

第2位乃仕居跡覆土

l)火仇色（IOYR:lil) 灰黄色［主体 13風化多少含

2 灰黄色（IOYR:l/1) l居より B多含未風化

：｝）火黄色（IOYR:l/1) 1屈より更に B多含未風化

第2Y2号住居跡貯蔵穴覆 I-

1 灰児色（IOYR3'l)灰黒色 Li:1本 B風化少含 R風化微含粘竹やや有

2)火褐色（IOYR4/5) 1陪に多贔に BカIIわる

3 灰黒色（IOYR2/l) 1層より B多やや層状

第29凶号住居跡柱穴寝土

l 黒褐色 (lllYR:l/I) 黒掲色［一字体 B風化少含 R風化少含

、乙灰黄色 (lllYR:l/2)灰黄色［：十体 B風化少含 R風化少含

3 灰飢色(1IIYR:l/2) d 2に比べてややB多含

4 黒掲色(lOYR:l/ l) 黒褐色［主体 B風化多少含

5 唄掲色（lllYR:l/1) d揺｝より B多含

6 灰黄色(lOYR:l/2) d •l層より更に B 多含

7 里掲色（lllYR:l/1)黒色灰． c土体 R風化多少含

8 黒掲色（1OYR:l/1) 黒褐色土主体 B風化多少含
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第291号住居跡出土遺物観察表

No. 益ロロ 種 日径／cm 器高／cm 底径／cm 胎 土 焼成 色調 残存率／％ 備 考
1 昇： (12.2) 4.0 ACDEF 3 淡褐色 60 
2 昇： (14.0) ACF 2 赤褐色 10 赤彩
3 甕 (19.2) ACEFK 3 淡橙褐色 20 
4 甕 (7.0) ACDEFHK 3 赤褐色 10 

第339図 第293号住居跡出土遺物

口ー］ 1 ＼ー］（（2
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゜
10cm 

第293号住居跡出土遺物観察表

No. 器 種 ロ径／cm 器高／cm 底径／cm 胎 土 焼成 色調 残存率／％ 備 考
1 杯 (10.0) ACDFK 2 赤褐色 20 赤彩
2 甕 (19. 0) ACEFK 3 淡橙褐色 10 
3 須恵器遜 ACFK 1 青白色 90 
4 症`二 ACF 3 暗赤褐色 50 
5 甑 23.8 ACDEFHK 3 暗赤褐色 60 
6 甑 26.0 20.5 7.5 ACDEFHK 3 赤褐色 50 
7 珈零 (15.5) ACDEFK 3 橙褐色 50 
8 珈零 (6. 8) ACDEFHK 3 暗赤褐色 20 ， 珈式 (15.6) ACDEFHK 3 橙褐色 40 
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出できた。カマド内からは支脚や甕の破片が検出でき

た。貯蔵穴はカマドの左側から検出し、覆土内から甕

が検出できた。床面も不明瞭で、壁溝は検出できなかっ

た。柱穴は 4本が明瞭に検出できた。

住居跡は、SJ-295・296・ 297、SD-101と重複していた。重

複関係は、 SJ-295・296・297、SD-101に切られていた。

実測可能な遺物として、土師器杯、甕、土玉などを

検出した。この中で、第336図1の杯はP4から、他は

覆土から検出した。

本住居跡は削乎を受けており、遺存状態が極めて悪

かった。従って立ち上がりがやや不明瞭であり、平面

形態も明瞭ではなかったので、検出できた北側と東側

-32°-wであった。規模は主軸長不明、副軸長5.9m、

深さ 10cm程度であった。

壁は明瞭であったが、カマドは検出できなかった。

貯蔵穴も検出できなかった。床面は明瞭で、壁溝は西

壁で検出できた。柱穴は 4本が明瞭に検出できた。

住居跡は、 SJ-293• 294、SB-92、SD-85• 99と重

複していた。重複関係は、 SJ-293・294、SB-92、SD

-85 • 99に切られていた。

実測可能な遺物として、土師器杯、甕、t甘、土玉な

どを検出した。

この中で、第340図5の甕は住居跡の南西側から、 6

の甕はP3から、他は覆土から検出した。

のコーナーもやや不自然な形となってしまっ

た。特にこの傾向は北側のコーナーで顕著で

あり、著しく不整形な形態になった。床面と

周辺を精査したが、壁溝は全く検出できな

かった。貼り床も明瞭ではなかったために、

住居の範囲の決定は、柱穴を参考にしながら

行った。

第292号住居跡（第338• 340図）

第292号住居跡は、 AF・AG-18グリッドか

ら検出した。

住居跡の西側は SJ-293による攪乱のため

に、南側は、 SD-85による攪乱のために、中

央は SD-99、SB-92による攪乱のために検出

できなかった。形態は方形で、主軸方位はN

第292号住居跡出土遺物観察表

第340図 第292号住居跡出土遺物
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No. 器 種 ロ径／cm 器高／cm 底径／cm 胎 土 焼成 色調 残存率／％ 備 考

1 況： (13. 6) ACEF 3 淡橙褐色 30 

2 杯 (13.0) ACDF J ウ 赤 褐色 30 

3 杯 (15. 0) ACDEF 3 橙褐色 30 

4 坦甘 (9. 0) ACDEF 3 淡橙褐色 10 

5 罪芯 14.0 ACDEFHK 3 淡灰褐色 70 

6 罪工 (17. 0) ACDEFHK 3 暗赤褐色 50 

第293号住居跡（第339• 341図）

第293号住居跡は、 AF-17• 18、AG-18グリッドか

ら検出した。

住居跡の西側は調査区外のために検出できなかっ

た。形態は方形で、主軸方位はN-33°-Wであった。規模

は主軸長6.8m、副軸長不明、深さ20c両尉変であった。

壁は明瞭であったが、カマドは検出できなかった。

貯蔵穴も検出できなかった。床面は明瞭で、壁溝はほ

ほ全周していたと考えられた。柱穴は 1本検出できた。

Pl・P3・P4は、調査区外で検出できなかった。
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住居跡のP2付近の床面上からは、炭

化した繊維状のものが検出できた。

覆土には埋め戻しの痕跡はなく、自然

堆積の状況を示していた。

住居跡は SJ-292、SB-92、SD-99・102

と重複していた。重複関係は SB-92、SD

-99・102に切られ、 SJ-292を切っていた。

実測可能な遺物として、土師器杯、甕、

J甘、甑、須恵器聰、土玉などを検出した。

この中で、第339図3の須恵器逃は壁溝

中から、 4のJ廿、 5、6の曾瓦 2、7~ 9 

の甕は、住居跡北側のコーナーからまと

まって、他は覆土から検出した。

第298号住居跡（第342• 344図）

第298号住居跡は、 AC-20• 21、AD

-20 • 21グリッドから検出した。

住居跡の南西コーナーは、 SJ-300によ

る攪乱のために、中央は SD-85、SK-377

による攪乱のために検出できなかった。

形態は方形で、主軸方位はN-26°-Wで

あった。規模は主軸長6.9m、副軸長7.0

m、深さ20c頑堕変であった。

壁は明瞭であったが、カマドは検出で

きなかった。貯蔵穴も検出できなかった。

床面は明瞭で、壁溝はほぼ全開してい

たと考えられた。柱穴も 4本が明瞭に検

出できた。

杜主穴は柱痕も明瞭であり、深さも 4本

が一定していた。

第341図第293号住居跡
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第四：巧什居跡覆I:
l 茶掲色(IIIYR2.'2) 荼掲色 1i体

B風化多少

A' R風化微含

c風化微含

2 茶掲色（!IIYR2;2) I層よりii多合

:l 茶褐色 (IIIYR2,2) I)苦より B少含

RC多合

4 荼衛色（lOYR2/2) I屈より Rl3C多含

2m R居麻下に C層あり

5 茶褐色(lOYR2/2) 1層より RC少含

覆土には埋め戻しの痕跡はなく、自然推積の状況を

示していた。

住居跡は、 SJ-300・422、SB-90・96、SD-85、SE

-195、SK-377と重複していた。重複関係は、 SJ-300、

SB-90・96、SD-85、SE-195、SK-377に切られ、 SJ

-422を切っていた。

実測可能な遺物として、土師器杯、甕、鉄滓などを

覆土中から検出した。

第422号住居跡（第342図）

第422号住居跡は、 AC-20• 21、AD-20• 21グリッ

ドから検出した。住居跡の大半は SJ-298による攪乱

のために検出できなかった。形態は方形で主軸方位は

N-24°-Wであった。規模は主軸長6.9m、副軸長6.9

m、深さ20c而尉変であった。

壁は明瞭であったが、カマドや貯蔵穴は検出できな

かった。床面は不明瞭であったが、壁溝はほぼ全周し
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第342図 第298• 422号住居跡
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第2~8 号件居跡覆士

］ 里掲色（IOYR:l/1) 13砂粒合

2 褐色 (I OYR•l;6) 13砂プロノク多含

第122号仕居跡疫十

3 黒褐色（IOYR:l/2) 黄砂粒多含 (S」•122)

第298号仕屁跡柱穴蜀十

l鈍黄掲色（1OYR4/ 4) 黄砂粒多含粘性やや有

2 黒褐色 (lOYR:l/1)黄砂粒少含粘性やや布

：ぅ児褐色 (1 OYR:l/ 1) 黄砂粒少含

4 褐色 (lllYR,J/6) 黄砂プロック多含

5 里褐色 （llJYR:l/1) 黄砂粒多含 やや砂質

-261-



第343図 第299• 300号住居跡
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H' 
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第299号住居跡閑士

1 鈍黄掲色（10YR4言l) R微含

B砂質多合

第i()()号住居跡覆Iこ
2 賠褐色 （l（)YR:i/3) 

R含

B砂質多含

(lOYR:l/2) 

B砂質多含

4 鈍黄掲色（lOYR•l/ :l)

l}砂プロック多合

3 黒褐色

2 暗褐色

:i黒褐色

4 暗褐色

第300号件居跡柱穴踏＋

1 黒褐色 (lOYR:l/2) 

B砂質合

(l(JYR:l/4) 

R含

(IOYR:l/1) 

B砂質多含

(!OYR:l;4) 

B砂質多合

第2y9号住居跡カマド陽 I
cl 赤褐色 (2. iiYR4, li) R.多合

b 黒掲色 （lOYRふ1) CM含
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第344図 第298号住居跡出土遺物
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ていたと考えられた。柱穴は検出できなかった。

住居跡は、 SJ-298• 300、SB-90・ 96、SD-85、SE

-195、SK-377と重複していた。重複関係は、全てに切

られていた。

実測可能な遺物は、検出できなかった。

三三二／，

゜
10cm 

第299号住居跡（第343• 345図）

第299号住居跡は、 AD-21グリッドから検出した。

住居跡の中央は、 SD-85による攪乱のために検出で

きなかった。形態は方形で、主軸方位はN-23°-Wで

あった。規模は主軸長2.9m、副軸長不明、深さ10c碕呈

度であった。

壁は明瞭であり、北側からカマドカ惰糾iできた。貯

蔵穴は検出できなかった。床面は明瞭で、壁溝はほぼ

全周していたと考えられた。床面を精査したが、柱穴

は検出できなかった。

覆土には埋め戻しの痕跡はなく、自然堆積の状況を

示していた。

住居跡は、 SJ-300、SB-96、SD-85、SE-138と重

複していた。重複関係は、 SB-96、SD-85、SE-138に

切られ、 SJ-300とは不明であった。

実測可能な遺物として、土師器杯などを覆土中から

検出した。

第345図 第299号住居跡出土遺物

ロロ←三 □三~2

゜
10cm 

第298号住居跡出土遺物観察表

No. 器 種 日径／cm 器晶／cm 底径／cm 胎 土 焼成 色調 残存率／％ I 備 考

1 均； 11.4 3.0 ACDEFK 3 赤褐色 100 

2 壺 (7.8) ACEF 2 暗赤褐色 10 

第299号住居跡出土遺物観察表

No. 器 種 日径／cm 器高／cm 底径／cm 胎 土 焼成 色調 残存率／％ 備 考

1 杯 (12. 0) ACDF 2 赤褐色 10 赤彩

2 坪 (12. 8) ACEFK 2 赤褐色 40 赤彩

第300号住居跡（第343• 346図）

第300号住居跡は、AD-20・21グリッドから検出した。

住居跡の中央は、 SD-85による攪乱のために、南側

のコーナーは、 SD-103による攪乱のために検出でき

なかった。形態は方形で、主軸方位はN-21°-Wであっ

た。規模は主軸長6.7m、副軸長6.4m、深さ20c頑尉変

であった。

壁は明瞭であったが、カマドは検出できなかった。貯

蔵穴も検出できなかった。床面は明瞭で、壁溝はほぼ全

周していたと考えられた。柱穴も 2本が明瞭に検出で

-263-



きた。 Pl、P2は、 SD-85によって検出できなかった。

住居跡は、 SJ-298・299・305、SB-96、SD-85・103、SE-

138・140・142、SK-374と重複していた。重複関係は、

SB-96、SD-85・103、SE-138• 140・ 142、SK-374に切

られ、 SJ-298・305を切り、 SJ-299とは不明であった。

第346図 第300号住居跡出土遺物

実測可能な遺物として、土師器杯、甕、鉄製の棒状

不明品などを検出した。

この中で、第346図6の杯は西側のコーナーから、 5

の杯と 9の甕は南側のコーナーから、 8の杯はP3か

ら、他は覆土から検出した。

巳-—/j

｀ ロロロニ
ニ

ロニ三
こ

□¥ 
＼三三二I1/

□ 8 

ロ□ニニ

〇 10cm 

第300号住居跡出土遺物観察表

No. 器 種 ロ径／cm 器高／cm 底径／cm 胎 土 焼成 色調 残存率／％ 備 考
1 埒： (14. 0) ACEF 2 赤褐色 10 赤彩
2 埒； (16.0) ACEF 2 赤褐色 30 赤彩
3 杯 (lA.0) ACDEF 2 暗赤褐色 30 
4 堺 (14.8) 4.2 ACDEF 3 淡橙褐色 30 
5 埒： (16.8) ACDEFK 2 淡橙褐色 20 
6 埒： (18.0) 3.8 ACEFK 2 赤褐色 60 赤彩
7 昇； (14.0) ACDF 2 赤褐色 20 暗文
8 珈工 (17.0) ACDEF 3 橙褐色 20 ， 甕 (23.0) ACEFK 3 淡褐色 10 

第301号住居跡（第347• 348図）

第301号1甘国跡は、 AC•AD-17グリッドから検出した。

住居跡の南側は SJ-302による攪乱のために検出で

きなかった。形態は方形で、主軸方位はN-39"-Wで

あった。規模は主軸長不明、副軸長3.6m、深さ 10cm程

度であった。

壁は明瞭であったが、カマドは検出できなかった。

貯蔵穴も検出できなかった。床面は明瞭で、壁溝は北

東と北西壁で検出できた。柱穴は検出できなかった。

床面上の精査によって何本かのピットが検出できた

が、覆土の組成や堆積状況から、柱穴ではないと判断

した。覆土には埋め戻しの痕跡はなく、自然堆積の状

況を示していた。

住居跡は、 SJ-274• 302 • 309、SE-109と重複して

いた。重複関係は、 SJ-302、SE-109に切られ、SJ-274。

309とは不明であった。

実測可能な遺物として、土師器杯などを検出した。

この中で、第347図に示した遺物は、全て覆土中から検

出した。

第347図 第301号住居跡出土遺物

□ 。 10cm 

第301号住居跡出土遺物観察表

]0. I 器士不種 1 日ぷ:/c嘉1 器高／cm I 底径／cm I A：ゎF 土 1 2成 1府色褐調色 1 残存ぷ1%I舟： 考
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第348図第30I • 302号住居跡
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D' 第：l(J]号什居跡覆i

］ 黒色 (lliYll2/2) 

未溶化小型 B多含

S|-274構築時

999//, / /  / ，：／／9：：：/ 埋戻しヒ

、乙暗褐色 (lOYR:113)

未溶化粘質 B多含

E' S 1-271構築時

坪戻し貼り床

゜
2m 

第，i（)2号住居跡閉土←

1 黒褐色（lOYR:i/:J)茶掲色B未溶化少含

若干R含

2 暗樹色（lOYRふl) 茶掲色B含

大刑R多合

，i賠褐色(1OYR:l/:l) 1屈に準ず

プロック大邸化

4 暗褐色 (1IIYR:l/ 4) 1層且本 1

混布物無

5 暗渇色（IIIYRふ．I)溶化進行 B多含

R微含

第:rn2号住届跡カマド税土

J赤褐色 (2.SYRV6) Rし体

カマド天井崩落 I:

b 黒色 (10YR2il) Mic（本 R少合

L 賠掲色（lOYll．い1) 癌土 4居↑体

R多旦 M混

カマド）火かき出しか
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第302号住居跡（第348• 349図）

第302号住居跡は、 AD-17グリッドから検出した。

1主居跡の西側は調査区外のために、東側は SJ-311、

SK-413による攪乱のために、南側は SE-116による攪

乱のために、北側は SE-109による攪乱のために検出

できなかった。形態は方形で、主軸方位はN-26°_Wで

あった。規模は主軸長5.lm、副軸長不明、深さ20c畔皇

度であった。

壁は明瞭であったが、カマドは検出できなかった。

貯蔵穴も検出できなかった。床面は明瞭であったが、

壁溝は北側で検出できた。柱穴は検出できなかった。

住居跡は、SJ-301・309・311、SE_109・116、SK-413と

重複していた。重複関係は、 SJ-311、SE-109・116、SK-

413に切られ、SJ-301を切り、SJ-309とは不明であった。

実測可能な遺物として、上師器杯、甑、鉄滓、羽日、

鉄製の刀子などを検出した。この中で、第349図に示し

た遺物は、全て覆土中から検出した。

第302号住居跡出土遺物観察表

No. 器 種 日径／cm 器高／cm 底径／cm 胎

第349図 第302号住居跡出土遺物

ロ~l-_:J. ~二口

□□□ 。 10cm 

—~ ~—·— ’—- -----------—•—-.... 
=-~•----•--

—------
---------

-------

---

～ ~~ 
-__ _ 
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□□一

上 焼成 色調 残存率／％ 備 考
1 昇： (14. 6) ACDF 3 明赤褐色 20 
2 杯 (12.3) ACDF 3 淡灰褐色 20 
3 杯 (15.0) ACDEF 3 橙褐色 40 
4 甑 (25.5) 27.6 (8.0) ACDFHK 3 暗赤褐色 20 

第303号住居跡（第350図）

第303号住居跡は、 AE-18・ 19、AF-18・ 19グリッ

ドから検出した。

住居跡の北側は SJ-304による攪乱のために検出で

きなかった。形態は方形で、主軸方位はN-32°-Wで

あった。規模は主軸長不明、副軸長5.lm、深さ10c而呈

度であった。

壁は明瞭であったが、カマドは検出できなかった。

貯蔵穴も検出できなかった。床面は明瞭で壁溝は住居

跡の検出範囲で確認できた。柱穴は検出できなかった。

住居跡は、 SJ-304・320、SB-91• 95、SD-102と重

複していた。重複関係は、 SJ-304、SB-91• 95、SD

-102に切られ、 SJ-320とは不明であった。

実測可能な遺物は、検出できなかった。

第304号住居跡（第350図）

第304号住居跡は、 AE-18• 19、AF-18• 19グリッ

ドから検出した。

住居跡の北側のコーナーは、 SB-91による攪乱のた

めに検出できなかった。形態は方形で、主軸方位はN

-20°-Wであった。規模は主軸長3.Sm、副軸長4.lm、

深さ10c頑尉変であった。

壁は明瞭であったが、カマドは検出できなかった。

貯蔵穴も検出できなかった。床面は明瞭で、壁溝は南

壁以外で検出できた。柱穴は検出できなかった。

住居跡は、 SJ-303• 320、SB-91と重複していた。

重複関係は、 SB-91に切られ、 SJ-303を切り、 SJ-320

とは不明であった。

実測可能な遺物は、検出できなかった。
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第320号住居跡（第350図）

第320号住居跡は、 AE-18• 19、AF-18• 19グリッ

ドから検出した。

住居跡の南側は SJ-304による攪乱のために検出で

きなかった。住居跡は、確認面では痕跡程度しか残存

していなかった。形態は方形で、主軸方位はN-13°-W

であった。規模は主軸長不明、副軸長不明であった。

壁は不明瞭で、カマドは検出できなかった。貯蔵穴

も検出できなかった。床面は明瞭で、壁溝は北壁で検

出できた。柱穴は周辺の地山を精査したが、検出する

ことができなかった。

1謬跡は、 SJ-304・318・319・320、SB-91・95、SK

-388と重複していた。重複関係は、 SJ-304、SB-91・

95、SK-388に切られ、 SJ-318・319とは不明であった。

壁溝の一部は、噴砂の攪乱を受けていた。

実測可能な遺物は、検出できなかった。

第350図 第303• 304 • 320号住居跡
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第3113号住屈跡栢士

1 黒褐色(IIIYR:l]) 黒褐色土主体

B風＼化多含

第31)1号住居跡覆土

1 黒褐色（JOYRふ1) 黒褐色上主体

B風化多含

R風化少含

第:rn1号住居跡覆:i

］ 県掲色（lllYll:l/1) 黒掲色土―}体

B風化多含

R風化少含

。
2m 
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第305号住居跡（第351• 352図）

第305号住居跡は、 AD-20グリッドから検出した。

住居跡の東側は SZ-3による攪乱のために、南側は

近惟の攪乱のために、中央は SD-103による攪乱のた

めに検出できなかった。形態は方形で主軸方位はN

-20°-Wであった。規模は主軸長4.6m、副軸長不明、

第351図第305号住居跡

深さ10c吋肘変であった。

壁はやや不明瞭であり、北側からカマドが検出でき

た。貯蔵穴はやや浅かったが、カマドの左側壁際から

検出した。床面も明瞭で、壁溝は北側と南側の壁で検

出できた。

柱穴は 4本を明瞭に検出することができ、覆土には

ロ

＜` 

E
0
l
.
9
 

:り,oom1,T蔵穴_I':

三
B 16.10 m 

C 16.10 m 

第：i（15号住居跡覆上

l 暗褐色(IOYR:l/2) R少含 B砂多含

2 唄掲色（IOYR:l/2) B砂多含

第：i（)5号住居跡カマド覆七

a 暗赤褐色 (SYR:l/li) R多含

b 黒掲色 （!OYR:l/2) R微含

第3115号仕后跡杜穴栢ヒ

1 黒褐色 (lOYR:l/1) B砂多含

粘性やや有

乙賠褐色(1IIYR:l/:l) R砂プロック多含

やや砂質

;3 里褐色(lOYR:l/2) R含

第，i（15 号什居跡貯蔵穴閃」—

］賠褐色(1OYR:l/•l) R砂プロック多含

こ填掲色(lOYR:l/2) B砂多含

。
2m 
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柱痕力疇忍められた。

わずかに残された覆土には、

埋め戻しの痕跡はなく、自然堆

積の状況を示していた。

住居跡は、 SJ-300、SZ-3、SE

-139と重複していた。重複関係

はSJ-300、SZ-3、SE-139に切

られていた。

実測可能な遺物として、上師

器杯、甕、臼玉などを検出した。

この中で、第352図 1の杯は

Pl付近から、 3。4の訊 6
 

の甕はカマド右側から、他は覆

土からそれぞれ検出した。カマ

ド周辺の遺物は破片であった。

第305号住居跡出土遺物観察表

第352図 第305号住居跡出土遺物
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No. 器 種 日径／cm 器高／cm 底径／cm 胎 土 焼成 色調 残存率／％ 備 考

1 況： (12. 4) 3.9 ACDEFK 3 赤褐色 70 

2 杯 (15. 0) ACF 3 黒褐色 10 

3 昇； (14.5) 4.8 ACDEF 2 橙褐色 50 

4 昇； (14.0) ACDF 3 淡褐色 20 

5 甕 (6. 4) ACDEFHK 2 暗赤褐色 20 

6 珈式 (18.0) ACDEFK 3 赤褐色 10 

7 甕 7.5 ACDEFHK 3 淡橙褐色 80 

第306号住居跡（第353• 354図）

第306号1打居跡は、 AC-22グリッドから検出した。

住居跡の西側は、 SX-10による攪乱のために検出で

きなかった。住居跡は、確認面では痕跡程度しか残存

していなかった。形態は方形で、主軸方位はN-21°-W

であった。規模は主軸長2.0m、副軸長不明、深さ30cm

科渡であった。

カマドは検出できなかった。貯蔵穴

は東側のコーナー付近から検出でき、覆土中に甕の破

壁は不明瞭で、

第353図 第306号住居跡

-¥  

I SX10 
ロ

片力幡忍められた。床面は明瞭であったが、壁溝は検出

できなかった。柱穴も検出できなかった。

住居跡は、 SJ-321、SX-10と重複していた。重複関

係は、 SX-10に切られ、 SJ-321とは不明であった。

実測可能な遺物として、土師器甕などを検出した。

この中で、第354図1• 2の甕は貯蔵穴内から、他は覆

oい

調
査
区
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第i(Ih[}住厄跡貯蔵穴覆土

］黒褐色(1OYR:l/2) R C含

2 暗掲色（IOYR:l/:l) B砂多含

2m 
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土から検出した。

本遺構は非常に小さく、カマドが検

出できなかった。また、床面の精査に

よっても、壁溝や柱穴は検出できな

かった。 SX-10による攪乱もあり、遺

構の大半が明らかにできなかったが、

唯一、貯蔵穴と考えられる施設が、東

側のコーナーから検出できたので覆土

の状況から、住居跡と判断した。

第354図 第306号住居跡出土遺物

~~~1111 
こ 2 j I I I ¥ 

゜
10cm 

第306号住居跡出土遺物観察表

No. 器 種 ロ径／cm 器高／cm 底径／cm 胎 土 焼成 色調 残存率／％ I 備 考
1 罪＝ (13.0) ACDEF 3 赤褐色 30 
2 甕 6.4 ACDEFHK 3 赤褐色 10 
3 甕 (20.0) ACDEFK 3 淡灰褐色 30 

第307号住居跡（第355図）

第307号住居跡は、AE・AF-18グリッドから検出した。

住居跡の中央は、 SB-91による攪乱のために検出で

きなかった。形態は方形で、主軸方位はN-19°-Wで

あった。規模は主軸長3.4m、副軸長3.5m、深さ10cm

科渡であった。

壁は明瞭であり、北側からカマドが検出できた。貯

蔵穴は検出できなかった。床面は明瞭で、壁溝は東の

第355図第307号住居跡

コーナーで一部途切れるものの、ほぼ全周していたと

考えられた。柱穴は床面を精査したが、検出すること

ができなかった。

覆土には埋め戻しの痕跡はなく、自然堆積の状況を

示していた。

1主居跡は、 SJ-308、SB-91と重複していた。重複関

係は、 SB-91に切られ、 SJ-308を切っていた。

実測可能な遺物として、刀子を覆土から検出した。

ー

一 0¥¥ 
S891 I) 

8 15.BOm 

ぐ

B' 

。SJ304 

C 15.80 m D 15.60 m 貯蔵穴 D' 

第307号住居跡覆 I二

l 黒褐色(IOYR:l/2) 

黒褐色土t体

B風化多含

2 黒褐色(IIJYR:l/2) 

1層より B少

第307号住居跡カマド蜀土

a 黒褐色 (IIJYR:l/1)

黒褐色上主体

BRC風化多少

肉法流入層

b 黒色 （IOYR2/I) 

CR風化多含

第307号住居跡貯蔵穴覆十一

1 黒褐色 (lOYR:J/1)

黒褐色土t体

風化BR多含

風化c小含

2 黒掲色（l（)YR:i/1)

1より B未風化大

3 黒褐色（lOYR:l/1)

更に B未風化大

。 2m 
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第356図第308• 423号住居跡
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第:308号住居跡カマド覆土

a 赤掲色 (2.5YR5/H) 赤掲色士主体 R風化多含 B風化多少 c風化少含

b 褐灰色（!OYR5/l) M主体 B風化少含 R風化少含 c風化少含

し里褐色（lOYR:l/1) 黒褐色土主体 C風化少含 R風化少含

第42:3号住居跡覆七

4 黒褐色（lOYR:l/]) 黒褐色土主体 B風化微含 R風化少含 c風化少含

5 黒褐色(IOYR3/l) l層より B大きく多含

6 惧褐色(IOYR:3/1) 1層より B更に大きく多含

D15.80m1 D' 

F' 

第:l08号住居跡覆士

1 黒褐色(1OYR:l/1) 県掲色＿十t体 B風化多 R風化多少 c風化少含

2 黒褐色 (lOYR:l/1) l層より Bやや大きくやや未風化

:i里褐色（lOYR:l/1) 1層より更に B大きく未風化

第3(18号住居跡柱穴覆士

1 黒褐色(lOYR:l/1) 黒褐色::i七｛本 B風化多含 c未風化多少 R風化少含

2 黄茶色（IOYR:l/1) BT体黒茶色土風化多含

:J黒褐色（lOYR:l/1) 黒褐色主体 B未風化多含

4 黄荼色(1OYR:l/ 1) 黄茶色土主体 B風化多含 c風化少含

5 黄茶色 (IIIYR:l/1) 4層より B大きく多含末風化

6 貨茶色(lOYR:l/1) 4層より B大きく多含未風化

7 黄茶色(lOYR:l/1) 4層より B小さく少含同化 C大きく多含

第:JOH吟件居跡貯蔵穴覆土

］患褐色（lOYR:l/]) 黒褐色七主体 B風化多含

2 惧褐色(JOYR:l/1) 1層より B少含同化 c風化多少
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第357図 第308号住居跡出土遺物
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第308号住居跡出土遺物観察表

No. 器 種 日径／cm 器高／cm 底径／cm 胎 土 焼成 色調 残存率／％ 備 考

1 杯 12.4 5 2 ACDF 2 赤褐色 100 赤彩

2 昇： (13.3) 5.2 ACDEF 3 赤褐色 80 

3 況： 12.4 5.7 ACDEF 3 淡橙褐色 100 

4 高 身； (16 8) ACDF 2 赤褐色 30 赤彩

5 高 均： (17.0) ACDEFHK 2 赤褐色 30 赤彩

6 高 堺 14.8 10.9 11.4 ACDEFK 2 赤褐色 90 赤彩

7 晶． 杯 14.9 11.5 11.1 ACDEFK 2 赤褐色 80 赤彩

8 高 均； 15.8 10.0 9.8 ACDF 2 赤褐色 100 赤彩

， 甑 (23.0) ACDFK 3 淡橙褐色 30 

10 甕 (19. 2) ACDEFHK 3 淡橙褐色 10 

11 珈式 (20.4) 23.1 8.0 ACDEFHK 3 橙褐色 90 

12 珈工 (18. 0) ACDEFK 3 淡橙褐色 30 

13 甕 20.2 28 5 6.5 ACDEFHK 2 橙褐色 90 

14 乖工 (18. 0) 27 2 6.6 ACDEFHK 3 暗赤褐色 50 

15 珈工 17.5 25.9 6.0 ACDEFHK 3 暗赤褐色 80 

第308号住居跡（第356• 357図）

第308号住居跡は、 AE-17・18、AF-17・ 18グリッ

ドから検出した。

住居跡の東側は SJ-307、SB-91による攪乱のため

に、北側は SJ-335・423、SK-389による攪乱のために

検出できなかった。形態は方形で、主軸方位はN-41°

-wであった。規模は主軸長不明、副軸長4.lm、深さ

10cm程度であった。

壁は明瞭であり西側からカマドカ湘細Iできた。カマ

ド内からは甕や高杯の破片力浙団iできた。貯蔵穴はカ

マドの左側から検出し、覆土内からj:和碍爽出できた。

床面も明瞭で、壁溝はほぼ全周していたと考えられた。

杜穴も 4本が明瞭に検出できた。

1主居跡は、 SJ-307・335・423、SB-91、SK-389と重複

していた。重複関係は全ての遺構に切られていた。

実測可能な遺物として、土師器杯、甕、曾瓦高

杯を検出した。第357図4• 6の高杯、 9の甑、 14

の甕はカマド内から、 7の高杯はカマド左側から、

1。3の杯、 11・13の甕は貯蔵穴内から、 2の杯は

住居跡の中央から、 5• 8の高杯、 10。12・15甕は北

側コーナー付近から、他は覆土から検出した。

第423号住居跡（第356図）

第423号住居跡は、 AE-17・18、AF-17・ 18グリッ

ドから検出した。

住居跡の西側は調査区外のために、北側はSJ-335に

よる攪乱のために、東側は SK-389による攪乱のため

に検出できなかった。形態は方形で、主軸方位はN-2° 

-wであった。規模は不明で深さは30c両財斐であった。

壁は明瞭であったが、カマドは検出できなかった。

貯蔵穴も検出できなかった。床面は明瞭で、壁溝は南

壁で検出できた。柱穴は 1本が明瞭に検出できた。

住居跳は、 SJ-308• 334 • 335、SK-389と重複して

いた。重複関係は、 SJ-335、SK-389に切られ、 SJ-308

を切り、 SJ-334とは不明であった。

実測可能な遺物は、検出できなかった。

第358図 第309号住居跡出土遺物

:]□ 三三二／2

―--- ___ _----

10cm/lllC7ロ］
゜

第309号住居跡出土遺物観察表

No. 益＂＂ 種 日径／cm 器高／cm 底径／cm 胎 土 焼成 色調 残存率／％ I 備 考

1 杯 13.1 4.6 ACDF 2 赤褐色 100 1赤彩

2 杯 (16 0) ACDEF 3 明赤褐色 20 

3 甕 (18 0) ACDFK 3 暗森褐色 20 
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第359図第309~311号住居跡
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第309号住居跡覆土

］暗褐色 (lOYR:3/:l) BR若干含

2 褐色 (lOYR4/6) B主体貼床

3 暗褐色 (lOYR:,i/3) 1層に準ずる RB多色凋暗

4 褐色 (l OYR1l/ 4) B溶混多黄色味強締り弱

栄占収tサ狽条帝りりサ浙廿生強i

第309号住居跡カマド覆士

a 黒色 (I OYR2/J) RM主体カマト‘M層

喜］［＼ 第:309号住居跡柱穴覆土

1 暗掲色 (lOYR:¥/,l) B溶化・木溶化多含締り強

R微含

ご十廿粁Iいい＼ミ＼ 卜＼：〉＼＼ い＼｀：｀｀｀ :: た
乙暗褐色 (lOYR3/3) B溶化主体緻栢締り粘性有

3 褐色 (10YR4/4) Il溶化主体粘性極強

4 黒褪色 (10YR3/2) B少締りなし柱痕

第il0号住居跡怒土

5 暗褐色 (10YR3/01) 全体B溶混 RC微粒多含

締り強

6 鈍黄褐色(10YR4/:l) 溶化進行B多含

7 掲色 (lOYR4/6) B字体床溶軟化暦

8 暗褐色 (lOYR:l/4) 2層に準ず B少含大型化

締り無柱穴でばない

E 
E のこ

怠
E 第310号住居跡柱穴覆上

恩
。I

包 ］黒褐色 (lOYR2/:l) 溶化未進行B多含締り有

。I "-I RC微量

2 黒褐色 (10YR3/2) 溶化進行B多含班文状

臼t-長仔人
粘性強

3 褐色 (10YR4/4) B溶化士主体締りやや弱

粘性有

:.. 1じ＼` ＼＼ミミ＼` ｀` ＼＼＼

4 暗褐色 (1 OYR:l/:l) 1 層基本 B 不含単——的

—' 江

‘`¥¥ ¥‘ミ＼＼
第:no号住居跡貯蔵穴梃 •L

1 暗褐色 (lOYR3/:l) 微 B多含 R多含

2 暗掲色 (lOYR3/s!) 1層に準ずる R不含

溶化進行B多含

3 掲色 (1 OYR4/6) B主体壁・底溶軟化層

第:n1号住居跡路上

9 暗褐色 (lOYR:l/:l) BR少含締り弱

家屋倒壊後(/)自然堆積

10暗褐色 (10YR3/:l) 3層の B多含締り強

E 

1庖と 3層の混合層

息

11褐色 (JOYR4/6) B主体七屋根

≪I 
12黒色 (lOYR2/l) C ・屋根に葺かれたカヤ状

植物層 3層の R含

12'赤掲色 (2. 5YR4/6) 3層の焼土化したもの

第:311号住居跡柱穴覆士

1 暗褐色 (lOYR:l/:l) 火災住宅 RC多含柱の

炭化でばない柱痕締り無

2 褐色 (10YR4/4) B:t体締り粘性強充填土

3 暗褐色 (10YR3/4) B溶混多粘性強柱痕

4 暗褐色 (lOYR:l/4) :3屈より B溶混多

締り粘性有

5 暗掲色 (lOYR:l/3) 1層と同混有物なし

締りやや有

第311号住居跡カマド覆土

a 赤褐色 (2 oYR・l/6) R主体天井・壁の崩落土

b 暗褐色 (1 OYR:l/:l) 粘質土 R少含

第刈 1号住居跡貯蔵穴褐士

E 
E 1 掲色 (lOYR4/6) B主体土屋根 （住屁 3屠と同）

息 息 2 黒色 (10YR2/1) C ・屋根に葺かれたカヤ状植物層 3層の R含 (4層と同）

: 1 ~I 3 掲色 (10YR4/6) B主体土屋根 （住居：訂習と同）

4 褐色 (lOYR,t/6) 13主体壁・底の溶軟化層
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第309号住居跡（第358• 359図）

第309号住居跡は、 AC-17・ 18、AD-17• 18グリッ

ドから検出した。

住居跡の南東側は SJ-310• 311による1覺乱のため

に、中央は SK-392による攪乱のために、北側のコー

ナーは SK-373による攪乱のために、西側のコーナー

はSK-413による攪乱のために検出できなかった。形

態は方形で、主軸方位はN-49°-Wであった。規模は主

軸長不明、副軸長不明、深さ20c頑団変であった。

壁は明瞭であったが、明確なカマドは検出できな

かったが、床面の精査によって、北壁付近から焼土が

検出できたので、カマドの痕跡であると判断した。貯

蔵穴は検出できなかった。床面は明瞭で、壁溝は北東

壁で検出できた。柱穴も 4本が明瞭に検出できた。柱

穴の覆土からは柱痕も検出できた。

住居跡は SJ-274• 277 • 301 • 302 • 310 • 311、SK

-373・392・413と重複していた。重複関係は SJ-310・

311、SK-373・392。413に切られ、 SJ-301を切り、 SJ

-277・ 274とは不明であった。

実測可能な遺物として、土師器杯、甕などを検出し

た。この中で、第358図2の杯はP2から、 3の甕は住

居跡の中央から、他は覆土から検出した。

第310号住居跡（第359。360図）

第310号住居跡は、AD-17・18グリッドから検出した。

住居跡の西側は、 SJ-311による攪乱のために検出で

きなかった。形態は方形で、主軸方位はN-10°-Wで

あった。規模は主軸長不明、副軸長2.7m、深さ30c頑呈

度であった。

壁は明瞭であったが、カマドは検出できなかった。

貯蔵穴は東側のコーナー付近から検出した。床面は明

瞭で、壁溝は住居跡の確認範囲で検出した。柱穴も 4

本が明瞭に検出できた。

住居跡は SJ-309• 311 • 312、SE-110 • 118 • 125、

SK-383・392と重複していた。重複関係は SJ-311、SE

-110 • 118 • 125、SK-383• 392に切られ、 SJ-309を

切り、 SJ-312とは不明であった。

実測可能な遺物として、土師器杯を検出した。この中

で第360図に示した遺物は、全て覆土中から検出した。

第360図 第310号住居跡出土遺物

□言ロコロ□□
0 10cm＼三□□□／三／

:110号イ：口；：土遺三言戸言］器官／crnI底径／crn 1 ：汀哀［：~ご 焼成 色調 残存率／％ 備 考

2 赤褐色 10 赤彩

3 黒褐色 30 
2 淡橙褐色 30 

第311号住居跡（第359• 361図）

第311号1打呂跡は、AD-17・18グリッドから検出した。

住居跡の西側は SE-116による攪乱のために、南側

はSE-11&SK-390による攪乱のために、中央はSE-117、

SK-391 • 448による攪乱のために検出できなかった。

形態は方形で、主軸方位はN-36'-Wであった。規模は、

主軸長5.4m、副軸長5.5m、深さ40c畔店変であった。

壁は明瞭であったが、カマドは検出できなかった。

貯蔵穴は南側のコーナー付近から検出した。床面は明

瞭で、壁溝は東側のコーナー以外で検出できた。柱穴

も3本が明瞭に検出できた。 P2はSK-448によって

検出できなかった。

床面には炭化材力哨父乱しており、いわゆる火災住居

と考えられる。

住居跡は、 SJ-302・309・310・312、SE-116・ll 7・ 

118。126、SK-390・391 • 392 • 448と重複していた。重複

関係は、 SE-116・117・ 118・ 126、SK-390・391 • 392・ 

448に切られ、 SJ-302• 309 • 310 • 312を切っていた。

実測可能な遺物として、土師器杯、甕、曾瓦高杯な

どを検出した。

この中で、第361図に示した遺物は、全て覆土中から

検出した。
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第361図 第311号住居跡出土遺物

こ

゜
10cm 

-------—--— □三／］ ：＼  

二＼

第311号住居跡出土遺物観察表

No. 器 種 日径／cm 器高／cm 底径／cm 胎 土 焼成 色調 残存率／％ 備 考

1 昇； (15. 0) 3.8 ACDFK 2 赤褐色 70 赤彩

2 甕 (14. 7) 21. 0 5.3 ACDEFHK 3 赤褐色 90 

3 晶 杯 20.4 ACDEFHK 2 赤褐色 50 暗文

4 甑 (28.0) 22.3 (7.0) ACDEFHK 3 橙褐色 40 

5 乖式 (19.2) 27.5 5.8 ACDEFHK 3 淡灰褐色 90 

第312号住居跡（第362• 363図）

第312号住居跡は、 AD-17・ 18、AE-18グリッドか

ら検出した。

住居跡の北側は、 SJ-310・311による攪乱のために検

出できなかった。形態は方形で、主軸方位はN-50°-W

であった。規模は、主軸長不明、副軸長5.8m、深さ20

cm程度であった。

壁は明瞭であったが、カマドは検出できなかった。

貯蔵穴も検出できなかった。床面は明瞭で、壁溝はほ

ぼ全周していたと考えられた。柱穴も 3本が明瞭に検

出できた。 P4はSE-118によって確認できなかった。

住居跡は SJ-310噂11、SE-117・ 118・ 125、SK-382・

385と重複していた。重複関係は SJ-310• 311、SE

-117 • 118 • 125、SK-382• 385に切られていた。

実測可能な遺物として、土師器杯、甕、須恵器杯、

土王などを検出した。この中で、第363図に示した遺物

は、全て覆土中から検出した。遺物中には、いわゆる

甲斐型杯が認められた。
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第362図第312号住居跡

SEl 16 
＼＼ 

SJ311 C)。
（三

゜
II I/ ¥ / ¥ ¥ 

~D ――̀ 

゜
¥ ヽ SE・99-9 

~o y~ SE125 

SJ312 

c巳

゜
SK385 

第312号住居跡投t:

］暗掲色（l（IYR:i/3) B木溶化少含 R多含締り強

2 暗褐色(l OYR:l/•l) R溶混全体に黄色味帯びる粘件強

第：i］2号仕居跡貯蔵穴怒i

］暗褐色(1OYR:1/,) B溶混介体に黄色味帯びる粘性強

2 黒掲色（!OYRU:1) 粘質B （溶化進行顧著）少含締り有粘性極強
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第:112号住居跡柱穴毅 le
l 暗褐色(1OYR:l/ 4) B主体やや班文状粘性強充填士

2 暗褐色(1OYR:l/:l) B七体褐色土単的

3 褐色 (lOYR4/4) Bず体柱痕へ崩落溶化したプロソク

4 暗褐色(IOYR:l/4) 杵痕少贔13溶混締り弱

5 褐色 (I OYR4/ti) B主体陪(/)溶軟化層
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第363図 第312号住居跡出土遺物

□ 
ロニ／5

＼ 

〇 10cm 

第312号住居跡出土遺物観察表

No. 器 種 ロ径／cm 器高／cm 底径／cm 胎 土 焼成 色調 残存率／％ 備 考

1 杯 (10.5) 3.9 6.4 ACDEF 2 橙褐色 70 甲斐型杯

2 須恵器j:不 (12.6) 3.6 (7.0) ACFIK 1 灰白色 30 

3 壺 (12. 6) ACDEFK 3 赤褐色 40 

4 甕 (5.2) ACDEFHK 3 暗赤褐色 10 

5 甕 (6.6) ACDEFHK 3 黒褐色 10 

第313号住居跡（第365図）

第313号住居跡は、 AE-19グリッドから検出した。

住居跡の中央は SK-407による攪乱のために検出で

きなかった。形態は方形で、主軸方位はN-4T-Eで

あった。規模は主軸長2.0m、副軸長3.2m、深さ30cm

科渡であった。

壁は明瞭であり、北東側からカマドが検出できた。

貯蔵穴は検出できなかった。床面は明瞭であったが、

壁溝は検出できなかった。周辺を精査したが、柱穴を

検出することができなかった。

覆土には埋め戻しの痕跡はなく、自然堆積の状況を

示していた。

住居跡は、 SJ-315・330、SB-95、SK-407と重複し

ていた。重複関係は SB-95、SK-407に切られ、 SJ

-315 • 330を切っていた。

実測可能な遺物は、検出できなかった。

第314号住居跡（第364• 365図）

第314号住居跡は、 AD-19。20、AE-19・20グリッ

ドから検出した。

住居跡の北側は SJ-317による攪乱のために、西側

はSJ-330による攪乱のために検出できなかった。形

態は方形で、主軸方位はN-60"-Eであった。規模は主

軸長不明、副軸長不明、深さ20c頑尉変であった。

壁は明瞭であり、東側からカマドが検出できた。貯

蔵穴は検出できなかった。床面は明瞭であったが、壁

溝は検出できなかった。柱穴も検出できなかった。 P

1 ~P4はSJ-317• 330によって検出できなかった。

覆土には埋め戻しの痕跡はなく、自然堆積の状況を

示していた。

住居跡は、 SJ-315• 317。330、SK-406と重複して

いた。重複関係は、 SJ-317・330に切られ、 SJ-315と

は不明であった。

実測可能な遺物として、須恵器杯蓋などを検出した。

この中で、第364図1の須恵器杯蓋はカマド左側から

検出した。

第364図 第314号住居跡出土遺物

こニー、 10 
10cm 

第314号住居跡出土遺物観察表

Ni°•I 須忠器四蓋 1 日::佗:I 器高／cm 1底径／cmI A:;';FK 土 I t尭成 1 灰色白調色］残存trt% I 備 考

第330号住居跡（第365• 366図）

第330号住居跡は、 AD•AE-19グリッドから検出した。

住居跡の南側はSJ-313による攪乱のために、東側の

コーナーは SK-406による攪乱のために、北側のコー

ナーは SK-405による攪乱のために、南側のコーナー

はSK-407による攪乱のために検出できなかった。形
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第365図 第313~315• 330号住居跡
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第313号住居跡覆士

］暗褐色 (lOYR3/3) 

2 褐色 (lOYR4/4) 

CR若干含 B混入

B多含締りやや有貼床

第313号住居跡カマド覆土

a 極暗赤褐色 (5YR2/3) CR混入締りやや有

b 明赤褐色 (5YR5/6) R多蘊含

c 暗赤褐色 (5YR:l/2) Rやや多含締り弱

d 赤褐色 (5YR4/6) CR微含やや締り有

e 黒褐色 (7. 5YR3/2) RC流入締り有

f暗褐色 (7. 5YR3/:l) 若干RC含

g黒褐色 （7. 5YR:l/2) CR含締りやや有

第314号住居跡栢I’
4 黒褐色 (IOYR3/2) 

5 褐色 (IOYR4/4) 

6 黄褐色 (IOYR5/R) 

RCやや多含

B多含

ll多含

第314号往居跡カマド覆土

a 鈍赤褐色 (fiYR5/4) RC混入締り有

b 明赤褐色 (5YR5/8) R多含 c混入締り有

c 暗赤褐色 (5YR:l/2) R C含締りやや弱

d 明赤褐色 （7. 5YR5/6) B含

e 赤褐色 (5YR4/6) R含

第:n5号住居跡覆士

7 褐色 (1 OYR>l/ 4) 

8 鈍黄褐色 （!OYR4/3) 

9 褐色 （IOYR4/6) 

10黒褐色 (lOYR3/l) 

第315号住居跡カマド部分疫土

］暗褐色 (10YR3/:l) CR若十含 B混入

2 褐色 (IOYR4/4) B多含

3 黄褐色 （10YR5/6) B -t体

第330号住居跡覆土

11灰黄褐色 （10YR4/2) 

12褐色 （10YR4/4) 

1:1黒褐色 （10YR3/l) 

14黄褐色 (lOYRS/6) 

壁は明瞭であったが、

l3R含

B混人若干R含

B多含締り有

c多含

R混 c含

B多含締り有

c主体

B多含締りやや弱

態は方形で、主軸方位はN-60°-Eであった。規模は主

軸長5.0m、副軸長5.0m、深さ10c頑摺変であった。

カマドは検出できなかった。

貯蔵穴も検出できなかった。床面は明瞭で、壁溝はほ

ぼ全周していたと考えられた。柱穴も 2本が明瞭に検

出できた。

住居跡は SJ-313• 314 • 315 • 316 • 317 • 337、

-95、SK-405・406・ 407と重複していた。重複関係は、

SJ-313に切られ、 SJ-314• 315 • 337を切り、 SJ-317

とは不明であった。

実測可能な遺物として、土師器杯、甕、曾瓦須恵器

杯蓋、瓶、土玉、 臼玉などを検出した。

SB 

この中で、第

366図6の須恵器瓶、 7 • 9の甕、 11の甑は南側の壁際

から、他は覆土から検出した。
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第366図 第330号住居跡出土遺物
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第330号住居跡出土遺物観察表

No. 器 種 日径／cm 器高／cm 底径／cm 胎 上 焼成 色調 残存率／％ 備 考

1 杯 13.3 4.8 ACDF 3 赤褐色 70 赤彩

2 況： (14. 6) 6.5 ACDEF 2 橙褐色 40 
3 均： (14.1) ACDEFK 3 淡橙褐色 30 
4 須恵器杯蓋 (16. 0) ACIK 1 青灰色 30 

5 壺 (11.0) ACDEFHK 3 暗赤褐色 40 

6 須恵器小形壺 5 4 ACDFK 1 青 白色 20 

7 珈忘 (20.0) ACDEFHK 3 赤褐 色 10 
8 珈式 (7.5) ACDEFHK 2 橙 褐 色 10 ， 罪ービ (10. 5) ACDEF 3 暗赤褐色 30 
10 乖式 (20 0) ACDEF 3 暗赤褐色 10 
11 甑 15.3 17.9 5.0 ACDEF 2 赤褐色 100 

第315号住居跡（第365• 367図）

第315局住居跡は、

ら検出した。

AE-19・20、AF-19グリッドか

住居跡の北西側は SJ-313・330・318による攪乱のた

めに検出できなかった。形態は方形で、主軸方位はN

-53°-Eであった。規模は主軸長7.8m、副軸長3.6m、

深さ20cm程度であった。

壁は明瞭であったが、カマドは検出できなかった。

貯蔵穴も検出できなかった。床面は明瞭であったが、

壁溝は北壁から検出した。柱穴は検出できなかった。

床面には炭化材力嗜欠乱しており、いわゆる火災1打呂

と考えられた。

第367図 第315号住居跡出土遺物
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廿揺跡は SJ-313・316・317。318・330・337、SB-95、

SK-388 • 405 • 406。407と重複していた。重複関係は

SJ-313・ 318・ 330、SB-95、SK-388• 405 • 406 • 407 

に切られ、 SJ-314• 317 • 337とは不明であった。

実測可能な遺物として、土師器甕、i甘、高杯、土玉

などを検出した。この中で、第367図2の高杯は住居跡

の南西側から、他は覆土から検出した。

第316号住居跡（第368• 370図）

第316号住居跡はAD・AE-19・20グリッドから検出した。

住居跡の東側は SJ-317による攪乱のために、南側

よって、 P2はSJ-330によって、 P3はピットによっ

て検出できなかった。

住居跡は、 SJ-314・ 315・ 317・ 330・ 337、SE-120・

124、SK-403と重複していた。重複関係は、 SJ-315・

317 • 330、SE-120• 124、SK-403に切られていた。

実測可能な遺物として、土師器杯、甕、土玉、鉄滓

などを検出した。

この中で、第368図5、7の甕はカマド右側から、 6

の甕は北側コーナー付近の壁溝内から、他は覆土から

検出した。

はSJ-315・ 330による攪乱のために、中

央は SK-404。405による攪乱のために

検出できなかった。

形態は方形で、主軸方位はN-53°-Eで

あった。規模は、主軸長8.3m、副軸長3.7

m、深さ20c頑閲変であった。

壁は明瞭であり、北東側からカマドが

検出できた。貯蔵穴は北側のコーナーか

ら検出した。床面も明瞭で、壁溝はほぼ

全周していたと考えられた。柱穴も 1本

が明瞭に検出できた。 PlはSK-405に

第316号住居跡出土遺物観察表

第368図 第316号住居跡出土遺物

□ - --—ーロ 5

ロロロ□6

こs~，f7,
¥:/ 

＼ 
ーニ／

゜
10cm 

No. 器 種 ロ径／cm 器高／cm 底径／cm 胎 土 焼成 色調 残存率／％ 備 考

1 杯 (11 8) ACDEF 2 暗赤褐色 20 

2 j:不 (14. 0) 4.5 ACDEF 2 橙褐色 40 

3 杯 (14. 9) ACEFK 2 赤褐色 30 赤彩

4 珈平 (7.0) ACDFK 2 黒褐色 10 

5 乖式 (19. 6) ACDEFHK 3 橙褐色 10 

6 甕 (22. 0) ACDEFHK 3 赤褐色 10 

7 珈平 (7.6) ACDEFHK 2 淡灰褐色 10 

第317号住居跡（第369• 370図）

第317号住居跡は、 AD-19。20、AE-19・20グリッ

第369図 第317号住居跡出土遺物

：／ク1

゜
10cm 

ドから検出した。

住居跡の北側のコーナーは、攪乱のために検出でき

口
□三□□□
~2 □6 
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第370図第316・317・337号住居跡
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なかった。形態は方形で、主軸方位はN-55°_Eであっ

た。規模は主軸長6.3m、副軸長6.lm、深さ30c頑尉変

であった。

壁は明瞭であり、北東側からカマドカ惰甜＼できた。

カマド内からは、甕の破片力惰団iできた。貯蔵穴はカ

マドの左側から検出した。床面も明瞭で、壁溝はほぼ

全周していたと考えられた。柱穴も 2本が明瞭に検出

できた。床面を精査したが、 P3は検出できなかった。

第:n7乃什厄跡覆＋

］褐色 (IOYR4/,J) 

2 掲色 （!IIYR,Jん）

3 鈍黄掲色(lOYRii/4)

第316号住居跡閉」

4 褐色 (lOYR'l/4) 

5 掲色 (loYR,1/6) 

6 鈍贔掲色（IOYR5バ）

7 黄掲色 (10YR5/6) 

沿黒色 (LOYR2/2) 

9 f易已 (10Yll1/6) 

第317『J-1中居跡毅 I

l()暗掲色 (lOYR:l/:l) 

II 褐色 （1 OYR4/,J) 

12 訊掲色 (1 OYR5/6) 

l3褐色 (10YR4/:l) 

14沌飢掲色 (lOYRo/'l)

I 5褐色 (l()YR4/4) 

c含締りやや布

B合 l層より明

l3C混人

RC含締りやや有

B含 l困より明い

FlC混人

Bやや多含

RC含締りやや打

B含締りやや行

B RC含締りやや有

BC含締りやや有

13混入締りやや有

13C混人

13多含締り弱

c含締りやや布

第：llb号什居跡カマト閉土

a 純赤褐色 (2.5YR5/:l) R主体締り弱

b 暗赤灰色 (2.iiYRふl) CMT体

L 患褐色 (5YR2/2) B含締りやや弱

d 掲色 (l OYR•l/•1) 住尼覆 I:1屈に対応

第，il7妙住居跡カマト蜀f:

a I明赤掲色 (2.5YR5/8) R主体締り弱

b 暗赤褐色 (2.SYR:l/1) CM土体

e'、且掲色 (5YR2/2) B含締りやや弱

第316号住届跡貯蔵穴覆土

1 暗褐色 (lOYR3/:l) BR合締り粘性弱

2 暗褐色 (HJYR:l/4) B含締りやや弱

第:n7号住居跡貯蔵穴覆七

l 鈍黄褐色(lOYR5/4) CR含締りやや弱

2 褐色 （10YR4/4) 1函に比べ粘性有

:l 暗掲色 （10YR3/4) Bやや多含締りやや有

4 暗掲色 （lOYR:l/:l) B混入 R若十含締り有

5 暗褐色 (1 OYR:l/4) 粘土粒子• B合

6 黒掲色 （lOYR:l/2) 砂粒多含粘土プロソク含

第:,:l7号住居跡貯蔵穴閉土

l 灰戯掲色（1OYR,J/2) C 13 R混入締りやや弱

2 灰拍褐色（IOYR4/2) Bやや多含

3 掲色 （10YR4/6) B多含

4 鈍黄掲色 (10YR5/:¥) BC若千含締り有

゜
2m 

ピットに攪乱された可能性が考えられた。

1詞跡は、 SJ-314・315。316・330・337、SK-404・

405と重複していた。重複関係は、 SK-404・405に切ら

れ、 S]-314 • 316 • 330を切っていた。

実測可能な遺物として、土師器杯、支脚、手捏ね土

器などを検出した。この中で、第369図2、3の杯はカ

マド右側から、

検出した。

5の杯はカマド内から、他は覆土から
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第317号住居跡出土遺物観察表

No. 益ロロ 種 日径／cm 器高／cm 底径／cm 胎 上 焼成 色調 残存率／％ 備 考
1 杯 (12. 0) 3.0 (8. 0) ACDF 3 橙褐色 40 
2 杯 (14. 4) 3.6 ACDEF 3 淡橙褐色 40 
3 杯 (15.1) 5.5 ACDEF 3 淡橙褐色 90 
4 杯 (17. 0) 5.2 ACDEF 3 淡橙褐色 70 
5 昇： (15.0) 6.6 ACDEF 2 淡橙褐色 50 
6 手捏ね土器 (5.8) 3.9 3.1 ACDEFHK 3 淡灰褐色 70 
7 支 脚 ACDEFHK 3 暗赤褐色

第371図 第318• 319号住居跡

＼
 

-<!> ¥ ( SE20/)  
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――:••と一

-r-

S891 _...-... 
•———— 
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SJ316 

SJ337 

a
 

-----

／／／／口://

SJ315 

ロ ／

S893 

K388 

C 16.00 m C' 
第:nH号住居跡覆 I:

1 鈍黄掲色（IOYR1/:l) RC B混人締りやや有

'乙藁褐色 (lOYR:i/6) B多含締り布貼床

3 褐色 (lOYR4/,I) B混人締りやや有掘方
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第337号住居跡（第370図）

第337号住居跡は、 AE-19グリッドから検出した。

住居跡の東側は SJ-330による攪乱のために、西側

はSJ-318による攪乱のために、南側は SJ-313による

攪乱のために検出できなかった。形態は方形で、主軸

方位はN-18°-Wであった。規模は主軸長不明、副軸長

不明、深さ40c而到変であった。

壁は明瞭であったが、カマドは検出できなかった。

第372図第318号住居跡カマド
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貯蔵穴は北西コーナーから検出し、覆土内から甕か検

出できた。床面は明瞭で、壁溝は北壁で検出できた。

床面を精査したが、重複する住居の攪乱が著しくて、

柱穴は検出できなかった。

住居跡は、 SJ-313・315・316・317・318・330、SB-95

と重複していた。重複関係は、SJ-317・318・330、SB-95

に切られ、 SJ-316を切り、 SJ-313とは不明であった。

実測可能な遺物は、検出できなかった。

かった。

住居跡は、 SJ-315・319・320・337、

SB-91 • 95、SK-388と重複してい

た。重複関係は、 SJ-320、SB-91・

95、SK-388に切られ、 SJ-315・319・

337を切っていた。

実測可能な遺物として、土師器杯、

鉢、甕、甑支脚、鉄滓などを検出

した。この中で、第373図に示した遺

物は、全て覆土中から検出した。

第319号住居跡（第373図）
F' 

第、il8号住居跡カマド覆t・・

a 鈍赤褐色 (5YR5/4) RC含締りやや弱

b 鈍赤掲色 (5YR5り） RCキ体 R壁片混入

L 鈍掲色 （7. 5YR5/•l) CM締まりやや有

d 鈍赤褐色 (5YR5/:i) B砂粒多含締りやや弱

e 鈍掲色 (7. 5YR5/4) 砂粒ブロック含

。
2m 

゜
1m 

第319号住居跡は、 AE-18• 19グ

リッドから検出した。

住居跡の南東側は SJ-318による

攪乱のために、南壁と西側のコー

ナーは、 SB-91による攪乱のために

検出できなかった。形態は方形で、

主軸方位はN-28°-Wであった。規模

は主軸長4.6m、副軸長4.lm程度で

第318号住居跡（第371~373図）

第318号住居跡は、AE-18・19グリッドから検出した。

住居跡の南側は SJ-320による攪乱のために、中央

はSB-91・95による攪乱のために検出できなかった。

形態は方形で、主軸方位はN-4°-Wであった。規模は

主軸長不明、副軸長4.2m、深さ30c頑閲斐であった。

壁は明瞭であり、北側からカマドカ浙t出できた。カ

マド内からは甕の破片か検出できた。貯蔵穴は検出で

きなかった。床面は明瞭で、壁溝は西壁で検出できた。

柱穴は周辺を精査したが、検出することができな

あった。

壁は明瞭であったが、カマドは検出できなかった。

貯蔵穴も検出できなかった。床面は明瞭で、壁溝はほ

ぼ全周していたと考えられた。柱穴は検出できなかっ

た。 PlはSB-91の攪乱により、 P2はSJ-318の攪

乱により検出できなかったと考えられた。 P3 • P 4 

は床面を精査したが、検出できなかった。

住居跡は、 SJ-318、SB-91と重複していた。重複関

係は、 SJ-318、SB-91に切られていた。

実測可能な遺物は、検出できなかった。

-287-



第373図 第318号住居跡出土遺物
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第318号住居跡出土遺物観察表

No. 益ロロ 種 ロ径／cm 器晶／cm 底径／cm 胎 土 焼成 色調 残存率／％ 備 考
1 昇： 11.2 4.6 ACDEFHK 2 橙褐色 100 
2 杯 (13.4) 4.5 ACDF 3 暗赤褐色 40 
3 杯 (12.8) 4.3 ACDEF 3 赤褐色 50 
4 杯 (13.0) 4.1 ACDEF 2 暗赤褐色 40 
5 杯 (12. 0) ACDF 3 淡橙褐色 10 
6 均； (15. 0) ACDF 3 橙褐色 50 
7 鉢 (19. 0) 11.1 ACDF 2 暗赤褐色 40 
8 甕 (5 1) ACDF 3 淡橙褐色 10 ， 珈．尽 (7.1) ACDEFK 3 黒褐色 20 
10 甕 (22.0) 33.5 (7.1) ACDEFK 3 暗赤褐色 80 
11 支 脚 AC 4 淡褐色

第322号住居跡（第374• 375図）

第322号1打呂跡は、 AD•AE-20グリッドから検出した。

住居跡の南側は、 SX-11による攪乱のために、北側

はSD-103による攪乱のために、東側は攪乱のために

検出できなかった。形態は方形で、主軸方位はN-8°

-wであった。規模は主軸長5.8m、副軸長5.8m、深さ

10c叫涅度であった。

壁は明瞭であったが、 カマドは検出できなかった。

貯蔵穴も検出できなかった。床面は明瞭で壁溝はほぼ

全周していたと考えられた。柱穴も 4本力湘t出できた。

住居跡は、 SJ-323・328、SD-103、SK-397、SX-11

と重複していた。重複関係は、 SD-103、SK-397、SX

-11に切られ、 SJ-323とは不明であった。

実測可能な遺物として、土師器甕、

中から検出した。

第374図

臼玉などを覆土

第322号住居跡出土遺物

ーニニ---::: __ _ -----

。
10cm 

- 288 -



第375図 第322• 323号住居跡
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第322号住屈跡靱 le

1 甲褐色（lOYR:11) 黒掲色士．上体

B風化微含

RC風化少含

2 用褐色(lOYRふ'1) 1厨より l3)く

第:12:l号住店跡覆 l:

3 黒掲色（1OYR2/2) 砂質B含

C' 4 暗褐色 (IOYR:1/:l) 砂質B多含

一 第:i22号住居跡杵穴獨士

］ 黒褐色(1OYR2/:l) 13砂粒多含

2 褐色 (1 OYR 1/li) B砂粒多含

褐砂B多含

3 暗褐色(lOYRぷ：l) R含

4 褐色 (1 OYR4/fi)暗褐色十 B合

砂質B多含

第:i2:1り住居跡貯蔵穴投土

］賠褐色（IOY[l:l/-1) R合

B砂質 l：多含

2 黒掲色（!OYR:l/2) R多含

E' 

2m 
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第322号住居跡出土遺物観察表

]0. I 器甕種 1 胃／c嘉 器高／cm 底径／cm n合」ヽ ●．

ACDEFK 

焼成

3 

色調

赤褐色

残存率／％

20 

備 考

第323号住居跡（第375• 376図）

第323号住居跡は、AD・AE-20グリッドから検出した。

住居跡の南東側は、 SX-11による攪乱のために検出

できなかった。

形態は方形で、主軸方位はN-9°-Wであった。規模は

主軸長不明、副軸長不明、深さ 10c頑堕変であった。

壁はやや不明瞭で、

第376図

カマドは検出できなかった。貯

蔵穴は南コーナーから検出した。床面は明瞭で、壁溝

はほぼ全周していたと考えられた。柱穴は検出できな

かった。p1~P4はSJ-322、SX-l1等によって攪乱

第323号住居跡出土遺物

口 ロニ口

を受けていた。

覆土には埋め戻しの痕跡はなく、自然堆積の状況を

示していた。

住居跡は、 SJ-322・328、SD-103、SK-397、SX-11

と重複していた。重複関係は、 SD-103、SK-397、SX

-11に切られ、 SJ-322とは不明であった。

実測可能な遺物として、土師器杯、甕、曾瓦高杯、

臼玉、石製模造品などを検出した。

この中で、第376図4~7の甕は貯蔵穴内から、他は

覆土から検出した。

3 ロロ□J-(

一三 ― ------- --—-口

ローローーニーロ

¥¥ ¥ ¥ ¥ I I¥ ¥ 
ー・—

゜
10cm 

第323号住居跡出土遺物観察表

No. 器 種 日径／cm 器高／cm 底径／cm 胎 土 焼成 色調 残存率／％ 備 考

1 況： (12. 0) ACDEF 3 淡褐色 40 
2 坪 (14 0) ACDEF 3 淡橙褐色 20 
3 r仁口．l 杯 (10.6) ACDEF 2 赤褐色 20 赤彩

4 甕 (9.0) ACDEF 3 暗赤褐色 20 
5 甕 (20.6) ACDEF 3 淡灰褐色 10 
6 甕 (15. 0) ACDEFK 2 暗赤褐色 20 
7 甕 (21.8) ACDF 3 赤褐色 20 
8 甑 (8.2) ACDEFK 3 赤褐色 20 

第324号住居跡（第377図）

第324号住居跡は、AE-17・18グリッドから検出した。

住居跡の西側は SJ-334• 335による攪乱のために、

南側は SK-389による攪乱のために検出できなかっ

た。形態は方形で、主軸方位はN-25°-Wであった。

規模は主軸長不明、副軸長不明、深さ 5c頑肘変であっ

た。

壁は不明瞭で、 カマドは検出できなかった。貯蔵穴
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第377図第324• 334 • 335 • 424号住居跡
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第i24号住居跡覆 l→

1 黒褐色（IOYR:1/2) 黒褐色十］主体 Bやや未風化多少

第33l峙住居跡覆ヒ

2 黒掲色（IOYRo/1) 黒褐色土主体 B風化多少 R風化多少 c風化少含

:3 黒掲色（IOYR:l/1) 1層より B大 Bやや風化多含

第:l:l4号住居跡カマト覆土

a 里褐色(IOYR3/2) 人井崩落••t B風化少含 R風化多含 c風化少含

b 黒掲色(IOYR:l; 2) n暦より R少含 B大多含

c 黒掲色(IOYR:l/2) n層より R少含 c多含

第421号住居跡喝土

11黒褐色（lOYR:l/1) G風化少含 R末風化少含

12黒掲色（lOYRo/1) B風化多少 R風化多少含

閏黒褐色（!OYR:l/1) B風化多合 R風化微含 c風化少含

］ ］黒褐色(lOYR:l/1) B未風化多含

第:135号住居跡覆ヒ

4 黒褐色 (10YR2/2) B風化微含 R風化少含

5 黄褐色（10YR4/6) B未風化多含

6 黒褐色（¥OYR2/2) 1層より B R少含

7 黄褐色（!OYR4/6) 2居より B小さく多含

8 黒褐色(1OYR2/2) 1層に比べややC含

9 黒褐色（1OYR2/2) l層に比べややB多含

10黒褐色(1OYR2/2) 1層に比べ更に B多含

第335号住居跡カマド覆＿七

a 黒褐色（JOYR2/2) Rやや未風化多少 c風化多天井部崩落土層

b 黒褐色（!OYRZ/2) R風化多含 C風化少含煙道内法流入土層

c 黒褐色(lOYR2/2) Rやや未風化多少 c風化多少内法崩壊土層

d 黒褐色（10YR2/2) R風化多少 c風化多少内法流入士含層

第:135号住居跡カマド付近覆上

1 褐色 (lOYR2/3) R風化少含 c風化少含 B風化少含

2 褐色 （10YR2/:l) R未風化多少 C風化少含 B風化多少含

3 褐色 (1 OYR2/:l) 2層より R多含 C少含 B未風化
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も検出できなかった。床面は明瞭であったが、競溝は

検出できなかった。柱穴も検出できなかった。

わずかに残された覆土には埋め戻しの痕跡はなく、

自然升t積の状況を示していた。

1虞跡は、 SJ-334・ 335、SK-389と重複していた。

重複関係は、 SJ-334・ 335、SK-389に切られていた。

実測可能な遺物は、検出できなかった。

第334号住居跡（第377• 378図）

第334号住居跡は、 AE-17• 18、AF-17・18グリッ

ドから検出した。

住居跡の西側は調査区外のために、南側は SJ-335、

SK-389による攪乱のために検出できなかっ

た。形態は方形で、主軸方位はN-20°_Wであっ

た。規模は主軸長不明、副軸長不明、深さ30cm

程渡であった。

壁は明瞭であり、東側からカマドが検出できた。貯

蔵穴は検出できなかった。床面は明瞭で、壁溝は北側

のコーナーで検出できた。柱穴は 1本検出できた。

p 1に該当する位置からピットが検出できたが、覆

士の状況から柱穴ではないと判断した。

住居跡は、 SJ-324• 335 • 424、SK-387・ 389と重複

していた。重複関係は、 SJ-335に切られ、 SJ-424を切

り、 SJ-324とは不明であった。

実測可能な遺物として、土師器杯、甕などを検出し

た。この中で、第378図に示した遺物は、全て覆上中か

ら検出した。

第378図 第334号住居跡出土遺物

□ cm □□□1/―＿ー一ーロ

第334号住居跡出土遺物観察表

］゜• I 器：種 1 □□ 1 器高／crn I 底怪／crn 1 : [  [上 焼：口］］［言％I備考

第335号住居跡（第377• 379図）

第335号住居跡は、 AE-17• 18、AF-17グリッドか

ら検出した。

住居跡の西側は調査区外のために検出できなかった。

形態は方形で、主軸方位はN_15°-Wであった。規模は

主軸長5.5m、副軸長不明、深さ40c頑店変であった。

壁は明瞭であり、北側からカマドか検出できた。貯

蔵穴は検出できなかった。床面は明瞭で、壁溝は北壁

の一部以外で検出できた。

柱穴も 2本が明瞭に検出できた。 P3 • P 4は調査

区外で検出できなかった。

住居跡は、 SJ-324• 334 • 423 • 424、SK-389と重複

していた。重複関係は、 SJ-334・423を切り、 SJ-324

とは不明であった。

第335号住居跡出土遺物観察表

実測可能な遺物として、土師器杯、甕、支脚などを

検出した。この中で、第379図5の支脚は住居跡の中央

から、 2の杯、 4の甕はカマド周辺から、他は覆土か

ら検出した。

第379図 第335号住居跡出土遺物

ロ ニ
口□ 二（3

（） 5 ロ
゜

10cm 

No. 石＂＂谷 種 日径／cm 器高／cm 底径／cm 胎 土 焼成 色調 残存率／％ 備 考
1 身： (11.0) ACDF 3 淡灰褐色 20 
2 昇； (14. 0) 3.1 ACDF 3 淡灰褐色 30 
3 甕 (20.0) ACDEF 3 淡灰褐色 10 
4 甕 7.0 ACDEFK 3 淡橙褐色 10 
5 支 脚 ACF 2 淡橙褐色
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C' 
第325号住居跡覆土

1 黒褐色（IOYR3/2) R微量溶化進行B・ 暗褐色上含粘性強

2 褐色 （IOYR4/6) B主体壁・床の溶軟化層

第325号住居跡柱穴覆士

1 黒褐色（10YR2/3)溶化進行B多含締り粘性有充填土

2 暗褐色（10YR3/4) 1層に準ず B全体的溶混粘性強

D' 3 暗褐色 (10YR3/3) 未溶化BRC多含締り弱柱痕か崩壊士

4 暗褐色 (10YR3/4) 締り無柱痕

5 褐色 （10YR4/6) B主体壁の溶軟化層

第326号住居跡覆土

3 暗褐色(1OYR:l/:l) R若丁含粘質土不含

4 褐色 (10YR4/6) B主体壁の溶軟化層



第424号住居跡（第377図）

第424号住居跡は、 AE-17グリッドから検出した。

住居跡の西側は調査区外のために、南側は SJ-334・

335による攪乱のために検出できなかった。形態は方形

で、主軸方位はN-lT-Wであった。規模は主軸長不明、

副軸長不明、深さ30c頑均変であった。

壁は明瞭であったが、カマドは検出できなかった。

貯蔵穴も検出できなかった。床面はやや明瞭で、壁溝

は、住居跡の検出範岡で確認できた。柱穴は検出でき

なかった。

住居跡は、 SJ-334・335と重複していた。重複関係は、

SJ-334 • 335に切られていた。

実測可能な遺物は、検出できなかった。

第325号住居跡（第380図）

第325号住居跡は、AE・AF-21グリッドから検出した。

住居跡の中央は SJ-326による攪乱のために、南側

はSK-393• 401 • 402、SD-101による攪乱のために

検出できなかった。形態は方形で、主軸方位はN-15°

-wであった。規模は主軸長不明、副軸長5.0m、深さ

15cm程度であった。

壁は明瞭であったが、カマドは検出できなかった。

貯蔵穴も検出できなかった。床面は明瞭で、壁溝は南

壁以外で検出できた。柱穴も 3本が明瞭に検出できた。

P2はSK-401によって検出できなかった。

覆土には埋め戻しの痕跡はなく、自然堆積の状況を

示していた。

住居跡は、 SJ-326。327、SD-101、SK-393・401・

402と重複していた。重複関係は、 SJ-326• 327、SD

-101、SK-393• 401 • 402に切られていた。

実測可能な遺物は、検出できなかった。

第326号住居跡（第380• 381図）

第326号1打国跡は、AE・AF-21グリッドから検出した。

住居跡の南側は、 SK-393 • 401 • 402、SD-101によ

る攪乱のために検出できなかった。形態は方形で、主

軸方位はN-18"-Wであった。規模は主軸長不明、副軸

長3.2m、深さ10cm程度であった。

壁は明瞭であったが、カマドは検出できなかった。

貯蔵穴も検出できなかった。床面は明瞭で、壁溝は住

居跡の検出範囲で確認できた。柱穴は検出できなかっ

た。覆土には埋め戻しの痕跡はなく、自然堆積の状況

を示していた。

住居跡は、 SJ-325・327、SD-101、SK-393・401と

重複していた。重複関係は、 SJ-327、SD-101、SK

-393 • 401に切られ、 SJ-325を切っていた。

実測可能な遺物として、土師器杯、須恵器杯などを

検出した。この中で、第381図に示した遺物は、全て覆

土中から検出した。

第381図 第326号住居跡出土遺物

□ 口
゜

10cm 

~3 

第326号住居跡出土遺物観察表

No. 器 種 ロ径／cm 器高／cm 底径／cm 胎 土 焼成 色調

1 均： (13. 0) ACDF 3 橙褐色

2 杯 (13. 0) ACDEF 3 淡橙褐色

3 須恵器坑 (8 8) ACFIK 1 灰褐色

残存率／％ I 備 考

30 
20 
40 

第328号住居跡（第382図）

第328号住居跡は、 AE-20グリッドから検出した。

住居跡の北側は、 SX-11による攪乱のために、南側

はSJ-327による攪乱のために検出できなかった。形

態は方形で、主軸方位はN-15°-Wであった。規模は主

軸長不明、副軸長不明、深さ10c頑尉変であった。

壁は明瞭であり、東側からカマドが検出できた。貯

蔵穴は検出できなかった。床面は明瞭であったが、壁

溝は検出できなかった。柱穴は、攪乱が著しく検出で

きなかった。

住居跡は、 SJ-322・323・327、SX-11と重複してい

た。重複関係は、 SJ-327、SX-11に切られ、 SJ-322・

323とは不明であった。

実測可能な遺物は、検出できなかった。
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第382図第328号住居跡
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第:¥2K易it居跡覆土

］暗掲色（IOYR:l/:l) R少 含 溶 化B・ 暗掲色粘質土多含締り強

第327号住居跡（第383• 384図）

第327号住居跡は、 AE-20• 21、AF-20• 21グリッ

ドから検出した。

住居跡の南側は SD-101による攪乱のために、北側

はSX-11による攪乱のために、西側は SX-12による

攪乱のために、中央は SD-85による攪乱のために検出

できなかった。形態は方形で、主軸方位はN-38°-Wで

あった。規模は主軸長8.2m、副軸長8.3m、深さ20cm

程渡であった。

壁は明瞭であり、南側からカマドカ惰叫できた。貯

蔵穴はカマドの右側から検出した。床面も明瞭で、壁

溝は、西側のコーナーで一部途切れるものの、ほぼ全

周していたと考えられた。

柱穴はp1からp8までの 8本が検出できた。各

第328乃住居跡カマト覆土

d Ilif褐色（l（IYIi:i/3) 住居喝 Il屑上し本小型プロソク R多含

b 亦掲色 (2.oYR4/6) R．主体カマト天井崩落 I:

L 掲色 （lllYR 1/6) 13上体瞑り）溶軟化層

コーナーから検出した柱穴、p1、P3、P5、P7

の間からも、 P2、P4、P6、P8カ渇引iできた。

柱穴の配置を見てみると、 P2、P6は、柱穴の中

間ではなく、その位置がやや北西側に偏っていた。ま

たP8も、 PlとP7の線上ではなく、その位置がや

や北西に偏っていた。深さは一般的な柱穴と比べると、

PlからP8まで全てがかなり浅かった。柱グ⑰覆土は、

堆積状況については柱痕などは検出できなかったが、

糾成については他の住居跡の柱穴と同様であった。

周辺にも、 P2、P4、P6、P8が帰属するよう

な住居跡や掘立柱建物跡が検出できなかったので、当

該住居跡の柱穴と判析した。

覆土には埋め戻しの痕跡はなく、自然堆積の状況を

示していた。
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第383図第327号住居跡
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第327号住居跡覆土

l暗掲色 （lOYR:l/:l) 

2 褐色 (l OYR4/6) 

；ぅ暗褐色 (lDYR:l/:l) 

4 暗掲色 (lOYR:l/:l) 

5 暗褐色 (lOYR:l/:l) 

6 暗褐色 (l OYR:J/:l) 

7 鈍黄褐色 (1OYR,l/:l) 

101、SK-399• 400、
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未溶化 B多含 RC微含

B主体壁・底の溶軟化層

1層韮本 B多含 RC少含粘性増

1層基本 R多含粘性弱

1居基本 B少含 R多含カマド崩壊士に似る

1層基本未溶化 1ぅ多含 R微含ほとんど 1屈に同じ

1層に池ずる B薄く全体に溶混粘性強

住居跡は、 SJ-325• 326 • 328 • 329 • 350、SD-85・

SX-10 • 11と重複していた。重

複関係は、 SD-85• 101、SK-399• 400、SX-10• 11 

に切られ SJ-328• 329を切っていた。

また、床面上と覆土からは、噴砂による攪乱か認め
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2 烹褐色

3 褐色

4 黒褐色

第:127号住居跡貯蔵穴閉上

l 暗褐色 (lOYR:l/:l) 

蜀 l:2層に準じる

B木溶化多含

全体がB状に構成

(lOYR2/:l) 

粘性強い褐色卜阜厨

(lOYR4/,l) 

溶化進行B主体

粘性強

眠(/)溶崩落層

(lOYR2/:l) 

2図と同じ

粘性強い褐色十単一層

5 鈍仇褐色（10YR4/:l)

Bt体

灰白色粘七化

第:l27号住居跡柱穴疫土

l暗褐色 （lOYR:l/4) 溶化進行 B多含締り強

2 暗褐色 (lOYR:l/:l) 粘性強い褐色土単一屈締り強

3 掲色 （10YR4/6) B主体眠・底の溶軟化層

第:¥27号住届跡カマド覆Jc

a 黒褐色 （lOYR:l/2) M層 大 邸13 • C多含締り弱

b 赤褐色 (2. 5YR4/6) R.ヤ体

c 暗褐色 (l OYR:l/4) 粘性強い掲色土と R上体カマド使用時堆団七

られた。

実測可能な遺物として土師器杯、甕などを検出した。

この中で、第384図3、4の杯は西側コーナー付近か

ら、 9の杯はP3から、 11の甕はカマド左側から、他

は覆土から検出した。
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第384図 第327号住居跡出土遺物
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第327号住居跡出土遺物観察表

No. 益ロロ 種 日径／cm 器高／cm 底径／cm 胎 土 焼成 色調 残存率／％ 備 考

1 坑 (11. 0) ACEF 3 淡橙褐色 10 
2 杯 (14. 0) ACF 2 赤褐色 10 赤彩

3 均： 13.8 4.4 ACEFK 2 赤褐色 70 赤彩

4 均； (14. 6) ACDEFK 2 赤褐色 50 赤彩

5 杯 (16. 0) 4.7 ACEF 3 淡橙褐色 40 
6 均： (15. 4) 5.0 ACEF 3 淡褐色 50 
7 杯 (16.2) 5.3 ACF 3 淡褐色 50 
8 埒： (16. 2) 5.0 ACF 3 淡褐色 50 ， 杯 15.6 4.9 ACF 3 淡褐色 60 
10 杯 (15. 0) ACF 2 赤褐色 40 赤彩

11 珈工 (18. 0) ACDEFHK 3 赤褐色 40 

第329号住居跡（第385• 386図）

第329号住居跡は、AE・AF-20グリッドから検出した。

住居跡の東側は SJ-327、SD-85による攪乱のため

に検出できなかった。形態は方形で、主軸方位はN-23°

-Wであった。規模は、主軸長2.lm、副軸長不明、深

さ10c頑尉隻であった。

壁は明瞭であったが、カマドは検出できなかった。

貯蔵穴も検出できなかった。

住居跡の床面と周辺を精査したが、カマドや貯蔵穴

の痕跡は見つからず、焼土なども検出できなかったの

で、 SJ-327によって攪乱を受けた東側にあったと考え

られた。

床面は明瞭で、壁溝は南側のコーナーで検出できた。

柱穴は検出できなかった。

床面の精査によっても柱穴は検出できなかったの

で、当該住居跡のような小形の住居跡では、明瞭な痕

跡が残るような構造の柱を用いていない可能性が考え

られた。

覆士には埋め戻しの痕跡はなく、自然堆積の状況を

示していた。

1諏跡は、 SJ-327、SD-85と重複していた。重複関係

第385図 第329号住居跡出土遺物

＼ ゜
10cm 

第329号住居跡出土遺物観察表

Ni°•I 料士不種 I口l胃／c:I 器高:c:I 底径／cmI A:~± 焼成 1 色調 1 残存率／％ I 備 考
3 淡灰褐色 40 
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は、 SJ-327、SD-85に切られていた。

実測可能な遺物として、土師器杯

などを検出した。第385図に示した

遺物は、覆土中から検出した。

当該住居跡周辺では、噴砂の痕跡

か北西方向から南東方向に向けて、

広範囲に検出できた。 SJ-329の床面

の検出範囲では、噴砂との重複は認

められなかったが、住居跡の拡がり

を考えると、当該住居跡と噴砂との

重複力悲定できた。

調査区内での、住居跡と噴砂との

重複では、全て噴砂の方が住居跡よ

りも新しかったので、当該住居跡も

噴砂に切られていたと想定できた。

第331号住居跡（第387• 388図）

第331号住居跡は、 AD-22グリッ

ドから検出した。

什揺跡の東側は、調査区外のため

に、南側は SD-105による攪乱のた

めに検出できなかった。形態は方形で、主軸方位はN

第386図第329号住居跡

ー

B 16.00m 

2 

SK399 

ー 26°-wであった。規模は主軸長不明、副軸長不明、深

さ10cm程度であった。

壁はやや明瞭であったが、カマドは検出できなかっ

た。貯蔵穴も検出できなかった。カマドは調査区外の

住居跡北壁にあったと考えられた。貯蔵穴も同様に、

調査区外の、住居跡北壁の北東側コーナー付近にあっ

た可能性が考えられた。

床面はやや明瞭で、壁溝は、住居跡の検出範囲で確

認できた。

柱穴も 2本が明瞭に検出できた。 P1 • P 2は調査

区外で検出できなかった。柱穴は深く、覆土からは柱

痕も検出できた。

覆土には埋め戻しの痕跡はなく、自然堆積の状況を

第331号住居跡出土遺物観察表

Ni•I 頂器恵甕： j:不 1彎:c: I 器高／crn I □~F 土

SJ327 

色

v
 

E
0
6
.
g
 

叶

B' 

SJ327 

第:12り号什居跡路土

1 暗掲色

(lOYR:l/-1) 

溶化進行 B多含

R微合

2 褐色

(I OYR,J/6) 

l層t1本
大却砂質B多含

埋戻し

。
2m 

示していた。

住居跡は、 SJ-332、SB-94、SD-105と重複してい

た。重複関係は、 SB-94、SD-105に切られ、 SJ-332

とは不明であった。

実測可能な遺物として、土師器甕の胴下半部、須恵

器杯身などを検出した。

この中で、第387図に示した遺物はいずれも徴細な

破片で、全て覆土中から検出した。

第387図 第331号住居跡出土遺物

亡

゜
10cm 

焼口：］］ロロ/%I 備 考
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第332号住居跡（第388図）

第332号住居跡は、 AD-22グリッドから検出した。

住居跡の東側は調査区外のために検出できなかっ

た。形態は方形で、主軸方位はN-26°-Wであった。規

模は主軸長1.4m、副軸長不明、深さ 5c頑財変であった。

壁は不明瞭で、カマドは検出できなかった。貯蔵穴

も検出できなかった。床面も不明瞭で、壁溝は検出で

きなかった。柱穴も検出できなかった。

p 1~P4は調査区外にあると考えられた。

住居跡は、 SJ-331、SB-94と重複していた。重複関

係は、 SB-94に切られ、 SJ-331とは不明であった。

実測可能な遺物は、検出できなかった。

第388図第33I • 332号住居跡
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C 15.BOm C' 

第331号住居跡覆十

1 黒褐色(1OYR3/2) B砂質土多含

第33]号住居跡柱穴摂土

1 暗褐色 (1 OYR3/3) B砂質・i：多含

2 鈍黄褐色 (IOYR4/3) B砂質土多含

3 黒褐色 (lOYR3/2) B砂質土多含

4 褐色 (IOYR4/4) B砂質十多含砂質

第332号住居跡覆士

2 暗褐色(IOYR:l/ 1) B砂質土少含
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第389図第333• 336号住居跡
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B 15.90 m SZ4 SE121 

C 15.90 m 

第1:1叫仕居跡閉［一→

l 里褐色（lOYR:l/1) R含

第:1:1:1号住居跡柱穴覆」：

］暗掲色（1OYR:l/:l) R B砂質土含

2 掲色 (JOYR4/4) B砂質［一．多含

砂質

3 黒掲色（10YR2/:l) B砂質土多含

粘性やや有

4 褐色 (l OYR•l/4) B砂質じ多含

砂質

第:i:1:1号住居跡貯蔵穴恐 Iこ

1 黒掲色（!OYR:l/2) R含 B砂質多含

乙暗掲色（l{JYR:l/4) B砂質多含

第ぶ灼号住届跡柱穴覆L

］黒褐色(1OYR2/:l) 粘性やや有杵痕

2 掲色 (1 OYR•l/ •l) B多含砂質

:l 黒褐色 (lOYR:l/1) B砂粒多含

粘性やや有

G 15.80 m 貯蔵穴
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第333号住居跡（第389図）

第333号住居跡は、 AC-21• 22、AD-21• 22グリッ

ドから検出した。

住居跡の北側はSD-104による攪乱のために、中央は

SE-127 • 128による攪乱のために検出できなかった。

形態は方形で、主軸方位はN-14°-Wであった。規模は

主軸長不明、副軸長6.lm、深さ10c両尉変であった。

壁は明瞭であったが、カマドは検出できなかった。

貯蔵穴も検出できなかった。床面は明瞭で、壁溝は北

壁以外の一部でそれぞれ検出できた。柱穴は 4本が明

瞭に検出できた。覆土には埋め戻しの痕跡はなく、自

然堆積の状況を示していた。

1打吾跡は SJ-336・340、SZ-4、SE-121・122・127・

128・136と重複していた。重複関係は SZ-4、SE-121・

122・127・128・136に切られ、 SJ-340を切り、 SJ-336

とは不明であった。

実測可能な遺物は、検出できなかった。

第336号住居跡（第389図）

第336号住居跡は、 AC-21• 22、AD-21• 22グリッ

ドから検出した。

住居跡の大部分は削平され、柱穴のみしか検出でき

なかった。形態、主軸方位、規模は明らかにできなかっ

た。壁は不明瞭で、カマドは検出できなかった。貯蔵

穴も検出できなかった。床面も不明瞭で、壁溝は検出

できなかった。柱穴は 4本が明瞭に検出できた。遺構

は明瞭ではなかったが、柱穴の覆土から住居跡である

と判断した。

住居跡は、 SJ-333・340、SZ-4、SE-121・128・136と

重複していた。重複関係は全て明らかにできなかった。

実測可能な遺物は、検出できなかった。

第338号住居跡（第390• 392図）

第338号住居跡は、 AD-21• 22、AE-21• 22グリッ

ドから検出した。

住居跡の大部分は、 SJ-344との入れ子状の重複に

よって検出できなかった。形態は方形で、主軸方位は

N-17°-Wであった。規模は主軸長8.4m、副軸長8.5

m、深さ10c両閲変であった。

壁は明瞭であり、北側から SJ-344と重複してカマ

ドカ殻出できた。貯蔵穴は検出できなかった。床面は

明瞭で、壁溝はほぼ全周していたと考えられた。

柱穴は、尉辺の床面を精査したか検出することができ

なかったので、 SJ-344と重複していたと考えられた。

覆土には埋め戻しの痕跡はなく、自然堆積の状況を

示していた。

住居跡は、SJ-339・341・343・344・351・352、SB-97・98、

SD-101・105、SE-129・130、SK411と重複していた。

量複関係は、SJ-344、SB-97・98、SD-101。105、SE-129・

130、SK-411に切られ、 SJ-339・341を切っていた。

実測可能な遺物として、土師器杯、甕、高杯、手捏

ね土器、須恵器杯、臼玉、鉄滓などを検出した。この

中で、第390図に示した遺物は、全て覆土中から検出し

第390図 第338号住居跡出土遺物

三 二／
こ 3

ご 4 口 5

亡 6

゜
10cm 

第338号住居跡出土遺物観察表

No. 器 種 日径／cm 器高／cm 底径／cm 胎 土 焼成 色調 残存率／％ 備 考
1 杯 (13 0) 4.7 ACDEF 3 赤褐色 40 
2 晶． 杯 (16.0) ACDFK 2 赤褐色 10 赤彩
3 須恵器杯蓋 (10.4) ACF 1 青白色 10 
4 手捏ね土器 (4 8) 2.3 ACF 3 淡灰褐色 40 
5 手捏ね土器 4.0 ACDEF 3 淡灰褐色 50 
6 甕 (7.4) ACDEFK 2 黒褐色 10 
7 乖式 (6.3) ACDEFK 2 淡橙褐色 10 木葉痕
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た。

SJ-338は、 SJ-344と入れ子状に重複しており、調査

時には、出土した遺物を SJ-338に帰属するものと、 SJ

-344に帰属するものに、明瞭に分離して取り上げるこ

とができなかった。

従ってここでは遺物を瞥見して、時期差を目安にし

て、二つの住居跡に帰属するものを分離した。

出土遺物について見てみると、 1の杯は日辺部が明

瞭に立ち上がり、日唇部がやや外反していた。口径も

他の杯類に比べて大きかった。胎土に赤色粒子と砂沫立

を多量に含んでおり、赤彩は施されていなかった。 2

の高杯は内面が赤彩され、胎土には赤色粒子と砂沫立を

第344号住居跡（第391• 392図）

第344号住居跡は、 AD-21• 22、AE-21• 22グリッ

ドから検出した。

住居跡の南東側は、 SD-101・105による攪乱のため

に検出できなかった。形態は方形で、主軸方位はN-17°

-Wであった。

壁は明瞭であり、北側からカマドカ咽し出できた。貯

蔵穴はカマドの右側から検出した。床面も明瞭で、壁

溝は全周していた。柱穴も 4本が明瞭に検出できた。

覆土には埋め戻しの痕跡はなく、自然堆積の状況を

示していた。

住居跡は、 SJ-338• 339 • 341 • 343 • 351 • 352、SB

多少含んでいた。 3の

須恵器杯は、胎土はや

や緻密で、器肉は薄く

作り上げられ、欠失部

寸前で、わずかに器形

が膨らむ痕跡が認めら

れた。

4、5の手捏ね土器

も、胎土に砂粒を多く

含んでいた。

6、 7の甕の底部に

は、いずれも木葉痕が

認められた。やはり胎

土には砂粒が多く含ま

れていた。

第391図 第344号住居跡出土遺物
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第344号住居跡出土遺物観察表

No. 器 種 日径／cm 器高／cm 底径／cm 胎 上 焼成 色調 残存率／％ 備 考

1 昇； (13. 0) ACF 2 赤褐色 10 赤彩

2 杯 (12. 0) ACDF 3 淡灰褐色 20 

3 杯 (11.2) ACDF 3 黒褐色 20 

4 杯 (11. 0) ACD 3 黒 色 30 

5 均： (10.8) 3 3 ACDF 3 淡褐色 60 

6 杯 10.4 3.4 ACDEF 3 橙褐色 90 

7 杯 (10 6) 3 4 ACF 3 褐 色 40 

8 杯 (9.6) ACDF 3 橙褐色 10 暗文

， 杯 12 9 4.9 ACDEF 3 橙褐色 100 暗文

10 罪忘 (19.5) ACFK 3 淡褐色 10 

11 甕 (5. 4) ACDEF 3 暗赤褐色 20 

12 台 付 珈式 (14. 6) ACDF 3 黒褐色 40 
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第392図 第338• 344号住居跡
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第:l44号住居跡覆七

1 暗褐色 (lOYR:l/4) R含

2 黒褐色（10YR2/3) RB砂質土含

3 褐色 （10YR4/6) 貼床 B砂質含
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c
e
r
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E
0
0
9
L
 0
 

第:144号住居跡カマド覆士

e 暗褐色 （10YR3/:l) RC含

f暗赤褐色 (5YR3/2) R多含

g黒色 (10YR2/l) CM多含

第338号住届跡既十

4 暗褐色 （lOYR:l/2) R多含

5 黒色 （!OYR:l/1) C多含

第:1:18号住居跡カマド覆七

a 暗黄褐色（!OYR:l/2) R多含

b 黒色 (lOYR2/l) C多合

c 黒褐色 （lOYR:l/1) C含

d 貨色 (IOYE5/6) R合

第338号仕居跡柱穴覆士 l'-l~P-4 

］褐色 （10YR4/4) RB含締りやや有

2 鈍黄褐色（10YR5/4) B均―含 C混人締り粘性やや有

:l 鈍黄褐色 (¥OYR4/:l) きめ糾い 1l含締りやや弱

:J'llやや多含

4 灰黄褐色(IOYR4/2) B含締りやや有

5 明黄褐色(lOYR6/6) B多含締り粘性有掘り方埋土

6 黒褐色 (lOYR:l/1) C栖

7 黄褐色 （!OYR5/6) B多含 5恩より締る

8 明黄掲色（!OYR6/ti) B多含締り有

9 黄褐色 （10YR5/8) B含 8層よりプロック小さい

第338号住居跡柱穴覆土 P-5 

1 明赤褐色 (2.5YR5/6) R含

2 黄褐色 (l OYR5/6) 8 I{含

第338号住居跡柱穴覆上 P-6 

1 純黄掲色（!OYRii/4) 若下R含 B含

2 鈍黄掲色（lOYRii/:l) RB含

:J黄褐色 （10YR5/6) B含締りやや有

4 黄褐色 （!OYR5/8) B混入

5 鈍黄褐色（10YR5/4) Bやや多含 (SJ-:344貼床）

6 褐色 （JOYR4/,l) BC混人締りやや有

7 鈍黄褐色（10YR4/:l) 6層に比ベプロック多含

第338号住居跡貯蔵穴覆土

1 暗褐色 （lOYR:l/:l) RC含締りやや有

2 暗褐色 （10YR3/4) 1層より R多含締りやや弱

3 褐色 (lOYR4/4) B含締りやや有

4 暗褐色 （I OYR3/ 4) 13含

5 黄褐色 (1 OYR5/6) B --t体

ナー付近から、他は覆土から検出した。

SJ-344は、 SJ-338と入れ子状に重複し

ており、調査時には、出土した遺物を SJ

-338に帰属するものと、 SJ-344に帰属する

ものに、明瞭に分離して取り上げることが

-97 • 98、SD-101・105、SE-129・130、SK-41]と重

複していた。重複関係は、 SB-97・98、SD-101・105、

SE-129 • 130、SK-411に切られ、 SJ-338• 339 • 341 

を切り、 SJ-351とは不明であった。

実測可能な遺物として、土師器杯、甕、 台付甕、な

どを検出した。この中で第391図7の杯、 10の甕はPl

から、 12の台付甕はカマド前から、 9の杯はカマド右

柚付近から、 6の杯は貯蔵穴内から、 11の甕は北側コー

できなかった。

従ってここでは遺物を瞥見して、時期差を目安にし

て、二つの住居跡に帰属するものを分離した。

出土遺物について見てみると、

面日辺部に赤彩が施されており、

か認められた。

1の杯は、内面と外

ロ唇部内面には沈線

2の模倣杯は、淡褐色で、内外面ともに日辺部と底

部の境界が不鮮明であった。 3~6は有段日辺の杯で、
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3はやや大振りであるが、 4 ~ 6は小振りで、 4 • 5 胎土には赤色微粒とわずかな角閃石が含まれていた。

では、底部内面外周に、指ヨコナデによる周回状の凹

みが認められた。また 6では、

がっており、底部と日辺部の境界が緩やかな斜面とな

り、やや不明瞭になっていた。底部外面の調整では、

最外周はヘラケズリされておらず、ナデ調整の面が周

回状に残されていた。色調については、

し、 5は淡褐色、 6は橙褐色であった。

小形のものではなく、

この凹みがやや立ち上

4は黒色を呈

4~ 6の杯には、有段杯の中でもかなり新しい要索

か認められた。

7はいわゆる北武蔵型杯の類型に含まれるもので、

日端部内面に肥厚は認められな

かった。色調は北武蔵型杯特有の褐色で軟質であり、

8 • 9は在地の暗文の杯であり、色調はいずれも橙

褐色でやや軟質であった。

9ではやや密であった。

8は暗文がやや疎であり、

日辺部と体部の境界は、

12の台付甕の台と考えられるものは、

属するかどうか明らかにできなかった。

第339号住居跡（第393• 394図）

は明瞭な段であり、 9では形態上の明瞭な段差はなく、

指ヨコナデとヘラケズリの境界がわずかな稜となって

いた。

この住居に帰

第339号住居跡は、AD・AE-22グリッドから検出した。

住居跡の南側は SJ-338• 344による攪乱のために検

出できなかった。形態は方形で、主軸方位はN-6'-W

第393図 第339号住居跡
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第:139号住居跡柱穴覆土

1 暗褐色 （!OYR3/1) RC含

締りやや有

(IOYR3/3) CB含

締りやや有

3 鈍黄褐色 (!OYR4/3) B含

締りやや有

(I OYR:l/ 4) B R含

締りやや有

(!OYR4/6) B含

締り有

2 暗褐色

4 暗掲色

5 褐色
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であった。規模は主軸長不明、副軸長5.2m程度であっ

た。

壁は明瞭であったが、カマドは検出できなかった。

貯蔵穴も検出できなかった。床面は明瞭で、壁溝は住

居跡の検出範囲で確認できた。柱穴も 2本が明瞭に検

出できた。p2、P3は、 SJ-338・344によって確認で

きなかった。覆土には埋め戻しの痕跡はなく、自然堆

積の状況を示していた。

疇跡は、 SJ-338• 340 • 344、SE-122• 123 • 129 

□ I器高Icm

と重複していた。重複関係は、 SJ-338・344、SE-122・

123 • 129に切られ、 SJ-340を切っていた。

実測可能な遺物として、土師器甕などを検出した。

この中で、第394図1、2の甕は住居跡の南側から、他

は覆土から検出した。

第394図 第339号住居跡出土遺物

□□□□□ロ
゜

10cm 

底径／cm I 胎 土

ACDEF 

3.4 I ACDEF 

焼~% 備 考

第340号住居跡（第395図）

第340号住居跡は、AD-21・22グリッドから検出した。

住居跡の北側のコーナーは SJ-333による攪乱のた

めに、東側のコーナーは SJ-339による攪乱のために、

北西側のコーナーは P-880による攪乱のために、南西

側のコーナーは SE-133・135による攪乱のために検出

することができなかった。形態は方形で主軸方位はN

-32°-Wであった。規模は主軸長2.7m、副軸長3.3m程

度であった。

壁は明瞭であったが、カマドは検出できなかった。

第395図第340号住居跡
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貯蔵穴も検出できなかった。床面は明腑で、壁溝はは

ぼ全周していたと考えられた。

住居跡の周辺を精査したが、柱穴を検出する事かで

きなかった。

わずかに残された覆土には埋め戻しの痕跡はなく、

自然堆積の状況を示していた。

住居跡は、SJ-333・339、SE-133・135と重複していた。

重複関係はSJ-333・339、SE-133・135に切られていた。

実測可能な遺物は、検出できなかった。

第341号住居跡（第396。398図）

第341号住居跡は、AD・AE-21グリッドから検出した。

住居跡の北東コーナーはSB-97による攪乱のために、

西側は SD-85による攪乱のために検出できなかった。

形態は方形で、主軸方位はN-49°-Eであった。規模は

主軸長4.4m、副軸長3.0m、深さ 10c頑閲変であった。

壁は明瞭であり、北東側からカマドカ渇t出できた。

貯蔵穴はカマドの右側から検出した。床面も明瞭で、

壁溝はほぼ全周していたと考えられた。

柱穴は、周辺の床面を精査したが、検出することか

できなかった。

覆土には埋め戻しの痕跡はなく、自然堆積の状況を

示していた。

住居跡は、 SJ-338・342・343・344、SB-97、SD-85

と重複していた。重複関係は、 SJ-338、SB-97、SD-85

に切られ、 SJ-342• 343を切っていた。

実測可能な遺物として、土師器杯などを検出した。

この中で、第396図に示した遺物は、全て覆土中から検

出した。

第396図 第341号住居跡出土遺物

□\~~□／ 
□ ¥3  。

10cm 

第341号住居跡出土遺物観察表

No. 器 種 ロ径／cm 器高／cm 底径／cm 胎 土 焼成 色調 残存率／％ I 備 考
1 昇： (13. 0) ACDEFK 3 赤褐色 40 
2 杯 (16. 0) ACDEF 2 暗赤褐色 30 
3 昇： (10.6) ACDEF 3 淡褐色 10 

第342号住居跡（第398図）

第342号1打呂跡は、AD・AE-21グリッドから検出した。

住居跡の東側は SJ-341による攪乱のために、北側

はSD-85による攪乱のために検出できなかった。形態

は方形で、主軸方位はN-55°-Eであった。規模は主軸

長不明、副軸長不明、深さ 10cm程度であった。

壁は明瞭であったが、カマドは検出できなかった。

貯蔵穴は北側のコーナーから検出した。床面は明瞭で、

壁溝は南東以外の壁で検出できた。柱穴も 2本が明瞭

に検出できた。 Pl、P2は、 SJ-341によって確認で

きなかった。

覆土には埋め戻しの痕跡はなく、自然堆積の状況を

示していた。

第343号住居跡出土遺物観察表

住居跡は、 SJ-341• 343、SD-85と重複していた。

重複関係は、 SJ-341、SD-85に切られ、 SJ-343とは不

明であった。

実測可能な遺物は、検出できなかった。

第343号住居跡（第387• 398図）

第343号住居跡は、AD・AE-21グリッドから検出した。

住居跡の北側は、 SJ-341・342による攪乱のために検

出できなかった。形態は方形で、主軸方位はN-53°-E

であった。規模は主軸長不明、副軸長不明、深さ20cm

第397図 第343号住居跡出土遺物

：三□□ ¥2  
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登

甕
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(12. 0) 
底径□□履□K 焼口~%

備 考
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程度であった。

壁は明瞭であったか、カマドは検出できなかった。

貯蔵穴も検出できなかった。床面は明瞭であったが、

壁溝は検出できなかった。柱穴も検出できなかった。

Pl~P4は、 SJ-341によって確認できなかった。

覆土には埋め戻しの痕跡はなく、自然堆積の状況を

第398図第341~343号住居跡

示していた。

住届跡は、 SJ-338• 341 • 342 • 344、SD-85と重複

していた。重複関係は、 SJ-341、SD-85に切られ、 SJ

-342とは不明であった。

実測可能な遺物として、土師器杯、甕などを覆土中

から検出した。
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第:l4:l乃体届跡蜀十

3 暗褐色 （10YR3/4) R含

4 里褐色 (I OYR2/:l) RC含

5 純黄褐色（IOYR・lパi) B砂質 1：多含貼床

E' G 16.00 m G' 

ー 貯蔵穴―-・

第:M:l号住居跡カマド栢j・

a 鈍黄褐色(lOYR4/:l) R含

b 亦褐色 (2. !iYRVH) RM含

c 黒褐色 （10YR2/:l) RC  M含

d 褐色 (10YR4/4) R[l含

e 鬼褐色 （!OYR:l; l) R Ll砂質上含

E
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O
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E
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・
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第:141号住居跡覆土

］暗褐色（IOYR:l/:¥) R多含 c含

2 黒褐色（!OYR:l/1) 13砂質ヒ多含

第日1号住居跡貯蔵穴覆士

1 I火褐色 (7.5YR4.'2) R C含締りやや弱

2 黒褐色 (7.iiYR:l/2) 1層より R少含 B多含

第:142号住居跡柱穴覆土

1 暗褐色(1OYR:l/ 4) R合

2 里褐色（1OYR:l/2) C R含

3 褐色 (lOYR4/4) B砂粒含

4 掲色 （I OYR4/6) R含

第:1'12号什居跡貯蔵穴殺::l

l 暗褐色(lOYR:l/:l) R C含

2 黒褐色（1OYR2/:l) R C多合
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第399図 掘立柱建物跡全体図
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(2) 掘立柱建物跡

掘立柱建物跡の概要

掘立柱建物跡は、平成8年度報告のB区から連続し

て、古代・中世の建物跡を6冴東検出した。

古代の建物跡は、 57棟検出した。遺構の分布は、概

ね4個所に集中する傾向にあり、それぞれ重複、建替

え力瑶窟認されへ数時罪にわたって営まれていたことを

確認した。

建物跡の規模は、桁行が2間～ 3間の建物跡が3朴東

と約半数を占めるが、桁行が5間を超える規模の大き

い建物跡が、 7棟検出された。特に第63号掘ー立柱建物

跡は、桁行が9間以上という、長大な建物跡で、官術

を連想させる建物跡である。他に 6間以上の建物跡を

2棟検出しており、これまで、県内の一般の集落遺跡

では見られないものとして注目される。

建物跡の時期は、出土遺物が少なく、明らかにでき

たものは少ないが、概ね 7世紀後半以降を最初に、 9 

匪紀後半代まで連続して営まれていたと思われる。

中世の掘立柱建物跡は、 5棟検出した。建物の規模

は、桁行が2間～ 4間と、古代の掘立柱建勅跡よりも

規模は小さい。柱穴掘り方は方形で、径は20cm~30cm

と比較的小さい。

建物の時期については、建物跡から出土した遺物が

少なく、明らかにすることはできなかったが、周辺の

井戸跡・溝跡等の遺物から、概ね12世紀末～14憔紀代

と考えられる。

建物の性格等は明らかにできなかったが、中憔墓と

同時期と考えられる、荼毘跡に壊されていた掘立柱建

物跡もあることから、中世墓跡に先行していた可能性

もある。

第30号掘立柱建物跡（第400図•第401図）

S-8 • 9、T-9グリッドから検出した。

遺構は 4間X2間の側柱建物で、南北棟であった。

規模は、桁行8.4m、梁行4.74mであった。面積は39.8

面であった。主軸方位はN-42°-Wであった。

柱間寸法は、桁行2.lm、梁行2.37mであった。

柱掘り方の形状は、丸みを持った方形で、コーナー

部分のみL字形であった。径70cm~100cm、深さは50cm

~70cmであった。

柱痕はP2・P6・Pll以外の全ての柱穴で検出し

た。

遺構は71号竪穴住居跡・ 49• 50号掘立柱建；物跡と重

複していた。新旧関係は、本遺構が最も新しかった。

出土遺物は、柱穴掘り方より土師器杯・須恵器蓋等

が出土した。 1、2は土師器杯である。ともにPl掘

り方より出土した。 1は、いわゆる比企型杯の系譜を

引くものと考えられるが、底部は平底気味で、体部は

直線的に立ち上がる。口縁内面端部に沈線が施される。

内面全体と、外面体部に赤彩力哺Eされる。 2は、北武

蔵型の内屈日縁杯である。体部が偏平気味で、体部上

半には無調整部がある。

3 • 4は須恵器の器である。 3はP8から、 4はP

8 • 9から出土したもの力屯妾合した。 3は末野または

群馬産と思われる。 4は湖西産である。

第400図 第30号掘立柱建物跡出土遺物

S830 

ロニロ~1

ニ 3 こ三三一

゜
10cm 

第30号掘立柱建物跡出土遺物観察表

釆国乃旦 器種 ロ径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存率 備 考

30-1 坪 11.0 2.8 ABEIK 2 浅黄橙 40 赤彩

30-2 坑： 11.2 2.8 BCDG 2 橙 30 内屈

30-3 芸n 12.0 ACDF 1 青灰 10 末野又は群馬産

30-4 芸而 15.2 BF 1 灰 10 湖西
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第401図第30号掘立柱建物跡
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第402図第31号掘立柱建物跡
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第31号掘立柱建物跡（第402図）

S-8 • 9、T-9グリッドから検出した。南側は調

査区外へ展開し、 P7~P9は検出することができな

かった。

遺構は、 4間X2間の南北棟の側柱建物で、規模は

桁行8.8m、梁行5.4mであった。面積は、 47.5mてあっ

た。主軸方位は、 N-42°-Wであった。

柱間寸法は、桁行2.2m、梁行2.7mであった。

柱掘り方の形状は、丸みを持った方形で、コーナー

部分のみ、建物の主軸方向に対して45゚ 傾いた長方形で

あった。深さは50cm~70cmであった。

柱痕は、 P2以外の全ての柱穴で検出した。 P3。

4・10・11では、柱掘り方底面を 5cm~10cm掘り込ん

だ小穴に柱を建てていたことを土層断面の観察で確認

した。また、柱打良とは晃なる位置にこの小穴を検出し

た柱穴もあり、建物の建て替えが想定される。

本遺構は、 74号住居跡・ 53号掘立柱建物跡・ 202号土

壊と重複していた。新旧関係は、本遺構が重複する追

構の中では最も新しかった。

出土遺物は、 P5柱穴掘り方より、剣形と思われる

石製模造品が 1点出土した。

第403図 第32号掘立柱建物跡出土遺物

S832 

＂ニー一

第32号掘立柱建物跡（第403図•第404図）

Q-9 ·10、 R-10•11グリッドから検出した。

北側は、調査区外へ展開するため、 Pl~P3は検

出することができなかった。

規模は、 5間X2間の南北棟の溝持ちの建物で、桁

行13.0m、梁行5.6mであった。面積は、 72.8面であっ

た。一部は調査区外へ展開するが、溝は全周していた

と考えられる。主軸方位は、 N-32°-Wであった。

柱間寸法は、桁行2.6m、梁行2.8mであった。

柱掘り方は、幅80cm~100cm、深さ50cm前後の溝を全

周させ、さらに径60cm~100cmの円形の柱穴を掘り込

んでいた。柱穴の深さは、 60cm~70cmであった。

柱瞑は、遺構確認の段階では確認することができな

かったが、掘り方底面に小穴を検出したことから、こ

の部分に柱が建っていたと考えられる。このうち P

4 • P 10 • P 12で柱材の一部が出土した。

遺構は、 48・54号溝跡と重複していた。新旧関係は、

本遺構が最も古かった。

また、 32号掘立柱建物跡の西側から南側にかけて、

揺立柱建物跡と平行するように55号溝跡を検出した

が、建物跡に伴う遺構かどうかは明らかにすることが

できなかった。

出土遺物は、土師器・須恵器の破片が出土した。

1は、湖西産と考えられる須恵器の高台付ナ不である。

底部のみの破片である。底部は高台よりは突出しない。

2は、フラスコ型長頸瓶である。口縁部から肩部のみ

残存していた。日縁部はラッハ状に開き、端部は縁帯

状になる。また、日縁端部下に凸帯がめぐる。頸部に

は、内外面とも、 2条の沈線がめぐる。

゜
10cm 

第32号堀立柱建物跡出土遺物観察表□ I :g：座；f：]:I 日(ll□1 器高 1 ]101:) 1 :：右D 土 焼成 I： : I 残□I ］：口考
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第404図 第32号掘立柱建物跡
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第32号掘立柱建物跡覆土

1黒色 (10YR2/1) R多底面に木炭層状（後世の土坑）

2 灰黄褐色（10YR4/2)プロック状の堆積

3褐灰色 （10YR4/1) R微量

4 黒褐色 （10YR2/2) RC多混

5 黄褐色 （lOYRS/6) R若干混

6 暗褐色 （10YR3/3) C微量

7 黄褐色 （lOYRS/6) C微量

8 黒褐色 （10YR2/3) C多 B若干

9 暗褐色 (10YR3/4) C多

10褐色 （10YR4/4) B混 C微

11灰黄褐色 (2.5Y7/2)粘性有 C若干混

0 2m 
1,  1 
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第33号掘立柱建物跡（第405図）

R-8、S-8• 9グリッドから検出した。

規模は、 3間X3間の側柱見翡勿で、桁行5.6m、梁行

4.6mで、南北に長い建物跡であった。面積は、 25.8m'

であった。主軸方位はN-39"-Wであった。

柱間寸法は、桁行1.87m、梁行1.53mであった。

柱掘り方の形状は、円形または楕円形で、径40cm

~50cm、深さ50cm~70cmであった。

柱艇は、 P1 • P 4で検出した。

遺構は、 34号掘立柱建物跡、 57~59号溝跡と重複し

ていた。遺構の新旧関係は、 57~59号溝跡よりも古

かった。 34号掘立柱建物跡との新旧関係は、明らかに

することができなかった。

出土遺物は、土師器・須恵器の破片が出土したが、

図示可能な遺物は検出できなかった。

第405図 第33号掘立柱建物跡
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A 15.50m 
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第33号掘立柱建物跡覆上

1黒褐色(!OYR2/2)B少 柱痕

2 暗褐色（IOYR3/4)B緻密鉄粒子少

3 暗褐色（IOYR3/4)B少 Bプロック多 粘性有

4 暗褐色（!OYR3/4)B微景 Bプロック少 粘性強

0 2m 
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第34号掘立柱建物跡（第406図）

S-8 • 9グリッドから検出した。

遺構は、東側を第38号溝跡に壊されていたため、全

体は検出できなかったが、

あったと考えられる。

3間X2間の側柱建物で

規模は、桁行6.2m、梁行4.0mで、東西棟であった。

面積は、24.8面であった。主軸方位は、N-41°-Eであっ

た。

柱間寸法は、桁行2.04m、梁行2.0mであった。

柱掘り方の形状は、円形または楕円形で、径40cm

~50cm、深さ30cm~50cmであった。

村痕は、 P7のみで検出した。

遺構は、 33号掘立柱建物跡・ 38号溝 •57~59号溝と

重複していた。新旧関係は、 38• 57~59号溝跡よりも

古かった。 34号掘立柱建物跡との新旧関係は、明らか

にすることかできなかった。

出土遺物は、土師器・須恵器の破片が出上したが、

図示可能な遺物は検出できなかった。

第406図 第34号掘立柱建物跡
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第34号掘立柱建物跡覆土

1 暗褐色 （7.5YR3/4) B緻密 Bプロヅク少含柱痕

2 黒色 (10YR2/1) B微昌 C少

3 黒褐色 （10YR3/1) Bプロック

4 褐色 (10YR4/6) Bプロック多 黒褐色プロック少

。
2m 
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第37号掘立柱建物跡（第407図）

R•S-9·10グリッドから検出した。

規模は 2間X2間の総柱建物跡で、桁行4.4m、梁行

4.0mであった。面積は、 17.6面であった。主軸方位は、

N-36"-Wであった。

柱間寸法は、桁行2.2m、梁行2.0mであった。

柱掘り方の形状は、円形または楕円形で、径60cm

~100cm、深さ70cm~80cmであった。

柱痕は、全ての柱穴で検出した。

遺構は、 38~41• 51 • 52号掘立柱建物跡と重複して

いた。遺構の新旧関係は、重複する 7棟の建物跡の中

では最も新しかった。

出土遺物は、土師器・須恵器の破片が出土したが、

図示可能な遺物は検出できなかった。

第407図 第37号撮立柱建物跡
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第37号掘立柱建物跡覆上

1黒褐色 （JOYR2/2) C多（柱痕）

2 黒褐色 （JOYR2/3) RC混

3 暗褐色 （JOYR3/3) B多

4 褐色 （10YR4/6) B ・黒褐色士プロック多

5黒褐色 （10YR3/1)粘性有 R微量

6 褐色 (10YR4/4) B • F多

7 鈍黄褐色（10YR4/3)粘性やや有 F多

。
2m 
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第38号掘立柱建物跡（第408図•第409図）

R•S-9·10グリッドから検出した。

規模は 2間X2間の総柱建物で、桁行4.4m、梁行

4.0mであった。面積は、 17.6面であった。主軸方位は、

N-33°-Wであった。

柱間寸法は、桁行2.2m、梁行2.0mであった。

柱掘り方の形状は、円形または楕円形で、径50cm

~80cm、深さ60cm~90cmであった。

柱痕は、p1以外の全ての柱穴で検出した。

遺構は、 37• 39~41 • 51 • 52号掘立柱建物跡と重複

第408図 第38号掘立柱建物跡
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していた。遺構の新旧関係は、 37• 39 • 41号掘立柱建；

物跡よりも古く、 51• 52号掘立柱建物跡よりも新し

かった。 40号掘立柱建物跡との新旧関係は、明らかに

することができなかった。

出土遺物は、土師器杯が出土した。

1は、土師器杯で、 P6掘り方より出土した。底部

は平底気味で、体部はやや内湾気味に立ち上がり、ロ

縁部で僅かに外反する。内面日縁端部には沈線が施さ

れていた。内面全体と、外面日縁部には、赤彩が施さ

れていた。
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第38号掘立柱建物跡覆土

1 黒褐色 （10YR3/1) R多 （柱痕）

2 暗褐色 （10YR3/4) B多締り 有

3 褐色 （10YR4/4) BF多

4 暗褐色 （10YR3/4) B 締り有

5褐色 （10YR4/4) BF多

6鈍黄褐色（JOYRS/4)B多砂質 ° 
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第409図 第38号掘立柱建物跡出土遺物
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第39号掘立柱建物跡（第410図）

R•S-9·10グリッドから検出した。

規模は、 3間X2間の側柱建物で、桁行6.6m、梁行

4.0mであった。面積は、 26.4面であった。主軸方位は、

N-46"-Wであった。

柱間寸法は、桁行2.2m、梁行2.0mであった。

柱掘り方の形状は、円形または丸みを持った方形で、

第410図 第39号掘立柱建物跡
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径40cm~70cm、深さ50cm~100cmであった。

柱痕は全ての柱穴で検出した。

遺構は、 37• 38 • 40 • 41 • 51 • 52号掘立柱建物跡と

重複していた。遺構の新旧関係は、 37号掘立柱建物跡

より古く、それ以外の遺構よりも新しかった。

出土遺物は、土師器・須恵器の破片が出土したが、

図示可能な遺物は検出できなかった。
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第39号掘立柱建物跡覆土

1黒褐色（10YR2/2)RC  （柱痕）

2 黒褐色（10YR3/1)B 締り有

3 黒褐色（10YR3/2)BC多

4 褐色 （JOYR4/4) BF多

5褐色 (10YR4/6)砂質 F多 ゜
2m 
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第40号掘立柱建物跡（第411図）

R。S-9• 10グリッドから検出した。

規模は、 2聞X2間の総村杉也物で、桁行4.8m、梁行

4.0mであった。面積は、 19.2吋であった。主軸方位は、

N-39"-Wであった。

柱間寸法は、桁行2.4m、梁行2.0mであった。

柱掘り方の形状は、円形または楕円形で、径70cm

~90cm、深さ20cm~50cmであった。

柱痕は、検出できなかった。

遺構は、 37~39。41。51• 52号掘立柱建物跡と重複

していた。遺構の新1日関係は、 37~39• 41号掘立柱建

物跡よりも古く、 51• 52号掘立柱建物跡よりも新し

かった。 38号掘t柱建物跡との新ILJ関係は、明らかに

できなかった。

出土遺物は、土師器・須恵器の破片が出土したが、

図示可能な遺物は検出できなかった。

第41号掘立柱建物跡（第412図）

R。S-9• 10グリッドから検出した。

規模は、 2間X2間の総柱建物で、桁行・梁行とも

に4.4mであった。面積は、 19.36面であった。主軸方

位は、 N-41°-Wであった。

柱間寸法は、桁行・梁行ともに2.2mであった。

柱掘り方の形状は、円形または楕円形で、径70cm

~130cm、深さ50cm~90cmであった。柱痕は、 P3 ・P 

5・P8・P9で検出した。

遺構は、 37~40• 51 • 52号掘立柱建物跡と重複して

いた。遺構の新旧関係は、 37• 39号掘立柱建物跡より

も古く、 38・40・51・52号掘立柱建物跡よりも新しかっ

た。

出土遺物は、土師器・須恵器の破片が出土したが、

図示可能な遺物は検出できなかった。

第411図第40号掘立柱建物跡
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第42号掘立柱建物跡（第413図）

s-10グリッドから検出した。

規模は、 2間X2間の側柱建物であった。桁行は、

南側が4.24m、北側が4.44mで、梁行は3.12mであっ

た。面積は、 13.73面であった。桁側の南北で、長さが

異なるため、やや歪んでいた。主軸方位は、 N-60°-E

であった。

柱間寸法は、桁行2.2m、梁行1.56mであった。

柱掘り方の形状は、円形で、径20~30cm、深さ50cm

前後であった。

柱痕は、全ての柱穴で検出した。

遺構は、 59号掘立柱建物跡、 248号土壊と重複して

第412図第41号掘立柱建物跡
S858 
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：
 

いた。遺構の新旧関係は、 59号掘立柱建物跡よりも

古く、 248号土塙よりも新しかった。

出土遺物は検出できなかった。

第43号掘立柱建物跡（第414図）

S•T-10グリッドから検出した。

規模は、 3間X2間の総柱建物で、桁行5.lm、梁行

4.2mであった。主軸方位は、 N-35°-Wであった。

柱間寸法は、桁行1.7m、梁行2.lmであった。

柱痕は、 P2で検出した。

遺構は、 59号掘立柱建物跡、 46号井戸跡、 38号溝跡

と重複していた。遺構の新旧関係は、 46号井戸跡、 38

号溝跡よりも古かった。 59号掘立柱建物跡との重複関
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第41号掘立柱建物跡覆土

1鈍黄褐色（10YR4/3)B多

2 暗褐色 （10YR3/4) B多 （柱痕）

3 暗褐色 （10YR3/4)締り有 B多

4 暗褐色 （10YR3/4)締り有 BR

5 暗褐色 （10YR3/4)締り有 B多

6 黒褐色 (10YR3/1)粘性有 B微量

7 褐色 (10YR4/4) B • F多

。
2m 
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係は、明らかにできなかった。

出土遺物は、土師器・須恵器の破片が出土したが、

図示可能な遺物は検出できなかった。

第49号掘立柱建物跡（第415図）

S-9、T-8 • 9グリッドから検出した。

規模は 4間X2間の東西棟の側柱建物で、桁行9.0

m、梁行5.0mであった。北側の桁柱が、 8.5mと短い

ため、やや歪んでいた。面積は45面であった。主軸方

位は、 N-52°-Eであった。

柱間寸法は、桁行2.25m、梁行2.5mであった。

柱掘り方の形状は、円形で、径40~50cm、深さ

40~100cmであった。杜痕は、p1~P 8で検出した。

遺構は、 30• 50号掘立柱建物跡と重複していた。新

旧関係は、 30号掘立柱建物跡よりも古く、 50号掘立柱

建物跡よりも新しかった。

出土遺物は、柱掘り方より、奈良時代の土師器・須

恵器の破片か出土したが、図示可能な遺物は検出でき

なかった。

第50号掘立柱建物跡（第415図）

S-9•T-8·9 グリッドから検出した。

規模は、 4間X2間の東西棟の側柱姐虚りで、桁行9.0

m、梁行4.7mであった。面積は、 42.3mてあった。

第413図 第42号掘立柱建物跡
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第42号掘立柱建物跡覆土

1黒色 （10YR2/1) B若干混 c多

2 黒褐色 （10YR2/3) B多 C微量

3黒褐色 （10YR2/2) B微混全体に C多混

4 灰黄褐色（10YR4/2)粘性やや有 C微

。
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主軸方位は、 N-58°-Eであった。 規模は、 2間x]間分を検出したのみで、全体は明

柱間寸法は、桁行2.25m、梁行2.35mであった。

柱掘り方の形状は楕円形で、

村痕は、

構の新旧関係は、

コーナ一部分は、

3棟の中では最も古かった。

L字

形であった。柱穴の規模は、径100cm~150cm、深さ60

cm~100cmであった。

Pl~P 3 • P 7~P 9 • PIOで検出した。

遺構は、 30• 49号掘立柱建物跡と重複していた。遺

出上遺物は、掘り方より、土師器・須恵器の破片が

出土したが、図示可能な遺物は検出できなかった。

第51号掘立柱建物跡（第416図）

R•S-9·10グリッドから検出した。

らかにできなかった。主軸方位は、 N-48°_Wであった。

P2~P4間の距離は、 3.5mで、柱間距離は1.75m 

であった。p1~P2間の柱間距離は、 2.7mであった。

柱掘り方の形状は、円形で、径30cm~40cm、深さ20

cm~40cmであった。柱痕は、検出できなかった。

本遺構は、 37~41• 52号掘立柱建物跡と重複してい

た。遺構の新1日関係は、重複する遺構の中では最も古

かった。

出土遺物は、土師器・須恵器の破片が出土したが、

図示可能な遺物は検出できなかった。

第414図 第43号掘立柱建物跡
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第43号掘対柱建物跡覆土

1 暗褐色（10YR3/4)BC含締りやや弱

2 暗褐色（10YR3/4)B 締り有

3 暗褐色（10YR3/4)BC混入締り有

4 暗褐色 (10YR2/2)B 締り有

゜
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第415図 第49• 50号堀立柱建物跡
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第49号掘立柱建物跡覆十

1暗褐色（!OYR3/3)B少柱痕

2暗褐色（!OYR3/4)B少

3 褐色 （!OYR4/4) B粒多 Bプロック少

4 褐色 （!OYR4/6) B多

5 黄褐色（!OYR5/6)暗褐色粒少やや砂質

第50号掘立柱建物跡覆土

1褐色 （10YR4/4) B 締りやや弱 R若干 C含柱痕

2黄褐色（lOYRS/6)B多締り有

3 鈍黄褐色（10YR4/3)B若干RC締りやや有版築土

4 鈍黄褐色（10YR5/4)B R C微量版築土

5 暗褐色 （10YR3/4) B C Bプロック多

6 褐色 （10YR4/4) B若干 CR混入

7 鈍黄褐色（10YR4/3)B締り有

゜
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第52号掘立柱建物跡（第416図）

R•S-9·10グリッドから検出した。

規模は、 2間X2間の総柱の建物跡で、東西に長く、

桁行4.0m、梁行3.0mであった。面積は、 12.0m2であっ

た。主軸方位は、 N-42°-Eであった。

柱間寸法は、桁行2.0m、梁行1.5mであった。

柱掘り方の形状は、円形で、径40cm~50cm、深さ20

cm~80cmであった。

柱痕は、 P2 • P 6~P 9で検出した。

遺構は、 37~41・51号掘立柱建物跡と重複していた。

遺構の新旧関係は、 37~41号掘立柱建物跡より古く、

51号掘立柱建物跡よりも新しかった。

出土遺物は、土師器・須恵器の破片が出土したか、

図示可能な遺物は検出できなかった。

第53号掘立柱建物跡（第417図）

u-9グリッドから検出した。

規模は、 2間X2間の総柱の建物跡で、桁行、梁行

ともに4.0mであった。主軸方位は、 N-55"-Wであっ

た。

柱間距離は、桁行、梁行ともに2.0mであった。

柱掘り方の形状は円形で、径30cm、深さ10cm~40cm

であった。

柱痕は、 P3 • P 8以外の柱穴で検出した。

遺構は、 31号掘立柱建物跡と重複していたが、新旧

関係は明らかにできなかった。

出士遺物は、土師器・須恵器の破片が出土したが、

図示可能な遺物は検出できなかった。

第54号掘立柱建物跡（第418図•第419図）

T•U-13グリッドから検出した。

規模は 3間X2間の東西棟の側柱建物で、桁行8.1

m、梁行4.66mであった。面積は、 37.8面であった。

主軸方位はN-62°-Eであった。

柱間寸法は、桁行2.7m、梁行2.33mであった。

柱掘り方の形状は、円形で、径20cm~30cm、深さ10

cm~20cmであった。

柱痕はP2のみで検出したが、柱穴底面に、緑泥片

第416図 第51• 52号掘立柱建物跡

g
 

SD38 

S83 

OL 

E
0
9
・
9
1
 
8
 

：
｀
ー

1

ー
~
函wl

4
 

A 15.60 m 

WI 

D 15,60 mP2 D' 

第52号掘立柱建物跡覆土

1褐色 （10YR4/4)赤褐色粒子粘性やや有

2 明黄褐色（10YR6/6)シルト粒子多

3 黒褐色 （10YR2/3) R 

4黒褐色 (10YR2/3) R ・明褐色粒子

5 黒褐色 （10YR2/2)明褐色粒子粘性有

゜
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第417図第53号掘立柱建物跡
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岩の板石が置かれており、

たものと思われる。

出土遺物は、

1 • 2 iよ、

この上に柱が立てられてい

PlOから中世陶器の破片が出土した。

P10底面に、緑泥片岩の板石とともに置

かれていた。常滑産の甕と考えられる。

時期は、出土遺物から中椛の所産と思われる。

第418図

第53号掘立柱建物跡覆土

1褐灰色 （10YR4/2) B涅 C若干締り強い

2褐灰色 (10YR4/2) B混 C 締り有

3灰黄褐色（10YR4/3)B 締り粘性有

4 灰黄褐色 (10YR4/3)B C混 Bプロック多

。
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第54号掘立柱建物跡出土遺物
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第419図 第54号掘立柱建物跡
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第54号掘立柱建物跡覆土

1黒褐色 (10YR3/2)B多溶混締り無

2 黒褐色（10YR2/3)B溶混 R若干締り弱

3 黒褐色（10YR2/3)B溶混 R若干締り無

4 暗褐色（10YR3/4)B多溶混締り無

5黒色 （10YR2/2) B • R多締り無

6黒褐色 (10YR3/2)B多溶

。
2m 
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第420図第55号掘立柱建物跡
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第55号掘立柱建物跡覆土

1 暗褐色 (10YR3/3)B 柱痕

2黒褐色 (10YR2f2)BR  

3褐色 (10YR4/6) B主体

4 暗褐色（10YR3/4)B 

5黄褐色 (10YR5/6)R微量

゜
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第55号掘立柱建物跡（第420図）

V • W-11・12グリッドから検出した。

規模は 3間X3間の側柱建物で、桁行6.45m、梁行

4.29mであった。面積は、 40.57面であった。桁側のP

2 • 3 • 8 • 9と梁側のP5・6・11・12は外側に張

り出していた。主軸方位はN-42°-Wであった。

柱間寸法は、桁行2.15m、梁行1.43mであった。

柱掘り方の形状は円形で、径40cm前後、深さ25cm

~60cmであった。柱痕は、 p 1~pgで検出した。

遺構は、 56号掘立柱建物跡、 146号溝跡と重複してい

た。遺構の新1日関係は、土層断面の観察では、溝跡よ

りも古いことか確認されたが、 56号掘立柱建物跡との

新旧関係は明らかにすることができなかった。

出土遺物は、土師器・須恵器の破片が出土したが、

図示可能な遺物は検出できなかった。

第421図 第56号掘立柱建物跡
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第56号掘立柱建物跡（第421図）

v. W-11・12グリッドから検出した。

規模は、 2間X2間の総柱建物で、桁行3.3m、梁行

3.0mであった。面積は、 9.9面であった。主軸方位は、

N-30°-Wであった。

柱間寸法は、桁行1.65m、梁行1.5mであった。 P6

-7間で1.85mあり、やや歪んだ平面形状であった。

柱痕は、全ての柱穴で検出した。

柱掘り方の形状は、円形または楕円形で、径60cm

~100cmで、深さ50cm~60cmであった。

遺構は、 55号掘立柱建物跡、 38・146号溝跡と重複し

ていた。新旧関係は、 38・146号溝跡よりも古いことが

確認された。 55号掘立柱建物跡との新旧関係は明らか

にすることができなかった。

出土遺物は、検出できなかった。
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第56号掘立柱建物跡覆土

1暗褐色（10YR3/3)B 粘性やや有

2 黒褐色（10YR3/1)B 粘性やや有

3 黒褐色（10YR2/3)B多

4 褐色 (10YR4/6) B C 

5 黒褐色（10YR3/2)RB  

6 黄褐色 (lOYRS/6)砂質 10YR3/2の黒色土プロック

a 黒褐色 (10YR3/1)B微量溝覆土
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第57号掘立柱建物跡（第422図）

W•X-11グリッドから検出した。遺構の西側が調査

区外へ展開するため、全体は検出できなかった。

規模は、 3間以上X2間の側柱建物で、桁行6.6m以

上、梁行4.7mであった。面積は、 31吋以上であったと

考えられる。主軸方位は、 N-56°-Eであった。

柱間寸法は、桁行2.2m、梁行2.35mであった。

第422図

柱痕は、p1~3・P6・P8で検出した。

柱掘り方の形状は、円形で、径50cm前後、深さ40cm

~60cmであった。

遺構は、 126• 144号住居跡と重複していた。遺構の

新旧関係は、本遺構が最も新しかった。

出土遺物は、検出できなかった。
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第57号掘立柱建物跡覆土

1暗褐色（10YR3/3)RB柱痕

2 黒褐色（10YR2/2)B多

3褐色 （10YR4/6) B多

4 黒褐色（10YR2/2)B多 C多

。
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第58号掘立柱建物跡（第423図）

AD・ AE-17 • 18グリッドから検出した。

規模は、 2間X2間の側柱紅嬰りで、桁行、梁行とも

に3.6mであった。面積は、 12.96吋であった。主軸方

位は、 N-42°-Wであった。

柱間寸法は、桁行、梁行ともに1.8mであった。柱掘

り方の形状は、円形または、方形で、径40cm、深さ

40~50cmであった。

柱痕は検出できなかった。

本遺構は、 386• 387 • 396号土壊と重複していたが、

新旧関係は明らかにすることができなかった。

出土遺物は、土師器・須恵器の破片が出土したが、

図示可能な遺物は検出できなかった。

第423図 第58号掘立柱建物跡
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第59号掘立柱建物跡（第424図）

S • T-10グリッドから検出した。

規模は、 3間X2間の側柱建物で、桁行6.9m、梁行

4.7mであった。面積は、 32.43面であった。主軸方位

は、 N-43°-Wであった。

柱間寸法は、桁行2.3m、梁行2.35mであった。

柱掘り方の形状は、円形または長方形で、径80cm

~240cm、深さ60cm~80cmであった。

本遺構は、 42・43号掘立柱建物跡、 34・46号井戸跡、

38号溝跡と重複していた。遺構の新旧関係は、 42号掘

立村建物跡より新しく、 34• 46号井戸跡、 38号溝跡よ

りも古かった。 43号堀立柱建物跡との新旧関係は、明

らかにすることができなかった。

出土遺物は、検出できなかった。

,
0
 

B 16.00 m B' 

第58号掘立柱建物跡覆土

1黒褐色（10YR3/1)黒褐色土主体 B風化多

2 黒褐色 (10YR3/1) 1層より B少

3 黒褐色 (10YR3/1) 1層より B少

。
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第424図第59号掘立柱建物跡
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第60号掘立柱建物跡（第425図•第427図）

V •W-14グリッドから検出した。

規模は、 3間X2間の側柱建物で、桁行5.9m、梁行

4. 7mであった。面積は、 27.73面であった。主軸方位

は、 N-56°-Eであった。

柱間寸法は、桁行1.97m、梁行2.35mであった。

柱痕は、 Pl・P5 ・P6 ・P9で検出した。

柱掘り方の形状は、丸みを持った方形で、径50cm

~100cm、深さ30cm~70cmであった。

第425図 第60号掘立柱建物跡
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遺構は、 148• 150 • 152号竪穴住居跡、 270号土壊、

51 • 59 • 64号井戸跡、 89号溝跡と重複していた。遺構

の新旧関係は、竪穴住居跡、土壊より新しく、井戸跡、

溝跡よりも古かった。

出土遺物は、土師器杯、須恵器長頸瓶が出土した。

1は、土師器杯で、p1掘り方から出土した。 2は、

須恵器長頸瓶である。日縁部の破片で、 P6掘り方か

ら出土した。内外面ともに自然釉がかかる。
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第60号掘立柱建物跡覆土

1褐色 （10YR4/4) B多

2 黒褐色 (IOYR2/3) B 

3 黒褐色 （10YR3/1) B多

4 褐色 （10YR4/6) B多

5 黒褐色 （!OYR3/2) B 

6 黒褐色 （10YR3/2) R少

7鈍黄褐色（10YR4/3)R 

8 黒褐色 (10YR3/2) B 

a 黒褐色（10YR3/1)B多

b 黒褐色（10YR3/1)R含 C少
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第61号掘立柱建物跡（第426図•第427図）

W-14・15、X-15グリッドから検出した。

規模は、 3間X 2間の側柱建物で、桁行5.65m、梁

行3.6mであった。面積は、 20.34面であった。主軸方

位はN-41°-Wであった。

柱間寸法は、桁行1.88m、梁行1.8mであった。

柱痕は、 P3~PlOで検出した。

柱掘り方の形状は、丸みを持った方形で、径40cm

第426図 第61号振立柱建物跡

~60cm、深さ 15cm~40cmであった。

本遺構は、 152号竪穴住居跡、 66号掘立柱建物跡と重

複していた。遺構の新旧関係は本遺構が最も新しいこ

とが、土層断面の観察で明らかになった。

出土遺物は、土師器・須恵器の破片が出土した。

1は、土師器杯の底部と思われるが、内面に漆が付

着していた。
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第61号掘立柱建物跡覆土

1 黒褐色 （10YR2/2) RC  

2 暗褐色 （10YR3/3) CB 

3 鈍黄褐色（10YR4/3)B R C少

4 黒褐色 （10YR3/l) R 
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第427図 第60• 61号掘立柱建物跡出土遺物
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第60• 61号掘立柱建物跡出土遺物観察表
釆国万立 器種 ロ径 器高 底径 胎 士 焼成 色調 残存率 備 考
60-1 均： 11.4 3.8 ABDE 2 橙 50 黒斑あり
60-2 長頸瓶 (8.6) BC 1 暗灰 25 産地不明自然釉
61-1 杯 BDEG 2 橙 破片 内面漆付着

第63号掘立柱建物跡（第428図）

W-17。18、X-16~18、Y-17グリッドから検出し

た。遺構の東側は、調査区外へ展開していたため、遺

構の全体を明らかにすることはできなかった。

遺構は、 9間以上X3間の、長大な東西棟の建物跡

であった。

平成 9年度に、建物跡の東側に連続する地点の調査

を実施したが、調査の結果、建物跡は、さらに東へ展

開していることが明らかになり、桁行が10間以上とな

ることが明らかになった。なお、この地点の報告につ

いては、次年度以降に報告する。

杜穴は、溝で連結されていた。一部中椛の溝跡に壊

されていた部分があったため、溝が全周していたかど

うかは、明らかにできなかった。

規模は、桁行17m以上、梁行5.4mであった。面積は、

91. 8面以上になると考えられる。主軸方位はN-59°-E

であった。

柱間ヽt法は、桁行1.9m、梁行1.8mであった。

柱痕は、 Pl~P7・Pll~Pl5で検出した。また、

土層断面の観察では、 Pl4とPl5では、柱の建替え

の痕跡力瑶忍められた。

柱掘り方は、輻80cm前後、深さ40cm前後の溝を掘削

し、溝を一度埋め戻した後、径100cm~120cmの丸みを

持った方形の柱穴を掘り込んでいた。このことから、

溝と柱掘り方は重複していたことになるため、柱拉駁）

重複と合わせ、建物の建替え力愧J定される。

柱穴の深さは80cm~100cmであった。柱掘り方底面

には、 さらに円形の小穴力斗訊り込まれており、杜囲類の

位置と重なることから、この部分に柱が建っていたと

考えられる。

本遺構は、 176・177号竪穴住居跡、 67• 70。71号掘

立柱建物跡、 74~76%溝跡、 283号土壊、 68• 7 4 • 76 

号井戸跡と重複していた。遺構の新旧関係は、竪穴住

居跡よりも新しく、溝跡•井戸跡・ 283号土壊よりも古

かった。 67• 70 • 71号掘立柱建物跡との新旧関係は、

明らかにできなかった。

出土遺物は、土師器・須恵器の破片が出土したが、図

示可能な遺物は検出できなかった。
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第428図 第63号堀立柱建物跡
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第63号掘立柱建物跡覆士

1黄褐色 (2.5Y5/4) B多

2灰黄褐色 （10YR4/2) B ・粘上プロック

3灰黄褐色 （10YR4/2) B 締りやや弱

4 黒褐色 （10YR3/2) B細粒 RC若f

5黒褐色 (10YR3/1) C微局 R混締りやや侑 （B多版築土）

6 明黄褐色 （2.5Y6/6) B 締り有

7 黄褐色 (2.5Y5/6) B多 6層より明い (B多版築土）

8 オリープ褐色 (2.5Y4/4)B若干締り有

9 オリープ褐色 (2.5Y4/3)B混締り有

10灰黄褐色 （10YR4/2) RC微量 B 締り有

11黄褐色 （10YR5/6) B主体締り有

12オリーブ褐色 (2.5Y4/3)B 締りやや有建てかえ前の古い掘立

13オリープ褐色 (2.5Y4/6)B主体締り有建てかえ前の古い掘立
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第64号掘立柱建物跡（第429図）

W-14グリッドから検出した。遺構の西側を、 38号溝

によって壊されていたため、全体を検出することはで

きなっかった。

本遺構は、 38号溝の対岸まで展開していなかったこ

とから、 2間X2間の総村拉也物と考えられる。規模は、

桁行3.6m、梁行3.3mであった。面積は11.88而であっ

た。主軸方位は、 N-50°-Wであった。

柱間寸法は、桁行1.8m、梁行1.65mであった。

柱掘り方の形状は、円形で、径50cm~60cm、深さ50

cm~60cmであった。

出土遺物は、土師器・須恵器の破片が出土したが、

図示可能な遺物は検出できなかった。

第65号掘立柱建物跡（第430図）

V•W-16グリッドから検出した。遺構北側は、調査

区外へ展開しており、遺構の全体は検出できなかった。

規模は、 3間以上X2間の側柱建物で、桁行5.7m以

上、梁行3.6mであった。主軸方位は、 N-17°-Wであっ

た。

柱間寸法は、桁行1.9m、梁行1.8mであった。

柱掘り方の形状は、円形で、径30cm~50cm、深さ30

cm~50cmであった。

柱痕は、 Pl~P4・P8・P9で検出した。

遺構は、 38号溝跡、 58号井戸跡と重複していた。遺

構の新旧関係は、本遺構が最も古かった。

l諏は、 P2・P3・P5・P7で検出した。

遺構は、 61・62号井戸跡、 74号溝跡と重複していた。

遺構の新旧関係は、本遺構が最も古かった。

第429図 第64号掘立柱建物跡

~~99~’ 

,

‘

’

’

‘

‘

t

9

9

,

'

‘

‘

 

m

l

`

 

A
 

A 15.80 m p 
ー 5 a

 

ò 
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第64号掘立柱建物跡覆土

1暗褐色（10YR3/3)B多柱痕

2 褐色 （10YR4/6) B多砂質

3 黒褐色（10YR2/2)RC微鼠粘質土

4 鈍褐色（10YR4/3)B多粘質土

5黒褐色（lOYRZ/3)B多粘質土

。
2m 

-338 --



出土遺物は、土師器・須恵器の破片が出土したが、

図示可能な遣物は検出できなかった。

第66号掘立柱建物跡（第431図）

W-14。15、X-15グリッドから検出した。

~120cm、深さ30cm~90cmであった。庇の柱穴は、径30

cm~40cm、深さ20cm~40cmであった。柱痕は、 p 1. 

規模は、 4間X2間で、西側に庇の付いた建物であっ

た。身舎の規模は、桁行8.Sm、梁行5.3mで、身舎と

庇との間隔は1.3mであった。身舎の面積は、 46.64m'

であった。主軸方位は、 N-42'-Wであった。

柱間寸法は、桁行2.2m、梁行2.65mであった。

柱掘り方の形状は、円形または楕円形で、径60cm

P 3 • P 4 • P 7 • P 8 • Pll • Pl7で検出した。

遺構は、 152・165号竪穴1打呂跡、 61号掘立柱建物跡、

55 • 59号井戸跡と重複していた。遺構の新旧関係は、

2軒の竪穴住居跡よりも新しく、 61号掘立柱建物跡・

55 • 59号井戸跡よりも古かった。

出土遺物は、土師器・須恵器の破片が出土したが、

図示可能な遺物は検出できなかった。

第430図 第65号掘立柱建物跡
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第65号掘立柱建物跡覆土

1黒褐色（10YR3/1)BR混 C 柱痕

2褐色 （10YR4/4) Bやや多締り有

3 暗褐色（10YR3/4)B混 CR締りやや有

4 褐色 (10YR4/4) B混締り有
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第431図 第66号掘立柱建物跡
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第66号掘立柱建物跡覆土

1黒褐色 (IOYR3/1) B微屋柱痕

2 黒褐色 (!OYR3/1) B 柱痕

3 暗褐色 (IOYR3/4) B多

4 黄褐色 （IOYRS/6)砂質 3層をプロック状

5 黒褐色 （IOYR2/3) R含 C少

6 鈍黄褐色（IOYR4/3)粘質土砂少

7 黒褐色 （!0YR3/1)粘質土 R微量

8 暗褐色 （IOYR3/4) B O 2m 

9 黒褐色 （IOYR3/1) BR微星 I I | 

第67号掘立柱建物跡（第432図。第433図）

W・X-17グリッドから検出した。

規模は 2間X2間の側柱建物で、桁行5.3m、梁行

3.8mであった。面積は、 20.14面であった。主軸方位

は、 N-22°-Wであった。

柱間寸法は、桁行2.65m、梁行1.9mであった。

柱掘り方の形状は、円形だか、 コーナ一部分のみ

「L」字形であった。柱掘り方の径は、 60cm~120cm、

深さは40cm~60cmであった。

杜痕9よ、 Pl・P2・P6~P 8で検出した。

遺構は、 63号掘立柱建物跡、 76号溝跡、 67号井戸跡

と重複していたが、新旧関係は明らかにできなかった。

出土遺物は、 P2から須恵器杯が出土した。

1は、須恵器の杯である。 P2掘り方から出土した。
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底部から丸みを持って立ち上がり、口縁部は外反する。

底部の調整は、糸切り離し後、無調整である。胎土に

白色針状物質を含んでおり、南比企産と思われる。

第432図 第67号掘立柱建物跡出土遺物
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第67号掘立杵建物跡覆上

1暗褐色 （10YR3/3) RC締りやや弱

2 暗褐色 （10YR3/4) RC混

3 鈍黄褐色（10YR5/4)B多

SE68 
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第68号掘立柱建物跡（第434図）

V • W-15グリッドから検出した。

規模は、 3間X2間の東西棟の側柱建物で、桁行5.6

m、梁行は東側で3.4m、西側で3.8mであった。建物

は、梁行の東側と西側で長さが異なるため、やや歪ん

でいた。面積は、 20.16面であった。主軸方位は、 N-65°

-Eであった。

柱間寸法は、桁行1.87m、梁行は東側で1.7m、西側

で1.9mであった。

柱掘り方の形状は、円形または方形で、径20cm~30

cm、深さ20cm~30cmであった。

柱痕はPl。P3・P4・P6・P8で検出した。

本遺構は、 153~156・157号竪穴住居跡と重複してい

た。新旧関係は、本遺構が最も新しかった。

出土遺物は検出できなかった。

本遺構は、柱穴の規模、形状、覆土の状況が、他の

中世の掘立柱建物跡に似ていることから、中肌の建物

跡の可能性がある。

第434図第68号掘立柱建物跡
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第68号掘立柱建物跡覆土

1黒褐色（10YR3/1)RC少

2 黒褐色（JOYR3/1)B砂質土プロック

3 褐色 (10YR4/6) B砂質上

4 黒褐色（JOYR3/1)B砂質上

5黒褐色（10YR3/2)粘性有 R

6 黒褐色（10YR3/1)粘性有 R・B砂質土多

7暗褐色（10YR3/4)粘性有 B砂質土多
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第69号掘立柱建物跡（第435図）

Y-15グリッドから検出した。

規模は、 2間X2間の側柱建物で、桁行3.6m、梁行

3.0mであった。面積は、 10.8面であった。主軸方位は

N-l1°-Wであった。

柱間寸法は、桁行l.8m、梁行1.5mであった。

柱掘り方の形状は、円形で、径30cm~50cm、深さ40

cm~60cmであった。

村痕は、 p 1~P 5 • P 8で検出した。

本遺構は、 8号性格不明遺構と重複していたが、遺

構の新旧関係は明らかにすることはできなかった。

出土遺物は、検出できなかった。

第70号掘立柱建物跡（第436図）

X -16・ 17グリッドから検出した。遺構は、75号溝によっ

て壊されていたため、

規模は、 3間X2間の東西棟の側柱建物で、桁行6.0

m、梁行4.0mであった。面積は、 24.0m'であった。主

軸方位は、

P 7 • P 9は検出できなかった。

N-55°-Eであった。

柱間寸法は、桁行・梁行ともに2.0mであった。

柱掘り方の形状は、円形で、径30cm~60cm、深さ40

cm~50cmであった。

杜痕iよ、 Pl・P4・P5・P8・Pl0で検出した。

遺構は、 176・177号竪穴住居跡、 63号掘立柱建物跡、

74 • 75号溝跡と重複していた。新旧関係は、竪穴住居

跡よりも新しく、溝跡よりも古かった。 63号掘立柱建

物跡との祈旧関係は、明らかにできなかった。

出土遺物は、土師器・須恵器の破片が出土したが、

図示可能な遺物は検出できなかった。

第435図 第69号掘立柱建物跡
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第69号掘立柱建物跡覆土

1暗褐色 （10YR3/3) B砂質上多柱痕抜き取り

2 黒褐色 （10YR3/1) B砂質土多 R 柱痕抜き取り

3 黒褐色 （10YR3/1) B 砂質土• R少粘性やや有

4 暗褐色 （10YR3/4) B砂質七多やや砂質

5鈍黄褐色 (10YR4/3)砂質 B砂質土多
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第436図 第70号掘立柱建物跡
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第70号掘立柱建物跡覆土

1黒褐色 (10YR2/3)B 柱痕

2 暗褐色（10YR3/4)B主体

3 黒褐色 (10YR2/3)若干B 褐色土主体 R微呈

4 暗褐色 (10YR3/3)2層 3層の中間的褐色土主体

5 褐色 （10YR4/6)粘質B主体締り弱

6 褐色 （10YR4/6)粘質B主体締り強粘性強
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第71号掘立柱建物跡（第437図）

X-16・17グリッドから検出した。遺構は、 74・75号

溝跡によって壊されていたため、

きなかった。

規模は、

P 1 • P 4は検出で

2間X2間の東西に長い側柱建物で、桁行

3.7m、梁行3.0mであった。面積は、 ll.lm2であった。

主軸方位は、 N-62°-Eであった。

柱間寸法は、桁行1.85m、梁行1.5mであった。

柱掘り方の形状は、円形で、径30cm~50cm、深さ20

cm~40cmであった。

村担良は、 P5~P 8で検出した。

遺構は、 182号竪穴住居跡、 63号掘立柱建物跡、 74・

75号溝跡と重複していた。新旧関係は、 182号竪穴住居

跡より新しく、 74• 75号溝跡より古かった。 63号掘立

柱建物跡との新旧関係は、明らかにできなかった。

出土遺物は、土師器・須恵器の破片が出土したが、

図示可能な遺物は検出できなかった。

第437図 第71号揺立柱建物跡

0

1

:

 

A
-

i凶／ー！＇
ー
~

i
 

ー

1
,
I
I

ー

ロ

]
 

ー

｀

／

 

＇ 

-

,

.

,

1

9

9

 

¥,' 

,
9
9
_
9
 

9,1,'’ 

ー

'

,

2

8
 

ーJ
 s
 

-
R
 

、̀‘

『

`

-

-

『’

`

 

、,、

呻

p

口

／

／

／

／

ロ

ー

ロ

／

l

-

ロ

ロ

尺

'

|

|

言

＼
ー
—/
c

B
-
/
1
¥
 

SD75 

ーー／／

／□-山 1

／／ 

山

a

、
z

d

E

d

E
0
6
.
S
L
3
 

第71号掘立柱建物跡覆土

1暗褐色 (!OYR3/3) B多締り有

2 黒褐色 (!OYR2/3) B混締り粘性強

3褐色 （IOYR4/4) B多締りやや弱

4 黒褐色 (!OYR3/2) R混締り粘性有

5 灰黄褐色(!OYR4/2)B混締り有

。
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第72号掘立柱建物跡（第438図）

X -15 • 16グリッドから検出した。

規模は、 2間X2間の総柱の建物跡で、桁行2.9m、

梁打2.9mであった。面積は、 8.41面であった。主軸方

位はN-26"-Wであった。

柱間寸法は、桁行・梁行ともに1.45mであった。

柱掘り方の形状は、円形で、径40cm~60cm、深さ40

cm~50cmであった。

柱痕は、p1~P3、P5~P9で検出した。

遺構は190号竪穴住居跡と重複していた。遺構の新

旧関係は、本遺構の方力喋斤しかった。

出土遺物は、検出できなかった。

第73号掘立柱建物跡（第439図）

X-13グリッドから検出した。 63号掘立柱建物跡の

西側に隣接していた。また、 38号溝跡によって壊され

ていた。

規模は、 4間X3間の側柱建物で、桁行7.2m、梁行

5. 7mであったが、梁行の北側が3間で、南側が2間と

いう特異な建物であった。面積は、 41.04面であった。

主軸方位は、 N-30°-Wであった。また、 P4-P8を

結んだ線上にピットを 2基検出したが、いずれも38号

溝よりも新しく、本遺構に伴うものではなかった。

柱間寸法は、桁行1.8m、梁行は北側で1.9m、南側

で2.85mであった。

柱掘り方の形状は、円形または惰円形で、径70cm

~100cm、深さ50cm~70cmであった。柱痕は、 Pl・P 

3 • P 5 • P 7 • P 10 • P 12 • P 13で検出した。

本遺構は、 180~182号竪穴1打吾跡、 38・74号溝跡と

重複していた。遺構の新旧関係は、 3軒の竪穴住居跡

よりも新しく、 38• 74号溝跡よりも古かった。

出土遺物は、土師器・須恵器の破片が出土したが、

図示可能な遺物は検出できなかった。

第438図 第72号掘立柱建物跡
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第72号掘立柱建物跡覆土

1暗褐色（10YR3/3)B砂質土多

2 黒褐色（10YR3/1)R 粘性やや有

3 黒褐色（10YR3/2)B砂質土多

4 暗褐色（10YR3/3)R• 砂質土プロック少

5褐色 （10YR4/4)砂質土プロック多 。
6 黒褐色（10YR3/1)B砂質土

2m 
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第439図 第73号掘立柱建物跡
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第73号掘立柱建物跡覆土

1暗褐色（10YR3/3)RC B混締りやや弱粘性弱柱痕 5 黒褐色 (10YR3/2)B多締り粘性有

1'暗褐色（10YR3/3) 1層に比べ粒子多 6 黄褐色（lOYRS/4)B多締り粘性有

2 暗褐色（10YR4/2)R C B混締りやや有 7 暗褐色 (10YR3/3)B少 RC混

2'暗褐色（10YE4/2) 2層に比べ粒子多混 8 暗褐色 (10YR4/2)砂質B多 F 締り有

3 暗褐色（JOYR4/2)B多締り粘性強 RCB混 9 暗褐色 (10YR4/2) 1層と混入物近似粘士質灰褐色土主体締り強

4 黒褐色（10YR3/2)B少 CR混 10暗褐色（!OYR4/2)RC若干粘性強締り有

。
2m 
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第74号掘立柱建物跡（第440図）

X-13グリッドから検出した。

規模は、 3間X2間の側柱の建物で、桁行5.0m、梁

行3.3mであった。面積は、 16.5mてあった。主軸方位

は、 N-35°-Wであった。

柱間寸法は、桁行1.67m、梁行1.65mであったが、

梁行のP1-2間、 P8-9間が2.0mと長くなってい

た。

柱掘り方の形状は、円形で、径40cm~50cm、深さ60

cm~70cmであった。柱旗は、 Pl・P2・P4・P7

~P10で検出した。

本遺構は、 189号竪穴住居跡、 75号掘立柱建物跡と重

複していた。追構の新旧関係は、 189丹竪穴住居跡より

新しく、 75号掘立柱建物跡よりも古かった。

出土追物は、土師器・須恵器の破片が出土したが、

図示可能な遺物は検出できなかった。

第440図第74号掘立柱建物跡
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第74号掘立柱建物跡覆土

1褐色 （10YR4/4)砂質土 B砂質多

2 黒褐色 （10YR3/2)粘性やや有 B砂質士

3 褐色 （10YR4/6)砂質 B砂質土多

4 黒褐色 (10YR3/1)粘付やや有 R微星

5 鈍黄褐色（10YR4/3)砂質 B砂質土多

6 暗褐色 (10YR2/3)粘性やや有 B砂質士多

。
2m 

--348 -



第75号掘立柱建物跡（第441図）

x-13グリッドから検出した。本来は、 188砦・189号

竪穴住居跡の方へ展開していたと考えられるが、住居

跡の調森が先行したため、確認できなかった。また、

竪穴住居跡の床面からは、掘立柱建物跡の柱穴は検出

できなかった。

規模は、 4間以上X3間で、桁行6.0m、梁行3.5m

であったが、 P8 -P 9間が3.lmと短くなるため、歪

んだ平面形状をしていた。面積は、 20m2以上であった

と考えられる。主軸方位は、 N-52"-Eであった。

村穴掘り方の形状は、方形で、径20cm~30cm、深さ

30cm~40cmであった。

柱痕は検出できなかった。

本遺構は、 74号掘立柱建物跡と重複していた。遺構

の新旧関係は明らかにできなかったが、出土遺物から、

本遺構の方力瑶斤しいと考えられる。

出土遺物は、土師器・須恵器の破片の他、図示不可

能であったが、中世陶器の破片が出土した。

第441図 第75号掘立柱建物跡
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第75号掘立柱建物跡覆土

1黒褐色（10YR3/1)R 

2 黒褐色（10YR3/2)B砂質七

3 褐色 （10YR4/4) B砂質土少

4 暗褐色 (10YR3/4)B砂質土少

。
2m 
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第76号掘立柱建物跡（第442図）

X-13グリッドから検出した。遺構の大半は、ポンプ

小屋の攪乱によって破壊されており、全体は検出でき

なかった。

遺構は、東西2間、南北 1間分を検出し、総柱の建

物跡であったと考えられる。規模は、東西3.4m、南北

は1.8mであった。仮に 2間X2間の総札主建物である

とすると、東西3.4m、南北3.6mとなる。主軸方位は、

N-30°-Wであった。

柱掘り方の形状は、方形で、径20cm~30cm、深さ10

cm~40cmであった。

柱痕は検出できなかった。

遺構は、 86号井戸跡と重複していた。遺構の新旧関

係は明らかにできなかった。

出土遺物は検出できなかったが、柱穴の規模や形状

などが、他の中泄の建物跡と同じであることから、中

世の掘立柱建物跡であると考えられる。

第77号掘立柱建物跡（第443図）

X-14グリッドから検出した。

規模は 2間X2間の側柱建物で、桁行4.4m、梁行

3.35mであった。面積は、 14.74面であった。主軸方位

は、 N-44°-Wであった。

柱間寸法は、桁行2.2m、梁行1.68mであった。

柱掘り方の形状は円形で、径30cm~60cm、深さ40cm

~80cmであった。

柱痕はP2・P3・P8で検出した。

遺構は183号竪穴住居跡、 296・302号土壊と重複して

いた。遺構の新旧関係は、 183号竪穴住居跡より新しい

ことを確認したが、他の遺構は明らかにすることはで

きなかった。

出土遺物は、土師器・須恵器の破片が出土したが、

図示可能な遺物は検出できなかった。

第442図 第76号掘立柱建物跡
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1黒褐色(!OYR3/1)R 

2 褐色 （IOYR4/4) B砂質土

。
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第443図 第77号掘立柱建物跡
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第77号掘立柱建物跡覆土

1暗褐色（10YR3/3)R 

2 暗褐色（10YR3/3)R 茶褐色土プロック多

3褐色 (10YR4/4)砂質 C B砂質土多

4 黒褐色（10YR3/2)粘性やや有 R

。
2m 

第78号掘立柱建物跡（第444図）

Y-19グリッドから検出した。遺構の大半は調査区

外へ展開していたため、全体を検出することはできな

かったが、南辺 1間分、西辺2間分を検出した。

規模は、南辺が2.0m、西辺が4.9mであった。

柱間距離は、南辺が2.0m、西辺が2.45mであった。

柱掘り方の形状は円形だが、 PlとP4のみ規模の

大きい不整形をしていた。本米は「L」字形であった

と思われ、この 2基の柱穴は、コーナー部分であった

可能性がある。コーナ一部分が「L」字形の建物跡は、

本遺跡の場合、規模の大きい建物跡に多く、西辺の 2

間は、梁であったと思われる。したがって、本遺構は、

梁行2間の東西棟であった可能性がある。本遺構を東

西棟と仮定した場合、主軸方位はN-70°-Eとなる。

村痕は、 P2~P4で検出した。

遺構は、 1号周溝状遺構、 760号ピットと重複してい

た。遺構の新旧関係は、本遺構が最も新しかった。

出土遺物は、土師器・須恵器の破片が出土したが、

図示可能な遺物は検出できなかった。
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第444図 第78号掘立柱建物跡 柱間寸法は、桁行2.2m、梁行2.2mであった。
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第78号掘立柱建物跡覆土

1褐色 (7.5YR4/3) R多締りやや有柱痕

2 暗褐色 (7.5YR3/3)粘性有 R若干 柱痕

3 褐色 （7.5YR4/3) B 締り有上層版築土

4 黒褐色（7.5YR3/2)R C混締り有

5 黒褐色（10YR3/2) R混土器片多

6褐色 （10YR4/4) B多 R混

7 暗褐色（10YR3/3) 粘性有 B 締りやや有

゜
2m 

第62号・ 79号掘立柱建物跡

Z-19 • 20グリッドから検出した。

第62号掘立柱建物跡（第445図）

62号掘立柱建物跡は、 79号掘立柱建物跡に壊されて

いたため、全体を検出することはできなかった。

規模は、 3間X2間の側柱建物で、桁行6.6m、梁行

4.4mであった。面積は、 29.04mてあった。主軸方位

柱掘り方の形状は、楕円形、

形で、径80cm~100cm、深さ60cm~70cmであった。

柱痕は、

本遺構は、 200・209・210号竪穴住居跡、 79号掘立柱

建物跡と重複していた。新1日関係は、竪穴住居跡より

新しく、

出土遺物は、検出できなかった。

第79号掘立柱建物跡（第445図）

第79号掘立柱建物跡は、 62号撮立柱建物跡を壊して

建てられていた。

規模は、

は12.Sm、梁行は3.9mであった。面積は、 49.92面で

あった。主軸方位はN-lT-Wであった。

柱間寸法は、桁行2.13m、梁行1.95mであった。

柱掘り方の形状は、長方形または楕円形で、コーナー

部分のみ「L」字形であった。掘り方の規模は、径1.2

m~1.3m、深さ60cm~80cmであった。

また、

または丸みを持った方

P 4 • P 8で検出した。

79号掘立柱建物跡よりも古かった。

6間X2間の溝持ちの建物であった。桁行

P 2~P 4、Pl2~Pl5は：、 肘品50cm~70cm、

深さ 15cmの浅い溝で連結していた。

柱痕9よ、

p 8~Pllまで

は、 38• 85号溝跡によって破壊されていたため、溝が

全周していたかどうかは明らかにできなかった。

土層断面の観察では、柱掘り方の覆土が、連結する

溝の覆土を切っていることを確認した。このことから、

建物跡は、建替えられていた可能性がある。

P 1 • Pll~Pl6で検出した。

遺構は、 200・205~207。209。210号竪穴住居跡、 62・

80 • 81号掘立柱建物跡、 38• 85号溝跡など、多くの遺

構跡と重複していた。遺構の新旧関係は、全ての竪穴

住居跡、掘立柱建物跡よりも新しく、 38• 85号溝跡よ

りも古かった。

出土遺物は、土師器・須恵器の破片が多く出土した

が、図示可能な遺物は検出できなかった。また、鉄製

品として P2掘り方から鉄鏃が出土した。

は、 N-21°-Wであった。
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第445図 第62• 79号掘立柱建物跡
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第62号掘立杜建物跡悶ta

1 暗褐色 （10YR3/3) B砂多

2 鈍黄褐色（10YR4/3)B砂多

3 褐色 （10YR4/6) B砂多

4 黒褐色 (10YR3/2) B砂 C

5 鈍黄褐色（10YR4/3)B砂多

6 暗褐色 （10YR3/3) B砂多

第79号掘立杜建物跡覆I-

1鈍的褐色（10YR4/3) B 微品：RC混締り弱村痕

2 褐色 （JOYR4/4) B 若干RC混締りやや有

3 灰拍褐色（10YR4/2) B 若干R混若'!R混十＿器片

4 黄褐色 (lOYRS/6) B多締り有版築I

5 鈍関褐色 (10YR4/3) B R C混締りやや有

6 鈍黄褐色 (10YR6/4) B砂質」主体黒褐色上プロック

7 灰赤色 (2.5YR6/2)砂質粘＿l．主体

8 鈍黄褐色（10YR4/3) B主体締り有

゜
2m 
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第446図第80号掘立柱建物跡
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1黒褐色 (10YR3/1)B砂多
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3 褐色 （10YR4/6)砂質B多 R

4 黒褐色 (10YR3/1)B砂多
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第80号掘立柱建物跡（第446図）

Z • AA-20グリッドから検出した。遺構の北側と東

側は調査区外へ展開し、また、 79号掘立柱建物跡に壊

されていため、遺構の全体を検出できなかった。

遺構は、 7間以上X2間以上の庇付きの側柱建物で

あった。庇は、西面に付設されていた。

規模は、桁行14.0m以上、梁行4.2m以上であった。

身舎の面積は、 58.8面以上になると考えられる。主軸

方位は、 N-17°-Wであった。

柱間寸法は、桁行2.0m、梁行2.lmであった。身舎

と庇との距離は1.3mであった。

柱掘り方の形状は、円形で、径40cm~80cm、深さ40

cm~70cmであった。庇の柱穴の形状は、円形で、径20

cm~30cm、深さ20cm~30cmであった。柱痕は、 P4~P 

8 • PlO、庇のP15で検出した。

遺構は、 205~208号竪穴住居跡、 62• 79 • 81号掘立

柱建物跡と重複していた。遺構の新旧関係は、竪穴住

居跡・ 81号掘立柱建物跡より新しく、 79号掘立柱建物

跡よりも古かった。62号掘立柱建物跡との新旧関係は、

明らかにできなかった。

出土遺物は、土師器・須恵器の破片が出土したが、

図示可能な遺物は検出できなかった。

第447図 第81号掘立柱建物跡
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1鈍黄褐色（10YR4/3)RC若干B 締りやや弱柱痕

2褐色 （10YR4/4) RC微呈締りやや有

3鈍黄褐色（lOYRS/4)B主体締り有 (Bによる版築土）
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第448図 第82号掘立柱建物跡
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4 鈍黄褐色(!OYR4/3)B少 RC

5鈍菓褐色（!OYR5/4)B主体

。
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第81号掘立柱建物跡（第447図）

AA-20グリッドから検出した。遺構は、東側力澗査

区外へ展開していたため、全体を検出することはでき

なかった。

規模は、 2間以上X2間の東西棟の側柱建物で、桁

行4.4m以上、梁行4.2mであった。面積は、 18.5m以

上になると考えられる。主軸方位は、 N-59°-Eであっ

た。

柱間寸法は、桁行2.2m、梁行2.lmであった。

柱掘り方の形状は丸みを持った方形で、径50cm~60

cm、深さ30cm~60cmであった。

柱痕は、 Pl・P2・P5・P6で検出した。

遺構は、 205~207号竪穴住居跡、 79・80号掘立柱建

物跡と重複していた。新旧関係は、竪穴住居跡よりも

新しく、 79• 80号掘立柱建物跡よりも古かった。

出土遺物は、土師器・須恵器の破片が出tしたが、

図示可能な遺物は検出できなかった。

第82号掘立柱建物跡（第448図）

AA-20グリッドから検出した。 80号掘立柱建物跡の

内側で検出した。遺構は、北東側が調査区外へ展開し

ていたため、南西コーナーにあたる、 3基の柱穴のみ

検出できた。

規模は、東西1.4m、南北1.6mであった。主軸方位

は、 N-16°-Wであった。

柱掘り方の形状は、円形で、径40cm~50cm、深さ30

cm前後であった。柱痕は、全ての柱穴で検出した。

遺構は80• 81号掘立柱建物跡と重複していたと考え

られるが、新旧関係は明らかにできなかった。

出土遺物は、土師器・須恵器の破片が出土したが、

図示可能な遺物は検出できなかった。

本遺構は、掘立柱建物跡としては、柱間寸法が短い

ため、総柱の建物跡か、あるいは、竪穴住居跡の柱穴

であった可能性がある。

第83号掘立柱建物跡（第449図）

AA • AB-19 • 20グリッドから検出した。遺構の南

側のP5は、 84号梱立柱建物跡に壊されていたため、

検出できなかった。

規模は、 4間x2間の側柱建物で、桁行8.4m、梁行

4.2mであった。面積は、 35.28団であった。主軸方位

は、 N-23°-Wであった。

柱間寸法は、桁行2.lm、梁布f2.Imであった。

柱掘り方の形状は、円形または楕円形で、径60cm

~120cm、深さ30cm~70cmであった。

柱痕は、 P2~P4 • P 8~PIOで検出した。

本遺構は、 219~222・238号竪穴住居跡、 84号掘立柱

建物跡、 38• 85号溝跡と重複していた。遺構の新旧関

係は、竪穴住居跡よりも新しく、 84号撮立柱建物跡、

38 • 85号溝跡よりも古かった。

出土遺物は、上師器・須恵器の破片が出土したが、

図示可能な遺物は検出できなかった。
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第449図
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2 黒褐色（JOYR2/1)B砂多
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第84号 •88号掘立柱建物跡

AB・ AC-20 • 21グリッドから検出した。

84号 •88号掘立柱建物跡は、主軸方位を同一に、入

れ子状に重複していた。

第84号掘立柱建物跡（第450図•第451図）

84号掘立柱建物跡は、 88号掘立柱建物跡の外側で検

出した。建物は、 5間X2間の溝持ちの側柱建物であっ

た。

規模は、桁行IO.Om、梁行5.6mであった。面積は、

56.0面であった。主軸方位は、 N-20°-Wであった。

柱穴は、 P2~P5、P6~P7、P8~Pl2が、

輻50cm~60cm、深さ15cm~20cmの溝で連結されてい

た。溝は全周していたかどうかは明らかにできなかっ

た。柱間寸法は、桁行2.0m、梁行2.8mであった。

柱掘り方の形状は、楕円形または長方形で、径100cm

~170cm、深さ100cm~120cmであった。柱掘り方と溝に

は、版築状に土力吋直［されていた。

村痕は、 P2・P3・P6・P9~Pll。P13 • P 

14で検出した。

遺構は、 249• 250 • 286号竪穴住居跡、 83。85• 88・ 

90号掘立柱建物跡、 105号井戸跡、 85苛溝跡と重複して

いた。遺構の新旧関係は、 105号井戸跡、 85号溝跡より

も古く、竪穴住居跡、 83• 88 • 90号掘立柱建物跡より

も新しかった。 85号掘立柱建物跡との新旧関係は、明

らかにすることはできなかった。

出士遺物は、須恵器の杯が出土した。

1は、須恵器杯で、 Pll• Pl2の間の溝から出土し

た。杯底部の調整は、糸切り離し後、周辺部回転箆削

り調整である。底部は、斜めに削られているため、丸

みを持っている。日縁端部は僅かに外反する。

第88号掘立柱建物跡（第451図）

88号掘立柱建物跡は、 84号掘立柱建物跡の内側で検

出した。柱穴の多くは、 88号掘立柱建物跡に破壊され

ていたため、遺構の全体は検出することはできなかっ

第84号掘立柱建物跡出土遺物観察表

た。

規模は、 5間X2間の側柱建物で、桁行9.5m、梁行

5.lmであった。面積は、 48.45面であった。主軸方位

は、 N-20°-Wであった。

柱間寸法は、桁行1.9m、梁行2.55mであった。

柱掘り方の形状は、円形で、径50cm前後、深さ60cm

~80cmであった。

杜痕は、検出できなかった。

本遺構は、 84号掘立柱建物跡と重複していた。遺構

の新旧関係は、 84号掘立柱建物跡よりも古かった。

出土遺物は、土師器・須恵器の破片が出土したが、

図示可能な遺物は検出できなかった。

第85号掘立柱建物跡（第452図）

AB-20・21グリッドから検出した。遺構は、 38号溝

に壊されていたため、 P4 • P 5は検出できなかった。

規模は、 5間X2間の側柱建物で、桁行10.0m、梁

行5.6mであった。主軸方位は、 N-21°-Wであった。

柱間寸法は、桁行2.0m、梁行2.8mであった。

柱掘り方の形状は、円形または楕円形で、径50cm

~150cm、深さ30cm~50cmであった。

柱痕は、 P3 • P 7で検出した。

本遺構は、 238• 249 • 250号竪穴住居跡、 84• 88号

掘立柱建物跡、 38号溝跡と重複していた。遺構の新旧

関係は、竪穴住居跡より新しく、 38号溝より古かった。

84 • 88号掘立柱建物跡との新旧関係は、明らかにでき

なかった。

出土遺物は、土師器。須恵器の破片が出土したが、

図示可能な遺物は検出できなかった。

第450図 第84号掘立柱建物跡出土遺物
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第451図第84• 88号掘立柱建物跡
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第84号掘立柱建物跡覆土

1 暗褐色（10YR3/3)R B砂多

2 黒褐色（10YR2/1)粘性有

3 褐色 (10YR4/4) B砂多

4 暗褐色（10YR3/3)B砂多

B 1610m S884 P8 SB84 P, I S884 p6 B' 
5褐色 (10YR4/6) B砂多

6 暗褐色（10YR3/3)粘性有

7 暗褐色（10YR4/6)B砂多

8 黒褐色 (IOYR2/I)B砂微蜃粘性有

9 褐色 （10YR4/6) B砂多

第88号掘立柱建物跡覆土

1 黒褐色 (10YR2/1)B砂多

2 黒褐色 (10YR2/1)粘性有

3 褐色 (10YR4/6) B砂多

4 黒褐色（10YR2/1)粘性有

5褐色 （10YR4/6) B砂多

6 暗褐色（10YR3/3)B砂多
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第452図 第85号掘立柱建物跡
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第85号掘立柱建物跡覆土

1 黒褐色 (10YR3/1)B砂多

2 黒褐色（10YR3/2)R 

3 褐色 （10YR4/4) R B砂多

4 黒褐色（10YR3/2)B砂・ブロック少

。
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第86号掘立柱建物跡（第453図）

AA-20グリッドから検出した。 P5~P7は、本米

存在していたと思われるが、検出できなかった。

規模は、

もに3.9mであった。面積は、 15.21面であった。主軸

方位は、

2間X2間の総柱の建物で、桁行・梁行と

N-32°-Wであった。

柱間寸法は、桁行1.95m、梁行は、 P1-P 2間が2.1

m、P 2 -P 3間が1.8mであった。また、 P 8は、外

側に張り出していた。

柱掘り方の形状は、方形または円形で、径25cm~30

cm、深さ20cm~25cmであった。

柱痕は、検出できなかった。

遺構は、 205号・ 208号竪穴住居跡、 80• 81号掘立柱

建物跡、 38号溝跡と重複していた。新旧関係は、明ら

かにできなかった。

出土遺物は、検出できなかったが、柱穴の形状、規

模等から、中世の建物であった可能性がある。

第87号掘立柱建物跡（第454図）

AA・ AB-18 • 19グリッドから検出した。

建物跡は、 4間X3間の東西棟の建物跡、あるいは、

3間X2間の 2面庇の建物跡と考えられる。総柱杉也物

を想定して柱穴の検出に努めたが、

柱穴は検出できなかった。

P 9 -P 18間では

建物の規模は、 4間X3間の建物跡と想定した場合、

桁行8.2m、梁行5.5m、面積は45.lm'となる。

桁側のP5~P7とP12~P14は、外側に張り出し

ていた。主軸方位は、 N-57°-Eであった。

柱間寸法は、桁行2.05m、梁行1.83mであったが、

第453図 第86号掘立柱建物跡
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P 1-P 2間と、 PlO-Pll間が2.lmと、長かった。

柱掘り方の形状は、円形で、径30cm~50cm、深さ40cm

~60cmであった。

柱痕lょ、 p 1~P 8 • Pl3 • Pl4で検出した。

また、本遺構を、 3間X2間の 2面庇とした場合、

身舎よりも庇の方が柱間寸法が長くなる。 しかし、北

X2間の建物から 4間X3間の建物へと建て替えられ

た可能性もある。 しかし、土層断面の観察では、建て

面に庇が付くなど、不自然な点もあることから、

第454図 第87号掘立柱建物跡
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替えの痕跡は確認できなかった。

遺構は、 230• 233~235号竪穴住居跡と重複してい

た。新旧関係は、本遺構が最も新しかった。

出土遺物は、土師器・須恵器の破片が出土したが、

図示可能な遺物は検出できなかった。
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第87号掘立柱建物跡覆土

1灰黄褐色（10YR4/2)BC若干R 締りやや弱

2 黒褐色 （10YR3/2) B 若干R 締りやや有粘性有

3 鈍黄褐色（10YR5/4)B混締り有粘性有

4 鈍黄褐色 (10YR5/3)3層より B多締り有

5 黒褐色 （10YR2/3) B混粘性強

6 暗褐色 (10YR3/3) B混 5層より締り有
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第89号掘立柱建物跡（第455図）

AG-18グリッドから検出した。建物の南西は、調査

区外へ展開していたため、東側の柱列 2間分のみ検出

した。

建物跡は、検出した 3基の柱穴を桁と考えた場合、

2間X2間の建物が想定でき、梁と考えた場合、梁行

2間の東西棟の建物が想定できる。

規模は、p1~P3の長さは4.0mであった。主軸方

位は、 N-35°-Wであった。

柱間寸法は、 2.0mであった。

柱掘り方の形状は、

形であった。規模は、径70cm~80cm、深さ40cm~70cm

であった。

柱痕は、全ての柱穴で検出した。

遺構は、 279号竪穴1打呂跡と重複していた。遺構の新

旧関係は、本遺構の方が新しかった。

出土遺物は、土師器・須恵器の破片が出土したが、

図示可能な遺物は検出できなかった。

第455図
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P 1 • P 3が方形で、

第89号撮立柱建物跡

。

P2は円

□1
 

SJ281 
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第90号掘立柱建物跡（第456図）

AC-21グリッドから検出した。建物跡は、 84号掘立

杜建物跡に壊されていたため、

できなかった。

9ま、

P8は検出することが

規模は、 2間X2間の側柱建物で、桁行3.6m、梁行

3.35mであった。面積は、 12.06面であった。主軸方位

N-28°-Wであった。

柱間寸法は、桁行1.8m、梁行1.68mであった。

柱掘り方の形状は、円形で、径30cm~40cm、深さ50

cm~60cmであった。柱痕はPl~P6で検出した。

本遺構は、 298• 309号竪穴住居跡、 84号掘立柱建物

跡、 277号土壊と重複していた。遺構の新旧関係は、竪

穴住居跡よりも新しく、 84号掘立柱建物跡よりも古

かった。 277号土壊との新旧関係は、明らかにすること

ができなかった。

出土遺物は、検出できなかった。
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第89号掘立柱建物跡覆土

1黒褐色（!OYR3/1)黒褐色土主体 B未風化多 柱痕

2黒褐色(!OYR3/1)黒褐色土主体 B風化少柱痕

3 黒褐色（!OYR3/1)黒褐色土主体 B風化少 C風化微量

4 褐色 （!OYR4/6) B主体灰褐色土未風化多少

5黒褐色（!OYR3/1)3層より B少 C多

6褐色 （!OYR4/6) 4層より Bやや多

三戸ーミ□7 黒褐色(!OYR3/l)3層より B多
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第456図第90号掘立柱建物跡
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第90号掘立柱建物跡覆土

1暗褐色 (10YR3/4)B砂粘性やや有

2 褐色 （10YR4/6) B砂多砂質

3 暗褐色 (10YR3/4)B砂多やや砂質

4 黒褐色（10YR3/1)B砂粘性やや有

。
2m 

第91号掘立柱建物跡（第457図）

AE • AF-18 • 19グリッドから検出した。

規模は、 4間X2間の側柱建物で、桁行10.8m、梁

行6.4mであった。面積は、 69.12面であった。主軸方

位は、 N-19°-Wであった。

柱間寸法は、桁行2.7m、梁行3.2mであった。

柱掘り方の形状は、丸みを持った方形、または長方

形で、コーナ一部分のみ「L」字形であった。規模は、

径100cm~180cm、深さ50cm~100cmであった。

柱痕は、 P3~P6、P8 ~Pllで検出したが、そ

の多くは抜き取り穴で、上部の径は、大きく広がって

いた。

遺構は、 303• 304 • 307 • 318~320号竪穴住居跡、

93号掘立柱建物跡と重複していた。遺構の新旧関係は、

本遺構が最も新しかった。

出土遺物は、土師器・須恵器の破片が出土したが、

図示可能な遺物は検出できなかった。
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第457図 第91号掘立柱建物跡

、0

A
 

ょ`93

ロ

ロ三

--――--―----0-1¥. 
＼ 

＼ 

／rー／
□SJ304 

□＼-一•一--―-/—---•:
\---_..ーー・＿＿ー／／口-9_.------··—• •一一

/ - 9―-9  --•••-•_.9ーー／

___.--.... ¥ 
ご9~/'9' ,9~・ーベ― SJ303 

---- _ /  ¥ :_ _. 
／’,．9-砥OE~’

----- -
ど

＇~どど

□三 □
。I

三

三

□]/-~\ 

11 

！ 

----一~―-----

Pg 

SJ307 

三

ー

SJ319 
SJ318 

B' 

A 16.00m A' 

第91号掘立柱建物跡覆土

1 黒褐色 （10YR3/1) B風化多少 R風化少

2 黒褐色 （10YR3/l) B 

3 黒褐色 （10YR3/l) B未風化多

4黒褐色 （10YR3/1) B未風化多締り有

5 黒褐色 （10YR3/l) B未風化多

6暗オリープ褐色 (2.5Y3/3)黒色土やや風化多

7暗オリープ褐色 (2.SY3/3)黒色土やや風化少

8 暗オリープ褐色 (2.SY3/3)黒色士やや風化少

0 2m 
I l l 
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第92号掘立柱建物跡（第458図）

AF-18グリッドから検出した。遺構は、東側力憚麟：

区外へ展開していたため、南北2間、東西 1間分を検

出したのみであった。

建物跡は、束柱 (P5) を検出したことから、総柱主

建物であったと考えられる。

規模は、南北5.0m、東西1.95mであった。主軸方位

は、 N-21°-Wであった。

柱掘り方の形状は、丸みを持った方形で、径60cm

~80cm、深さ40cm~50cmであった。

柱痕は、 P1 • P 2。P5 • P 6で検出した。

本遺構は、 292。293号竪穴住居跡と重複していた。

遺構の新旧関係は、 292• 293号竪穴住居跡よりも新し

かった。

出土遺物は、土師器・須恵器の破片が出土したが、

図示可能な遺物は、 P3掘り方から出土した土玉のみ

であった。

第458図第92号掘立柱建物跡
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区
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第92号掘立柱建物跡覆土

1黒褐色（10YR3/1) B風化少

2黒褐色（10YR3/1) B風化少 R風化微景

3 黒褐色（10YR3/1) B風化微塁 R風化微呈

col 

SJ292 

E
0
6
'
9
 

≪I 

4 黒褐色（10YR3/1) Bやや風化多少

5黒褐色（10YR3/1) Bやや風化多

6 黄褐色 (2.SYRS/4)黒色土粒やや風化多

7 黄褐色 (2.SYRS/4)黒色土粒やや風化多少 。
2m 
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第93号掘立柱建物跡（第459図）

AE-18グリッドから検出した。遺構は、 91号掘立柱

建物跡に壊されていたため、

かった。

規膜は、 2間X2間の総柱建物で、桁行3.2m、梁行

2.88mであった。面積は、 9.22面であった。主軸方位

9よ、 N-39°-Wであった。

p 1とP6は検出できな

柱間寸法は、桁行1.6m、梁行1.44mであった。

第459図 第93号掘立柱建物跡
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柱掘り方の形状は、丸みを持った方形で、径40cm

~50cm、深さ20cm~40cmであった。

柱痕9よ、 P2・P7・P9で検出した。

遺構は、 91号掘立柱建物跡と重複していた。遺構の

新旧関係は、 91号掘立柱建物跡よりも古かった。

出土遺物は、土師器・須恵器の破片が出土したが、

図示可能な遺物は検出できなかった。

第93号掘立柱建物跡覆土

1黒褐色（10YR3/1)Bやや風化多少 R風化微星

2黒褐色（10YR3/l)B未風化少締り有

3黒褐色（10YR3/1)B未風化少

4 黒褐色（10YR3/1)B未風化多

5暗オリープ褐色 (2.SY3/3)B未風化少

6 暗オリープ褐色 (2.SY3/3)B未風化少締り有

゜

l
6
8
S
 

2m 
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第460図 第94号揺立柱建物跡 第94号掘立柱建物跡（第460図）

AD-22グリッドから検出した。遺構の東側は、調査

ー 区外へ展開していたため、西側の柱穴4基のみ検出し

規模は、 3間分の柱穴を検出したのみであったため、

全体は明らかにすることができなかった。

( 

第94号掘立柱建物跡覆土

1黒褐色（10YR3/2)R 粘性やや有

2褐色 （10YR4/6) B砂多砂質

3 黒褐色（10YR3/1)B砂質土粘性やや有

4 褐色 (10YR4/6) B砂多砂質

検出したP1-P 4間の距離は、 5.9mであった。柱

間距離は、 2.lmであったが、

1. 7mと短いため、庇であった可能性もある。主軸方位

は、 N-26°_Wであった。

柱掘り方の形状は、円形で、径50cm前後、深さ30cm

~40cmであった。

杜痕はP2~P4で検出した。

遺構は、 331• 332苛竪穴住居跡と重複していた。

遺構の新旧関係は、 331• 332号竪穴住居跡よりも新し

かった。

出土遺物は、土師器・須恵器の破片が出土したが、

図示可能な遺物は検出できなかった。

第95号掘立柱建物跡（第461図）

AE・AF-19グリッドから検出した。 91号掘立柱建物

跡の東側に隣接していた。また、遺構の一部は、地震

の噴砂によって壊されていた。

規模は、

P 1 -P 2開］は：、 闘且腐佳力ゞ

3間X2間の側柱建物で、桁行5.25m、梁

行3.46mであった。面積は、 18.17面であった。主軸方

位はN-25°-Wであった。

柱間距離は、桁行1.75m、梁行1.73mであった。

。
2m 

杜痕は、 P4~P7・P9で検出した。

柱掘り方の形状は、円形で、径50cm~80cm、深さ20

cm~40cmであった。

本遺構は、 303• 313。315号竪穴住居跡、 388号土壊

と重複していた。遺構の新旧関係は、

跡、 388号土壊よりも祈しかった。

3軒の竪穴住居

出土遺物は、土師器・須恵器の破片が出土したが、

図示可能な遺物は検出できなかった。
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第461図 第95号掘立柱建物跡
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第95号掘立柱建物跡覆土

1鈍黄褐色（10YR4/3)R C B 締りやや弱

2 黒褐色 (10YR3/1) R C 締りやや弱柱痕

3褐色 （10YR4/4) RB 

4 暗褐色 （10YR3/4) R CB 

5褐色 （10YR4/4) B主体

6 暗褐色 （10YR3/4) RC 

n‘一
2m 

第96号掘立柱建物跡（第462図）

AD-20グリッドから検出した。

規模は、 2間X2間の側柱建物で、桁行4.lm、梁行

3.32mであった。面積は、 13.61面であった。主軸方位

はN-41°-Wであった。

柱間寸法は、桁行2.05m、梁行1.66mであった。

柱掘り方の形状は、円形で、径30cm~40cm、深さ30

cm~60cmであった。

柱痕は、 P1 • P 7で検出した。

本遺構は、 298号。 299号・ 300号竪穴住居跡・ 134号

井戸跡と重複していた。遺構の新旧関係は、 134号井戸

跡よりも古かったが、竪穴住居跡との新旧関係は明ら

かにできなかった。

出土遺物は、検出できなかった。
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第462図第96号掘立柱建物跡
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第96号掘立柱建物跡覆土

1黒褐色（10YR3/2)R 粘性やや有

2 黒褐色 (10YR3/1)B砂質土プロック多 ゜
2m 

第97号掘立柱建物跡（第463図）

AE-21グリッドから検出した。

規模は、 3間x2間の側柱建物で、桁行7.5m、梁行

4.4mであった。面積は、 33.0面であった。 P5は、本

来存在していたものと考えられるが、検出できなっ

かった。主軸方位はN-7°-Wであった。

柱間寸法は、桁行2.5m、梁行2.2mであった。

柱掘り方の形状は、円形または丸みを持った方形で、

径50cm~60cm、深さ20cm~40cmであった。

柱痕はPlで検出した。

遺構は、 338号竪穴住居跡、 98号掘立柱建物跡と重複

していた。遺構の新旧関係は、 338号竪穴1打国跡よりも

新しいこと力所廊忍されたが、 98号掘立柱建物跡との新

旧関係は、明らかにすることができなかった。

出土遺物は、土師器・須恵器の破片が出土したが、

図示可能な遺物は検出できなかった。
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第463図 第97号掘立柱建物跡
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第97号掘立柱建物跡覆土

1黒褐色 (10YR2/3) R 

2 暗褐色 (10YR3/3) R B砂質土

3 暗褐色 （10YR3/4) B砂質土多

4 鈍黄褐色（10YR4/3)B砂質土プロック多

2m 
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第98号掘立柱建物跡（第464図）

AE-21グリッドから検出した。南側を101号溝跡に

よって壊されていたため、遺構全体を検出することは

できなかった。

規模は、 2間X2間の側柱建物で、桁行5.4m、梁行

4.4mであった。面積は、 23.76面であった。主軸方位

（よ、 N-6"-Wであった。

柱間寸法は、桁行2.7m、梁行2.2mであった。

柱掘り方の形状は、丸みを持った方形で、径50cm

~60cm、深さ30cm~40cmであった。

柱痕は検出することができなかった。

遺構は、 338号竪穴住居跡、 97号掘立柱建物跡、 411

号土壊、 101号溝跡と重複していた。遺構の新旧関係は、

住居跡、土壊よりも新しく、溝跡よりも古かった。ま

た、 97号掘立柱建物跡との新旧関係は、明らかにする

ことができなかった。

出土遺物は、検出できなかった。
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第98号掘立柱建物跡覆土

1暗褐色 （10YR3/3) RC混締りやや有

2 黒褐色 （10YR3/1) C混締りやや弱

3 黒褐色 （10YR3/2). R C 

4 鈍黄褐色（lOYRS/4)B混

。
2m 
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(3) 土壊

第203• 204号土壊（第465図・第466図）

R•S-10·11グリッドから検出した。遺構は、第32号

掘立柱建物跡の南側に隣接していた。 204号土塙の一

部は、調査開始時の排水溝の掘削によって破壊してし

まった。 203• 204号土壊は、規模、平面形状ともに竪

穴住居跡状であったが、炉あるいはカマドカ惰甜iでき

なかったため、土堺として扱った。

また、 2つの遺構は互いに重複していた。

203号土壊は、平面の形状は隅の丸い長方形で、長軸

6.72m、短軸3.4m、深さ42cmであった。主軸方位は、

N-26°_Wであった。

遺構の底面は平坦で、貼り床は施されていなかった。

壁の立ち上がりは、直線的に立ち上がっていた。

また、遺構の壁際で、径20cm前後、深さ25cm前後の

円形の小穴を1闘駐爽出した。小穴の配列は規則的で、

遺構に伴う柱穴の可能性もあるが、柱痕は検出できな

かった。

204号土爛は、平面の形状は隅の丸い長方形であっ

た。規模は、長軸6.75m、短軸4.78m、深さ38cmであっ

た。主軸方位は、 N-36°-Wであった。

遺構の底面は平坦で、壁の立ち上がりは直線的に立

ち上がっていた。

遺構の壁際には、 203号土壊と同じように、径20cm前

後、深さ25cm前後の小穴を 6基検出した。遺構に伴う

柱穴の可能性があるが、柱痕は検出できなかった。

203号土壇と204号土塙は重複して検出した。遺構の

新旧関係は、土層断面の観察の結果、 203丹土壊が新し

いことを確認した。

出土遺物は、土師器杯・甕、須恵器杯。高台付杯・

蓋・盤・短頸壺が出土したが、すべて覆土中からの出

土遺物で、遺構に伴っていたかどうかは不明である。

l ~ 3は土師器で、 204芳士壊覆土中から出土した。

1 • 2は杯の破片で、ともに底部を欠損していた。 1 

は、日縁が内屈しながら立ち上かる。 2は皿状の杯で、

日縁部は外反気味に立ち上がる。 3は甕で、口縁部の

破片である。やや厚手で、胴部には横方向の箆削りが

認められた。

4 • 5は須恵器杯で、203号土堀覆上中から出土した。

4は、湖西産と思われる小型の杯で、底部は欠損して

いた。 5は、末野産の杯である。

6は、須恵器杯で、 204号土壊覆土中から出土した。

南比企産と思われる。日縁端部には、内外面ともに沈

線が認められた。

7~9は須恵器高台付杯である。 3点とも203• 204 

号土壊の覆土から出土したものか接合した。 7は、群

馬産と思われる、削り出し高台の杯である。 8• 9は、

底部が高台よりも張り出した、いわゆる「出っ尻」で

あった。 8は産地不明であったが、 9は湖西産と思わ

れる。

10~13は須恵器蓋である。 10・11は203号土壊と204

号土壊から出土したものが接合した。 12・13は、 204号

土壊覆土中から出土した。

10は、末野産のかえりを有する蓋で、つまみ部分を

欠損していた。かえりは僅かに突出する程度で、新し

い様相を示す。 11は、南比企産の蓋である。口縁端部

を垂直に折り返し、かえりを有する。

12は、湖西産と思われる蓋の破片である。 13は、環

状のツマミを有する蓋である。胎土に片岩を含んでお

り、末野産か群馬産と考えられる。

14は、盤の破片である。 203号土峨覆土中から出土し

た。口縁端部は沈線状に窪んでいた。

15は、短頸壺の破片である。 203号土壊覆土中から出

士した。胴部以下は欠損していた。日縁は垂直に立ち

あがる。日縁端部は内側に向け斜めに面取りされてい

た。日縁端部直下には、 1条の沈線が廻っていた。
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第465図第203• 204号土塙
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第203号土壊覆士

1黒褐色 （IOYR3/l) C微贔

2黒褐色 （IOYR2/3) R C少

3 黒褐色 (!OYR3/l) RC多

4黒色 （7.5YR2/l) C多

5黒褐色 （!OYR2/2) C多

6黒褐色 （!OYR3/l) BC多

7褐色 (!OYR4/4) 粘性やや有 R微旦

8褐灰色 （!OYR4/2) B少

9灰黄褐色（!OYR4/2) B少

第204号士激覆t

IO黒褐色 (IOYR2/3) B RC多

］］暗褐色 （IOYR3/4) BC微址

12褐灰色 (IOYR4/l) B F多

］］暗褐色 （IOYR3/3) BC多

14純黄褐色（IOYR4/3)B・鉄分多

15黒褐色 （IOYR3/I) R微横

16褐灰色 (IOYR4/l) B多

0 21 
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第466図第203• 204号土塙出土遺物
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第203• 204号土壊出土遺物観察表

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存率 備 考

1 杯 (11.4) ADJ 3 橙 25 北武蔵

2 杯 (17. 4) ABDJ 4 橙 40 器面荒れ

3 甕 (22.4) DH] ') J 橙 10 

4 杯 (9.0) BF 1 灰 25 湖西？

5 杯 (17. 8) BDHJ 5 灰 15 末野

6 昇： 16.6 3.4 BI J 3 灰白 50 南比企？

7 高台付杯 (16.4) 3.8 11.4 BF 1 灰 30 群馬産？

8 高台付杯 (10.2) AB 4 灰 100 ， 高台付杯 (9.0) BF 1 灰 30 湖西

10 芸n (19.8) CDFJK 3 灰 15 末野？

11 芸而 (21. 0) AFIL 2 灰 15 南比企？

12 盟 (17. 6) BF 1 灰 15 湖西？

13 芸而 17.2 3.6 BHJ 2 灰 60 末野つまみ径4.3cm

14 盤 (24.8) BDH 4 灰白 15 内面黒色付着物

15 短頸壺 13.0 CDH 2 灰白 15 末野？
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第159号土壊（第467図•第470図）

S-12グリッドから検出した。

平面の形状は不整楕円形で、規模は、長軸2.20m、

短軸1.70m、深さ0.24mであった。主軸方位はN-68°

-wであった。

出土遺物は、土師器杯が2点出土した。

第160号土壊（第467図）

T-9グリッドから検出した。遺構は、 71号竪穴住居

跡を壊していた。

平面の形状は円形で、規模は、長軸1.02m、短軸0.76

m、深さ0.32mであった。主軸方位はN-52'-Eであっ

た。

出土遺物は、検出できなかった。

第162号土壊（第467図・第470図）

s-12グリッドから検出した。

平面の形状は楕円形で、規模は、長軸1.10m、短軸

0.88m、深さ0.42mであった。主軸方位はN-78°-Eで

あった。

覆土は、黒色土を主体と．し、炭化物、焼土粒子など

を含んでいた。

出土遺物は、土師器杯1点、甕2点が出土した。

第180号土壊（第467図）

R-9グリッドから検出した。遺構は第38号溝跡に壊

され、 85号竪穴住居跡を壊していた。

平面の形状は方形で、規模は、径1.9m、深さ0.26m

であった。主軸方位はN-45°-Eであった。

出土遺物は検出できなかった。

第181号土壊（第467図）

R-9グリッドから検出した。遺構は、ピット 688に壊

され、 85号竪穴1打呂跡を壊していた。

平面の形状は楕円形で、規模は、長軸2.52m、短軸

1.94m、深さ0.56mであった。主軸方位はN-37°-Eで

あった。

出土遺物は検出できなかった。

第183号土壊（第467図）

R-9グリッドから検出した。遺構は、 3号性格不明

遺構 57号溝跡を壊していた。

平面の形状は不整形で、規模は、長軸1.52m、短軸

1.38m、深さ0.68mであった。主軸方位はN-4T-Eで

あった。

出土遺物は検出できなかった。

第184号土塀（第467図・第470図）

R-9グリッドから検出した。

平面の形状は円形で、規模は、長軸0.68m、短軸0.64

m、深さ0.18mであった。主軸方位はN-2T-Eであっ

た。

出土遺物は須恵器長頸瓶1点が出土した。長頸瓶は、

日縁部のみの破片であった。

第185号土塘（第467図）

R-9グリッドから検出した。

平面の形状は楕円形で、規模は、長軸0.94m、短軸

0.54m、深さ0.64mであった。主軸方位はN-6T-Wで

あった。

出土遺物は検出できなかった。

第186号土壊（第467図）

R-11グリッドから検出した。第203号土壊と、第32

号掘立柱建物跡との間で検出したが、重複はしていな

かった。

平面の形状は楕円形で、規模は、長軸2.00m、短軸

1.04m、深さ0.20mであった。主軸方位はN-2T-Wで

あった。

出土遺物は、鉄製品として刀子が出土した。

第187号土壊（第468図•第470図）

R-10グリッドから検出した。第54号溝跡・第32号掘

立柱見虚り跡に壊されていたため、遺構の全体を検出す

ることはできなかった。

平面の形状は長方形で、規模は、残っている部分で

長軸1.67m、短軸1.14m、深さ0.22mであった。主軸

方位はN-78"-Wであった。

出土遺物は土師器壺 1点、鉢1点が出土した。

第 188号土壊（第468図•第470図）

R-9・10グリッドから検出した。 58号溝跡に壊され、

211号土壊を壊していた。

乎面の形状は楕円形で、規模は、長軸3.04m、短軸
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第159号土壊覆土

1暗褐色 (IOYR3/3)締り有

2黒色 (IOYR2/2) R多 CM旦面 M層

3 暗褐色 (10YR3/3)B少粘性弱

4 黒色 （10YR2/2) 2層に近似 R少 M主体

5褐色 （10YR4/6) B主体

第162号土壊覆士

1黒色 （10YR2/2) RC少単ー的緻密

2黒色 （lOYRl.7/1) CM主体 R少締り弱

3黒色 （JQYR2/l) M主体 CR微羅締り弱

4 黒褐色（JOYR3/J) M 

第180号土壊覆土

1暗オリープ色 (5Y4/4)B多

2 オリープ黒色 (SYJ/2)Bプロック多

3 オリープ色 (5Y5/6) Bプロック主体

SD33 

"- / SK180 

SJ85 

＼ 

15.40 m 

第181号土壊覆土

1灰オリーブ色 (5Y4/2)鉄粒子多 R少

2 オリープ黒色 (SYJ/1)鉄粒子多 B微麓

3暗オリーブ色 (SY4/l)B多

4 オリープ色 (SYS/6) Bプロック多

第183号七壊覆土

1 黒オリープ色 (SYJ/1)鉄粒少 B不含

2 暗オリープ色 (SY4/l)鉄粒多 B多

3 黒オリープ色 (SYJ/1)B少鉄粒少

4 黒オリープ色 (SY2/2)B少

5オリープ黄色 (SY6/4)砂質 B多

第184号土壊覆士

1灰オリープ色 (SY4/2)B多

2 オリープ色 (SYS/6) B主体

第185号土壊覆土

］暗オリープ色 (5Y4/4)B多鉄粒多

2暗オリープ色 (SY4/J)B多鉄粒少

3 オリープ黒色 (5Y2/2)赤褐色プロック多粘性強

第186号士壊覆土

1黒褐色 (10YR3/1) RC多 M若干混

2 黒褐色 （7.5YR3/l) Rプロック RC多 M多

3 黒褐色 （IOYR2/2) B混 RC微最 M若干混

4 褐色 (IOYR4/l) RC微最締り強

5 黒褐色 (10YR2/3) RC多

6 黒褐色 （JOYR3/2) RC多 M若干混

7暗褐色 (10YR3/3) B多 R多混 c微鼠

8 叙謂褐色（IOYR4/3) B多 c微量

゜
2m 
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1.2m、深さ0.62mであった。主軸方位はN-3T-Wで

あった。

出土遺物は、土師器甕が1点出土した。

第189号土壊（第468図）

R-9グリッドから検出した。

平面の形状は楕円形で、規模は、長軸0.97m、短軸

0.54m、深さ0.12mであった。主軸方位は、 N-42°-W

であった。

出土遺物は検出できなかった。

第200号土壊（第468図）

S-8グリッドから検出した。

平面の形状は円形で、規模は、長軸0.94m、短軸0.84

m、深さ0.36mであった。主軸方位はN-50°-Wであっ

た。

出上遺物は、縄文土器の破片が2点出土したが、摩

滅・風化力増：しく、遺構に伴う遺物とは考えにくい。

第201号土壊（第468図）

S-8グリッドから検出した。

平面の形状は円形で、規模は、長軸1.02m、短軸0.82

m、深さ0.15mであった。主軸方位はN-66°-Wであっ

た。

出土遺物は検出できなかった。

第202号土壊（第468図）

U-9グリッドから検出した。第31牙掘立柱建物跡に

壊されていた。

平面の形状は長楕円形で、規模は、長軸3.34m、短

軸0.60m、深さ0.34mであった。主軸方位はN-32°-E

であった。

出土遺物は検出できなかった。

第205号土壊（第468図•第470図）

R-12グリッドから検出した。中槻の第138号溝跡に

壊されていた。

平面の形状は楕円形で、規模は、長軸1.6m、短軸

0.87m、深さ0.26mであった。主軸方位はN-42°-Wで

あった。

出土遺物は、土師器杯2点、甕2点、鉢1点が出土

した。

第209号土壊（第468図）

U-12グリッドから検出した。遺構の上部は、中匪の

第138号溝跡によって壊されていたため、遺構の全体

を検出できなかった。

平面の形状は楕円形で、規模は、長軸2.3m、短軸

0.84m、深さ0.96mであった。主軸方位はN-24°-Eで

あった。

出土遺物は検出できなかった。

第210号土壊（第468図•第470図）

U-13グリッドから検出した。遺構は、 109号竪穴住

居跡、 60号溝跡と重複していた。遺構の新旧関係は、

60号溝跡よりも古かった。 109号竪穴住居跡との新旧

関係は明らかにできなかった。

平面の形状は円形で、規模は、長軸0.97m、短軸0.68

m、深さ0.22mであった。主軸方位はN-41°-Wであっ

た。

出土遺物は、須恵器杯1点が出土した。

第212号土壊（第468図）

R-10グリッドから検出した。遺構は、 188号土壊に

壊されていた。

平面の形状は楕円形で、規模は、長軸1.20m、短軸

0.84m、深さ0.2mであった。主軸方位はN-38°-Wで

あった。

出土遺物は検出できなかった。

第214号土壊（第469図）

s-10グリッドから検出した。第59号掘立柱建物跡に

壊されていた。

平面の形状は円形で、規模は、長軸1.02m、短軸0.9

m、深さ0.72mであった。主軸方位はN-80°-Wであっ

た。土塙底面に、径20cm前後の小穴を検出した。

出土遺物は検出できなかった。

第224号土瑞（第469図）

T-9グリッドから検出した。

平面の形状は長方形で、規模は、長軸1.90m、短軸

0.94m、深さ0.22mであった。主軸方位はN-63°-Wで

あった。

出土遺物は検出できなかった。
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第468図土壊（2)
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第187号土撰覆土

1黒褐色 (10YR2/2)B多

2暗褐色 (10YR3/4)B多

3褐色 (10YR4/6) B・暗褐色土混

第188号土職覆土

1疇色 (10YR2/2)蜘評多 B”

2黒色 (10YR2/1) C少 Bプロック少

3褐色 (10YR4/4)粘性強 Bプロック多

4褐色 (10YR4/6) B主体黒色土少

5疇色 (10YR3/1)B多

6 黄褐色 (10YR5/6)黒褐色土• Bプロック混

第2ffi号土横覆土

1褐色 (10YR4/6) B多

2極暗褐色 (7.5YR2/3) B多

3炉謁色 (7.5YR2/2) B少

4 オリープ褐色 (2.5Y4/6) C少

第201号土職覆土

1オリープ褐色（25Y4/6)暗褐色粒子少

2黄褐色 (7.SYS/6)暗褐色粒子微量

第202号土横覆土

1暗褐色 (10YR3/4)B少

2褐色 (10YR4/6) B多暗褐色多

3黒褐色 (10YR2/3)R粒多 Rプロック少 C多

第205号土腋覆土

1暗褐色 (10YR3/4)R多 M

2暗褐色 (10YR2/3)硬く締る B少故意に詰められたもの

3暗褐色 (10YR3/4)B多壁の崩壊層

第20呵土猥覆土

1暗褐色 (10YR3/4)砂質B主体 SC微塁

2疇色 (10YR2(3）砂質B多i饂

3疇色 (10YR2(3)2層と同 B未溶化

4黒褐色 (10YR2f3)Bプロック微塁

5黒褐色 (10YR2(3)4層基本 Bプロック未溶化多

6褐色 (10YR4/6) Bプロック主体

第212号土職覆土

1黒褐色 (10YR3/2) R混 C微塁

2暗褐色 (10YR3(3) B若干 R微量

3褐灰色 (10YR4/1) RC若干混 B多

4灰黄褐色 (10YR4/2)RC微混

。
2m 
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第225号土壊（第469図）

U-9グリッドから検出した。

平面の形状は楕円形で、規模は、長軸1.2m、短軸

0.69m、深さ0.28mであった。主軸方位はN-78"-Eで

あった。

出土遺物は検出できなかった。

第241号土壊（第469図•第470図）

T-10グリッドから検出した。遺構は、第59号掘立柱

建物跡に壊されていた。

平面の形状は不整形で、円形の土堀が3基重複して

いるような形状であったが、土層断而の観察で、重複

は認められなかったことから、且馴）土壊として扱っ

た。

規模は、長軸2.46m、短軸2.10m、深さ0.54mであっ

た。主軸方位はN-26"-Eであった。

出土遺物は中祉山荼椀系の鉢2点が出土した。

第242号土壊（第469図）

R-9グリッドから検出した。 56号溝跡に壊されてい

たため、遺構の全体は明らかにできなかった。

平面の形状は円形と考えられ、規模は、長軸0.73m、

深さ0.18mであった。主軸方位はN-50"-Eであった。

出土遺物は検出できなかった。

第244号土堀（第469図）

T-14グリッドから検出した。遺構の大半は、調査区

外へ展開するため、全体を明らかにすることはできな

かった。

平面の形状は円形と考えられ、規模は、長軸1.38m、

深さ0.14mであった。主軸方位はN-4T-Wであった。

出土遺物は検出できなかった。

第245号土壊（第469図）

T-9グリッドから検出した。

平面の形状は円形で、規模は、長軸1.06m、短軸0.90

m、深さ0.38mであった。主軸方位はN-32°-Wであっ

た。

出土遺物は検出できなかった。

第246号土塘（第469図。第470図）

U-9グリッドから検出した。遺構は、ピット 697に

壊されていた。

平面の形状は楕円形で、長軸の一端にテラスを有し

ていた。

規模は、長軸2.04m、短軸0.86m、深さ0.42mであっ

た。主軸方位はN-12°-Wであった。

出土遺物は土師器杯2点、甕3点が出土した。

第247号土塘（第469図。第471図）

T-9グリッドから検出した。 119芳竪穴住居跡を壊

していた。

平面の形状は長方形で、規模は、長軸2.08m、短軸

0.68m、深さ0.24mであった。主軸方位はN-55°-Eで

あった。

出土遺物は土師器杯3点、甕 1点が出土した。

第248号土壊（第469図）

S-10グリッドから検出した。

平面の形状は楕円形で、規模は、長軸1.66m、短軸

1.04m、深さ0.3mであった。主軸方位はN-70°-Eで

あった。

出土遺物は検出できなかった。

第250号土壊（第472図）

U-9グリッドから検出した。 119号竪穴住居跡を壊

していた。

平面の形状は楕円形で、規模は、長軸4.00m、短軸

1.62m、深さ0.66mであった。主軸方位はN-51°-Eで

あった。

覆土は、鈍い黄褐色土を主体とし、焼土、炭化物を

多く含んでいた。特に、 1層と 2層の間には、厚さ 5

mm~1 cm前後の炭化物層が認められた。炭化物は、筵

状で、面的に広がっていた。

出土遺物は、土師器甕が出tした。胴部には、焼成

後に穿たれたと考えられる、円窓力噸忍められた。また、

土玉が4点出土した。

第251号土壊（第469図•第471図）

U-9グリッドから検出した。 53号掘立柱建物跡と重

複していたが、新旧関係は明らかにできなかった。

平面の形状は不整形で、規模は、長軸1.54m、短軸

0.46m、深さ0.32mであった。主軸方位はN-24°-Wで
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第469図 土壊（3)
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第214号士隙覆土

1黒褐色 (lOYRJ/2) R微羅

2褐色 (lOYR4/6) B多混 C微旦

3黒褐色 (lOYR2/J) B微星 RC多混

4 黒褐色 (lOYRJ/1)[l微最 R微混

5 暗褐色 (lOYRJ/3) F若干況 RC微贔

6灰黄褐色（IOYR4/2)C微混

第224号土揺覆 Iこ

1灰オリープ色 (SY4/2)Bプロック少

2 オリープ色 (SYS/6)灰オリープ粒了多

第225号L塙沼十

1黒褐色(l0YR2/l)B少

2掲色 （IOYR4/5) B,患褐色プロック混

3 黄褐色 (lOYRS/8)黄褐色上主体

第241号遭覆土

1疇色（lOYRJ/1)£3多 RC多混

2 黒掲色 (lOYRJ/1)RC微混十器片多

3 暗掲色 (lOYR3/4)13不含 c微昴

4 褐灰色(lOYR4/l)B多 R多混

15.90 m 

ーロー

15.60 m 

SD38 

／／ 

15.40 m 

SD38 

15.60 m 

ーロ

SJ127 

第242号土壊梃土

1黒褐色（IOYR3/2)C微混上器片多

2 黙褐色（IOYRJ/2)C多 R微混

3 黒褐色 (IOYR3/2)RC多

第245号土塙覆土

1黒色 （IOYR2/!) RC多 B締りやや有粘性弱

2鈍貨褐色（IOYR4/J)B多締り粘性有

3鈍黄褐色（IOYRS/4) 13 主体 CR若—I 粘性締り強

第246号士壊覆土

1黒掲色（IOYR3/2)Rやや多

2 暗褐色 (IOYRJ/3)B混人締り粘性やや有

3 暗褐色（IOYRJ/4)B混入締り有

第247月土塙暖土

1黒褐色（IOYRJ/4) B 微晟C混入締りやや有

2鈍褐色 (75YR5/4)B 締りやや有

3褐色 (7.5YR4/2) B士（木

A' 

E
0
9
.
g
l
 

＼

：

＼
 

E
0
9
・
9
1
 

第248号土塙覆土

l黒褐色 （!DYRJ/2) R多 C混在締りやや張

2暗褐色 （IOYRJ/2) RC均ー締りやや弱

3 暗褐色 （IOYRJ/4) R 締りやや弱

第251号土壊投十

］暗褐色（lOYRJ/3)R C 締りやや弱

2褐色 (IOYR4/4) B多締り有

第252号土壊覆土

1黒掲色 （IOYRJ/3) CR若「締り有

2鈍黄褐色（IOYR4/3)CR若干 B 締りやや有

3暗褐色 （!OYRJ/3) 13多

゜
2m 
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第470図土壊出土遺物(I)
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第471図 土壊出土遺物 (2)

S1<247 
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SK251 
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゜
10cm 

土墳出土遺物観察表(I)

番 号 器種 ロ径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存率 備 考

159-1 j:不 13.0 ABCEHJ 3 橙 40 器面荒れ

159-2 j:不 12.2 ABDEHJ 3 橙 30 器面荒れ

162-1 杯 (12.4) 3.5 ABDEFJ 3 橙 20 

162-2 甕 (14. 6) DEHJ 3 浅橙 15 コの字

162-3 珈工 (23.4) BDEHJ 3 浅橙 15 

184-1 長頸瓶 (11. 0) BF 1 灰白 20 湖西黒色徴粒子

187-1 壺 ABDEJ 2 明赤褐 70 赤彩

187-2 鉢 (16.0) ABDEHK 3 明黄褐 60 

188-1 甕 6 3 ABDEH 2 黄橙 80 

205-1 均； (10. 8) 3.6 DEHJ 3 橙 40 

205-2 杯 10.8 4.0 DHJ 2 橙 70 

205-3 罪工 19.2 BDEHL 2 浅黄 60 

205-4 鉢 17.0 9.0 ABDEHJL 2 橙 90 

205-5 珈写 7.8 ABDEHJK 2 橙 80 

210-1 均； 6.0 ACI 2 灰 60 南比企？

241-1 鉢 BFJ 2 灰 破片 中世

241-2 鉢 (12. 0) BJ 2 灰 20 中世？

246-1 均： 11.0 4.8 ADHJ 2 鈍黄橙 90 全面赤彩

246~2 均； 12.8 5.0 ADHJK 3 鈍黄橙 90 全面赤彩

246-3 甕 (17. 0) ADEHK 3 鈍黄橙 30 

246-4 珈平 6.0 ADEHK 3 鈍黄橙 30 

246-5 珈ュ (16. 3) ADEHJKL 3 鈍黄橙 40 

247-1 昇： 13.0 4.5 DHJK 3 赤褐 70 器面荒れ赤彩

247-2 杯 13.8 BDEHJK 3 橙 25 

247-3 杯 11.8 4.0 ADHJK 3 橙 100 

247-4 壺 (16. 8) ADEHJKL 3 鈍黄橙 25 

250-1 甕 19.3 31. 0 7.0 BDEFHJ 2 橙 70 胴部穿孔

251-1 珈コ (18.6) ADEHJL 3 鈍黄橙 30 

251-2 甕 17.4 ADEHJL 3 鈍黄橙 25 
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あった。

出土遺物は土師器甕2点が出土した。

第252号土塘（第469図•第473図）

U-11グリッドから検出した。遺構は、第38号溝跡、

第127丹竪穴住居跡と重複していた。遺構の新旧関係

は、 38号溝跡よりも古かった。第127号竪穴住居跡との

新1日関係は明らかにすることができなかった。

平面の形状は楕円形で、規模は、長軸2.26m、短軸

1.64m、深さ0.74mであった。主軸方位はN-34'-Wで

あった。

出上遺物は須恵器杯1点が出土した。

第253号土壊（第472図・第473図）

U-14グリッドから検出した。遺構は、第131号竪穴

住居跡を壊していた。

平面の形状は不整形で、規模は、長軸2.96m、短軸

1.96m、深さ1.03mであった。主軸方位はN-17.5°-E

であった。覆土は、黒色～黒褐色土が主体であった。

未風化の地山の砂質土ブロックを多量に含んでいたこ

とから、人為的な埋め戻しの可能性がある。

出土遺物は、土師器杯2点、甕3点、ミニチュア 1

点が出土した。

第254号土壊（第472図•第473図）

V-11グリッドから検出した。第141号竪穴住居跡を

壊していた。

平面の形状は楕円形で、長軸の一端にテラスを有し

ていた。

規模は、長軸2.92m、短軸1.42m、深さ0.54mであっ

た。主軸方位はN-34'-Eであった。覆土は、焼土、炭

化物を多く合む鈍い黄褐色士が主体で、特に 2層と 6

層は、炭化物層であった。

出土遺物は土師器杯 3点、 ミニチュア 1点が、 1・2

層から出土した。

第255号土堀（第472図～第474図）

V-10グリッドから検出した。

平面の形状は不整円形で、2基の土壊が重複している

ようにも見えるが、土層断面の観察では、重複は認め

られなかったため、 1基の土壊として扱った。

規模は、長軸2.10m、短軸1.66m、深さ0.76mであっ

た。主軸方位はN-36°-Eであった。覆土は、未風化の

地山ブロックを多量に合む黒褐色土が主体であり、人

為的な埋め戻しの可能性がある。

出土遺物は土師器杯16点、.Illll点、甑2点、壺 2点、

甕3点が出十．した。

本遺構は、 1基の遺構として扱ったか、出土遺物に

は時期差が認められることから、複数の遺構であった

可能性もある。

第256号土壊（第472図•第474図）

V-l1グリッドから検出した。遺構は、第127号・141

号竪穴1打呂跡を壊し、第60号溝跡・ 38号溝跡に壊され

ていた。

平面の形状は楕円形で、長軸の一端にテラスを有し

ていた。

規模は、長軸3.38m、短軸0.94m、深さ0.64mであっ

た。主軸方位はN-35"-Eであった。覆土は、黄褐色～暗

褐色土を主体とし、最下層は、炭化物を多賦に含んで

いた。

出土遺物は土師器杯4点、椀 1点、壺 4点、甕 1点

が出土した。

第257号土塘（第472図）

u-14グリッドから検出した。第131号竪穴住居跡を

壊していた。

平面の形状は円形で、規模は、長軸1.40m、短軸1.25

m、深さ0.36mであった。主軸方位はN-59'-Eであっ

た。

出土遺物は須恵器の杯の破片、鉄製品として刀子が

出土した。

第258号土塀（第472図）

x-11グリッドから検出した。 139号竪穴住居跡を壊

していた。

平面の形状は楕円形で、長軸の一端にテラスを有し

ていた。

遺構の規模は、長軸2.12m、短軸1.0m、深さ0.44m

であった。主軸方位はN-45°-Wであった。覆土は、黒

褐色土を主体とし、最下層は、炭化物を多量に含んで

―-384 -



第472図土 壊(4)

A 15.50 rn A' 15.90 m 

15.90 m 

SD68 

15.90 m 

第250号土塙覆士

1鈍黄褐色（IOYR4/3)BR締りやや有

2鈍黄褐色（IOYR5/4)Il締り有

3鈍黄褐色（IOYR4/3)BC締りやや弱

4 褐色 (IOYR4/4) Il締り有

15.50 m 

v̀ 

第253号土壊覆土

1黒褐色(JOYR2/3)茶掲色士プロック主体 RC少

2黒色 (JOYR2/2) CMR多締り弱

3黒色 (10YR2/l) 2層に淮ず R大型化 M C激増締り粘性強

4 黒掲色 (10YR2/3)R主体

5黒掲色 (10YR2/3)砂質B多

6暗褐色(JOYRJ/4)砂質B

7黒褐色(JOYRJ/2)砂質B混入

第254号土塙覆士

］鈍黄褐色 (]OYR4/3) 粘上プロック •RC

2灰黄褐色 (]OYR4l2)RC多 C層

3鈍黄褐色 (10YR5/4)B RC締り有

4鈍黄褐色 (10YR5l4)B RC締り有

5鈍黄褐色 (lOYRS/4)B締り粘性有

6暗褐色 (JOYRJ/4) RC多（；層

7灰黄褐色 (10YR4l2)掲色土主（本 B多

0 2m 

I I I 

第255号上塙覆士

1黒掲色（IOYR3/3)R末風化少 C小含 Bぺぺ3風化多

2黒掲色（IOYR3/J) l層より粘性強 B多

3 黒褐色（]OYR2/3)1層より 1l少

4 黒色 （IOYR2/I) M風化多 R木風化少 C末風化少

5黒掲色(!OYR2/3)粘性有 R不含 c未風化少 B末風化少

6 黒掲色（IOYR2/3)B多

第256号土隈覆上

1鈍黄褐色 (IOYR5/4)1l多若干RC締りややh

2暗褐色 （IOYR3/3)若TRB締りやや有

3 慰色 (IOYR211) C層

第257号土塙沼士

l暗褐色 (IOYR3/3) BR  C混締り粘性やや弱

2暗掲色 （IOYR3/3) R多 （土師器片混入）

3鈍器褐色（IOYR5/4)R微塁 （壁崩落．1＿)

4 黒褐色 （IOYR3/2) RC均一締りやや有

5暗褐色 （IOYR3/3) 3層に近似砂質B主体

第258号上J孵＇仕上

l焦褐色 (IOYR213)RC締り有

2 黒褐色（!OYR2/2)R少枯件有

3 黄掲色（IOYR5/8)ll多粘性無砂質

4 黒色 (IDYR2/1) C多締り無
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第473図土壊出土遺物（3)
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第474図土壊出土遺物(4)
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土墳出土遺物観察表（2)

番号 器 種 日径 器 高 底径 胎 上 焼成 色調 残存率 備 考

252-1 昇： 12.4 4 2 4.8 AFI 2 灰 70 南比企

253-1 昇： (17. 6) 4.7 BD 2 浅黄橙 30 

253-2 杯 (15. 8) 5.1 BDE 2 浅橙 60 

253-3 珈零 (22.0) DEHJL 2 橙 30 器面荒れ

253-4 珈式 (17.0) ABDEJK 3 橙 20 

253-5 甕 (17. 6) ADEHJL 4 鈍褐 25 

253-6 手 捏ね 4.5 1. 8 3.0 DHJ 2 黄橙 90 

254-1 埒： (11. 6) 3.8 ADEFHJ 3 鈍褐 25 有段

254-2 杯 (12. 6) ADEH 3 鈍褐 40 有段

254-3 埒； (13. 6) ABDJ 2 橙 15 

254-4 手 捏ね 5 4 2.0 3.4 ADHJ 2 黄橙 90 

255~ 1 杯 14.0 6 9 ABCDEJ 2 明褐 80 赤彩暗文

255-2 杯 13.0 5.9 BDEHJ 3 橙 90 

255-3 昇； 11 0 5.0 ADHJKL 3 黄橙 100 赤彩

255-4 杯 12.4 5.0 ABDEHJ 3 橙 50 

255-5 坑 (11. 0) 3.5 ABDEFHJ 2 橙 50 

255-6 杯 (11.0) ADEFI 2 橙 25 赤彩

255-7 均： 10.8 2.9 ABDEH 2 橙 70 

255-8 坑 9.8 3.5 ADEIJ 2 橙 70 赤彩

255-9 杯 11.2 4.5 ADEHJ 3 鈍赤褐 50 

255-10 杯 (10.0) 3.5 BD 3 鈍褐 40 

255-11 杯 (10 8) 3.6 ADEHJK 2 鈍赤褐 70 

255-12 均： 13.4 3.6 ADE] 2 橙 50 

255-13 均； (11.2) 3.5 ABDEH 2 橙 40 

255-14 杯 10.8 3.4 ABDEHJ 2 鈍橙 40 

255-15 昇： (11.6) 3.2 ADEHJ 2 橙 70 

255-16 杯 (10.2) 2.6 ADEHJ 2 橙 40 

255-17 皿 (19.2) DEHJ 2 橙 20 

255-18 壺 (12.0) ABCEJ 2 橙 20 

255-19 壺 9.6 8.8 BEJK 3 橙 90 赤彩

255-20 甕 (16. 0) ADEHJ 3 橙 15 

255-21 罪式 6.5 BE I J K 3 赤褐 30 

255~22 珈式 6 8 ABDEHJ 3 橙 80 割れ日に加丁痕

255-23 甑 7.0 ABDEJK 2 鈍黄橙 70 

255-24 甑 (6. 6) ABDEHJK 3 鈍黄橙 80 

256-1 杯 (12 8) ABDEHJKL 3 鈍橙 30 赤彩

256-2 杯 13.4 5.2 BDEH 3 鈍橙 50 全面赤彩

256-3 麻 (14. 0) ABDEFHJ 2 橙 20 赤彩

256-4 杯 (13. 8) ADEHJ 2 橙 20 

256-5 椀 (11.8) BDE 4 橙 60 

256-6 壺 (11.0) DEFJK 3 鈍橙 40 

256-7 碑土 (21. 0) ADEF 2 橙 90 

256-8 罪士 (9.0) ABEHJK 3 橙 40 赤彩

256-9 壺 (3.6) DEFJK 3 鈍橙 20 

256-10 珈工 (7. 0) ADEHJ 3 灰褐 40 
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いた。

出土遺物は検出できなかった。

第259号土壊（第475図）

V-13グリッドから検出した。

平面の形状は長方形で、規模は、長軸1.18m、短軸

0.82m、深さ0.08mであった。主軸方位はN-7l°-Eで

あった。

出土遺物は、中世の常滑産の陶器片が出土した。

第260号土塘（第475図・第476図）

V-10グリッドから検出した。

平面の形状は不整円形で、規模は、長軸1.74m、短

軸1.40m、深さ0.62mであった。主軸方位はN-48°-E

であった。

出土遺物は土師器杯2点、甕1点が出土した。

第261号土壊（第475図。第476図）

W-12 • 13グリッドから検出した。 50局井戸跡、 38

号溝跡を壊していた。

平面の形状は不整形で、規模は、長軸2.86m、短軸

0. 70m、深さ0.60mであった。主軸方位はN-38°-Eで

あった。

出土遺物は、中祉の鉢1点、須恵器蓋1点が出土し

た。須恵器蓋は、かえりを有し、摘みは環状を呈する。

表面には、弧状の重ね焼きの痕跡力碍忍められた。直径

が12cm前後に復元できることから、高台杯の高台部分

の痕跡と考えられる。

第262号土壊（第475図•第476図）

V-15グリッドから検出した。遺構は、 159号竪穴住

居跡を壊していた。

平面の形状は不整形で、規模は、長軸2.34m、短軸

1.42m、深さ0.62mであった。主軸方位はN-38°-Eで

あった。

出土遺物は、覆土上層から土師器杯5点、高杯1点、

壺2点、甕4点、鉢1点、紡錘車が出土した。遺物には

時期差があり、このうち様相の古い遥物は、重複する

159号竪穴住居跡の遺物であった可能性がある。

第263号土壊（第475図）

V-13・14グリッドから検出した。

平面の形状は楕円形で、規模は、長軸1.50m、短軸

0.62m、深さ0.50mであった。主軸方位はN-63°-Eで

あった。

出土遺物は検出できなかった。

第264号土堀（第475図）

V-14グリッドから検出した。 147号竪穴住居跡と重

複していた。

平面の形状は長方形で、規模は、長軸約1.66m、短

軸約1.18m、深さ0.15mであった。主軸方位はN-30°

-Eであった。

出土遺物は検出できなかった。

第265号土壊（第475図•第477図）

V-14グリッドから検出した。 150号竪穴住居跡と重

複していた。

平面の形状は長方形で、規模は、長軸1.50m、短軸

0.62m、深さ0.5mであった。主軸方位はN-48°-Eで

あった。

出土遺物は、土師器杯、曾凡鉢が出土した。

第266号土壊（第475図）

W-14グリッドから検出した。 64号井戸跡に壊され

ていた。

平面の形状は楕円形で、規模は、長軸1.03m、短軸

約0.95m、深さ0.18mであった。主軸方位はN-44°-E

であった。

出土遺物は検出できなかった。

第267号土壊（第475図）

W-15グリッドから検出した。 268号土壊、ピット

728、153号竪穴住居跡と重複していた。遺構は、 268丹

土堀に壊されていた。

平面の形状は方形で、規模は、長軸2.20m、深さ0.34

mであった。主軸方位はN-59°-Eであった。

出土遺物は、紡錘車が出土した。

第268号土壊（第475図•第477図）

W-15グリッドから検出した。 267号土壊、ピット

728、153号竪穴住居跡を壊していた。

平面の形状は円形で、規模は、長軸1.32m、深さ0.8

mであった。主軸方位はN-47°-Eであった。
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第475図 土環（5)
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第259号十屈隈吐

1里色（IOYR2/!)C多 C層

2 褐色（IOYR4/6) 暗褐色七プロソク• Bプロック多

15.90 m 

15.90 m 

SE64 

／ 

第261号土塙覆土

］黒褐色 {IOYR2/J)R多

2 黒褐色（IOYR3/!)B多

3 褐色 （IOYR4/6)黒褐色ブロック多

第262号十峨梃土

l黒褐色（IOYRJ/2)Rやや多 c混入

2黒褐色（IOYR2/3)C多 R 締りやや弱

3 黒褐色（IOYR3/2)C R B混入

4 褐色 （IOYR4/4) B多

第263号士壊約上

1鈍黄掲色（IOYRS/4)B締り有

2 鈍黄褐色（IOYRS/4)B多

第266号上壊覆十

1 暗褐色（IOYR3/4)R多 c多

2 褐色 （IOYR4/4) C少

SJ153 

f
¥
 

SJ175 

P̀ 

マ／

第267• 268号土壊・ヒット728覆土

1 暗褐色 （IOYR3/3) R 締り有

2黒色 （!OYR2/l) CMR締り無

3 黒褐色 (!OYR3/l) R 

4 暗褐色 （IOYR3/4) B多締り有

5 黒褐色 (IOYR2/2) R 粘性やや有

6鈍黄褐色(!OYR2/3)fl 

7黒褐色 （IOYR2/3) B多

8 黒褐色 （IOYR2/3) B F多締り有

第269号土壊悶士

1黒褐色(!OYR2/J)RC微量

2 暗褐色（IOYR3/4) B多

第270号上渡覆土

1黒褐色(!OYR3/I)R C少

。
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第476図土壊出土遺物（5)
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第477図 土壊出土遺物（6)
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↑0cm 

土墳出土遺物観察表（3)

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存率 備 考
260-1 杯 13.0 4.5 ABDEHJ 2 橙 60 
260-2 坑 11.0 3.3 ADEHJ 3 橙 60 
260-3 甕 (19. 0) BDEHJ 3 橙 40 
261-1 芸而 (19.0) 3.2 ABFL 2 灰 40 つまみ径58cm 
261-2 鉢 (12. 4) BF] 2 灰 20 中世？

262-1 昇： 12.4 4.6 ADHJ 2 浅黄橙 100 全面赤彩

262-2 杯 12.0 3.9 ADE G J 2 鈍橙 50 
262-3 杯 (11.8) ACDEHJ 2 褐色 40 
262-4 杯 (10.2) 3.5 ABDEHJ 2 橙 50 黒斑あり

262-5 杯 (10 3) 3.0 ABDEJ 2 橙 40 
262-6 晶 杯 (17. 2) 12 8 11. 0 ABDEJK 4 鈍黄橙 60 赤彩

262-7 症士 (12. 0) ABDJ 3 明赤褐 20 
262-8 壺 (10. 0) BDE 2 鈍黄橙 10 
262-9 甕 (17 0) BEHJK 3 赤褐 30 
262-10 甕 (22. 0) ABDEHJ 3 鈍橙 20 
262-11 甕 (22.0) ABDHJL 2 鈍橙 20 
262-12 甕 14 6 17.8 ABEJK 3 明赤褐 90 
262-13 鉢 (26. 0) ABDEHJ 2 鈍橙 20 
265-1 埒： 11.2 4.5 ADE] 2 鈍黄橙 50 
265-2 鉢 (22.0) BDEHJ 3 棺 40 
265-3 甑 (22.0) BDEJ 2 鈍黄橙 20 
268-1 杯 15.6 4.4 ACE] 2 橙 50 赤彩

268-2 杯 (11.0) ABEJ 2 橙 20 全面赤彩

268-3 杯 (11.0) BDEJ 2 橙 20 有段

268-4 杯 (13. 0) ACDEJ 2 橙 20 暗文

268-5 罪式 (22.8) ABDEJ 2 鈍褐 20 
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出土遺物は土師器杯4点、甕1点が出土した。

第269号土堀（第475図）

W-15グリッドから検出した。 175号竪穴住居跡を壊

していた。

平面の形状は不整円形で、規模は、長軸1.48m、短

軸1.28m、深さ0.21mであった。主軸方位はN-19°-E

であった。

出土遺物は、紡錘車が出土した。

第270号土壊（第475図）

V-14グリッドから検出した。 62号掘立柱建物跡に

壊されていた。

平面の形状は不整円形で、規模は、長軸1.53m、短

軸1.30m、深さ0.16mであった。主軸方位はN-71°-W

であった。

出土遺物は検出できなかった。

第271号土塘（第478図）

W-17グリッドから検出した。

平面の形状は円形で、テラスを有していた。規模は、

長軸1.50m、短軸1.30m、深さ0.22mであった。主軸

方位はN-27°-Eであった。

覆土は、焼土粒子、炭化物を含むにぶい黄褐色土が

主体であった。

出土遺物は検出できなかった。

第272号土壊（第478図。第479図）

W-17グリッドから検出した。

平面の形状は円形で、底面中央部には径55cmの円形

の小穴か掘り込まれていた。

規模は、長軸1.14m、短軸1.08m、深さ0.26mであっ

た。主軸方位はN-24°-Wであった。

覆土は、焼土粒子、炭化物を含む黄褐色土が主体で

あった。

出土遺物は土師器杯1点が出土した。

第273号土壊（第478図•第479図）

W-16グリッドから検出した。 171・175号竪穴住居

跡を壊していた。

平面の形状は円形で、遺構の規模は、長軸1.56m、

短軸1.50m、深さ0.84mであった。主軸方位はN-0°

であった。

覆土は、炭化物、焼土粒子を多く含んでいた。特に

4層は、炭化物層となっていた。

出土遺物は、須恵器長頸瓶1点、紡錘車 1点が出土

した。長頸瓶は、頸部～肩部の破片であるが、肩部に

は、縦方向のロクロ成形痕が観察できることから、フ

ラスコ型長頸瓶と考えられる。

第274号土堀（第478図。第479図）

W-15 • 16グリッドから検出した。

平面の形状は円形で、規模は、長軸0.92m、短軸0.86

m、深さ0.22mであった。主軸方位はN-70°-Wであっ

た。

出土遺物は須恵器杯1点が出土した。

第275号土壊（第478図•第479図）

V-16グリッドから検出した。

平面の形状は円形で、規模は、長軸1.38m、短軸1.12

m、深さ0.20mであった。主軸方位はN-58°-Eであっ

た。

出土遺物は、土師器杯2点が出土した。

第276号土壊（第478図）

V-9グリッドから検出した。 123号竪穴住居跡を壊

していた。また遺構の東側は、調査区外へ展開してい

たため、遺構の全体を検出することができなかった。

平面の形状は円形と考えられ、規模は、径1.2m、深

さ0.39mであった。主軸方位はN-38°-Wであった。

出土遺物は検出できなかった。

第277号土堀（第478図）

W-15グリッドから検出した。 153号竪穴住居跡に壊

されていた。

平面の形状は楕円形で、規模は、長軸1.64m、短軸

0. 78m、深さ0.28mであった。主軸方位はN-75°-Eで

あった。

出土遺物は検出できなかった。

第278号土壊（第478図）

w-15グリッドから検出した。 152• 153号竪穴住居

跡と重複していた。

平面の形状は円形で、規模は、長軸1.44m、短軸1.34
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第478図土壕（6)
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第271• 272号十腺覆七

1鈍黄褐色 (lOYR4/J)R C 締り有

2鈍黄褐色 (lOYR4/3)RC 8締り宥

3褐色 (lOYR4/4) 8主体

第273号土壊梃上

1黒褐色 （lOYR3/2) CB 

2灰黄褐色 (lOYR4/2)BRC締りやや弱

3暗褐色 (lOYR3/3) BC R 締り有

4黒色 (lOYR2/l) C層有機質含締り弱

5灰黄褐色 (lOYR4/2)B R締り弱

6黒色 (lOYR3/l) C多締り有

7褐色 (lOYR4/4) B砂質締り有

第274号土壊覆土

1黒掲色 (lOYR2/3)R多

2暗褐色 (lOYR3/4)B多

第275号土哄梃上

l暗褐色 (10YR3/4) RC混入締り有

2鈍黄褐色（10YR4/3)RC 13締り有

3掲色 （10YR4/4) 13締り有

第277号十胡誼且

1鈍黄褐色（10YR5/4)13締り有貼床

2黒褐色 (10YR3/2) R C 1-l締りやや弱

3鈍黄褐色 (10YR4/J)13 RC 

4 鈍黄掲色（10YR5/4)13締り有

第278号士渡投士

l黒褐色 (10YR3/l)R未風化少 c未風化少

乙黄褐色 (10YR5/6)砂質B上体 B風化多 RC微最

3児褐色 (lOYR3/l)RCやや少

4 黄褐色 (10YR5/6)Bやや少

第279号士壊梃上

］暗褐色(!OYR3/4)RC締りやや弱

2暗褐色（IOYR3/4)RC締りやや弱

第280号上壊覆土

1黒色 （!OYR2/2) CR締りやや強

2黒褐色(!OYR3/2)R C若TB混入締りやや弱

第28!号土壊覆士

1暗褐色（!OYR3/3)黒色土主体 RC混存締り有

2褐色 (!OYR4/6) H多締り有

第282号土溜閉上

1褐色 （7.SYR4/3) R混入締り弱

2黒褐色（7.5YR3/2)RC混入

゜
2m 
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第479図土墳出土遺物(7)

SK272 SK274 SK275 

こ 口
SK273 

,'しロ

口
SK279 

□`/ 

ロニ
SK282 

口
゜

10cm 

土墳出土遺物観察表(4)

番 号 器種 ロ径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存率 備 考

272-1 杯 11.6 3.6 ADEJ 2 鈍褐 95 

273-1 長頸瓶 BF 1 灰 90 湖西フラスコ形

274-1 杯 (13.8) 3.5 (8. 6) AFI 2 灰 40 南比企

275-1 埒； 12.8 3.2 ABDE 2 橙 60 

275-2 杯 (13. 0) ABDEJ 2 橙 40 

279~1 j:不 15.6 ABDF 2 灰黄褐 20 

282-1 均； 12.0 5.3 ADEJL 2 橙 100 黒斑あり

m、深さ0.26mであった。主軸方位はN-36°-Eであっ

た。

出土遺物は検出できなかった。

第279号土壊（第478図•第479図）

V-15グリッドから検出した。 159号竪穴住居跡に壊

されていた。

平面の形状は方形で、規模は、長軸0.60m、短軸0.56

m、深さ0.36mであった。主軸方位はN-54°-Eであっ

た。

出土遺物は、土師器杯 1点が出土した。

第280号土壊（第478図）

V-16グリッドから検出した。遺構は、 167号竪穴住

居跡に壊されていたため、全体を検出することはでき

なかった。

平面の形状は円形で、規模は、径0.88m、深さ0.2m

であった。主軸方位はN-24°-Wであった。

出土遺物は検出できなかった。

第281号土壊（第478図）

W-17グリッドから検出した。遺構の北側は、調査区

外へ展開していたため、遺構の全体を検出することは

出米なかった。

平面の形状は楕円形と考えられ、底面には、径40cm

の小穴を有していた。規模は、長軸1.74m、短軸1.40

m、深さ0.28mであった。主軸方位はN-84°-Wであっ

た。

出土遺物は検出できなかった。

第282号土壊（第478図）

V-15グリッドから検出した。 167・168号土爛と重複

していた。

平面の形状は円形で、規模は、径0.64m、深さ0.43

mであった。主軸方位はN-33°-Wであった。

出土遺物は、土師器杯l点が出土した。

第283号土壊（第480図）

x-18グリッドから検出した。 63号掘立柱建物を壊

していた。また、 74号井戸跡、 76号溝跡に壊されてい

た。

平面の形状は楕円形で、規模は、長軸3.10m、短軸

1.46m、深さ0.58mであった。主軸方位はN-23°-Wで
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あった。

出土遺物は検出できなかった。

第284号土壊（第478図）

w-17グリッドから検出した。

平面の形状は長方形で、長軸1.7m、短軸0.97m、深

さ0.08mであった。主軸方位はN-64"-Eであった。

出土遺物は検出できなかった。

第286号土堀（第480図）

w-18グリッドから検出した。遺構の北側は調査区

外へ展開していたため、遺構の全体を検出することは

できなかった。

平面の形状は楕円形と考えられ、規模は、長軸2.60

m、深さ0.7 mであった。主軸方位はN-35"-Wであっ

た。

出上遺物は検出できなかった。

第287号土壊（第480図）

x-17グリッドから検出した。遺構の大半は、 177号

翌勺麒跡・ 74号溝跡に壊されていたため、遺構の全

体を検出することはできなかった。

平面の形状は、長方形と考えられ、規模は、長軸5.02

m、深さ0.08mであった。主軸方位はN-51°-Eであっ

た。

出土遺物は検出できなかった。

第288号土壊（第480図）

Y-16グリッドから検出した。 184号竪穴住居跡を壊

していた。

平面の形状は楕円形で、規模は、長軸1.62m、短軸

1.38m、深さ0.22mであった。主軸方位はN-19°-Wで

あった。

出土遺物は検出できなかった。

第289号土壊（第480図•第483図）

Z-15グリッドから検出した。 185号竪穴住居跡を壊

していた。また、 79号溝跡に壊されていた。

平面の形状は楕円形で、規模は、長軸1.50m、短軸

1.34m、深さ0.18mであった。主軸方位はN-44°-Wで

あった。

出土遺物は、土師器杯1点が出土した。

第290号土壊（第481図•第483図）

u-10グリッドから検出した。 38号溝跡に壊されて

いた。

平面の形状は長方形で、規模は、長軸5.74m、短軸

0. 72m、深さ0.15mであった。主軸方位はN-54"-Eで

あった。

出土遺物は、須恵器蓋 1点が出土した。

第291号土壊（第480図•第483図）

Y-14グリッドから検出した。 292号土壊に壊されて

いた。

平面の形状は不整円形で、規模は、長軸1.08m、短

軸0.54m、深さ0.44mであった。主軸方位はN-60"-W

であった。

出土遺物は、須恵器蓋 1点出土した。

第292号土堀（第480図）

Y-14グリッドから検出した。

183号竪穴1打呂跡・ 291号土塙を壊していた。

平面の形状は方形で、規模は、長軸1.14m、短軸1.04 

m、深さ0.98mであった。主軸方位はN-60'-Eであっ

た。

出土遺物は検出できなかった。

第293号土堀（第480図）

Y-14グリッドから検出した。平面の形状は円形で、

規模は、長軸1.03m、短軸0.84m、深さ0.28mであっ

た。主軸方位はN-70'-Wであった。

出土退物は検出できなかった。

第294号土城（第481図）

Y-15グリッドから検出した。 74号溝跡に壊されて

いた。

平面の形状は長方形で、規模は、長軸1.89m、短軸

0. 75m、深さ0.22mであった。主軸方位はN-56"-Eで

あった。

出土遺物は検出できなかった。

第295号土壊（第481図）

Y-15グリッドから検出した。

平面の形状は長方形で、規模は、長軸1.28m、短軸

0.58m、深さ0.12mであった。主軸方位はN-50°-Wで
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第480図土壕（7)
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第283号上塙悶上

1黒褐色 (IOYR2.13) 灰色粘質上上体

2 黒褐色（IOYR2.IJ) B少酸化のため茶褐色化

3 黒褐色 (IOYR2.13) 大用IB多

4 褐色 （IOYR4/6) 砂質B主体

5 黒色 （IOYRl?/1)粘士化灰杓色砂質B

第286号ナ揺覆上

］ 患色 （IOYR2.12)遺物］じ多若千c

2暗褐色（IOYRJ/3)遺物R少 B多

3 患褐色（IOYR2.13)R・被加熱B・C多

4 黒褐色（IOYR2/J)B多 RC不含粘性強

5 黒掲色（IOYR2.13)灰色粘質上字体

6 褐色 （IOYR4/6))く即砂質Bキ体

15.70 m 

,'SJ185 

: 
SJ138 I ~ク~\___,, ¥ 

バ＼ ／／ ＼ ／口D74

SK292 

第287号上塙覆士

1鈍黄褐色 (10YR4/3)褐色十主体 B多

2褐色 (10YR4/4) 1屈に近似褐色土多締りやや弱

3褐色 (10YR4/6) H字体締り有

第288号土壊覆士

l暗褐色 (10YR3/3)粘性有 R・粘上プロック

2黒褐色 (10YR3/2)R 

3 暗褐色 (10YR3/4)B混存締り未謡t有

4 阻掲色 (10YR3/2)R砂質土混人締り有

第289号土塙覆士

1 黒掲色 (2.5Y3/l)B風化少 R風化少

2黒掲色 (2.SYJ/1) 1層より B多 R少

第293号七塙覆t

1黒褐色 (10YR3/l)R • C ほ化木）混入

2 黒掲色 (10YR3/2)B多他混入物小含

15.80 m 

第291 • 292号上城覆土

l黒掲色 (IOYR3/l)RC （木片）多 8層に似る

2 暗褐色(IOYR3/3)B砂質十多

3 黒褐色 (IOYR2/2)B砂質土多 c少

4 褐色 （IOYR4/6)砂質 B砂質士多

5褐灰色 (IOYR4/l)粘性有 R

6 黒褐色 (IOYR3/l)粘性有 RC少 B砂質土

7黒褐色 (IOYR3/2)R多

8 黒褐色 (IOYR3/l)R • C （木片）多 1屑に似る

9 暗褐色（IOYR3/3)B砂質七多 2層に似る

0 2m 
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あった。

出土遺物は検出できなかった。

第296号土堀（第481図）

X-14グリッドから検出した。 77号掘立柱建物跡と

重複していたが、新旧関係は明らかにできなかった。

平面の形状は不整円形で、規模は、長軸1.05m、短

軸1.22m、深さ0.36mであった。主軸方位はN-45°-E

であった。

出土遺物は検出できなかった。

第297号土壊（第481図）

Y-15グリッドから検出した。 8号性格不明遺構を壊

していた。

平面の形状は不整円形で、規模は、長軸1.25m、短

軸1.22m、深さ0.08mであった。主軸方位はN-56°-W

であった。

出土遺物は、図示不可能であったが、中世常滑産の

陶器片が出土した。

第298号土壊（第481図）

Y-14グリッドから検出した。 183号竪穴住居跡を壊

していた。

平面の形状は長方形で、規模は、長軸1.38m、短軸

1.10m、深さ0.38mであった。主軸方位はN-50°-Eで

あった。

出土遺物は検出できなかった。

第299号土壊（第481図）

Y-15グリッドから検出した。遺構の中央部分は、 74

号溝跡に壊されていた。

平面の形状は楕円形で、規模は、長軸2.28m、短軸

は推定で1.5m、深さ0.42mであった。主軸方位はN

-44°-Wであった。

出土遺物は検出できなかった。

第300号土壊（第481図•第483図）

Z-15グリッドから検出した。遺構の大半は77号溝跡

に壊されていたため、全体を検出することはできな

かった。

平面の形状は不整形で、規模は、長軸2.07m、短軸

0. 75m、深さ0.38mであった。主軸方位はN-54°-Eで

あった。

出土遺物は須恵器杯が出士した。

第301号土壊（第482図）

X-14グリッドから検出した。 302号土壊を壊してい

た。

平面の形状は不整円形で、規模は、長軸1.62m、短

軸1.45m、深さ0.18mであった。主軸方位はN-35°-E

であった。

出土遺物は、図示不可能であったが、常滑産の甕の

破片が出土した。

第302号土壊（第482図）

X-14グリッドから検出した。 301号土壊、 81号井戸

跡に壊されていたため、遺構の全体を検出することは

できなかった。

平面の形状は不整円形で、規模は、長軸1.16m、短

軸は推定で1.0m、深さ0.13mであった。主軸方位はN

-65°-Wであった。

出土遺物は検出できなかった。

第303号土壊（第482図）

X•Y-18グリッドから検出した。 87号溝跡を壊して

しヽ た。

平面の形状は楕円形で、規模は、長軸2.35m、短軸

1.44m、深さ0.24mであった。主軸方位はN-17°-Wで

あった。

出土遺物は検出できなかった。

第304号土堀（第482図•第483図）

Y-13グリッドから検出した。 305号土壇と重複して

いたが、遺構の新旧関係は明らかにすることができな

かった。

平面の形状は長い楕円形で、規模は、長軸1.84m、

短軸0.36m、深さ0.24mであった。主軸方位はN-64°

-Eであった。

出土遺物は、土師器杯1点が出土した。

第305号土壊（第482図）

Y-13グリッドから検出した。 38号溝跡に壊されて

いた。また、 304号土壊と重複していたか、遺構の新旧

関係は明らかにできなかった。
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第481図 土堀（8)
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第296号士壊覆十

1暗褐色（IOYR3/4)B砂質土多

2黒褐色（IOYR2/3)粘性やや有 R

第298号土壊覆土

1黒褐色 （IOYR3/2)黒色土主体混入物なし

2灰黄褐色（IOYR4/2)B多混

3黒色 (IOYR2/J) C （木）多混

、 SD74
、、
‘‘ 、ヽ

＼ 
ヽ

＼
 

マ・

第299号七壊覆土

1鈍黄褐色（IOYRS/3)B若干 RC混入

2 鈍黄褐色（IOYR4/3)RC主体

3 暗褐色 （IOYR3/3) Bi昆入若干RC

4 鈍黄褐色（IOYR4/3)B• 砂質B混入

5暗褐色 (IOYRJ/3) C R若干

6暗褐色 （!OYRJ/3) B主体

乙

15.70 m 

第300号上壊獨十

1 黒色 (10YR2/1) RC締りやや弱

2 黒褐色 (lOYRJ/2) 1屈近似 R若干少 B

3 褐色 (10YR4/4) 13主体暗褐上

7褐色 (10YR4/6) B 

。
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平面の形状は方形で、規模は、長軸1.18m、短軸1.02

m、深さ0.13mであった。主軸方位はN-66'-Wであっ

た。

出土遺物は検出できなかった。

第306号土壊（第482図）

Y-14グリッドから検出した。 191号竪穴住居跡を壊

していた。

平面の形状は円形で、規模は、長軸1.02m、短軸0.94

m、深さ0.18mであった。主軸方位はN-18'-Wであっ

た。

出土遺物は、検出できなかった。

第307号土壊（第482図）

Y-18グリッドから検出した。

平面の形状は長方形で、規模は、長軸1.85m、短軸

0.90m、深さ0.40mであった。主軸方位はN-18°-Wで

あった。

出土遺物は検出できなかった。

第308号土壊（第482図•第483図）

Y-18グリッドから検出した。 85号溝跡に壊されて

いた。

平面の形状は楕円形で、規模は、長軸1.27m、短軸

0. 74m、深さ0.45mであった。主軸方位はN-42°-Wで

あった。

出土遺物は、土師器杯1点が出上した。

第309号土壊（第482図）

Y-18グリッドから検出した。遺構は、 85号溝跡に壊

されていたため、遺構の全体を検出することはできな

かった。

平面の形状は楕円形と考えられ、規模は、長軸1.42

m、短軸0.76m、深さ0.18mであった。主軸方位はN

-36°-wであった。

出土遣物は検出できなかった。

第310号土壊（第482図）

Y-18グリッドから検出した。 1芳周溝状遺構と重複

していたが、新旧関係は明らかにできなかった。

平面の形状は楕円形で、規模は、長軸1.57m、短軸

0.92m、深さ0.36mであった。主軸方位はN-20°-Wで

あった。

出土遺物は検出できなかった。

第311号土壊（第484図）

X-14グリッドから検出した。 38号溝跡に壊されて

しヽた。

平面の形状は長方形で、規模は、長軸1.30m、短軸

0.82m、深さ0.62mであった。主軸方位はN-42"-Wで

あった。

出土遺物は、須恵器甕の破片が出土したが、図示可

能な遺物は検出できなかった。

第312号土壊（第484図）

X-14グリッドから検出した。 38号溝跡に壊されて

いた。

平面の形状は長方形で、規模は、長軸1.42m、短軸

0.92m、深さ0.71mであった。主軸方位はN-42°-Wで

あった。

出土遺物は検出できなかった。

第313号土壊（第482図）

X-19グリッドから検出した。 198号竪穴1打呂跡を壊

していた。

平面の形状は楕円形で、長軸の一端にテラスを有し

ていた。規模は、長軸2.37m、短軸0.80m、深さ0.37

mであった。主軸方位はN-65°-Eであった。

出土遺物は、検出できなかった。

第314号土塘（第484図）

Y-18グリッドから検出した。 196・201号竪穴住居跡

を壊していた。

平面の形状は円形で、規模は、長軸0.95m、短軸0.87

m、深さ0.37mであった。主軸方位はN-7°-Eであっ

た。

出土遺物は石製紡錘車 1点が出土した。

第315号土堀（第484図）

Z-18グリッドから検出した。 201号竪穴住居跡を壊

していた。

平面の形状は不整形で、長軸の一端の壁は、挟れて

いた。規模は、長軸1.82m、短軸1.06m、深さ0.60m

であった。主軸方位はN-7T-Wであった。
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第482図土壊（9)
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第301• 302号士塙梃七

1暗褐色 (IOYR3/4)粘性無 B砂質土多

2 黒色 （IOYR21I) C屈 R

3 暗褐色 （IOYR3/4)粘性やや有 B砂質十多

4 鈍黄掲色（IOYR4/3)粘性やや有 R微盤

第303号土腋覆土

1黒褐色（lOYRJ/2)RC  ll微量締りやや弱

2暗掲色 (lOYRJ/3) 1層含 Bプロック混在

第304• 305号土職覆土

l ll社褐色（IOYR3/4)R 

2褐色 (10YR4/6) D砂質上多

3黒掲色 (lOY即 /2)R砂質卜多

第306号土塙覆土

1暗掲色（10YR3/4)R風化多少 B風化多

2褐色 (10YR4/6) R風化少 B風化多

第307号土嫡覆上

1黒褐色 （10YR2/3) R B多杓干c

2 黒掲色 （10YR2/3) 1屈に準ず R多

3暗褐色 (10YR2/3) RC微燈単一的

4褐色 (10YR4/6) Bキ体

第310号土戦覆土

1黒褐色 （IOYR3/2) R微呈 B 締りやや有

2 鈍黄掲色 (IOYRS/4)B主（本 3陪をプロソク状含

3 明黄褐色(!OYR6/6)B上体 1層をプロック状含

第313号土瞳覆土

1掲灰色 (IOYR4/l) R多 C混在粘七ブロック

乙鈍黄褐色（IOYRS/4)粘十上｛本

。
2m 
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出土遺物は検出できなかった。

第316号土壊（第484図）

Z-19グリッドから検出した。 201・202号竪穴住居跡

を壊していた。

平面の形状は円形で、規模は、長軸0.86m、短軸0.70

m、深さ0.48mであった。主軸方位はN-55"-Wであっ

た。

出土遺物は検出できなかった。

第317号土壊（第484図）

Z-18グリッドから検出した。 201号竪穴住居跡を壊

していた。

平面の形状は楕円形で、規模は、長軸1.02m、短軸

0.42m、深さ0.51mであった。主軸方位はN-50"-Wで

あった。

出土遺物は検出できなかった。

第318号土壊（第483図。第484図）

AA-20グリッドから検出した。 208号竪穴住居跡を

壊していた。また、 90号井戸跡に壊されていた。

平面の形状は円形で、規模は、長軸2.09m、短軸2.42

m、深さ0.51mであった。主軸方位はN-45°-Eであっ

た。

出土遺物は須恵器杯 1点、壺 1点が出土した。

第319号土壊（第484図）

Z-18グリッドから検出した。

平面の形状は円形で、規模は、長軸0.82m、短軸0.64

m、深さ0.26mであった。主軸方位はN-36°-Wであっ

た。

出土遺物は、羽日が出土した。

第320号土壊（第484図）

AA-20グリッドから検出した。

平面の形状は円形で、底面には、径30cmの円形の小

第483図土堀出土遺物(8)

SK289 SK290 SK291 SK300 

＝ 
SK304 

｀ 

／ー、―`

SK308 

口
SK318 

SK322 SK318 

□ 9三 2

― —ーー

口

゜
10cm 

土墳出土遺物観察表（5)

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存率 備 考
289-1 杯 (10. 8) ABEJ 3 橙 20 有段
290-1 芸rn ABDHJL 3 灰 30 末野？つまみ径1.2cm
291-1 芸n AFHJ 3 黄褐 30 末野つまみ径3.7cm
300-1 坪 (11 0) 4.1 AFIL 2 灰 60 
304~1 況； 11 2 3.8 ABDEJ 3 橙 100 
308-1 玩： 12.5 5.4 ABCEJL 3 橙 80 全面赤彩
318-1 坑 17.5 3.7 11.3 ABH 2 灰 70 末野？
318-2 罪士 (16.0) BEJK 2 鈍黄橙 80 
322-1 沐 13.0 4.2 ABCE 2 赤褐 60 
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第484図土墳(I0) 
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第312号土讃覆土

1灰黄褐色(!OYR412)F多

2暗褐色 (IOYR3/3) B砂質上多 F多

3褐色 (10YR416) B砂質十多

第314号土讃覆土

1暗褐色（IOYRJ/4)B多締り有

2暗褐色（IOYRJ/4) 1層某本 B溶混多締り無

3 褐色 （IOYR4/6)粘質B主体

第315号上暗覆土

1 黒褐色 (10YR2/3) 粘性強 B未溶化• R多

2 黒褐色 (10YR2/J)B未溶化多 R少締り弱

3黒色 (10YR2/2) 2層基本 R不含 B大型化

4 黒色 (10YR2/2) B少締り弱

5 暗褐色 (10YR3/4)B:i体壁・底崩落溶軟化

第316号土漿覆土

1黒褐色 (10YR2/J)B多 RC少

2黒褐色 (10YR3/2)B R若T暗灰色粘質七主体

第317号土讃覆土 （故意の埋戻し）

1暗掲色 (10YR3/3)B多水分で全体暗灰色粘質士化

2褐色 （10YR4/6)未溶化B主体

第318号土戦覆土

1褐灰色 (lOYRS/1)R F多

2褐灰色 (10YR5/l)CRF 

3 黄褐色 (10YR5/8)砂質B 黒褐色プロック

第322号土塙覆土

l黒褐色 (10YR2/3)B風化少 R風化少 c風化少

2黒褐色 (10YR2/2)ややR多

3 黒褐色 (10YR3/l)R多

4 黒褐色 (10YR3/l)RBやや多

5黒褐色 (10YR3/l)B:£体里褐色十ブロック風化多

。
2m 
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穴力嗚り込まれていた。規模は、長軸1.48m、短軸1.28

m、深さ0.16mであった。主軸方位はN-0゚ であった。

出土遺物は検出できなかった。

第321号土壊（第484図）

AB-20グリッドから検出した。遺構は、 219・220・

238号竪穴住居跡を壊していた。また、 85号掘立柱建物

跡に壊されていたため、全体を検出することができな

かった。

平面の形状は長方形で、規模は、長軸1.62m、短軸

1.16m、深さ0.18mであった。主軸方位はN-45°-Wで

あった。

出土遺物は検出できなかった。

第322号土壊（第483図•第484図）

Z-15グリッドから検出した。遺構の大半は、 325号土

壊． 77• 90号溝跡に壊されていたため、遺構の全体を

検出できなかった。また、 9叶性格不明遺構を壊してい

た。

平面の形状は楕円形で、規模は、長軸3.84m、短軸

1.10m、深さ0.46mであった。主軸方位はN-22"-Eで

あった。

出土遺物は土師器杯1点が出土した。

第323号土壊（第485図•第486図）

AB-18グリッドから検出した。 235• 236 • 237号竪

穴住居跡を壊していた。

平面の形状は不整形で、規模は、長軸2.16m、短軸

1.00m、深さ0.55mであった。主軸方位はN-68°-Eで

あった。

出土遺物は土師器杯1点が出土した。

第324号土壊（第485図•第486図）

AB-18グリッドから検出した。 235・236号竪穴住居

跡を壊していた。

平面の形状は不整円形で、遺構の規模は、径1.34m、

深さ0.40mであった。主軸方位はN-42°-Wであった。

出土遺物は須恵器杯l点が出土した。

第325号土壊（第485図）

Z-15グリッドから検出した。 244号竪穴住居跡、 322

号土壊、 9号性格不明遺構を壊していた。また77号溝

跡に壊されていた。

平面の形状は不整形で、規模は、長軸1.58m、短軸

1.45m、深さ0.28mであった。主軸方位はN-57°-Eで

あった。出土遺物は検出できなかった。

第326号土壊（第485図）

Z-15グリッドから検出した。 244号竪穴住居跡、 9号

性格不明遺構を壊していた。また、 77号溝跡に壊され

ていた。

平面の形状は楕円形で、規模は、長軸1.50m、深さ

0.40mであった。主軸方位はN-36°-Wであった。

出土遺物は検出できなかった。

第327号土堀（第485図）

AA-18グリッドから検出した。 231号竪穴住居跡を

壊していた。

平面の形状は円形で、規模は、径1.52m、深さ0.34

mであった。主軸方位はN-85°-Eであった。

出土遺物は検出できなかった。

第328号土壊（第485図）

Y-17グリッドから検出した。 222・223号竪穴住居跡

を壊していた。

平面の形状は長方形で、規模は、長軸1.82m、短軸

1.24m、深さ0.30mであった。主軸方位はN-20"-Wで

あった。 出土遺物は検出できなかった。

第330号土壊（第485図）

AB-19グリッドから検出した。 241・242号竪穴1打呂

跡を壊していた。

平面の形状は不整円形で、規模は、径1.14m、深さ

0.46mであった。主軸方位はN-77°-Eであった。

出土遺物は検出できなかった。

第331号土壊（第485図）

Z-19グリッドから検出した。 226・227号竪穴住居跡

を壊していた。また、 332号土塙に壊されていた。

平面の形状は楕円形で、規模は、長軸1.86m、短軸

1.20m、深さ0.06mであった。主軸方位はN-50°-Eで

あった。出土遺物は検出できなかった。

第332号土壊（第485図）

Z-19グリッドから検出した。 226・227号竪穴住居跡、
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第485図土壊(II) 
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三言冒/ 1暗褐色 (10YR3/3)RCやや砂質

第323号土讃覆士 2暗褐色 (10YR3/4) RC締りやや有

1灰黄褐色（10YR4/2)B多 RC少 3褐色 (10YR4/4) 2層に比ぺやや粘性有

2暗褐色 (IOYRJ/4) 1層基本溶化進行BR多 4鈍黄褐色 (10YR5/4)B締り有

3鈍黄褐色 (IOYR5/3)溶化進行B多粘性強 第328号土廣覆土

4鈍黄褐色 (lOYRS/3)3 • 2層基本 R多粘性強

5褐色 (10YR4/4) B主体底の溶軟化層

第324号土讃覆土

1暗褐色（10YR3/4)RC多全体M多カマド覆土

2暗褐色 (10YR3/4)B主体溶化未進行

3暗褐色（10YR3/3)粘性強溶化進行B少 R若干

第325• 326号土贖覆土

1黒色 (10YR2/2)B未風化少 R未風化少 c未風化少

2黒色 (10YR2/2) 1層より B多

3黒色（10YR2/l)B未風化少 R未風化少 c未風化少

4 黒色（10YR2/l)3層より B多

5黒色（IOYR2/l)3層より B多締り有

16.00m 

1疇色 (10YR3/2)B忍風化多

2黒褐色 (10YR3/2)B風化少 Rやや風化少 Cやや風化少

3 黒褐色 (10YR3/l)B風化少 R風化少 c風化少やや粘性有

4 黒褐色 (10YR3/l)2層に同じ粘性有

第33()1号土横覆土

1黒褐色 (lOYRJ/2)粘性有粘土プロック• B 

2暗褐色 (lOYRJ/4)ア層より明るい B

3 黄褐色 (10YR5/6) B主体

4暗褐色 (lOYRJ/4) B締りやや有

5黄褐色 (10YR5/6) B主体

6灰黄褐色 (10YR4/2)粘性有 B締りやや有

第331• 332号土横覆土

1黒褐色 (lOYRJ/1)B風化多 R風化少

2黒褐色 (lOYRJ/1) 1層より R少

麟

15.90 m 

］ 
第335号上演覆土

1叫晒（10YR2/2}B風化少 Rやや未風化少 c未風化少やや砂質

2黒褐色 (10YR3/l} 1層に黒褐色粘土風化多が混入

3 黒褐色 (10YR3/l)1層にB風化多少が混入

第338号土蹟覆土

1暗褐色 (10YR3/3)R微量未溶化大型B多

゜
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331号土壊を壊していた。

平面の形状は不整円形で、規模は、径1.1m、深さ

O.llmであった。主軸方位はN-51°-Wであった。

出土遺物は検出できなかった。

第333号土塀（第485図）

AA-19グリッドから検出した。 230号竪穴住居跡を

壊していた。

平面の形状は円形で、規模は、径1.27m、深さ0.60

mであった。主軸方位はN-63°-Eであった。

出土遺物は検出できなかった。

第334号土壊（第485図）

AA-19グリッドから検出した。 233号竪穴住居跡と

重複していた。

平面の形状は楕円形で、規模は、長軸1.28m、短軸

0.6m、深さ0.23mであった。主軸方位はN81°-Wで

あった。出土遺物は検出できなかった。

第335号土壊（第485図）

AA-16グリッドから検出した。98号井戸跡に壊され

第486図土壊出土遺物(9)

ていた。

平面の形状は楕円形で、規模は、長軸は推定で1.8m、

短軸1.24m、深さ0.40mであった。主軸方位はN-84°

-wであった。出土遺物は検出できなかった。

第336号土壊（第486図•第487図）

AA-17グリッドから検出した。遺構は、 337号土壊

を壊していた。また、 100号井戸跡、 97号溝跡に壊され

ていた。

平面の形状は不整形で、規模は、長軸7.12m、短軸

1.42m、深さ0.68mであった。主軸方位はN-79'-Eで

あった。

出土遺物は、土師器杯1点、甕1点、須恵器遜1点

が出土した。

第337号土壊（第487図）

AA-17グリッドから検出した。 336号土填 100号井

戸跡、 97号溝跡に壊されていた。

平面の形状は楕円形で、規模は、長軸は推定で4.0m、

短軸1.14m、深さ0.80mであった。主軸方位はN-58°

SK323 

□三／
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こ
SK339 
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第487図土墳(12)
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第33が主t膜覆土

1黒褐色（!OYRJ/2)B風化少 R未風化少硬く締る

2黒褐色（!OYR2/3)B少

3 黒褐色（!OYRJ/1)B風化少 c未風化少

4黒色 （!OYR2/1) B少 R多

5黒色 （!OYR2/1) Bやや風化多

6 黒色 （!OYR2/1) RC多

C 15.90m 

第336号土塙覆土

1暗褐色（IOYRJ/4)RC少上層白色スコリア多硬く締る

2暗褐色（IOYRJ/4)RC少fl多締り良

3 黒褐色(10YR2/J)RC上体締り無J．下屑との境界明瞭

4 黒褐色（IOYRJ/2)未溶化B多締り弱

5 黒褐色（IOYRJ/2) 灰色粘質:1—化末発達粘性弱

6褐色 (IOYR4/6)[l未溶化プロック

第337号土讃覆土

7暗褐色 (IOYRJ/4) B溶混多R多色調暗

8褐灰色(!OYR4/l) B少粘性極強

9暗褐色(IOYRJ/4• 4/1)未溶化

10暗褐色（!OYRl/4) 大型B多若干R

11褐色 （IOYR4/6) 大型砂質B主体投棄されたもの

12暗褐色（IOYRJ/3) B末溶化少 R微屎

l]暗褐色（IOYRJ/3) RC多締り弱

14疇色（!OYR2/3) 溶｛磯行fl多粘性強

-』'
16.00 m 

第J40l号土瞭覆土

l掲灰色（10YR4/l)B風化微最 Rやや風化少砂質

2掲灰色 (10YR4/l) 1層よりやや色調暗 Bやや大多

3暗掲色 (10YR3/4) l庖にB風化多混入

4 黒掲色 (10YR3/l) 1層にB風化多混入

第341号土職覆土

1暗褐色 (lOYRJ/4)B多 RC少

第342号土職覆土

1黒褐色 (10YR2/J)小型RC多

2暗褐色 (lOYRJ/4),j型R微最 B溶混

3暗褐色 (10YR3/J)Bに準ず B溶混進行粘性強

第345号土職覆土

l黒掲色 (10YR2/2)SK-344と同小型R多未溶化砂質B少

2暗褐色 (10YR3/4)SK-344 2屈と同 1層との境にC薄層なし

。
2 rn 
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土墳出土遺物観察表（6)

番号 器種 日径 益ロロ 古向 底径 胎 土 焼成 色調 残存率 備 考
323-1 埒： 13.0 4.1 ABEHJK 2 鈍黄橙 70 
324-1 況： 13.8 4.1 7.7 AFI 2 鈍橙 50 南比企
336-1 均： 13.0 4.5 ADEHJ 2 橙 90 
336-2 遜 (4. 0) BF 1 灰色 70 湖西？
336-3 甑 (19.8) ADEHJK 2 浅黄橙 10 
339-1 埒； 12.8 5 4 ABEJK 3 鈍黄橙 90 赤彩
339-2 罪~ 7.2 10.5 ABEI 2 鈍黄褐 95 赤彩
339-3 罪士 BDEHJK 3 鈍黄橙 80 赤彩
339-4 珈忘 7.6 BCFJL 3 鈍黄褐 60 
339-5 珈平 14.8 25 8 5.5 BDEHJKL 3 鈍黄褐 80 

-Eであった。

出土遺物は検出できなかった。

第338号土壊（第485図）

AB-17グリッドから検出した。 258号竪穴住居跡と

重複していたが、遺構の新旧関係は、明らかにできな

かった。

平面の形状は不整形で、規模は、長軸1.43m、短軸

1.25m、深さ0.42mであった。主軸方位はN-20°-Wで

あった。

出土遺物は、土王が1点出土した。

第339号土壊（第486図・第487図）

AB-16グリッドから検出した。

平面の形状は不整形で、規模は、長軸2.24m、短軸

1.54m、深さ0.64mであった。主軸方位はN-62'-Wで

あった。

出土遺物は土師器杯 1点、壺 3点、甕2点、剣形石

製模造品1点が出土した。

第340号土壊（第487図）

AB-17グリッドから検出した。 259・260号竪穴住居

跡を壊していた。また、 348号土壊に壊されていた。

平面の形状は不整形で、規模は、長軸3.26m、短軸

1.65m、深さ0.32mであった。主軸方位はN-16°-Wで

あった。

出土遺物は、検出できなかった。

第341号土壊（第487図）

AA-18グリッドから検出した。 248号竪穴住居跡を

壊していた。

平面の形状は不整形で、規模は、長軸0.82m、短軸

0.78m、深さ0.08mであった。主軸方位はN-53°-Eで

あった。

出土遺物は検出できなかった。

第342号土壊（第487図。第490図）

AB-17グリッドから検出した。 269号竪穴住居跡を

壊していた。

平面の形状は方形で、規模は、長軸1.43m、短軸1.28

m、深さ0.35mであった。主軸方位はN-83°-Wであっ

た。

出土遺物は須恵器杯1点が出土した。

第343号土壊（第488図。第490図）

AB-17グリッドから検出した。 269号竪穴住居跡を

壊していた。

平面の形状は楕円形で、規模は、長軸1.56m、短軸

1.10m、深さ0.60mであった。主軸方位はN-4T-Eで

あった。

出土遺物は須恵器蓋 2点が出土した。

第344号土壊（第488図）

AB-17グリッドから検出した。 269号竪穴住居跡を

壊していた。

平面の形状は不整形で、規模は、長軸1.46m、短軸

1.35m、深さ0.60mであった。主軸方位はN-4T-Eで

あった。

出土遺物は検出できなかった。

第345号土堀（第487図）

AB-17グリッドから検出した。 269号竪穴住居跡を

壊していた。

平面の形状は方形で、遺構の規模は、長軸1.28m、
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第488図土塙(13)
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第343号土職覆土

1黒色（IOYR212)R多未溶化砂質J3少

第344号土職覆土

1黒褐色(JOYR212)R多未溶化砂質B少

2暗褐色(IOYRJ/4)B溶混粘性強 1層との境にC薄陪

第347号土職覆土

1黒色 （IOYR2/l) B風化少 R風化少 c風化少やや粘性有

2 明黄褐色(IOYR6/8)崩落したB大ブロック

3 暗褐色 (¥OYRJ/4) B風化少 R風化少 c風化少やや砂質

4 暗褐色 （IOYR3/4) 3謁に比べ風化弱 c多

5黒褐色 (IOYRJ/2) 13風化多 R風化少

6黒褐色 （¥OYRJ/2) 5層より B大 c含 R不含

第34針号土腋覆土

1暗褐色(lOYRJ/4)B締りやや弱

2黒褐色（¥OYR2/3)Cやや多

第35()1号土摘覆上

［暗褐色(IOYR3l4)B風化少やや硬い

2黒褐色（IOYR2/J)13風化微最 R風化少粘件強

第352号土塙覆土

1黒褐色（¥OYRJ/1)R多

2黒褐色（¥OYRJ/2)Il砂少

0 2m 
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短軸1.10m、深さ0.33mであった。主軸方位はN-12°

-wであった。

出土遺物は検出できなかった。

第346号土堀（第488図）

AB-17グリッドから検出した。 269号竪穴住居跡を

壊していた。

平面の形状は不整形で、規模は、長軸1.36m、短軸

0.96m、深さ0.32mであった。主軸方位はN-12°-Wで

あった。

出土遺物は検出できなかった。

第347号土壊（第488図）

AA-17グリッドから検出した。 240・248号竪穴住居

跡を壊していた。

平面の形状は不整円形で、規模は、長軸1.40m、短

軸1.24m、深さ0.84mであった。主軸方位はN-84°-W

であった。

出土遺物は検出できなかった。

第348号土塘（第488図。第490図）

AB-19グリッドから検出した。 340号士壊を壊して

いた。また、 259。260号竪穴住居跡、ピット 806と董複

していたが、遺構の新旧関係は明らかにできなかった。

平面の形状は不整形で、規模は、長軸6.06m、短軸

1.40m、深さ 0.73mであった。主軸方位はN-80°-Wで

あった。

出土遺物は、土師器甕l点、臼王、炭化木片が出土し

た。また、本遺構から出土した土師器甕の破片が、ピッ

ト806-2の遺物と接合した。

第349号土壊（第488図）

AC-20グリッドから検出した。 264号竪穴住居跡を

壊していた。

平面の形状は楕円形で、規模は、長軸1.48m、短軸

0.88m、深さ0.18mであった。主軸方位はN-77°_Eで

あった。

出土遺物は検出できなかった。

第350号土壊（第488図）

AA-18グリッドから検出した。

平面の形状は円形で、規模は、長軸0.88m、短軸0.74

m、深さ0.22mであった。主軸方位はN-44"-Eであっ

た。

出土遺物は検出できなかった。

第351号土壊（第488図）

AB-16グリッドから検出した。 262与竪穴住居跡、

358号土壊を壊していた。

平面の形状は円形で、規模は、長軸0.88m、短軸0.74

m、深さ0.22mであった。主軸方位はN-10°-Wであっ

た。

出土遺物は、須恵器甕の破片が出土した。

第352号土壊（第488図）

AB-20グリッドから検出した。 84・85号掘立柱建物

跡に壊されていた。

平面の形状は不整形で、規模は、長軸1.48m、短軸

1.04m、深さ0.12mであった。主軸方位はN-84°-Wで

あった。

出土遺物は検出できなかった。

第353号土壊（第489図）

AC-17グリッドから検出した。 272号竪穴住居跡と

重複していた。

平面の形状は円形で、規模は、長軸1.26m、短軸1.06

m、深さ0.16mであった。主軸方位はN-47°_Wであっ

た。

出土遺物は検出できなかった。

第354号土壊（第489図・第490図）

AC-17グリッドから検出した。 271号竪穴住居跡と

重複していた。

平面の形状は円形で、規模は、長軸1.30m、短軸1.22

m、深さ0.3mであった。主軸方位はN-33"-Wであっ

た。

出土遺物は土師器鉢1点が出土した。

第355号土壊（第489図）

AC-17グリッドから検出した。

平面の形状は円形で、規模は、長軸1.36m、短軸1.06

m、深さ0.26mであった。主軸方位はN-58"-Eであっ

た。

出土遺物は検出できなかった。
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第489図 土堀（14)
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第357号土城覆土

1褐色 （10YR4/4) R混入締りやや有

2暗褐色（IOYR3/4)B多

3疇色 (10YR2/3)B均一締りやや有闘t有

第35嗚土職覆土

1麒色 (10YR2/3)未溶化BR微量

2暗褐色（IOYR3(3)未溶化B主体

3疇色 (IOYR2/3) 1 層に近いがB未溶化• R多紺生強

4褐色 (IOYR4/6) B主体壁の溶軟化層

第360号土嫡覆土

1暗褐色（IOYR3(3)若干B溶混暗灰色粘土少 SJに切られる

第361号土撰覆土

1黒褐色 (IOYR2/3)BR C微塁締り強

2黒褐色 (IOYR2/3)R C極少 B溶化プロック多

3暗褐色 (IOYR3/4)大型Bプロック主体粘性強 R無

4疇色 (IOYR2/3)2層に近似 R若干 B不含

第362号土暗覆土

1暗褐色（IOYR3/3)SJ-275 1暦に近似 R多 C・ 大型B溶混

2褐色 (IOYR4/6)未溶化B主体掘削時さらい残し

第363号土塙覆土

1疇色 （IOYR3(2)粘性有締りやや弱軟質 RC混入

2黒色 （IOYR2/2) 1層に比べR少粘土プロック混入

3黒色 (IOYR2/!) C主体

4疇褐色 (IOYRS/4)B 

第364号土塀覆土

1疇色 (10YR3几）黄白色火山灰

2暗褐色 (10YR3(3)RC若干B混入

3暗褐色 (l0YR3/4)2層に比べB少

4黄褐色 (10YR5/6)B 

。
2m 
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第357号土壊（第489図）

AC-20グリッドから検出した。 264号竪穴住居跡、

111 • 112号井戸跡を壊していた。

平面の形状は不整形で、規模は、長軸1.34m、短軸

1.16m、深さ0.36mであった。主軸方位はN-52°-Wで

あった。

出土遺物は検出できなかった。

第358号土壊（第488図•第490図）

AB-16グリッドから検出した。 351号土壇に壊され

ていた。

平面の形状は不整形で、規模は、長軸1.05m、短軸

0. 72m、深さ0.32mであった。主軸方位はN-31"-Wで

あった。

出土遣物は、土師器甕1点が出士した。

第359号土壊（第489図）

AC-17グリッドから検出した。 274• 276 • 302号竪

穴住居跡を壊していた。

平面の形状は円形で、規模は、長軸1.12m、短軸1.02m、

深さ0.34mであった。主軸方位はN-16"-Wであった。

出土遺物は検出できなかった。

第490図 土壊出土遺物(I0) 
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土墳出土遺物観察表（7)

番号 器種 日径 益ロロ 古向 底径 胎 土 焼成 色調 残存率 備 考
342-1 杯 (13.0) 3.4 (9.2) BI J 2 灰 10 南比企
343-1 芸n (16.0) BC I J 2 灰 15 南比企
343-2 芸n (18. 0) BCFI 3 灰白 50 つまみ欠南比企
348-1 珈U式 (18.2) 27.0 8.8 ABDEFJL 4 鈍黄橙 40 器面荒れ
354-1 鉢 (14. 4) BDEIJ 2 橙 40 
358-1 甕 (20. 0) BDEHJ 2 橙 20 
361-1 杯 (12. 0) 3.7 (6.6) AFIL 2 灰 50 南比企
361-2 埒； (12.5) 4.1 (6.2) ABFIL 2 灰 40 南比企
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第360号土壊（第489図）

AC-16グリッドから検出した。遺構の大半は、調査

区外へ炭開していた。また、 276号竪穴1打呂跡に壊され

ていた。

平面の形状は長方形と考えられ、規模は、残ってい

る部分で長軸2.04m、深さ0.18mであった。主軸方位

はN-31°-Wであった。

出土逍物は検出できなかった。

第361号土壊（第489図•第490図）

AC-16グリッドから検出した。

平面の形状は円形で、規模は、長軸1.86m、短軸1.32

m、深さ0.52mであった。主軸方位はN16°_Wであっ

た。

出土遺物は須恵器杯2点が出土した。

第362号土壊（第489図）

AC-16グリッドから検出した。 276号竪穴住居跡を

壊していた。

平面の形状は不整形で、規模は、長軸1.82m、短軸

1.40m、深さ0.26mであった。主軸方位はN-0゚であっ

た。

出土遺物は検出できなかった。

第363号土壊（第489図）

AD-19 • 20グリッドから検出した。 278号竪穴住居

跡を壊していた。

平面の形状は円形で、遺構の規模は、長軸3.06m、

短軸2.42m、深さ0.40mであった。主軸方位はN-0゚で

あった。

出土遺物は、臼玉が1点出土した。

第364号土堀（第489図）

AD-20グリッドから検出した。 278号竪穴住居跡と

重複していたが、遺構の新旧関係は、明らかにできな

かった。

平面の形状は方形で、規模は、長軸2.50m、短軸2.20

m、深さ0.28mであった。主軸方位はN-74°-Eであっ

た。

出土遺物は、臼玉13点が出土した。

第365号土塘（第491図）

AG-19グリッドから検出した。

平面の形状は楕円形で、規模は、長軸2.00m、短軸

0.94m、深さ1.26mであった。主軸方位はN-34°-Wで

あった。底面付近の壁は挟れていた。

出土遺物は検出できなかった。

第366号土壊（第491図•第492図）

AG-19グリッドから検出した。 283号竪穴住居跡に

壊されていた。

平面の形状は不整形で、規模は、長軸1.93m、短軸

1.23m、深さ0.78mであった。主軸方位はN-20"-Eで

あった。

出土遺物は、覆七中から、土師器杯1点、須恵器杯

1点が出土した。

第367号土壊（第491図）

AC-19グリッドから検出した。 268号竪穴住居跡を

壊していた。

平面の形状は楕円形で、規模は、長軸1.52m、短軸

0.80m、深さ0.21mであった。主軸方位はN-83°-Eで

あった。

出土遺物は検出できなかった。

第368号土壊（第491図）

AC-20グリッドから検出した。 268号竪穴住居跡と

重複していた。

平面の形状は方形で、規模は、長軸0.83m、短軸0.75

m、深さ0.22mであった。主軸方位はN-7T-Eであっ

た。

出土遺物は検出できなかった。

第369号土壊（第491図）

AC-19グリッドから検出した。 268号竪穴住居跡と

重複していた。

平面の形状は方形で、規模は、長軸1.16m、短軸1.15

m、深さ0.20mであった。主軸方位はN-10°-Eであっ

た。

出土遺物は検出できなかった。

第370号土壊（第491図•第492図）

AC-19グリッドから検出した。 287号竪穴住居跡を

--413-



第491図土壊(15)
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第365号土職覆土

1 暗褐色 (IOYR3/4)B未風化微菌 R風化少 c風化少

2 暗褐色 (IOYR3/4) 1層より RC多

3 暗褐色（IOYR3/4) I層より RC少やや茶色帯びる

第366号土職覆土

］黒褐色 （IOYR3/l) fl風化多 R風化少 c風化少

2 黒褐色 （IOYR3/l) I層より CR多

3 黒褐色 （IOYR3/l) I層より更にCR多

4 明赤掲色（2.5YR5/8)赤褐色粘土層

5 黒褐色 （IOYR3/I) B風化多

6 黒褐色 （IOYR3/l) B風化少

7 黒褐色 （IOYR3/I) B層主体

第367号土贖覆土

1褐色 (IOYR4/4) RC若干

2 黄褐色 (IOYR5/6)Bに若干R

3 褐色 (IOYR4/6) 13主体

］ 
"'I 

SJ300 

E
0
6
.
g{
8

 

A 1印90m 
A' 

16.00 m 

16.00 m 

90 

第368号土撰覆土

1 黒褐色(JOYR3/2)RC混入締りやや弱

2 褐色 （IOYR4/4)若干R

3 黄褐色 (IOYR5/6)B主体

第36咲目：横覆土

1黄褐色土 (IOYR5/6)B 若干R混入

第37()1号土城覆土

1褐色 （JOYR4/4) RC混入締りやや有

2 褐色 （IOYR4/4) I層に比べ C多

3 鈍黄褐色（JOYR5/4)BR締りやや弱

4 黒褐色 （JOYR3/2) C層 MC主体

5灰黄褐色(JOYR4/2)粘士質締り有 B

第371号土漿覆土

1灰黄褐色（IOYR4/2)RC締りやや有

2 灰黄褐色 (IOYR5/2)BCM混入

第372号土讃覆土

1鈍褐色（7.5YR5/4)B混入締りやや弱

第373号土讃覆土

1暗褐色（]OYRJ/4)溶化進行粘質B多 R・被加熱B多

2 黒色 (IOYR2/2) M主体 R多

3 黒褐色（IOYR2/3)未溶化B少単一的締り強

第376号土城覆土

1暗褐色 {IOYRJ/4) Bやや多締り有

2 掲色 （IOYR4/4) B 若干c混入

第377号土城覆土

1黒褐色（IOYRJ/1)R, B砂プロック

2 黒褐色（IOYRJ/1)B砂粒多

゜
2m 
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第492図土墳出土遺物(II) 
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土墳出土遺物観察表（8)

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎 上 焼成 色調 残存率 備 考

366-1 埒： (13.8) BDEHJ 3 橙 15 

366-2 杯 14.8 3.9 9.7 ABCFI 2 灰 70 南比企

370-1 昇； (12.6) 4.1 ABEJ 2 橙 50 

370-2 均； (13.0) ABHJ 2 橙 30 

370-3 椀 (12. 0) 6.5 BDJ 2 橙 20 

370-4 珈志 (16.0) ABDEH 3 赤褐 40 

370-5 甑 (27.0) 30.8 (10.8) ABDEHK 2 明赤褐 30 

371-1 杯 (14 0) 3 8 ABDEJ 2 褐灰 40 

373-1 杯 12.0 3.8 5.9 AFIJ 2 灰 60 南比企

373-2 杯 6.2 ABCIJ 2 灰 60 南比企

373-3 品台付杯 8 0 AB G J 2 灰 70 常陸産？

壊していた。

平面の形状は不整形で、規模は、長軸1.68m、短軸

1.14m、深さ0.46mであった。主軸方位はN-43°-Wで

あった。

出土遺物は土師器杯2点、椀l点、甕1点、甑l点、

砥石1点が出土した。

第371号土壊（第491図•第492図）

AC-19グリッドから検出した。

平面の形状は円形で、規模は長軸0.98m、短軸0.92

m、深さ0.36mであった。主軸方位はN-33°-Eであっ

た。

出土遺物は、土師器杯1点が出土した。

第372号土壊（第491図）

AC-19グリッドから検出した。 278・287号竪穴住居

跡と重複していた。

平面の形状は長方形で、規模は、長軸2.63m、短軸

1. 78m、深さ0.28mであった。主軸方位はN-61°-Wで

あった。
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出土遺物は検出できなかった。

第373号土堀（第491図•第492図）

AC-18グリッドから検出した。

平面の形状は円形で、規模は、長軸1.18m、短軸1.14

m、深さ0.46mであった。主軸方位はN_5°-Wであっ

た。

出土遺物は須恵器杯2点、常陸産と考えられる高台

杯 1点が出上した。

第374号土壊（第491図）

AC・AD-20グリッドから検出した。 300号竪穴住居

跡に壊されていた。

平面の形状は不整形で、規模は、長軸1.64m、短軸

1.15m、深さ0.71mであった。主軸方位はN-4T-Eで

あった。

出土遺物は検出できなかった。

第375号土壊（第488図）

AB-16グリッドから検出した。 358号土壊と重複し

ていた。

平面の形状は楕円形で、規模は、長軸3.06m、短軸

0.82m、深さ0.79mであった。主軸方位はN-66°-Eで

あった。

出土遺物は検出できなかった。

第376号土塘（第491図）

AC-19グリッドから検出した。 265号竪穴住居跡に

壊されていた。

平面の形状は長方形で、規模は、長軸3.05m、短軸

2.32m、深さ0.46mであった。主軸方位はN-22°-Wで

あった。

出土遺物は検出できなかった。

第377号土壊（第491図）

AC-12グリッドから検出した。遺構は、 288号竪穴住

居跡を壊していた。また、 90号掘立柱建物跡に壊され

ていた。

平面の形状は不整形で、規模は、長軸1.20m、短軸

0.98m、深さ0.46mであった。主軸方位はN-52°-Wで

あった。

出土遺物は、覆土中から剣形石製模造品 1点が出土

した。

第378号土壊（第493図）

AB・AC-20グリッドから検出した。 267号竪穴住居

跡住居跡を壊していた。

平面の形状は方形で、規模は、長軸3.08m、短軸2.68

m、深さ0.48mであった。主軸方位はN-80°-Eであっ

た。

出土遺物は、臼玉1点が出土した。

第379号土塘（第493図）

AC-20グリッドから検出した。 380号t堀と重複し

ていたが、遺構の新旧関係は明らかにできなかった。

平面の形状は楕円形で、規模は、長軸1.15m、短軸

0.50m、深さ0.48mであった。主軸方位はN43°-Eで

あった。

出土遺物は検出できなかった。

第380号土堀（第493図•第496図）

AC-20グリッドから検出した。遺構は、 379号土服と

重複していたが、遺構の新旧関係は明らかにできな

かった。

平面の形状は方形で、規模は、長軸1.42m、短軸1.20

m、深さ0.12mであった。主軸方位はN-65°-Wであっ

た。

出土遺物は、土師器杯1点が出土した。

第382号土壊（第493図•第496図）

AD-18グリッドから検出した。 312号竪穴住居跡を

壊していた。

平面の形状は不整形で、規模は、長軸1.46m、短軸

0. 72m、深さ0.30mであった。主軸方位はN-65°-Eで

あった。

出土遺物は、覆土中より、土師器杯l点、南比企産

と考えられる須恵器杯 l点が出土した。

第383号土塘（第493図）

AD-18グリッドから検出した。第100・108号井戸跡

に壊されていた。

遺構の規模。形状は、重複する遺構に大半を破壊さ

れていたため、明らかにできなかった。深さは0.09m

であった。主軸方位はN-25°_Wであった。
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第493図土壊(16)
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第378号土暗覆土

1鈍黄褐色（IOYR4/3)RC B微量締りやや有

2黄褐色 （IOYR5/6) B主体

3明黄褐色 （IOYRf/6) B多

4鈍黄褐色（IOYR5/4)3層に近似小B R 

5黄褐色 （IOYR5/6) RB締りやや有

6暗褐色 （IOYR3/3)微粒B・R締りやや弱

7明黄褐色（IOYRf,/6)B多締りやや有

第382号土隙覆土

1黒褐色 (10YR2/3)SJ-312の1層に似る暗灰色粘質七多

2暗褐色(lOYRJ/4)B溶混多粘性強

第384号土塙覆土

1疇色（lOYRJ/1)黒醗土且本 B風化多

2黒褐色 (lOYRJ/1) 1層より B大きく多

第385号土職覆土

l暗褐色（lOYRJ/4)未溶化B多

2 暗褐色 (lOYRJ/3)溶化進行B少締り粘性強

3 黒褐色 (10YR2/3)褐色土プロソク主体 B・暗茶褐色j-プロック

第387号土職覆土

］黒褐色 (10YR3/l)B風化多

2 里褐色（10YR3/l) 1屑より B大きく未風化

3黒褐色 (10YR3/l) 1層より B風化多

第388号土職覆土

1灰黄褐色 (IOYR4/2)R •粘土プロック

2黒褐色 (IOYR3/2) A層より粘士プロッ

第38<,l弓土城覆土

］黒褐色 (IOYR3/l)B風化多

2黒褐色 (IOYR3/l)Bやや未風化多

゜
2m 
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本遺構からは、下半身部分と思われる人骨が出土し

た。大半を、他の遺構によって壊されていた。人骨は

脆弱で、原形を止めておらず、痕跡力噸忍められる程度

であった。

また、遺物としてガラス小玉が1点出土した。

第384号土壊（第493図）

AF-19グリッドから検出した。 295号竪穴住居跡と

重複していた。

平面の形状は長方形で、規模は、長軸2.04m、短軸

1.36m、深さ0.20mであった。主軸方位はN-42°-Eで

あった。

出土遣物は検出できなかった。

第385号土壊（第493図）

AD-18グリッドから検出した。

平面の形状は方形で、規模は、長軸1.86m、短軸0.94

m、深さ0.24mであった。主軸方位はN-21°-Wであっ

た。

出土遺物は検出できなかった。

第386号土壊（第494図）

AE-18グリッドから検出した。 91号掘立柱建物跡に

壊されていた。

平面の形状は方形で、規模は、長軸3.30m、短軸2.16

m、深さ0.32mであった。遺構底面には段差があり、

2基の土塙が重複していた可能性もある。主軸方位はN

-65°-Eであった。

出土遺物は検出できなかった。

第387号土壊（第493図）

AE-17グリッドから検出した。 58号掘立柱建物跡に

壊されていた。

平面の形状は方形で、規模は、長軸1.64m、短軸0.09

m、深さ0.30mであった。主軸方位はN-34°-Eであっ

た。

出土遺物は検出できなかった。

第388号土壊（第493図）

AE-19グリッドから検出した。 318・320号竪穴住居

跡 •95号掘立柱建物跡に壊されていた。また、地震に

よるものと思われる噴砂に壊されていた。

平面の形状は長方形と考えられ、規模は、長軸は残っ

ている部分で2.80m、短軸1.62m、深さ0.08mであっ

た。主軸方位はN-71°-Eであった。

出土遺物は検出できなかった。

第389号土堀（第493図）

AE-18グリッドから検出した。 335号竪穴住居跡に

壊されていた。

平面の形状は長方形で、規模は、長軸2.0m、短軸

1.47m、深さ0.38mであった。主軸方位はN-74°-Eで

あった。

出土遺物は検出できなかった。

第390号土壊（第494図）

AD-18グリッドから検出した。遺構は、 311・312号

恕叩揺跡を壊していた。

平面の形状は不整形で、規模は、長軸2.02m、短軸

0.52m、深さ0.46mであった。主軸方位はN-21°-Wで

あった。

出土遺物は検出できなかった。

第391号土壊（第494図）

AD-18グリッドから検出した。遺構は、 311号竪穴住

居跡を壊していた。

平面の形状は円形で、規模は、径0.74m、深さ0.45

mであった。主軸方位はN-74°-Eであった。

出土遺物は検出できなかった。

第392号土壊（第494図•第496図）

AD-18グリッドから検出した。地震による噴砂に

よって壊されていた。

平面の形状は不整形で、規模は、長軸1.98m、短軸

1.44m、深さ0.72mであった。主軸方位はN-74°-Eで

あった。

出土遺物は、土師器杯1点が出土した。

第393号土壊（第494図）

AE-21グリッドから検出した。

平而の形状は楕円形で、規模は、長軸1.38m、短軸

1.18m、深さ0.20mであった。主軸方位はN-22°-Wで

あった。

出土遺物は検出できなかった。
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第494図土堀(17)
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ア又ニニ入/
／口／ロ

第386号土贈覆土

1黒褐色（IOYRJ/1)B風化少 C風化少 R風化少

2黒掲色（IOYRJ/1)1雇より］）やや少

3黙色 （IOYRJ/1) B風化微屎 R風化少 C風化少

4黒色 (IOYRJ/1) 2屑より 13やや多

5 黒褐色（IOYRJ/1)B風化多 c風化少

6 黙褐色（IOYRJII) 3層より Bかなり多

7 黒褐色(IOYRJ/1) :J洒よりベベ咳；

第390号土職覆土

1黒褐色 (IOYRJ/1)

第392号七塙覆上

1 黒色 （IOYRU/1)陪渇色＿1一」主体黒色M

2 黒掲色（IOYR2/)) 未溶化B多締り粘性強 RC微量

3 暗褐色 (IOYRJ/J) 茶掲色13溶化進行粘性強 RC不含

第393号土漿覆土

1暗褐色（!OYR3/))締り弱末溶化大四JBプロック多

2褐色 （IOYR4/6)未溶化大型Bプロック主体

第396号土漿覆土

1黒掲色（IOYR3/1)Tl風化微趾 R風化微量

2 黒掲色（!OYR3/l) I屈にC層をなす R多

3 黒掲色(!OYR3/1) I層より 1ぅ多

4 黄褐色 (IOYR5/6) I層より B更に多未風化

5 黒褐色(!OYR3/l) I層より C多

6 黄掲色（!OYR5/6) 1庖より I3多未風化多

15.90 m 

第397号土職覆土

1暗褐色(IOYR3/J)R微星

2 黙褐色（IDYR3/l)B砂質上

第39針生ば廣覆土

1黒褐色 (IDYR2/J)8少 RC微量粘性弱

2暗褐色（IOYR3/J) I層基本 B未溶化多斑紋状粘性強

第叩珂上腋覆土

1暗褐色（IOYR3/4)B少 R 締り強

2 暗褐色（IOYR3/J) I暦基本色調暗粘性増 Rやや多

3褐色 （IOYR4/4) B主体壁・底0)溶軟化層

。
2m 
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第396号土堀（第494図）

AE-18グリッドから検出した。

平面の形状は方形で、規模は、長軸2.00m、短軸1.74 

m、深さ0.39mであった。底面中央部には、径80cm、

深さ25cmの円形の掘り込みを確認した。主軸方位はN

-43°-wであった。

出土遺物は検出できなかった。

第397号土堀（第494図）

AE-20グリッドから検出した。

平面の形状は円形で、規模は、径0.88m、深さ0.20

mであった。底面には、径40cmの円形の小穴が掘り込

まれていた。主軸方位はN-0゚であった。

出土遺物は検出できなかった。

第399号土堀（第494図）

AF-20グリッドから検出した。 85号溝跡、噴砂に壊

されていた。

平面の形状は方形と考えられ、規模は、長軸1.60m、

短軸1.04m、深さ0.26mであった。主軸方位はN-49°

-Eであった。

出土遺物は検出できなかった。

第400号土壊（第494図）

AF-20グリッドから検出した。遺構は、地震の噴砂

によって壊されていたため、全体を検出することはで

きなかった。

平面の形状は楕円形で、規模は、長軸1.70m、短軸

0. 76m、深さ0.48mであった。主軸方位はN-73°-Eで

あった。

出土遺物は検出できなかった。

第401号土壊（第495図。第496図）

AE-21グリッドから検出した。 326・350号竪穴住居

跡を壊していた。

平面の形状は円形で、規模は、長軸0.90m、短軸0.84

m、深さ0.28mであった。主軸方位はN-30°-Wであっ

た。

出土遺物は、上師器杯が1点出土した。

第402号土壊（第495図）

AE-21グリッドから検出した。遺構は、 326・350与

竪穴住居跡を壊していた。また、 101号溝跡に壊されて

いた。

平面の形状は円形で、規模は、径l.OOm、深さ0.38

mであった。主軸方位はN-60"-Eであった。

出土遺物は検出できなかった。

第403号土壊（第495図）

AD-19グリッドから検出した。 316号竪穴住居跡を

壊していた。

平面の形状は円形で、規模は、径1.14m、深さ0.54

mであった。主軸方位はN-0゚であった。

出土遺物は検出できなかった。

第404号土壊（第495図）

AD-19グリッドから検出した。遺構は、 317号竪穴住

居跡を壊していた。また、地震の噴砂によって壊され

ていた。

平面の形状は楕円形で、規模は、長軸1.48m、短軸

1.10m、深さ0.48mであった。主軸方位はN-0゚であっ

た。

出土遺物は検出できなかった。

第405号土壊（第495図）

AE-19グリッドから検出した。遺構は、 317号竪穴住

居跡を壊していた。また、地震の噴砂によって壊され

ていた。

平面の形状は円形で、規模は、長軸1.08m、短軸0.82

m、深さ0.54mであった。主軸方位はN-83°-Wであっ

た。

出土遺物は検出できなかった。

第406号土壊（第495図）

AE-19グリッドから検出した。 314・330号竪穴住居

跡、地震の噴砂を壊していた。

平面の形状は円形で、遺構の規模は、長軸0.90m、

短軸0.78m、深さ0.94mであった。主軸方位は、 N-0°

であった。

出土遺物は検出できなかった。

第407号土壊（第495図）

AE-19グリッドから検出した。 313・315号竪穴住居

跡を壊していた。
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第495図 土壊（18)
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詞 I・ 402号土職覆上

1暗褐色(!OYR3/4)未溶化B多 R不含粘性弱

2暗褐色（IOYR3/4)灰褐色粘質士単一展

3暗褐色(!OYR3/4)未溶化RB多

蜘 3号土職覆土

1鈍黄褐色（IOYR4/3)RC締りやや有

2鈍黄褐色（IOYRS/4)A層に比べ RC多

3鈍黄褐色 (IOYRS/4)13混入締りやや有

4 黄掲色 （IOYRS/6) B混入締りやや有

5疇 醗（IOYRS/4)B 

第紐号土職覆土

1暗褐色(IOYR3/3)RC締りやや弱

2褐色 (!OYR4/4) R 締りやや有

詞 6号土瞭覆土

1灰黄褐色 (10YR4/2)粘土粒チ・ C

2 患褐色 (lOYRJ/2) 粘土プロック •RC

3 暗褐色 （lOYRJ/3) R多

4 黄褐色 （IOYRS/6) B混入締り粘性有

，5褐色 (10YR4/6) B 

第叩7号土塙覆土

1黒褐色 （IOYRJ/2) B 締り粘性やや有

2暗褐色 (IOYRJ/3) B 締り粘性有

第412号土漿覆土

1暗褐色 (IOYRJ/4)R 

2暗褐色 (IOYRJ/4)B砂質＿十多

3褐色 (10YR4/6) B砂質七多

第413号土漿覆土

1鈍黄褐色 (IOYR4/3)RC若下

2褐色 （IOYR4/4) 1層に比べBやや多

3鈍黄褐色（IOYR5/4)B多混

第422号土讃覆土

1暗褐色 (IOYR3/3)RC締りやや弱

2褐色 （IOYR4/6) B主体 l屈を混人締り有

。
2m 
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平面の形状は円形で、規模は、長軸0.96m、短軸0.82

m、深さ0.27mであった。主軸方位はN-30°-Wであっ

た。

出土遺物は検出できなかった。

第448号土堀（第495図）

AD-18グリッドから検出した。 117号井戸跡に壊さ

れていた。

平面の形状は円形で、遺構の規模は、長軸1.14m、

短軸0.74m、深さ0.97mであった。主軸方位はN-0°

であった。

出土遺物は検出できなかった。

第409号土壊（第495図）

AF-22グリッドから検出した。

平面の形状は円形で、遺構の規模は、長軸0.90m、

短軸0.83m、深さ0.66mであった。主軸方位はN-0゚で

あった。

出土遺物は検出できなかった。

第410号土壊（第495図）

AE-22グリッドから検出した。 353号竪穴住居跡

を壊していた。

平面の形状は方形で、遺構の規模は、長軸1.64m、

短軸1.46m、深さ0.08mであった。主軸方位はN-27°

-wであった。

出土遺物は検出できなかった。

第411号土壊（第495図）

AE-21グリッドから検出した。 338号竪穴住居跡を

第496図土壊出土遺物(I2) 

SK380 SK382 

ー ニコ 口
SK392 SK401 

ここ三／

三 □ こ

壊していた。

平面の形状は長方形で、規模は、長軸1.62m、短軸

1.18m、深さ0.30mであった。主軸方位はN-14°_Eで

あった。

出土遺物は検出できなかった。

第412号土壊（第495図）

AD-21グリッドから検出した。

平面の形状は楕円形で、規模は、長軸1.16m、短軸0.66

m、深さ0.33mであった。主軸方位はN-48°-Eであっ

た。

出土遺物は検出できなかった。

第413号土壊（第495図）

AD-17グリッドから検出した。

平面の形状は円形で、規模は、長軸1.18m、短軸0.90

m、深さ0.23mであった。主軸方位はN-58°-Eであっ

た。

出土遺物は検出できなかった。

第422号土壊（第495図•第496図）

V-13グリッドから検出した。 145・146号竪穴住居跡

住居跡を壊していた。

平面の形状は丸みを持った方形で、規模は、長軸

1.56m、短軸1.42m、深さ0.14mであった。主軸方位

はN-70°-Eであった。

出土遺物は、湖西産と考えられる、フラスコ型長頸

瓶が出土した。

SK422 

゜
10cm 
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土壕出土遺物観察表（9)

番号 器種 ロ径 益n口 古向 底 径 胎 土 焼成 色調 残存率 備 考

380-1 杯 (11.0) 3 3 ABE] 3 淡黄 40 赤彩

382-1 杯 12 0 3 2 ADE] 3 橙 95 

382-2 埒； 12.1 3 9 6.8 ABCFIJ 2 灰 80 南比企周辺ヘラ

392-1 均； 16.4 4.6 CEJ 3 賀橙 50 

401-1 昇： 13.8 3.9 ABDEJ 3 橙 40 

422-1 長頸瓶 BF  1 灰 80 フラスコ自然釉

第 1表土墳計測表（I)

番号 位置 形態 長軸(m) 短軸(m) 深さ(m) 主軸方位 出土遺物 時期 本遺構より新 本遺構より古

159 S~12 不整形 2.2 1 7 0.24 N-68°-W 昇； 古墳

160 T-9 1リ 形 1 02 0 76 0.32 N-52°-E SJ71 

162 s-12 楕円形 1 1 0.88 0 42 N-78"-E 杯・甕

180 R-9 方 形 1 9 0.26 N-450-E SD38 SJ85 

181 R-9 楕円形 2.52 1.94 0 56 N-3T-E P688 SJ85 

183 R-9 不整形 1 52 1.38 0 68 N-4T-E SX3・SD57 

184 R-9 円 形 0.68 0.64 0.18 N-27°-E 長頸瓶

185 R-9 楕円形 0.94 0 54 0 64 N-67°-W 

186 R-11 楕円形 2.0 1.04 0.2 N-2T-W 刀子

187 R-10 長方形 1 67 1.14 0.22 N-78°-W 壺・鉢 SD54・SB32 

188 R-9・10 楕円形 3.04 1. 2 0.62 N-3T-W 甕 SD58 SD211 

189 R-9 楕円形 0.97 0.54 0.12 N-42°-W 

200 S-8 円 形 0.94 0.84 0.36 N-50"-W 

201 S-8 円 形 1.02 0.82 0.15 N-66"-W 

202 U-9 長惰円形 3.34 0.6 0.34 N-32°-E SB31 

205 R-12 楕円形 1.6 0.87 0.26 N-42"-W 坪・甕・鉢 SD138 

209 U-12 楕円形 2 3 0.84 0.96 N-24°-E 

210 U-13 円 形 0.97 0.68 0.22 N-41°-W 須恵杯 SD60 

212 R-10 楕円形 1 2 0 84 0 2 N-38"-W SK188 

214 S-10 円 形 1 02 0.9 0. 72 N-80°-W SB59 

224 T-9 長方形 1 9 0.94 0.22 N-63"-W 

225 U-9 楕円形 1. 2 0 69 0 28 N-78"-E 

241 T-10 不整形 2 46 2 1 0.54 N-26°-E 鉢 中世

242 R-9 円 形 0.73 0 18 N-50°-E SD56 

244 T-14 円 形 1 38 0.14 N-4T-W 

245 T-9 円 形 1.06 0 9 0 38 N-32°-W 

246 U-9 楕円形 2.04 0 86 0 42 N-12"-W 杯・甕 古墳 P697 

247 T-9 長方形 2.08 0.68 0 24 N-55°-E 杯・甕 古墳 SJ119 

248 S-10 楕円形 1.66 1 04 0 3 N-70°-E 

250 U-9 楕円形 4.00 1.62 0.66 N-51°-E 甕・土下 SJ119 

251 u-9 不整形 1.54 0 46 0 32 N-24□-W  甕

252 U-11 楕円形 2.26 1.64 0.74 N-34°-W 須恵杯 平安 SD38 

253 U-14 不整形 2.96 1 96 1 03 N-18°-E 甕・士和ミニチュア 占墳 SJ131 

254 V-11 楕円形 2.92 1.42 0 54 N-34°-E 杯・ミニチュア 古墳 SJ31 

255 V-10 不整円形 2 1 1.66 0.76 N-36°-E 杯・甑・壺・甕 古墳

256 V-11 楕円形 3.38 0.94 0 64 N-35"-E 坑・椀・壺・甕 古墳 SD60・38 SJ127・ 141 

257 U-14 円 形 1 4 1.25 0.36 N-59°-E 刀子 奈良 SJ131 

258 X-11 楕円形 2.12 1.0 0 44 N-45°-W SJ139 

259 V-13 長方形 1 18 0.82 0.08 N-ff-E 中世陶器 中世

260 V-10 不整円形 (1 74) 1.4 0.62 N-48°-E 杯・甕 古墳

261 W12・13 不整形 2.86 0.7 0.6 N-380-E 鉢・須恵蓋 中匪？ SB50・SD38 
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第 2表土墳計測表（2)

番号 位置 形態 長軸(m) 短軸(rn) 深さ(m) 主軸方位 出土遺物 時期 本遺構より新 本遺構より古

262 V-15 不整形 2.34 1.42 0.62 N-38°-E 杯・甕・鉢 古墳 SJ159 

263 V13・14 楕円形 1.5 0.62 0 5 N-630-E 古墳

264 v~14 長方形 1.66 1.18 0.15 N-30°-E 古墳

265 V-14 長方形 1.5 0.62 0.5 N-48°-E 杯・甑・鉢 古墳

266 W-14 楕円形 1.03 0.95 0.18 N-44°-E 古墳 SB64 

267 W-15 方 形 2.2 0.34 N-59°-E 紡錘車 SK268 

268 W-15 円 形 1.32 0.8 N-47°-E 以・甕 古代 SK267・P728 

269 W-15 不整円形 1.48 1.28 0.21 N-19口-E 紡錘車 奈良 SJ175 

270 V-14 不整円形 1.53 1.3 0.16 N-71°-E 古墳 SB62 

271 W-17 円 形 1.5 1.3 0.22 N-27°-E 古墳

272 W-17 円 形 1.14 1.08 0.26 N-24°-W 昇： 古墳

273 W-16 円 形 1.56 1.5 0.84 N-0° 長頸瓶・紡錘車 古代 SJ171。175

274 Wl5・16 円 形 0.92 0.86 0.22 N-70°-W 須恵杯

275 V-16 円 形 1.38 1.12 0 2 N-58°-E 昇： 古代

276 V-9 円 形 1.2 0.39 N-38°-W SJ123 

277 W-15 楕円形 1.64 0.78 0 28 N-75°-E SJ153 

278 w-15 円 形 1.44 1.34 0.26 N-36"-E 

279 V-15 方 形 0.6 0.56 0.36 N-54°-E 杯 古墳

280 V~l6 円 形 0 88 0.2 N-24°-W SJ167 

281 W-17 楕円形 1. 74 1.4 0.28 N-84°-W 古墳

282 V-15 円 形 0.64 0 43 N-33"-W 昇： 古墳

283 X-18 楕円形 3.1 1 46 0.58 N-23°-W 古墳 S E74・SD76 SB63 

284 W-17 長方形 1. 7 0 97 0.08 N-64"-E 

286 w-18 楕円形 2.6 0.7 N-35°-W 古代

287 X-17 長方形 5 02 0.08 N-51°-E SJ177・SD74 

288 Y-16 楕円形 1 62 1.38 0.22 N-19°-W SJ185 

289 Z-15 楕円形 1 5 1.34 0.18 N-44°-W 昇： 古墳 SD79 SJ185 

290 u-10 長方形 5 74 0. 72 0.15 N-54°-E 須恵蓋 古代 SD38 

291 Y-14 不整円形 1.08 0.54 0.44 N-60°-W 須恵蓋 古代 SD292 

292 Y-14 方 形 1 14 1 04 0.98 N-60°-E S]183 • SK291 
293 Y-14 円 形 1 03 0 84 0.28 N-70°-W 

294 Y-15 長方形 1.89 0.75 0 22 N-56°-E SJ74 

295 Y-15 長方形 1.28 0.58 0 12 N-50°-W 

296 X-14 不整円形 1 05 1 22 0 36 N-45"-E 古代

297 Y-15 不整円形 1 25 1.22 0.08 N-56°-W 中世常滑陶器 中世 sxs 
298 Y-14 長方形 1.38 1.1 0.38 N-50°-E 古墳 SJ183 
299 Y-15 楕円形 2.28 1 5 0 42 N-44°-W SD74 

300 Z-15 不整形 2.07 0.75 0.38 N-54°-E 須恵杯 SD77 

301 X-14 不整円形 1 62 1 45 0 18 N-35°-E 常滑甕 中世 SK302 

302 X-14 不整円形 1 16 1 0 0.13 N-65°-W SK301・ S E81 

303 X・YlS 楕円形 2.35 1.44 0.24 N-17°-W SD87 

304 Y-13 楕円形 1.84 0.36 0 24 N-64"-E 杯 古墳

305 Y-13 方 形 1 18 1.02 0.13 N-66"-W 古墳 SD38 

306 Y-14 円 形 1.02 0.94 0 18 N-180-W SJ191 
307 Y-18 長方形 1.85 0.9 0 4 N-18°-W 古墳

308 Y-18 楕円形 1 27 0.74 0.45 N-42"-W 昇： 古墳 SD85 

309 Y-18 惰円形 1 42 0. 76 0 18 N-36°-W 古墳 SD85 

310 Y-18 楕円形 1.57 0.92 0 36 N-20°-W 

311 X-14 長方形 1 3 0 82 0.62 N-42"-W 須恵甕 奈良 SD38 

312 X-14 長方形 1.42 0.92 0 71 N-42°-W 平安 SD38 

313 X-19 楕円形 2.37 0.8 0.37 N-65°-E 奈良 SJ198 
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第 3表土墳計測表（3)

番号 位置 形態 長軸(m) 短軸(m) 深さ(m) 主軸方位 出土遺物 時期 本遺構より新 本遺構より古

314 Y-18 円 形 0.95 0.87 0.37 N-7"-E 石製紡錘車 奈良 SJ196・ 201 

315 Z-18 不整形 1.82 1.06 0 6 N-7T-W 古代 SJ201 

316 Z-19 円 形 0.86 0 7 0 48 N-55°-W 古代 SJ201・202 

317 Z-18 楕円形 1.02 0.42 0.51 N-50°-W SJ201 

318 AA-20 ILJ 形 2.09 2.42 0.51 N-45°-E 須恵杯・壺 古代 S E90 SJ208 

319 Z-18 円 形 0.82 0.64 0.26 N-36"-W 羽口

320 AA-20 円 形 1.48 1.28 0 16 N-0° 

321 AB-20 長方形 1.62 1.16 0 18 N-45°-W SB85 SJ219・220・238 

322 Z-15 楕円形 3.84 1.1 0.46 N-22°-E 身； SK325 • SD77 • 90 SX9 

323 AB-18 不整形 2.16 1.0 0 55 N-68°-E 昇： SJ235・236・237 

324 AB-18 不整円形 1.34 0.4 N-42°-W 須恵杯 SJ235・236 

325 Z-15 不整形 1.58 1.45 0 28 N-57°-E 古代 SD77 SK322・SX9 

326 Z~ 15 楕円形 1.5 0 4 N-36°-W 古代 SD77 SK322・SX9 

327 AA-18 円 形 1.52 0.34 N-85"-E SJ231 

328 Y-17 長方形 1.82 1.24 0 3 N-20"-W SJ222・223 

330 AB-19 不整円形 1.14 0.46 N-77°-E SJ241・242 

331 Z-19 楕円形 1.86 1 2 0.06 N-50°-E SD332 SJ226・227 

332 Z-19 不整円形 1.1 0 11 N-51°-W SJ226 • SK331 

333 AA-19 円 形 1.27 0.6 N-63"-E SJ230 

334 AA-19 楕円形 1.28 0 6 0 23 N-81°-W 

335 AA-16 楕円形 1 8 1 24 0.4 N-84°-W SE98 

336 AA-17 ィ、整形 7.12 1.42 0.68 N-79°-E 杯・甕 SE100・SD97 SK337 

337 AA-17 楕円形 4.0 1.14 () 8 N-58"-E SK336 • SElOO 

338 AB-17 不整形 1.43 1.25 0 42 N-20°-W 土玉

339 AB-16 不整形 2.24 1.54 0 64 N-62'-W 杯・壺。甕 古墳

340 AB-17 不整形 3.26 1.65 0 32 N-16°-W SK348 SJ259・260 

341 AA-18 不整形 0.82 0.78 0.08 N-53°-E SJ248 

342 AB-17 方 形 1.43 1.28 0 35 N-83°-W 須恵杯 SJ269 

343 AB-17 楕円形 1.56 1.1 0.6 N-4T-E 須恵蓋 SJ269 

344 AB-17 不整形 1.46 1.35 0.6 N-4T-E SJ269 

345 AB-17 方 形 1 28 1.1 0 33 N-12°-W SJ269 

346 AB-17 不整形 1.36 0.96 0 32 N-12°-W SJ269 

347 AA-17 不整円形 1.4 1.24 0 84 N-84°-W 古代 SJ240・248 

348 AB-19 不整形 6.06 1.4 0.73 N-80"-W 甕・臼玉 古墳 SK340 

349 AC~20 楕円形 1.48 0.88 0 18 N-77°-E 古代 SJ264 

350 AA-18 円 形 0.88 0 74 0.22 N-44°-E 

351 AB-16 円 形 0.88 0.74 0.22 N-10°-W SJ262 • SD358 

352 AB-20 不整形 1.48 1.04 0.12 N-84"-W SB84・85 

353 AC-17 円 形 1.26 1.06 0.16 N-47"-W  

354 AC-17 円 形 1.3 1.22 0 3 N-33°-W 鉢 古墳

355 AC-17 円 形 1 36 1 06 0.26 N-58°-E 

357 AC~20 不整形 1.34 1.16 0.36 N-52"-W SElll・112

358 AB-16 不整形 1.05 0.72 0.32 N-31°-W 珈式 SK351 

359 AC-17 円 形 1.12 1.02 0.34 N-16°-W SJ27 4 • 276 • 302 

360 AC-16 長方形 2.04 0 18 N-31"-W  SJ276 

361 AC-16 円 形 1.86 1 32 0.52 N-16"-W 頒恵杯 奈良 SK375 

362 AC-16 不整形 1.82 1.4 0 26 N-0 ° 奈良 SJ276 

363 AD19・20 円 形 3.06 2 42 0.4 N-0' 臼玉 SJ278 

364 AD-20 方 形 2.5 2.2 0.28 N-74°-E 臼玉

365 AG-19 楕円形 2.0 0 94 1.26 N-34°-W 古墳

366 AG-19 不整形 1. 93 1.23 0.78 N-20"-E 杯・須恵杯 SJ283 

425 



第 4表土墳計測表(4)

番号 位置 形態 長軸(m) 短軸(m) 深さ(m) 上軸方位 出土遺物 時期 本遺構より新 本造構より古

367 AC-19 怜円形 1 52 0.8 0.21 N-83ローE SJ268 

368 AC~20 方 形 0.83 0.75 0 22 N-77°-E 

369 AC-19 方 形 1.16 1.15 0.2 N-10"-E 

370 AC-19 不整形 1 68 1.14 0.46 N-430-W 杯・椀・甕・甑 SJ287 

371 AC-19 円 形 0.98 0.92 0 36 N-33"-E 昇；

372 AC-19 長方形 2.63 1 78 0 28 N-6r-w 

373 AC-18 円 形 1 18 1.14 0.46 N-5°-W 杯・高台杯

374 AC・AD20 不整形 1.64 1.15 0.71 N-47°-E SJ300 

375 AB-16 楕円形 3.06 0 82 0. 79 N-66"-E 

376 AC-19 長方形 3.05 2 32 0 46 N-22°-W SJ265 

377 AC-21 不整形 1.2 0.98 0 46 N-52°-W 剣形 SB90 SJ288 

378 AC・ABZO 方 形 3 08 2.68 0 48 N-80"-E 臼王 SJ267 

379 AC-20 楕 円 形 1.15 0.5 0 48 N-43°-E 

380 AC-20 方 形 1.42 1.2 0.12 N-65"-W 均；

382 AD18 不整形 1 46 0.72 0.3 N-65°-E 杯・須恵杯 奈良 SJ312 

383 AD-18 1、 明 0.09 N-25C-W ガラス」： SE100・108 

384 A F-19 長方形 2.04 1.36 0 2 N-42°-E 

385 AD-18 方 形 1.86 0.94 0 24 N-21"-W 

386 AE-18 方 形 3 3 2.16 0.32 N-65°-E SB91 

387 AE-17 方 形 1 64 0.09 0.3 N-34"-E SB58 

388 AE-19 長方形 2 8 1 62 0.08 N-71°-E SJ318 • 320 • SB95 
389 AE-18 長 方 形 2.0 1.47 0.38 N-74C-E 

390 AD-18 不整形 2.02 0.52 0.46 N-21°-W SJ311・312 

391 AD-18 円 形 0.74 0.45 N-74"-E SJ311 

392 AD-18 不整形 1 98 1.44 0. 72 N-74"-E 杯

393 AE-21 楕 円 形 1.38 1 18 0 2 N-22°-W 

396 AE-18 方 形 2,0 1. 74 0.39 N-43°-W 

397 AE-20 円 形 0 88 0.2 N-0 ° 

399 AF-20 方 形 1.6 1 04 0.26 N-49"-E SD85 

400 AF-20 楕 円 形 1. 7 0 76 0 48 N-73°-E 

401 AE-21 円 形 0.9 0 84 0 28 N-30°-W 昇： SJ326・350 

402 AE-21 円 形 1 0 0.38 N-60°-E SDlOl SJ326・350 

403 AD-19 円 形 1.14 0 54 N-0° SJ316 

404 AD-19 楕円形 1.48 1 1 0 48 N-0° SJ317 

405 AE-19 円 形 1.08 0.82 0.54 N-83°-W SJ317 

406 AE-19 円 形 0.9 0.78 0.94 N-0° SJ314・330 

407 AE-19 円 形 0.96 0 82 0 27 N-300-W SJ313・315 

448 AD-18 円 形 1.14 0.74 0 97 N-0° SE117 

409 AF-22 円 形 0.9 0.83 0 66 N-0° 

410 AE~22 方 形 1 64 1.46 0.08 N-2T-W SJ353 

411 AE~21 長方形 1.62 1.18 0.3 N-14°-E SJ338 

412 AD-21 楕円形 1.16 0.66 0.33 N-48°-E 

413 AD-17 円 形 1.18 0.9 0.23 N-58"-E 

422 V~l3 方 形 1.56 1.42 0.14 N-70°-E フラスコ瓶 SJ145・ 146 
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